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英国における公的資金研究成果の試行的分析
文部科学省科学技術・学術政策研究所データ解析政策研究室
要旨
本稿では，我が国における今後の研究評価の在り方についての検討に資することを念頭に，英国の

公的資金助成による研究プロジェクトレベルの成果情報，特に論文等のアウトプットのみならずア
ウトカムやインパクトなどより広い意味での成果情報に関するデータベースである “The Gateway to
Research”(GtR)と，それを用いた試行的分析について紹介する．

GtRは英国研究・イノベーション機構 (UKRI: UK Research and Innovation)が提供する研究成果情
報に関するデータベースである．UKRIは，人文・社会科学，工学，医学など 7つの分野に対応する
各研究会議 (7 Research Councils; 7RCs)をはじめ，既存の 9機関を統合する形で 2018年に設立された
研究助成機関であり，英国政府の研究開発予算の多くを占める．GtRは UKRIが行う公的資金による
助成の透明性確保と知識共有を目的として提供されており，研究プロジェクト単位での成果情報をと
りまとめ，約 11万件の研究プロジェクトにおける 19種類の出版物や 13種類のアウトカム情報など
の詳細な成果物情報が収録されている．
本稿では，GtRのデータを用いた試行的分析を行い，研究分野による研究成果の違いや，多様な成果
物の産出パターン等を観察した．また，第 6期科学技術・イノベーション基本計画や「政策のための科
学」の観点から，人文・社会科学系プロジェクトや政策への影響について焦点を当てた分析も行った．
GtRの分析を更にすすめることで，分野別評価指標や多様な側面からの研究活動・価値の可視化の検
討に資すると考えられる．また，我が国においても，研究現場や支援機関における負担軽減について
十分に考慮しながらも，多種多様な研究成果を一元的に収集・管理し，公知化していくことが喫緊の課
題である．この観点からも，研究会議横断的な取組みを行う英国に学ぶべきことが多いと考えられる．

A survey and analysis of the UK publicly funded research outcome database
Research-Unit for Data Application, National Institute of Science and Technology Policy (NISTEP), MEXT

ABSTRACT
This report introduces the Gateway to Research (GtR), a database developed by UKRI, established in

2018 by merging nine organisations, including seven Research Councils, covering the whole range of
scientific fields from the humanities and social sciences to engineering and medicine. UKRI aims to
ensure transparency and knowledge sharing by making publicly funded research results visible to society
by providing a large-scale database with detailed output and outcome information, including 19 types of
publications and 13 types of outcome information for more than 110,000 research projects.

This report also conducts preliminary analysis using the GtR data, showing the diverse patterns of various
outputs and outcomes by research fields. In relating to special attentions to the role of social sciences
and humanities in innovation creation and solving societal problems, in the sixth science, technology
and innovation basic plan in Japan, we also conducted analysis focused on research outcomes of social
sciences and humanities and on research impacts on policies. Further study would contribute to examining
field-specific evaluation indicators and visualisation of research activities and values from multiple aspects.

In Japan, it is an urgent issue to collect, manage, and make public a wide variety of research outputs
and outcomes in an integrated manner while considering reducing the burden on researchers, research
organizations and funding agencies. From this point of view also, we could learn from the precedence
challenge of the UK.
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1 はじめに
本稿では，我が国における今後の研究評価の在り方についての検討に資することを期待して，英国

の公的ファンディングによる研究プロジェクトレベルの研究成果情報，特に論文等のアウトプットの
みならず，アウトカムやインパクトなどより広い意味での研究成果情報を含んだデータベースである
“the Gateway to Research”と，それを用いた試行的分析について紹介する．
科学や技術を取り巻く環境はめまぐるしく変化しており，政策の観点においても，これまでの科学

や技術の発展を主な目的としていた科学政策や技術政策から，社会的課題解決，イノベーション創出，
ウェルビーイングの達成など，科学技術が社会経済のあらゆる面に中長期的にもたらす幅広い影響を
重視した科学技術・イノベーション (STI; Science Technology and Innovation)政策へと，その範囲や目
的が拡大している．STIが社会に対して新たな価値を生み出し，課題を解決していくためには，研究
開発のプロセスにおいて多様なアクターが相互に協調・連携する仕組みへの転換が必要とされている．
これに伴い，研究活動のインプットやアウトプットのみならず，アウトカムやインパクトへの注目が
高まっている（ここで大まかには，インプットは研究者や研究費，アウトプットは論文等の具体的成
果物，アウトカムはアウトプットの結果としてもたらされる短中期的な効果，インパクトは長期的な
時間軸で見えてくる社会経済のあらゆる面における幅広い影響を意味する (図 1)）．また，エビデンス
に基づく政策立案（以下，EBPM：Evidence-based Policy Making）への社会的要請の高まりとともに，
これらアウトカム，インパクトへの理解を進め，可視化し，社会に説明してくことが重要となってお
り，多くの国で実践が進んでいる．他方，それらの多様なアウトカムやインパクトをどのように定義
し，どのようにとらえるのか，については未だ多くの議論がある．

インプット アウトプット アウトカム インパクト

研究開発に使われる
資源 具体的成果物

アウトプットの結果
として もたらされる
短中期的な効果

長期的な時間軸で
もたらされる 社会・
経済のあらゆる面での
幅広い影響

例：研究者，研究費など 例：論文など 例：？ 例：？

スコープの拡大

研究活動の過程で社会の
アクター（政策，産業，
市民等）と，どのような
つながりがあるか？

研究のオープン化は
どの程度進んでいるか？

社会的課題解決，
イノベーション創出，
ウェルビーイング達成
等の目的にどのように
貢献しているか？

インプット，アウトプット，
アウトカム，インパクトを
どのように一元的に把握
するか?

研究活動はどのように
多様化しているか？

分野ごとにどのような
違いがあるか?

アウトプット・アウトカム・インパクトをどのように定義し，どのように測定するのか？課題（例）

図 1: 評価スコープの拡大

我が国の「第 6期科学技術・イノベーション基本計画 (令和 3年 3月 26日閣議決定)」（以下，第 6
期基本計画という）においても，STI行政において，客観的な証拠に基づく政策立案を行う EBPMを
徹底することとされ，内閣府などにおいてもエビデンス等の整備に関連する取組が進められてきた．
こうした流れの中で “研究力評価”など STIに関わる様々な指標の検討・整理・計測・活用なども一層
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進展している．現状における我が国の研究評価は，インプットとアウトプットが中心であるが，今後
は，アウトカムやインパクトについてもより重視されるものと考えらる．その際，アウトカムやイン
パクトに関する諸外国の事例について整理・分析しておくことは有用である．
ここで，研究評価について長い歴史を持つ国の一つとして英国を挙げることができる．たとえば，英

国では研究評価を高等教育機関や研究機関等の戦略的方向づけのための重要な手段として位置づけて
おり，高等教育機関を対象とした REF (Research Excellence Framework)などはその代表例として，我
が国でも多く紹介されている．この REFの歴史をたどると少なくとも 1992年開始の RAE (Research
Assessment Exercise)，場合によっては 1986 年の Research Selectivity Exercise まで遡ることができ，
研究評価における嚆矢と言える．このように，英国は我が国における研究評価を考える際にも参考・
比較対象として用いられるなど [林 21]，代表的な参照基準のひとつとなっている．
こうした背景から本稿では英国に置ける研究評価に着目し，英国研究・イノベーション機構 (UKRI:

UK Research and Innovation)が運営する，公的な競争的研究資金の（アウトカムやインパクトを含め
た広い意味での）成果公開サービス The Gateway to Research (GtR) 1) を用いた分析を試みたので，そ
の結果について紹介する．

UKRIは 2018年に既存の研究助成機関を集約する形で発足した組織で，研究ファンディングの一元
的なマネジメントを行っている [JST-CRDS 19]．先述した GtRは UKRI傘下の機関等による各種助成
について，研究プロジェクト単位でインプットおよび研究成果（アウトプット，アウトカム，インパ
クト）をとりまとめた網羅的なデータベースである．後述するとおり，研究プロジェクト単位でアウ
トカムやインパクトを公開している事例は，本稿執筆時点において確認できておらず，また筆者らの
知る限り，GtRについては我が国では紹介されていない．したがって，GtRおよびそのデータに関す
る試行的分析の結果を紹介することは我が国の今後の研究評価を考える際に有用と考える．
そこでまず，第 2 章において GtR の概要について紹介する．続いて，第 3 章において，研究プロ

ジェクト単位のデータを用いた試行的分析を行った結果を示す．第 4章では，分析結果等を読み解く
上での留意点や政策的な含意，今後の方向性等について述べる．
分析については，本稿では特に下記の点に注目して行った．

• 研究プロジェクトのアウトプット，アウトカム，インパクトとしてどのようなものが報告され
ているか

• それらにおける分野間の差異はどの程度か
• 研究プロジェクトの各種アウトプット，アウトカム，インパクトの出し方においてどのような
パターン，関係性が見いだされるか（成果物種別間の関係性）

また，EBPMや科学的助言の重要性の高まりから，昨今研究成果の政策への活用には関心が高まっ
ているため，研究のインパクトの一つの局面として研究プロジェクトの政策への影響については詳細
な分析を行った．あわせて，基本法改正や第 6期基本計画に対応して，人文・社会科学系の評価指標等
に関する検討がなされているため人文・社会科学系プロジェクトにフォーカスを当てた分析も行った．
加えて，付録として複数の付属資料及び分析を収録した．ここでは研究分野の詳細情報，プロジェ

クトの予算・期間の分布，研究代表機関（上位 25機関）の詳細情報を掲載している．また，今後の分

1) https://gtr.ukri.org/
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析可能性を探索するため，研究代表機関の特性を明らかにするためのクラスタリング分析や，アウト
プットやアウトカムの種別間の因果関係分析等の試行も行った．最後に，我が国も含めて，数か国の
研究成果データベースの現状調査を行った．
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2 UKRIと GtRデータの概要
本章では，英国の研究・イノベーション機構 (UKRI: UK Research and Innovation)及び UKRIが運

営する公的な競争的研究資金の成果公開サイト The Gateway to Research (GtR) 2) の概要について紹介
する．

2.1 背景：英国における研究支援と研究成果の把握
2.1.1 英国における研究支援
まず，UKRI設立にあたっての設計思想が，本稿で紹介する GtR等の英国の研究成果把握・公開の

考え方に大きく影響を与えていると考えられることから，英国の研究支援の概要を UKRIを中心に紹
介する．
英国における公的研究支援は 1980年代以降，成果に基づいて配分される大学等に対するブロックグ

ラント（運営費交付金）と，研究プロジェクトやプログラムに対して配分される競争的資金との 2系
統からなるデュアルサポートシステムを取ってきた3) ．本稿で扱う UKRIは，これらの研究支援を統
合的な組織で戦略的に支援するビジネス・エネルギー・産業戦略省 (the Government’s Department for
Business, Energy, Innovation and Skills; BEIS)傘下の政府外公共機関 (Non-Departmental Public Bodies;
NDPB)として 2018年に設立されたもので，7つの研究会議 (7 Research Councils; 7RCs)と Innovate
UK (IUK)，Research England (RE)，計 9機関によって構成されている（図 2）．そのうち 7RCsが競争
的資金配分，Innovate UKが実用化・産業化等の支援・助成，Research Englandがブロックグラント配
分・REF実施を担う4) ．
この英国の現在の研究支援体制の改革は，より効率的・戦略的な資金配分の実施を目的として 2014

年に設置された Sir Paul Nurse が率いる専門家チームによるインディペンデントレビューの報告書
“Ensuring a Successful UK Research Endeavour”（通称 Nurse Review, 2015）を受けたものである．
Nurse Reviewでは，研究会議の見直しによる研究支援のガバナンス改革により解決しうる課題として，
主に以下のような点が挙げられた5) ．

【主な課題】
• 戦略的な研究支援及び政府における研究の位置づけを強化すること（行政官や研究コミュニ
ティとの関係性の強化）

• 複雑さを減らしアジャイルな運用を増やすとともに，研究活動のベストプラクティスの共有や，
効率化・最適化・簡略化等のためのハイレベルな政策を開発すること

• 学際的な研究の支援やグランドチャレンジ，研究会議間の資源配分の見直し等により，分野横
断的な問題に対応するための仕組みを確立すること

• 出口まで研究の異なる段階のより良い連携を，研究会議間，Innovate UKや政府による研究，営

2) https://gtr.ukri.org/
3) https://www.foundation.org.uk/Document-Library/UK-science,-technology-innovation-policy-after-(1)
4) https://www.ukri.org/about-us/who-we-are/
5) https://researchbriefings.files.parliament.uk/documents/CBP-7608/CBP-7608.pdf
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芸術・人文学研究会議 バイオテクノロジー・生物科学研究会議

経済・社会研究会議工学・物理化学研究会議

医学研究会議 自然環境研究会議

科学技術施設会議

研究・イノベーション機構

ビジネス・エネルギー・産業戦略省

7研究会議 (7RCs)

UKRI機関

図 2: UKRI関連 9機関

利研究等との接続により改善すること
• 研究会議の支援の改善，官僚的な仕組みの削減，ガバナンスの効率化により，研究会議のリー
ダーシップを強化すること

また，特に，ファンディング情報に関する運用面の課題としては，研究資金のアウトカムについて，
研究支援終了後にも継続してアウトカムを登録できる仕組みへの移行がプロジェクトの長期的なイン
パクトを理解することに寄与している一方，さらに使いやすく効果的なシステムの改善が必要である
ことが挙げられている6) ．
こうした点を踏まえ，英国政府は UKRIの設立にあたり，その機能を以下と位置付けた7) ．

• 研究・イノベーションファンディングシステムを強化するとともに，政府や世界のパートナー
と対話を促進すること

• 研究基盤とビジネスコミュニティにおける発見の商品化を促進し，研究アウトカムがイギリス
の国益として最大限に活用できるようにすること

• 専門知識やベストプラクティスを共有するためのより良い仕組み（たとえば主要プロジェクト
や大規模資本投資のマネジメント等）を作り，意思決定の有効性を高めること

• 機能の集中化と事務負担の軽減により，研究・イノベーションのリーダーたちが戦略的なリー

6) https://assets.publishing.service.gov.uk/government/uploads/system/uploads/attachment_data/

file/478125/BIS-15-625-ensuring-a-successful-UK-research-endeavour.pdf, P.17
7) https://assets.publishing.service.gov.uk/government/uploads/system/uploads/attachment_data/

file/527803/bis-16-291-ukri-case-for-creation.pdf

5

https://assets.publishing.service.gov.uk/government/uploads/system/uploads/attachment_data/file/478125/BIS-15-625-ensuring-a-successful-UK-research-endeavour.pdf
https://assets.publishing.service.gov.uk/government/uploads/system/uploads/attachment_data/file/478125/BIS-15-625-ensuring-a-successful-UK-research-endeavour.pdf
https://assets.publishing.service.gov.uk/government/uploads/system/uploads/attachment_data/file/527803/bis-16-291-ukri-case-for-creation.pdf
https://assets.publishing.service.gov.uk/government/uploads/system/uploads/attachment_data/file/527803/bis-16-291-ukri-case-for-creation.pdf


ダーシップに集中できる時間を増やすこと
• 複数のデータセットや情報ソースを蓄積することで英国の研究・イノベーションの状況に関す
るエビデンスの質を向上させ，効果的な資金調達の意思決定を下支えすること

こうした英国の研究ファンディング改革の背景からは，研究の戦略化とアウトプット，ひいてはア
ウトカム・実装（及びそのための分野・セクター横断的連携）の強化，知識・ベストプラクティスの共
有，事務負担の簡素化・アジャイル化，研究イノベーションファンディングに対する予算投資の強化
に寄与するデータの蓄積，等が，本稿で紹介する GtR等の研究成果把握のためのデータベースの設計
思想に影響を与えていると推察される．

2.1.2 研究助成機関全体における UKRIの位置づけ
すでに見てきたとおり，UKRIの助成対象は研究個人の他，ビジネスセクターや研究機関など多様
で，英国における R&D全般を支援する機関といえる8) ．UKRI以外の公的な研究助成機関としては，
たとえば保健省（DH; Department of Health）の国民保健サービス（NHS; National Health Service）傘
下の国立衛生研究所（NIHR），国防省 (MoD; Ministry of Defence)傘下の国防科学技術研究所（Dstl:
Defence Science and. Technology Laboratory）などを挙げることができる．
ここで，英国政府の国家統計局 (ONS; Office for National Statistics) が作成した報告書9) によれば，

英国における 2019年の研究開発 (R&D)に対する純支出は 131億ポンド，研究開発および知識移転活
動の総純支出は 2019年に 134億ポンド（国内総生産 (GDP)の 0.6%に相当）とされる．また，同報
告書において，UKRIは 2019年の研究開発および知識移転活動への純支出に最も貢献し，その額は全
体の 39%を占める 53億ポンドであったとされる（なお，この金額は 7RCsと Innovate UKのもので，
Research Englandの予算は含まれていない）．これらについて表 1に示した．したがって，UKRIを観
察することで，英国の R&Dの主要部分はカバーできると考えられる10) ．ただし，次項で紹介すると
おり GtRでは Research Englandにかかる成果を対象としていないことには留意を要する．

UKRI 内の機関別予算配分に付いてみると 2021 年度予算の配分は表 2 の通り11)．ブロックグラン
トを担うという性質に照らして，Research Englandが全体の 3割程度と最も大きな比率を占めている．

8) https://www.ukri.org/about-us/who-we-fund/
9) https://www.ons.gov.uk/economy/governmentpublicsectorandtaxes/researchanddevelopmentexpenditure/

bulletins/ukgovernmentexpenditureonscienceengineeringandtechnology/2019
10) なお，英国政府は 2027 年までに研究開発への投資を GDP の 2.4% に増加させ，研究開発への公的資金を 220 億ポ
ンドに増加する予定としている．https://assets.publishing.service.gov.uk/government/uploads/system/
uploads/attachment_data/file/896799/UK_Research_and_Development_Roadmap.pdf

11) https://www.ukri.org/wp-content/uploads/2021/05/UKRI-270521-UKRI-Allocation-Explainer-2021-22-FINAL-PDF.

pdf
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表 1: 2019年度英国政府研究開発・高等教育予算分布

Department £ million Percent

UK Research and Innovation (UKRI):

UKRI includes all 7 research councils and Innovate UK 5,178 39%
UKRI (excluding Research England)
Pensions 72 1%

TOTAL 5,250 39%

Higher Education Funding:

Research England (part of UKRI) 2,397 18%
Scotland (SFC) 349 3%
Wales (HEFCW) 95 1%
Northern Ireland (DfE) 73 1%

TOTAL 2,915 22%

Civil Departments:

National Health Service (NHS) 1,215 9%
Business, Energy and Industrial Strategy (BEIS) 1,024 8%
International Development (DFID) 407 3%
Scottish Government (SG) 201 2%
Other (15 organisasions) 386 3%

TOTAL 3,233 24%

Ministry of Defence (MoD)
of which: Research 647 5%

Development 370 3%

TOTAL 1,017 8%

DEPARTMENTAL TOTAL 12,415 93%

Indicative UK contributions to EU R&D expenditure 935 7%

GRAND TOTAL 13,350 100%

※ONSのデータを基に著者作成

39%

22%

24%

8%

7%

UKRI部分
約60%

他機関R&D
合計 約40%

表 2: UKRI内の 2021年度予算配分
AHRC BBSRC EPSRC ESRC MRC NERC STFC IUK RE UKRI Total
110 364 946 183 709 352 554 667 1,772 37 5,693

( 1.9%) ( 6.4%) ( 16.6%) ( 3.2%) ( 12.5%) ( 6.2%) ( 9.7%) ( 11.7%) ( 31.1%) ( 0.6%) ( 100.0%)
※UKRI資料を基に著者作成 （単位：£ million）

Research and Innovation
Budgets
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2.2 GtRデータの概要
GtRは，公的資金による研究成果の可視化による透明性の確保と知識共有を目的として，UKRIが

BEISのプログラムの一環として行っているサービスで，URKI傘下・関連 9機関および UKRIが行っ
た研究ファンド成果物のデータが掲載されている．これら機関等の関係とデータ収録対象について，
図 3および表 3にまとめた．なお，Research Englandは UKRI傘下の機関であるが，GtRの収録対象
ではないことに留意を要する．

芸術・人文学研究会議 バイオテクノロジー・生物科学研究会議

経済・社会研究会議工学・物理化学研究会議

医学研究会議 自然環境研究会議

実験動物3Rsセンター

科学技術施設会議

研究・イノベーション機構

ビジネス・エネルギー・産業戦略省

7研究会議 (7RCs)
GtR収録機関

UKRI機関

図 3: UKRI関連機関とデータ収録対象

UKRIの発足自体は 2018年だが既存機関をとりまとめたもので，7RCsや Innovate UKは UKRI発
足以前から存在している12)．そのため GtRには基本的に対象機関が 2006年 1月以降に支援したプロ
ジェクトについて収録されている13)．ただし，Studentshipについては 2015年 2月 1日以降のものの
みを収録するなど注意が必要ともされる14)．

12) Research Englandもイングランド高等教育助成会議 (Higher Education Funding Council for England : HEFCE)が元になっ
ている．

13) MRCの課題については 40年，30年単位のものもあり，その結果 1970年代のものなども収録がある（収録範囲が終了
年ベースで 2006年以降であるため）．

14) https://gtr.ukri.org/resources/data.html
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表 3: GtRの収録機関

AHRC Arts and Humanities Research Council
芸術・⼈⽂学研究会議 http://www.ahrc.ac.uk/

BBSRC Biotechnology and Biological Sciences Research Council
バイオテクノロジー・⽣物科学研究会議 http://www.bbsrc.ac.uk/

ESRC Economic and Social Research Council
経済・社会研究会議 http://www.esrc.ac.uk/

EPSRC Engineering and Physical Sciences Research Council
⼯学・物理化学研究会議 http://www.epsrc.ac.uk/

MRC Medical Research Council
医学研究会議 http://www.mrc.ac.uk/

NERC Natural Environment Research Council
⾃然環境研究会議 http://www.nerc.ac.uk/

STFC Science and Technology Facilities Council
科学技術施設会議 http://www.stfc.ac.uk/

Innovate UK Innovate UK
イノベートUK / 技術戦略委員会 http://www.innovateuk.org/

NC3Rs National Centre for the Replacement, Refinement and Reduction of Animals in Research

実験動物3Rs（代替・改善・削減）センター http://www.nc3rs.org.uk/

2.2.1 データの網羅性等
UKRIでは助成した研究課題の各種成果について Researchfish 15) と呼ばれる外部サービスを通じ，

収集している．Researchfishを通じた成果の報告は，育児休暇や病気，ネットにアクセスできない環境
下での研究に従事中であるなどの例外を除いて助成期間中および助成終了後原則 5年までの間，基本
的に毎年実施することが義務づけられている16)．また，報告が行われない場合には助成停止などの措
置が執られる17) ．GtRの収録データは，基本的にこの Researchfish及び Joint electronic Submissions
system (Je-S) に入力されたデータに基づくため，UKRI において助成されたほぼすべての研究プロ
ジェクトに関するデータが掲載されていると想定できる．

2.2.2 提供機能及び搭載件数
GtRのサイト上では後述するプロジェクトその他種別のデータについて，キーワードマッチや地域，

助成機関，助成目的などで絞り込んで検索できるほか，REST APIを通じてそれらのデータを XMLや
CSVなど計算機で処理しやすい形式で取得できる．
本報告で用いたデータは，GtR に掲載されている全データを 2020 年 11 月 10 日から 20 日にかけ

て収集したものである．Projectsおよび，その成果物である Publications, Outcomesについては，2020
年 11月 20日の時点で表 4の量のデータが搭載されている．

15) 英国 MRC からスピンアウトし，英国以外の研究助成機関も利用する民間サービス．エビデンスをベースに研究開発評
価を行い，将来の研究開発ファンディング戦略の策定や意思決定につなげることを支援するために開発されたデータ・
プラットフォームであり，2012年 6月から運用されている．研究助成機関が資金供与した研究開発プロジェクトのアウ
トプット，アウトカム，インパクトに関するデータを収集している．https://www.ukri.org/manage-your-award/
reporting-your-projects-outcomes/

16) ただし，InnovateUKについては Researchfishを介さない成果の報告プロセスが存在する．
17) https://www.ukri.org/wp-content/uploads/2020/12/UKRI-081220-SanctionsPolicy.pdf
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表 4: 搭載データ件数

Total AHRC BBSRC EPSRC ESRC Innovate
UK

MRC NC3Rs NERC STFC UKRI NULL

Projects 110,125 7,932 15,957 27,205 9,807 21,786 11,173 395 9,594 6,150 126
Publications 917,317 27,647 81,238 231,334 80,522 217,212 84,347 194,892 125
Outcomes 740,310 66,861 109,789 158,359 120,913 189,429 61,136 33,507 309 7

表 4のとおり，Innovate UK, NC3Rsについてはプロジェクトのデータはあるものの，成果は登録さ
れていない．従って，Publicationsや Outcomesの分析には Innovate UK及び NC3Rsは含まれない点
に留意する必要がある．

2.2.3 GtRと REFの関係性
英国の研究評価においては，高等教育機関のブロックグラント（運営費交付金）に導入されている

REFが国際的にも有名である．REFを管轄する Research Englandも UKRI傘下ではあるが，REFは
GtRがカバーする研究会議等により支援されている研究プロジェクトの評価とは独立に行われている．
ここでは，REFと GtRの違いについて説明する．

GtR は競争的資金のプロジェクト単位の成果を公開する仕組みであり，研究成果の収集には
Researchfish と呼ばれる RIS(Research Information System) が用いられている．他方ブロックグラン
トに導入されている REF は大学機関などの高等教育研究機関について分野等の評価単位 (Unit of
Analysis; UOA)ごとに成果の収集・評価を実施するための仕組みで，報告単位ごとに厳選された一部
の成果が収集されている．REF独自のシステムによる研究成果の入力がされるため，Researchfishと
成果登録システムの項目等は必ずしも一致していないとされる18) ．最新の REF2021においても入力
ガイドラインを参考する限り Researchfishは用いていない19) ．
また，成果物について UKRIは傘下の 9機関（7RCs，Innovate UK，Research England）を含めて単

一のオープンアクセスポリシーで運用しているが，Research Englandの拠出する資金はほとんどがブ
ロックグラントであり，各高等教育機関の裁量で使用される．UKRIは「ブロックグラントは特定の
成果につながることを意図したものではなく，ブロックグラントが生み出す成果は Research England
の資金提供に直接起因するものではない」という認識を示しており，それらを UKRIのオープンアク
セスポリシー対象外としている．したがって GtRには REFを通じて配分されるブロックグラントに
直接起因するデータは含まれていない．
このように，REFと GtRは補完的な関係にあると考えられ，双方の分析を併用することで，より包

括的な STI政策の方向性の検討にも示唆を得られる可能性が高い．

2.2.4 その他の情報
この他の興味深い動向としては，UKRIと研究者の業績管理システムである ORCIDの連携が挙げら

れる20)．本報では GtRを通じ，アウトカムやインパクトを含めた研究成果の分析を行うが，研究のス

18) https://assets.publishing.service.gov.uk/government/uploads/system/uploads/attachment_data/

file/768162/research-excellence-framework-review-evidence-report.pdf
19) https://www.ref.ac.uk/guidance/submission-system-data-requirements/
20) https://www.ukri.org/news/orcid-reviewer-recognition-for-ukri-reviewers/
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タート地点であるプロジェクトの応募に目を向けると，UKRIを中心に英国の多くの公的助成におい
て Je-S(Joint electronic submission)と呼ばれるシステム（日本における e-Rad的な仕組み）で受け付
けている．ここで Je-Sと ORCIDは連携しており，Je-Sに登録されたプロジェクトについて審査（ピ
アレビュー）を行うと，その審査をレビュー業績として審査者の ORCIDを自動的に更新する．機密
性保持と匿名性確保のため，公開されるのは「UKRIの委託を受け，ある年に審査に参加した」という
事実のみであるが，審査に関わる情報も含めて研究の開始からそれらが生み出した効果まで一元的に
把握できるようになっている点，外部一般サービスとの連携を進めている点は興味深い．

2.3 GtRデータの構造及び項目詳細
GtR で入手できるデータの種別としては，プロジェクトそのものの基礎情報 (Projects) に加えて，

主には論文や書籍など出版物が収録されているアウトプット情報 (Publications)，出版物以外の多様な
アウトカム情報 (Outcomes)，受託研究者情報 (People)および受託機関情報 (Organization)，研究分野
(Classifications)という 6種類で構成されている（図 4）．

インプット アウトプット アウトカム インパクト

Projects

People

Organization

助成種別: 34種類

Publications Outcomes

出版種別: 19種類 アウトカム種別: 大項目13種類
小項目81種類

Classifications

ID，タイトル，概要，期間，助成額，
助成機関，助成種別，研究トピックス，
受託機関，受託研究者等

氏名，ORCID，研究プロジェクト，
所属組織，所属部門等

機関名称，地域，研究プロジェクト

研究プロジェクト情報，研究トピックス（研究分野に相当）または国際疾病分類

研究プロジェクトID，
出版種別，タイトル，
著者，発行年月日，
DOI，PubMedID，出版
物種別等

研究プロジェクトID，アウトカム種別，
概要，インパクト等

研究トピックス数: 628
※国際疾病分類含む

図 4: GtRデータの構造

収録情報の定義等については GtRの説明ページ21) 上で確認できるが，以下でも簡単に紹介する．

2.3.1 Projects
Projectsの有する項目はプロジェクトの種類などに応じて違いもあるが，ID,タイトル，概要，期間，
ファンドの額，助成機関，助成種別 (Grant Category)，研究トピックス，などが割り付けられている．
助成種別と件数の分布について表 5に示す．また，GtRの説明ページにある Projects関連用語の定義
について，表 6に示す．

21) https://gtr.ukri.org/resources/GtRDataDictionary.pdf
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表 5: 助成種別 (Grant Category)と件数（全データ）
grantCategory Count PCT grantCategory Count PCT
Research Grant 51,514 46.8% Centres 200 0.2%
Studentship 19,096 17.3% SME Support 149 0.1%
Training Grant 7,170 6.5% Fast Track 132 0.1%
Fellowship 6,464 5.9% Legacy RDA Grant for R&D 101 0.1%
Collaborative R&D 5,193 4.7% Knowledge Transfer Network 98 0.1%
Feasibility Studies 5,113 4.6% Launchpad 97 0.1%
Intramural 3,798 3.4% CR&D Bilateral 61 0.1%
Vouchers 3,254 3.0% Procurement 47 0.0%
Knowledge Transfer Partnership 2,624 2.4% Large Project 44 0.0%
Small Business Research Initiative 854 0.8% Legacy RDA Collaborative R&D 27 0.0%
GRD Proof of Concept 807 0.7% European Enterprise Network 25 0.0%
GRD Development of Prototype 734 0.7% Missions 20 0.0%
GRD Proof of Market 640 0.6% Special Interest Group 15 0.0%
BIS-Funded Programmes 591 0.5% Third Party Grant 9 0.0%
EU-Funded 580 0.5% Unknown 6 0.0%
Study 371 0.3% Legacy Department of Trade & Industry 2 0.0%
Other Grant 288 0.3% Memorandum of Agreement 1 0.0%

表 6: Projects関連用語の定義
Terms Description

FellowshipGrant フェローシップ・コンペティションで授与されるプロジェクト・カバー・助成の⼀種で，指名された個⼈の⽀
援に貢献するもの．この助成は，フェローが個⼈的な研究プログラムに専念する時間の費⽤をカバーするもの
で，研究⽀援費⽤を含む場合も含まない場合もある．

InnovationProject 企業の新製品・新サービス開発を⽀援するためのサポートと資⾦を提供するもの．Innovate UKにおける，
特定の優先分野に関する共同研究開発，実現可能性調査，Fast-Track, Innovation Vouchers,
SBRIなどのプログラム，SmartやKTPなどのテーマのない「常時募集」の助成など，すべての資⾦を含む．
また，カタパルトセンターや欧州プログラムの英国プロジェクトに提供される資⾦も含まれる．

Intramural Project 研究会議のセンター，ユニット，インスティテュート，ファシリティへの研究契約および内部移転を対象とす
るプロジェクト・カテゴリー．

Multi-Component Grant 提案書の段階で，コンソーシアムの⼀部として他のグラント提案を名乗っているグラント．複数コンポーネン
トのグラントは，1つの組織として審査され，同じタイトルが付けられる．このうち1つのプロジェクトが
「リード」として指名され，リードPIが報告とデータ管理の調整を⾏う．

Period of Study 学⽣がポストグラデュエートの学位を取得するために学術機関に登録された最初の⽇から，論⽂の提出が予想
される，または実際に提出されるまでの期間を指す．

Research Grant 関連する研究評議会が定めた⼿続きを経て，資⾦提供に適していると評価された所定の研究プロジェクトの費
⽤を拠出するもの．

Research Project 研究助成⾦，フェローシップ助成⾦，研修助成⾦，学⽣助成⾦，学内プロジェクトなどの総称．
Studentship 1つまたは複数のRCトレーニング補助⾦から資⾦を得て，企業や慈善団体からの資⾦で補い，より⾼い学位の

授与につながる研究プロジェクト．
Training Grant ⾼等教育機関に対し，博⼠課程および（旧）修⼠課程の学⽣の教育費を賄うためのブロックグラント．博⼠号

取得のための奨学⾦とパートナーシップを含む．
Transfer Grant 主任研究者が新しい研究組織に移ったときに，新しい研究組織に移されたプロジェクト．新しい研究組織に移

⾏するプロジェクト．使われなかった予算は新しいプロジェクトに移される．ProiectiDの接尾辞は/2．そ
の後の異動により，/3または/4のサフィックスが付くこともある．

※ GtR説明資料に基づき，筆者作成
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2.3.2 Publications
Publicationsは一般的な書誌情報そのもので，当該成果が紐付く Projectsの IDの他，タイトル，著

者，発行年月日，DOI，PubMedID，種別，などが割り付けられている．種別は Journal Article/Review
をはじめ Book，Preprintなど 19種類が存在する．種別及び件数について表 7に示す．なお表中の#は
種別記載なしを意味し，以後他の表でも#および NULLを記載なしの意味で用いる．

表 7: 出版種別（全データ）
Publication Type Count PCT Publication Type Count PCT
Journal Article/Review 769,346 83.9% Thesis 2,357 0.3%
Conference/Paper/Proceeding/Abstract 69,773 7.6% Consultancy Report 1,057 0.1%
Book Chapter 26,681 2.9% Book edited 1,023 0.1%
Other 12,399 1.4% Manual/Guide 536 0.1%
Working Paper 11,351 1.2% Monograph 249 0.0%
# 6,132 0.7% Technical Standard 215 0.0%
Book 5,590 0.6% Scholarly edition 131 0.0%
Preprint 3,979 0.4% Systematic review 39 0.0%
Policy briefing/Report 3,328 0.4% patent 16 0.0%
Technical Report 3,107 0.3% Data Set 8 0.0%

表 7をみると，その多くは Journal Article/Reviewであるが，学会予稿，書籍のチャプター等も主な
アウトプットとして報告されている．また，数は少ないものの特徴的なものとして，昨今のオープン
サイエンスの動向を象徴するものとして Preprintや，政策へのインプットを念頭においたアウトプッ
トとして Policy briefing/Reportや Systematic review等も報告されている．その他，より産業に近いと
ころでのアウトプットとして，Technical Report，Technical Standard，patent等もある．
ただし，Policy Briefingや patent，Data setなど別項目の Outcomesの項目と重複するものも観察さ

れる．たとえば，特許については Publicationsにも少数登録されているが，多くの場合は Outcomesに
おいて知的財産として登録されている可能性が高い．

13



2.3.3 Outcomes
Outcomesは Publications以外の各種の成果物がとりまとめられており，本調査における主たる調査

対象である．基本は後述する 13の種別が存在し，さらにいくつかの項目には下位項目も存在する．前
述の定義資料を元に 13項目の詳細を以下に示す22)．

Artistic and Creative Products（芸術的・創造的成果） 　
工芸品（デジタルを含む），絵画，録音物，作曲・編曲，小説・随筆，パフォーマンス，映画，展覧会など
の芸術的・創造的な成果．

Collaboration（協働活動） 　
研究プロジェクトの枠組みの中で，主幹研究機関と他の組織との間で行われる協働．

Dissemination（普及活動） 　
研究プロジェクトの普及・コミュニケーション活動．但し論文等の出版物を除く．

Further Funding（追加資金調達） 　
現在の研究プロジェクトの直接的または間接的な結果として受け取った資金．指定されたプロジェクト
パートナーや共同研究者による貢献を含む．

Intellectual Property（知的財産） 　
特許，著作権，工業デザイン権，および商標を含む，一般的な知的財産成果．

Policy Influence（政策への影響） 　
行政や公共サービス分野において，研究が政策に与えた影響．

Product Interventions & Clinical Trials（製品・介入・臨床試験） 　
研究が生み出した医療製品や医療介入．（開発中のものを含むが，完成品か否かも明示する）

Research Tools and Methods（研究ツール・手法） 　
医学，生物学，電子工学，物理学などの研究データセット等，出版物以外の研究成果．（※なお，実際の
データ中に対応する項目は見当たらず，代わりに “researchMaterial（研究試料）”が存在する．）

Research Databases and Models（研究用データベース・モデル） 　
プロジェクトの結果として得られた新しいデータベース，データセット，またはモデル．

Software and Technical Products（ソフトウェアおよび技術製品） 　
開発され，既に公開されているソフトウェアや技術製品．

Spin Out（スピンアウト） 　
報告されている研究プロジェクトから直接生じた新規事業．

また，Outcomesの個別項目と並列して，研究成果及びインパクト概要についても収録されている．

Impact Summary（影響の概要） 　
個別の研究からもたらされたインパクト（理解，方法，理論および応用における進歩と社会経済への貢献
を含む）の概要．

Key Findings（主要な研究成果） 　
プロジェクトで得られた主要な知見を専門外の用語でまとめたもの．

下位項目とその和訳を含めた一覧を表 8,9に，同じく 13項目とそれらの下位項目についての件数を

22) GtRのWebサイト上で “Engagement Activities”と表示されているものは，APIを通じて取得したデータ上では “dissem-
ination”と置き換えられている．また，定義において 1. “Product Interventions”とされているものが単に “Product”と表
示されている，2. “Research Tools and Methods”はデータ中になく代わりに未定義の “researchMaterial”が存在する，な
ど相違が見られる．
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表 8: Outcomesのカテゴリー一覧 (1/2)

Ctategory Sub Category Ctategory Sub Category
artisticAndCreativeProduct Artefact (including digital) 芸術的・創造的成果 ⼯芸品（デジタルを含む）

Artistic/Creative Exhibition アート/創作物の展⽰
Artwork アートワーク
Composition/Score 作曲・スコア
Creative Writing ⼩説・随筆
Film/Video/Animation 映画/ビデオ/アニメーション
Image 映像
Performance (Music, Dance, Drama, etc) パフォーマンス（⾳楽，ダンス，演劇など）

collaboration # 協働活動 #
dissemination # 普及活動 #

A broadcast e.g. TV/radio/film/podcast (other than news/press) ラジオ・テレビなどの放送（ニュース，報道を除く）
A formal working group, expert panel or dialogue 正式なワーキンググループ，専⾨家パネル等
A magazine, newsletter or online publication 雑誌，ニュースレター，オンライン出版物
A press release, press conference or response to a media enquiry/interview プレスリリース、記者会⾒、メディア対応，インタビューへの対応
A talk or presentation 講演やプレゼンテーション
Engagement focused website, blog or social media channel ウェブサイト，ブログ，ソーシャルメディア
Participation in an activity, workshop or similar ワークショップなどへの参加
Participation in an open day or visit at my research institution オープンラボなどの開催
Scientific meeting (conference/symposium etc.) アカデミックなカンファレンス∕シンポジウムなど

futherfunding # 追加資⾦調達 #
impactSummary # 影響の概要 #
intellectualProperty # 知的財産 #
keyFinding # 主要な研究成果 #
policyInfluence # 政策への影響 #

Citation in clinical guidelines 臨床ガイドラインでの引⽤
Citation in clinical reviews クリニカルレビューでの引⽤
Citation in other policy documents その他の政策⽂書からの引⽤
Citation in systematic reviews システマティックレビューでの引⽤
Gave evidence to a government review 政府へのエビデンス提供
Implementation circular/rapid advice/letter to e.g. Ministry of Health 保険省などへの助⾔
Influenced training of practitioners or researchers 実務家や研究者のトレーニング
Membership of a guideline committee ガイドライン委員会への参加
Participation in a national consultation 全国協議会への参加
Participation in advisory committee 諮問委員会への参加

product # 製品 #
Diagnostic Tool - Imaging 診断ツール（画像診断)
Diagnostic Tool - Non-Imaging 診断ツール（⾮画像系）
Health and Social Care Services 健康および社会的ケアサービス
Management of Diseases and Conditions 疾病および状況の管理
Preventative Intervention - Behavioural risk modification 予防的介⼊-⾏動的リスク修正
Preventative Intervention - Nutrition and Chemoprevention 予防的介⼊ - 栄養および化学的予防
Preventative Intervention - Physical/Biological risk modification 予防的介⼊ - 物理的/⽣物学的リスクの修正
Products with applications outside of medicine 医療以外にも応⽤できる製品
Support Tool - For Fundamental Research サポートツール - 基礎研究⽤
Support Tool - For Medical Intervention サポートツール - 医療介⼊⽤
Therapeutic Intervention - Cellular and gene therapies 治療的介⼊ - 細胞療法および遺伝⼦療法
Therapeutic Intervention - Complementary 治療的介⼊ - 補完的
Therapeutic Intervention - Drug 治療的介⼊ - 薬物
Therapeutic Intervention - Medical Devices 治療的介⼊ - 医療機器
Therapeutic Intervention - Physical 治療的介⼊ - 物理的
Therapeutic Intervention - Psychological/Behavioural 治療的介⼊ - ⼼理学的/⾏動学的
Therapeutic Intervention - Radiotherapy 治療的介⼊ - 放射線治療
Therapeutic Intervention - Surgery 治療的介⼊ - ⼿術
Therapeutic Intervention - Vaccines 治療的介⼊ - ワクチン

表 10から表 17に示す．また，図 5に構成割合を示す．なお表 4のとおり Innovate UKおよび NC3Rs
は Outcomeデータがないため記載を省略する．これらの表において前述の定義と表中の項目に一部差
異が見られるが，収集データの記述そのものに従っており，項目の不一致は UKRI側の仕様による．
表 10 のとおり，基本的には助成機関と Outcomes の構成に大きな違いは見られず，普及活動

（Dissemination）が最も多く，協働活動（Collaboration），追加資金調達（Further Funding）といった
順になっている．細かい部分では，たとえば AHRC のファンドは芸術的・創造的成果（Artistic and
Creative Products）の成果が多く，ESRCやMRCは相対的に政策への影響（Policy Influence）が多い
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表 9: Outcomesのカテゴリー一覧 (2/2)

Outcome Ctategory Sub Category Outcome Ctategory Sub Category
researchDatabaseAndModel Computer model/algorithm 研究⽤データベース・モデル コンピュータモデル/アルゴリズム

Data analysis technique データ解析技術
Data handling & control データの取り扱いと制御
Database/Collection of data データベース/データの収集

researchMaterial # 研究試料 #
Antibody 抗体
Biological samples ⽣物学的サンプル
Cell line 細胞株
Data analysis technique データ解析技術
Database/Collection of Data/Biological Samples データベース∕データの収集∕⽣物学的サンプル
Improvements to research infrastructure 研究インフラの整備
Model of mechanisms or symptoms - human メカニズムや症状のモデル - ヒト
Model of mechanisms or symptoms - in vitro メカニズムや症状のモデル - in vitro
Model of mechanisms or symptoms - mammalian in vivo メカニズム・症状のモデル - 哺乳類 in vivo
Model of mechanisms or symptoms - non-mammalian in vivo メカニズムまたは症状のモデル - ⾮哺乳類 in vivo
Physiological assessment or outcome measure ⽣理的評価または結果指標
Technology assay or reagent テクノロジーアッセイまたは試薬

softwareAndTechnicalProduct Detection Devices ソフトウェアおよび技術製品 検出装置
e-Business Platform e-ビジネス・プラットフォーム
Grid Application グリッドアプリケーション
New Material/Compound 新素材/新化合物
New/Improved Technique/Technology 新しい/改良された技術/テクノロジー
Physical Model/Kit 物理的モデル/キット
Software ソフトウェア
Systems, Materials & Instrumental Engineering システム・材料・機器⼯学
Webtool/Application ウェブツール/アプリケーション

spinOut # スピンアウト #

表 10: Outcomes項目（全データ）
# Outcome Category Count AHRC BBSRC EPSRC ESRC MRC NERC STFC UKRI NULL

1 artisticAndCreativeProduct 10,375 5,835 526 1,275 1,316 761 444 213 5
2 collaboration 132,410 8,462 18,062 27,777 9,284 48,856 9,961 9,917 90 1
3 dissemination 359,224 38,197 52,060 66,919 85,133 73,696 27,483 15,604 131 1
4 futherfunding 87,501 3,715 12,713 22,869 6,115 33,104 5,959 3,009 17
5 impactSummary 23,629 3,199 4,666 7,789 3,256 153 3,469 1,085 12
6 intellectualProperty 5,553 44 920 2,236 49 1,985 148 171
7 keyFinding 36,170 3,492 8,427 13,218 3,804 263 5,333 1,618 13 2
8 policyInfluence 33,577 1,834 3,101 4,625 8,307 12,186 3,126 378 20
9 product 2,601 7 128 290 47 2,101 7 20 1
10 researchDatabaseAndModel 17,789 1,159 3,139 4,587 2,336 2,543 3,437 579 8 1
11 researchMaterial 21,088 463 3,936 2,293 782 12,421 960 229 4
12 softwareAndTechnicalProduct 8,932 409 1,891 3,781 445 1,010 769 617 8 2
13 spinOut 1,461 45 220 700 39 350 40 67

Total 740,310 66,861 109,789 158,359 120,913 189,429 61,136 33,507 309 7

傾向も確認できる．
前述した Outcomesの 13項目および，Publicationsは概ね，REF2021の Panel criteria and working

methods (2019/02) 23) “Annex C: Main Panel D – output types & submission guidance”とも整合してい
るように見えるが，一部のデータで位置づけ，性格付けが異なっていたり，詳細分類での差異がある
ようである．たとえば，REF2021 においては大まかには，Output，Impact 24)，Environment という

23) https://www.ref.ac.uk/publications/panel-criteria-and-working-methods-201902/
24) なお，REF2021においては，インパクトを及ぼす領域として，Impacts on the health and wellbeing of people, and animal

welfare; Impacts on creativity, culture and society; Impacts on social welfare; Impacts on commerce and the economy; Impacts
on public policy, law and services; Impacts on production; Impacts on practitioners and delivery of professional services,
enhanced performance or ethical practice　が提示されている．
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表 11: Outcomes: artisticAndCreativeProduct（全データ）
# Sub Category Count PCT

1 Artefact (including digital) 1,332 12.8%
2 Artistic/Creative Exhibition 1,903 18.3%
3 Artwork 1,131 10.9%
4 Composition/Score 264 2.5%
5 Creative Writing 451 4.3%
6 Film/Video/Animation 3,410 32.9%
7 Image 419 4.0%
8 Performance (Music, Dance, Drama, etc) 1,465 14.1%

Total 10,375 100.0%

表 12: Outcomes: dissemination（全データ）
# Sub Category Count PCT

1 # 21 0.0%
2 A broadcast e.g. TV/radio/film/podcast (other than... 8,188 2.3%
3 A formal working group, expert panel or dialogue 32,806 9.1%
4 A magazine, newsletter or online publication 21,862 6.1%
5 A press release, press conference or response to a... 28,097 7.8%
6 A talk or presentation 148,575 41.4%
7 Engagement focused website, blog or social media c... 13,802 3.8%
8 Participation in an activity, workshop or similar 91,459 25.5%
9 Participation in an open day or visit at my resear... 12,749 3.5%
10 Scientific meeting (conference/symposium etc.) 1,665 0.5%

Total 359,224 100.0%

表 13: Outcomes: policyInfluence（全データ）
# Sub Category Count PCT

1 # 144 0.4%
2 Citation in clinical guidelines 1,112 3.3%
3 Citation in clinical reviews 211 0.6%
4 Citation in other policy documents 3,028 9.0%
5 Citation in systematic reviews 483 1.4%
6 Gave evidence to a government review 3,008 9.0%
7 Implementation circular/rapid advice/letter to e.g. Ministry of Health 1,478 4.4%
8 Influenced training of practitioners or researchers 8,107 24.1%
9 Membership of a guideline committee 4,290 12.8%
10 Participation in a national consultation 3,168 9.4%
11 Participation in advisory committee 8,548 25.5%

Total 33,577 100.0%

大分類において評価が行われるが，GtR で Outcomes に分類される Collaboration については，REF
においては，Environment において記入することとなっている．また，GtR の Outcomes の一項目と
しての Policy Influenceについては，Impacts on public policy, law and servicesとして報告されている
ようである．なお，REF における Output は，その中身について評価することを目的としており，研
究成果普及にあたる活動については明示的に含んでいない．そのため，GtRの Outcomesに分類され
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表 14: Outcomes: product（全データ）
# Sub Category Count PCT

1 # 1 0.0%
2 Diagnostic Tool - Imaging 165 6.3%
3 Diagnostic Tool - Non-Imaging 369 14.2%
4 Health and Social Care Services 41 1.6%
5 Management of Diseases and Conditions 106 4.1%
6 Preventative Intervention - Behavioural risk modification 130 5.0%
7 Preventative Intervention - Nutrition and Chemoprevention 73 2.8%
8 Preventative Intervention - Physical/Biological risk modification 25 1.0%
9 Products with applications outside of medicine 32 1.2%
10 Support Tool - For Fundamental Research 93 3.6%
11 Support Tool - For Medical Intervention 120 4.6%
12 Therapeutic Intervention - Cellular and gene therapies 124 4.8%
13 Therapeutic Intervention - Complementary 10 0.4%
14 Therapeutic Intervention - Drug 731 28.1%
15 Therapeutic Intervention - Medical Devices 200 7.7%
16 Therapeutic Intervention - Physical 22 0.8%
17 Therapeutic Intervention - Psychological/Behavioural 133 5.1%
18 Therapeutic Intervention - Radiotherapy 23 0.9%
19 Therapeutic Intervention - Surgery 36 1.4%
20 Therapeutic Intervention - Vaccines 167 6.4%

Total 2,601 100.0%

表 15: Outcomes: researchDatabaseAndModel（全データ）
# Sub Category Count PCT

1 Computer model/algorithm 2,439 13.7%
2 Data analysis technique 971 5.5%
3 Data handling & control 310 1.7%
4 Database/Collection of data 14,069 79.1%

Total 17,789 100.0%

る Dissemination の多くは，カバーされていないように見える．これらの項目については一部，REF
とは別の枠組みである Knowledge Exchange Framework (KEF)25)や，その主要なデータソースである
Higher Education Business and Community Interactions (HE-BCI) survey26)の Social, community and
cultural engagement等において捕捉され，組織別のデータが公開されているようである．いずれにせ
よ，GtRの Outcomesのレベルでの詳細なデータではないため，GtRを見ることで社会との関係など
より広範なアウトカムについて考察できる可能性を示唆している．
ところで我が国でも，たとえば科学研究費助成事業（学術研究助成基金助成金／科学研究費補助金；

科研費）による助成を受けた研究プロジェクトについては KAKEN27)で成果を公開している．この
KAKENでは検索画面に「研究成果種別」として，国際共同研究，雑誌論文，学会発表，図書，プレ
ス/新聞発表，備考，産業財産権，学会・シンポジウム開催，文献書誌，が表示されている．このうち

25) https://kef.ac.uk/
26) https://www.hesa.ac.uk/data-and-analysis/business-community
27) https://kaken.nii.ac.jp/ja/
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表 16: Outcomes: researchMaterial（全データ）
# Sub Category Count PCT

1 # 4 0.0%
2 Antibody 369 1.7%
3 Biological samples 1,829 8.7%
4 Cell line 845 4.0%
5 Data analysis technique 265 1.3%
6 Database/Collection of Data/Biological Samples 343 1.6%
7 Improvements to research infrastructure 5,126 24.3%
8 Model of mechanisms or symptoms - human 868 4.1%
9 Model of mechanisms or symptoms - in vitro 577 2.7%
10 Model of mechanisms or symptoms - mammalian in vivo 5,123 24.3%
11 Model of mechanisms or symptoms - non-mammalian in vivo 414 2.0%
12 Physiological assessment or outcome measure 1,133 5.4%
13 Technology assay or reagent 4,192 19.9%

Total 21,088 100.0%

表 17: Outcomes: softwareAndTechnicalProduct（全データ）
# Sub Category Count PCT

1 Detection Devices 146 1.6%
2 e-Business Platform 14 0.2%
3 Grid Application 29 0.3%
4 New Material/Compound 65 0.7%
5 New/Improved Technique/Technology 660 7.4%
6 Physical Model/Kit 246 2.8%
7 Software 5,737 64.2%
8 Systems, Materials & Instrumental Engineering 231 2.6%
9 Webtool/Application 1,804 20.2%

Total 8,932 100.0%

雑誌論文，学会発表，図書，文献書誌は Publicationに相当するため，GtRでいうところの Outcomes
項目は国際共同研究，プレス/新聞発表，備考，産業財産権，学会・シンポジウム開催，となる．また，
たとえば「プレス/新聞発表」の記載がある成果は 2006年から 2020年の範囲で 1件である．これらを
勘案すると，GtRは Publications以外の成果についても広範に設定し，かつ，各項目について一定量
の記載がなされていることが読み取れる．
以上より，GtRの Outcomes及び Publicationsを分析することで，広範な研究成果間の関係性につい

て分析することが可能であると考えられる．なお，製品・介入・臨床試験（Product Interventions）は
定義にも「医療用」の記載があること，研究試料（researchMaterial）は下位項目を見てみると “生物
学的サンプル（Biological samples）”, “細胞株（Cell line）”, “データベース／データの収集／生物学的
サンプル（Database/Collection of Data/Biological Samples）”, などとなっており生物系に偏っている
こと，など，項目名と実態の範囲に差がある点には注意を要する．
次に，Outcomes の属性（レコードの項目）について見る．属性は project ID をはじめ，Title，

Description，Kind，Type，など 40項目超存在する．Kindは前述の Disseminationや Policy Influence
など，Typeはその下位項目，Policy Influenceなら “その他の政策文書における引用（Citation in other
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図 5: Outcomesの構成割合

policy documents）”などを意味する．Title，Description，Kind，Typeなどはほとんどのレコードにお
いて記載があるが，他の項目は特定の Kind,Typeの場合にのみ用いられるものも多く，埋まっていな
いケースがほとんどである．
前述の記載以外に興味深い属性としては Impactの項目が存在する．Impactは表 18のとおりほとん

どの Outcomesに記載されている28)もので，Disseminationなら誰に対して何をしたか，アート作品な
らどういう対象に見せたかなど，自由記述で記入されている．

28) ただし，記入があるだけで記載内容は “None.”の一語のみなど実質的には意味がないものも一定数存在する．
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表 18: Outcomes: Imapctの記入割合（全データ）
# Outcome Category OC Count impact per Total per Ctg

1 artisticAndCreativeProduct 10,375 9,884 1.7% 95.3%
2 collaboration 132,410 127,231 22.5% 96.1%
3 dissemination 359,224 359,198 63.6% 100.0%
4 futherfunding 87,501 0 ─ ─
5 impactSummary 23,629 0 ─ ─
6 intellectualProperty 5,553 5,452 1.0% 98.2%
7 keyFinding 36,170 0 ─ ─
8 policyInfluence 33,577 14,535 2.6% 43.3%
9 product 2,601 2,600 0.5% 100.0%
10 researchDatabaseAndModel 17,789 14,949 2.6% 84.0%
11 researchMaterial 21,088 20,964 3.7% 99.4%
12 softwareAndTechnicalProduct 8,932 8,760 1.6% 98.1%
13 spinOut 1,461 1,455 0.3% 99.6%

Total 740,310 565,028 100.0% ─
*OC：Outcomes, Ctg: Category
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2.3.4 Research Topics/Health Categories
各プロジェクトには基本的に研究トピックス（Research Topics）もしくは健康分類（Health Categories）

という区分が割り付けられている（以降，Health Categories も Research Topics の一部と考え，特に
断りがない場合 Health Categoriesを含めて Research Topicsという）．これらは詳細ページ29)の説明の
通り，

Research Topics 報告や監視を行うのに十分な規模の活動が行われている研究分野を指す．一般的に，
学術雑誌や，学会が毎年開催する主要な学術会議，または大学の学部などの単位に相当する．

Health Categories この分類は国際疾病分類 (ICD)コードに基づいており，すべての疾病・状態・健康
の分野を網羅する 21の独立したグループを含む．本カテゴリには，病気と正常な機能の両方に
関する研究が含まれる．

と，定義されており，Unclassifiedを除いて，Research Topicsは 607,Health Categoriesは 21，合計 628
のトピックが設けられている．ただしこの 628トピックは同列に並んでおり，たとえば人社系や工学
系といった単位での分類はなされていない．
そこで今回は，将来的に我が国におけるファンド成果との比較検討が容易になることを念頭に，2021

年現在における科研費の審査区分と，この 628トピックの対応づけも行った．ここでは既存研究にお
いて構築された分散表現辞書 [小柴 19]をベースに，科研のトピックと GtRのトピックの簡易な紐付
けを行った後，複数人の専門家による目視判定で確認・修正を行って対応表を作成した．
なおデータ量が多いためここでは記載を省略し，具体の対応関係は付録 Aに示す．

2.4 研究成果（アウトプット，アウトカム，インパクトの分類）の考え方について
研究のアウトプット，アウトカム，インパクトをどのように定義し，どのような具体的な指標とし

て整理するかについては様々な議論が存在する [林 21]が，大まかには，アウトプットは論文等の具体
的成果物，アウトカムはアウトプットの結果としてもたらされる短中期的な効果，インパクトは長期
的な時間軸で見えてくる社会経済のあらゆる面における幅広い影響を意味する（[標葉 17]他）.

GtRではすでに紹介したとおり，出版物を Publications，その他をまとめて Outcomesとしている．
GtRのデータを，アウトプット，アウトカム，インパクトに分類すると，Publicationsに収録されてい
るデータは主に出版物という具体的成果物としてのアウトプットに相当する．Outcomes に収録され
ているものは多様な性質なものを含んでいる（図 6）．まず，芸術的・創造的成果，製品，研究ツール・
手法，研究用データベース・モデル，ソフトウェア及び技術製品，知的財産等は出版物以外の成果物
として解釈できる．また，普及活動，協働，政策へ影響，スピンアウト，追加資金調達等は，より長
期的な時間軸での社会経済の様々な側面でインパクトを創出するまでのプロセスにおけるアクティビ
ティと解釈できる．
さらには，インパクトに関する記述として，Impact Summary に概要の記述がある30)．研究会議に

29) https://gtr.ukri.org/resources/classificationlists.html
30) ただし，必ずしも記入が必須ではないようで，内容が空白のものも見られる．後述する Outcomes全数に対し記入率は約

62%．
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よっては，グラント申請時に想定される Impact Summaryについて記入する必要があり，GtRにおけ
る Impact Summaryは，事後的なものとしてこれに対応する項目であると考えられる31)．
この他，どのような側面でのインパクトであるか (impactTypes)，インパクトを及ぼす領域 (Sector)が
登録されている．さらに Outcomeの種別（たとえば Software and Technical Productsや Dissemination）
ごとに得られるデータにおいて，Impactという項目があり，Outcomesの各種別単位でもインパクト
の内容を得ることができる．また，主要な研究成果という概要項目も存在する．
このように，本稿における「研究成果」は，いわゆるアウトプットだけではなく，アウトカムやイン

パクトも一部含むような，広義のものを指している．なお本稿では，カタカナでのアウトプット，ア
ウトカム，インパクトについては概念として，英語での Outcomes及び Impactについては GtRの用語
として用いている．

アウトプット アウトカム インパクト
Publications Outcomes

主要な研究成果

インパクトの要約

個別項目の
インパクトの概要

出版物以外の
成果物

インパクト創出への
プロセス

概要項目
芸術的・創造的成果，
製品，研究ツール・手法，
研究用データベース・モデル，
ソフトウェアおよび技術製品，
知的財産 等

普及活動，協働，スピンアウト，
政策への影響，追加資金調達 等

概要の記述，インパクトが初めて
実現した年，インパクトの種類，
インパクトを及ぼす領域

図 6: Outcomesの構成

2.5 GtRデータの留意点
GtRの掲載データを研究成果のデータとして用いることの留意点としては，以下が挙げられる．ま

ず，研究成果の報告システム（Researchfish等）を通じた一元的なデータ収集に基づいてはいるが，研
究会議毎に報告要件が異なるなどの可能性もあり，データの精査は必要である．
また，研究プロジェクト関係者の自己申告に基づくデータであり，特に Outcomesの各項目におけ

るインパクトの情報については，それらが実現されていたとしても，何をどのように選択して記入す
るかについて，記入者の主観性に大きく左右されるデータも含まれている．
またそもそも，短中期的な効果や，さらにより長期的な時間軸で見えてくる社会経済のあらゆる面

31) 文部科学省科学技術・学術審議会学術分科会第 9期研究費部会（第 1回；平成 29年 4月 24日開催）資料 4‐ 4海外にお
ける研究費政策とファンディング・システムの状況に関する調査報告書 (https://www.mext.go.jp/b_menu/shingi/
gijyutu/gijyutu4/041/shiryo/__icsFiles/afieldfile/2017/05/16/1385286_7.pdf) によると，その当時にお
いて EPSRCへのグラント申請時に Impact Summaryを記入する必要がある旨の記述がある．また，EPSRCはじめ 7RCs
における Imapctの整理，考え方等についても同報告書にまとめられている．
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における幅広い影響（インパクト）については，プロジェクト終了時点で実現されていないものも多
く，すべてを把握することは不可能に近い．このようなデータは遡及して捕捉されアップデートされ
るものであるため，より最近のデータには反映されておらず，時系列の比較をすることは難しい．
加えて，比較的確度が高いと思われる Publicationsのデータであっても，別の記入者により重複し

て報告されることがある．これら出版物の重複については DOI(Digital Object Identifier)を用いて削除
する試みもされているということだが，すべての出版物が DOIを持つわけではないため注意が必要で
ある．

2.6 GtRデータの活用：関連研究等
ここまで見てきたとおり，GtRは様々な分野の多数のプロジェクトについて，多様な研究成果が収

録されている．したがって，GtRは研究成果の多様性を観察したり，インプットとアウトプットの関
係性について様々な単位・切り口かららの分析を可能にするオープンなデータセットであり，研究成
果に関する広範な分析を行う上で現時点においては理想的なものといえる．

GtR またはその主要なデータソースである Researchfish の英国政府内での活用をみると，まず，
UKRI の 2021 年度版年次レポート32)において，集計されたものが報告されている．GtR における
Publicationsに相当するものとして，年次レポートでは Knowledge Outputとして，

• Book Chapters
• Books
• Journal Articles
• Other (includes for example edited book, conference paper, policy briefing.)

が挙げられている．また，Other Types of Knowledge Outputとして，

• Artistic and Creative
• Medical Products, Interventions and Clinical Trials
• Research Models and Databases
• Research Tools and Methods
• Software and Technical Products

が挙げられており，GtRにおける Outcomesの一部に対応している．このほか，Outcomesの Collab-
orationsにかかるデータについては，Collaborations and type of collaborators として紹介されている．
Outcomes の Dissemination にかかるデータは，Engagement Activities として集計値が紹介されてい
る．この他の Outcomesの項目に関して，Policy Influenceのデータについては，年次レポートにおい
て明示的には紹介されていないようである．この他，様々な機関により活用されている33)．
また，GtRのデータを用いた学術的な分析もいくつか進められている．たとえば，文献 [Madsen 21]

は，GtR のデータに基づいて研究トピックと資金の偏重について調査している．文献 [Johnston 20]

32) UKRI Annual Report and Accounts 2020 − 2021: https://www.ukri.org/wp-content/uploads/2021/07/

UKRI-200721-AnnualReport2020-2021.pdf
33) https://www.ukri.org/wp-content/uploads/2021/08/UKRI-120821-PublicationsThatUseRresearchfishData.

pdf
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では，産業政策の観点から大学の地理的位置と産業戦略における役割の評価を試みている．文献
[Viney 20]はMRCから若手・研究スタートアップ支援の助成金を得た研究者を対象に，それらの助成
を受けた研究者がどのようなキャリアを歩むか調査している．文献 [Vanino 19]では，企業に注目して
研究助成をうけたことが企業の成長にどのような効果をもたらすか，差の差分析や傾向スコアマッチ
などを用いて調査している．文献 [Mateos-Garcia 17]では，特にウェールズ地方で実施されたものを
対象に産学連携の観点から，研究トピック等の分析・可視化を試みている．
本稿のようにデータセット全体や，分野，政策への影響などの観点からの分析は見られないものの，

様々な観点からの分析が進められていることが分かる．今後，このような分析への活用はますます進
むことが予想され，我が国でも同様のデータセット等を整備することで比較検討などが容易になると
想定される34)．

34) ただし現時点では付録 Gに示したような状況で，比較可能性は低い．
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3 調査結果
本章では，全体概要を示した後に，研究分野ごとの成果物の多様性や成果種別間の共起関係等に注

目した研究成果の分析と，インパクトの一局面として政策への影響及び人文社会系プロジェクトに
フォーカスをあてた分析を紹介する．

3.1 分析の対象範囲
前章では，件数等のデータは収集できた全データを対象としてきたが，プロジェクトデータには終

了したプロジェクトと進行中のプロジェクトが混載しており，両者は大きく性質が異なる．そこでこ
の先の分析に際しては終了したプロジェクトのみを対象とする．その上で，更に必要に応じて絞り込
みを行う．

3.2 全体概要
前述したデータ範囲のプロジェクトについて，件数や金額等全体的な結果を以下に示す．なお，表

中において赤色のヒートマップは列方向の割合，緑色のヒートマップは行方向の割合に基づき濃淡を
付けている（各行列単位で最大値のものの濃度が最も濃く，最小値のものは最も薄い）．
まず，助成種類及び助成機関別のプロジェクト数，研究代表機関・助成機関別のプロジェクト数・金

額，について表 19から 21に示す．
Innovate UK および，NC3Rs は Publications，Outcomes のデータがないなど特殊なことはすでに

見てきたが，表 19 の通り Innovate UK については企業への助成が中心であり，他の機関とはそもそ
も助成の種類が大きく異なることが確認できる．その他の機関では Research Grant, Training Grant,
Fellowship, などの割合が大きく構成は比較的類似する．MRC については Training Grant がなく，代
わりに Intramuralが大きい特徴がある35)．
研究代表機関では，件数・金額ともに Oxford, UCL(University Collage London), Cambridgeが上位

を占める．その他の機関は件数と金額で順位に多少変動も見られる他，各組織の性質を反映して助成
機関の割合等に差が見られる．
次に，研究分野と助成機関の関係を表 22に示す．各プロジェクトに付与されている Research Topics

には 600以上の分類があり，そのまますべてを示すと煩雑であることから，ここでは科研費の審査区
分に紐付けた結果を示した．なお，Research Topicsは 1つのプロジェクトに複数付与できるため，合
計数はプロジェクト数を超える．また，Innovate UK と NC3Rs のプロジェクトには Research Topics
が紐付けられていない．表 22からは，研究会議ごとの分野特性を反映していることが観察されるが，
研究会議間の重なりも一定程度あることも分かる．
例えば，科研費の審査区分の大区分 A に相当する人文・社会科学系については，AHRC, ESRC を

中心に，心理学分野では MRCでも多くのプロジェクトがファンディングされている．科研費大区分
B(数学・物理学・天文学等)に対応するプロジェクトの主要な研究会議は，EPSRC, NERC, STFCであ

35) 7研究会議のうち，AHRC, EPSRC, ESRCは研究資金助成のみを行うが，MRCその他 4機関は研究機関を有して自らも
研究を行う [JST-CRDS 19]ため，Intramuralが発生する．

26



表 19: 助成種類及び助成機関別のプロジェクト数

grantCategory Total AHRC BBSRC EPSRC ESRC Innovate
UK MRC NC3Rs NERC STFC UKRI

Research Grant 41,064 4,342 7,158 12,262 4,549 0 4,557 149 5,195 2,852 0
Training Grant 5,498 736 1,875 1,172 323 0 0 76 940 376 0
Fellowship 4,860 730 140 901 1,037 0 1,296 16 483 255 2
Collaborative R&D 3,733 0 0 0 0 3,733 0 0 0 0 0
Feasibility Studies 3,440 0 0 0 0 3,440 0 0 0 0 0
Vouchers 3,254 0 0 0 0 3,254 0 0 0 0 0
Intramural 3,051 0 1,478 0 0 0 1,402 0 131 40 0
Knowledge Transfer Partnership 1,927 0 0 0 0 1,927 0 0 0 0 0
Studentship 1,740 96 781 447 53 0 47 15 65 236 0
GRD Proof of Concept 807 0 0 0 0 807 0 0 0 0 0
Small Business Research Initiative 752 0 0 0 0 752 0 0 0 0 0
GRD Development of Prototype 734 0 0 0 0 734 0 0 0 0 0
GRD Proof of Market 640 0 0 0 0 640 0 0 0 0 0
EU-Funded 498 0 0 0 0 498 0 0 0 0 0
BIS-Funded Programmes 383 0 0 0 0 383 0 0 0 0 0
Other Grant 241 0 0 165 0 0 0 0 76 0 0
Centres 175 0 0 0 0 175 0 0 0 0 0
SME Support 148 0 0 0 0 148 0 0 0 0 0
Study 136 0 0 0 0 136 0 0 0 0 0
Fast Track 132 0 0 0 0 132 0 0 0 0 0
Legacy RDA Grant for R&D 101 0 0 0 0 101 0 0 0 0 0
Launchpad 97 0 0 0 0 97 0 0 0 0 0
Procurement 47 0 0 0 0 47 0 0 0 0 0
Large Project 44 0 0 0 0 44 0 0 0 0 0
Knowledge Transfer Network 31 0 0 0 0 31 0 0 0 0 0
Legacy RDA Collaborative R&D 27 0 0 0 0 27 0 0 0 0 0
European Enterprise Network 22 0 0 0 0 22 0 0 0 0 0
Missions 18 0 0 0 0 18 0 0 0 0 0
Special Interest Group 15 0 0 0 0 15 0 0 0 0 0
CR&D Bilateral 13 0 0 0 0 13 0 0 0 0 0
Third Party Grant 9 0 0 0 0 0 0 0 9 0 0
Legacy Department of Trade & Industry 2 0 0 0 0 2 0 0 0 0 0

Total 73,639 5,904 11,432 14,947 5,962 17,176 7,302 256 6,899 3,759 2

る．他方，相対的に大区分 D（工学：材料・科学工学等）,E（化学）に相当する化学系のプロジェクト
は少ない．前述の通り，英国の主要な公的研究ファンドのほとんどは UKRIに属するが，それ以外の
研究ファンドとして国立衛生研究所 (NIHR)も存在する．化学系についてはこれらの機関に申請され
ている可能性がある．また，科研費大区分 I(医学)における主要な研究会議はMRCであることが確認
できる．このように，逆説的にではあるが，科研費の審査区分との紐付けもある程度妥当であったと
考えられる．
参考までに，我が国の科研費における分野分布との比較も行う．「科研費データ36)」を基に，令和 2

年度における科研費の新規および継続分の件数及び金額を表 23に示す．同じく，表 22を大区分単位
かつ “その他”とデータのない Innovate UK, NC3Rsを除外したものを表 24にまとめ直した．表 23を
みると，科研費においても大区分 A，Iが大きい傾向があり，その点は表 24とも共通する．我が国に
は科研費以外の公的な研究ファンドも多数あるため単純比較は難しいが，表 23および表 24を比較す
ることで我が国における公的な研究ファンドと英国の状況を比較した考察ができる可能性がある．
次に研究分野と研究代表機関の関係について表 25に示す．表 25ではプロジェクト数の上位 50機

関と，科研費の大分類単位でまとめた研究分野の関係を示している．内容について見ると，全般的に
人社系に相当する大区分 Aの件数が多い．上位 10機関では Imperial College Londonは特異な傾向を
有しており，工学系の大区分 Cが多い．

36) https://www.jsps.go.jp/j-grantsinaid/27_kdata/index.html
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表 20: 研究代表機関・助成機関別のプロジェクト数

# leadOrganisation Total AHRC BBSRC EPSRC ESRC Innovate
UK MRC NC3Rs NERC STFC UKRI

1 University of Oxford 2,902 203 455 765 270 28 632 15 286 248 0
2 University College London 2,798 162 411 763 262 29 713 5 194 259 0
3 University of Cambridge 2,531 149 527 718 180 20 467 14 204 252 0
4 University of Manchester 2,371 192 588 663 247 0 275 6 176 224 0
5 University of Edinburgh 2,310 188 628 454 238 12 358 15 265 152 0
6 Imperial College London 2,298 11 393 975 39 11 428 15 236 190 0
7 University of Bristol 1,688 141 287 482 174 17 227 3 288 69 0
8 University of Leeds 1,626 247 248 439 131 41 129 8 338 45 0
9 University of Nottingham 1,606 170 467 534 107 73 152 12 49 42 0
10 University of Sheffield 1,559 138 228 549 127 82 147 6 157 125 0
11 University of Birmingham 1,421 152 229 390 149 20 216 2 149 114 0
12 University of Southampton 1,350 104 125 557 130 39 91 6 236 62 0
13 University of Glasgow 1,279 160 271 318 115 15 182 9 76 133 0
14 University of Warwick 1,221 110 268 491 157 26 57 2 49 61 0
15 King's College London 1,190 105 234 200 135 7 429 10 48 22 0
16 University of Liverpool 1,158 89 245 294 75 36 125 5 139 150 0
17 Newcastle University 1,137 125 241 300 90 58 162 18 132 11 0
18 University of Exeter 968 166 154 177 141 25 43 1 227 34 0
19 University of York 956 125 217 248 111 0 50 3 148 54 0
20 Cardiff University 950 83 129 237 153 50 120 7 106 65 0
21 Durham University 924 114 91 288 110 29 15 4 137 136 0
22 Queen Mary, University of London 753 114 96 208 38 5 142 9 53 88 0
23 University of East Anglia 728 71 232 104 83 6 23 1 208 0 0
24 University of Reading 715 91 139 125 53 39 32 0 231 5 0
25 Lancaster University 712 71 52 216 126 11 18 0 137 80 1
26 University of Leicester 706 80 124 100 55 11 95 5 113 123 0
27 Queen's University of Belfast 659 85 44 240 71 98 59 3 20 39 0
28 John Innes Centre 652 0 647 3 0 0 1 0 1 0 0
29 University of Bath 609 28 80 343 47 27 37 2 31 14 0
30 University of St Andrews 564 68 92 194 47 4 18 0 96 45 0
31 University of Aberdeen 556 46 148 85 60 14 70 6 127 0 0
32 University of Strathclyde 556 35 51 340 53 8 16 2 27 24 0
33 University of Sussex 545 80 77 86 107 5 68 5 33 84 0
34 University of Dundee 460 39 142 91 26 13 120 2 17 10 0
35 University of Surrey 453 26 64 221 49 18 11 3 10 51 0
36 Rothamsted Research 441 0 409 6 2 3 0 0 20 1 0
37 Loughborough University 437 22 11 299 49 9 6 3 36 2 0
38 University of Kent 415 74 100 108 77 14 9 0 10 23 0
39 The Pirbright Institute 405 0 399 0 0 0 5 1 0 0 0
40 Royal Holloway, University of London 397 82 53 88 62 0 1 3 54 54 0
41 Swansea University 382 35 32 176 34 10 16 2 53 24 0
42 Open University 372 64 9 70 82 2 6 0 65 74 0
43 Heriot-Watt University 371 6 13 260 9 26 5 0 27 25 0
44 Babraham Institute 350 0 312 0 0 0 37 1 0 0 0
45 Institute of Food Research 306 0 300 1 1 3 1 0 0 0 0
46 Aberystwyth University 279 45 134 27 17 2 1 0 42 11 0
47 Brunel University 275 19 14 152 43 0 7 4 5 31 0
48 Cranfield University 270 0 27 155 6 21 1 0 51 9 0
49 University of Essex 261 28 37 48 105 0 3 0 40 0 0
50 National Oceanography Centre 254 0 2 2 0 0 0 0 250 0 0
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表 21: 研究代表機関・助成機関別の金額累計
# leadOrganisation Total AHRC BBSRC EPSRC ESRC Innovate

UK MRC NC3Rs NERC STFC UKRI
1 University of Oxford 1,531,536,933 43,089,972 148,356,396 404,836,568 82,176,265 6,216,148 641,553,531 2,545,242 67,754,239 135,008,572 0
2 University College London 1,508,003,526 28,206,836 135,666,693 515,787,576 129,780,823 4,180,330 572,606,770 779,699 40,110,880 80,883,919 0
3 University of Cambridge 1,402,518,914 28,563,827 178,681,519 515,469,252 49,185,841 15,880,246 440,693,295 2,950,497 46,199,738 124,894,699 0
4 Imperial College London 1,324,256,278 1,366,302 138,283,132 691,497,153 15,203,496 5,804,559 293,681,069 2,760,698 76,893,926 98,765,943 0
5 University of Edinburgh 1,121,863,860 24,378,392 269,500,818 273,787,209 65,272,095 1,217,433 338,423,017 2,244,198 68,546,259 78,494,439 0
6 University of Manchester 1,031,692,831 22,845,629 209,115,031 384,176,967 64,391,435 0 194,027,323 607,271 48,831,463 107,697,712 0
7 University of Bristol 717,132,798 22,048,866 91,393,047 289,100,518 48,390,448 29,827,315 142,681,493 427,729 73,270,944 19,992,438 0
8 University of Glasgow 618,528,153 30,719,336 98,697,360 198,368,477 30,082,626 1,280,069 165,540,213 2,135,421 13,661,632 78,043,019 0
9 University of Sheffield 603,562,170 17,202,178 74,367,350 317,755,648 28,061,794 18,025,434 79,125,802 1,516,160 37,849,542 29,658,262 0
10 University of Southampton 576,996,983 13,960,140 37,176,387 362,620,805 55,076,476 84,308 35,267,124 1,084,147 49,986,200 21,741,396 0
11 University of Nottingham 575,253,988 17,595,567 140,918,564 269,133,742 22,578,936 0 102,354,021 3,336,361 6,310,392 13,026,405 0
12 University of Leeds 560,219,288 24,508,571 76,029,240 248,538,539 29,536,790 9,212,043 64,746,628 1,201,417 88,267,729 18,178,331 0
13 University of Birmingham 540,144,295 21,014,732 64,659,677 220,863,194 32,043,332 4,513,637 113,185,676 349,263 28,237,767 55,277,017 0
14 High Value Manufacturing Catapult 526,391,535 0 0 0 0 526,391,535 0 0 0 0 0
15 King's College London 486,498,655 15,686,664 63,494,429 64,635,884 33,983,058 1,052,655 290,879,690 2,082,878 8,865,293 5,818,104 0
16 University of Warwick 466,132,796 15,711,230 92,885,876 246,804,013 37,061,432 9,977,896 26,536,187 615,655 12,147,125 24,393,382 0
17 MRC National Inst for Medical Research 440,706,924 0 815,070 0 0 0 439,891,854 0 0 0 0
18 University of Liverpool 433,126,793 9,078,856 67,902,503 130,068,054 9,909,823 4,073,834 84,824,460 1,382,956 30,048,023 95,838,284 0
19 Newcastle University 423,567,713 14,302,659 65,067,740 175,472,783 18,709,275 8,149,815 116,749,512 3,031,527 19,596,776 2,487,626 0
20 Rolls-Royce plc 416,929,680 0 0 0 0 416,929,680 0 0 0 0 0
21 NERC British Geological Survey 412,566,557 156,167 335,521 2,490,286 9,753 245,558 0 0 409,299,738 29,534 0
22 Cardiff University 351,817,909 10,641,893 35,750,860 91,078,040 51,176,682 7,530,839 106,929,910 573,474 16,921,822 31,214,389 0
23 NERC Centre for Ecology and Hydrology 318,404,784 0 3,702,496 316,725 1,029,040 0 807,595 0 312,288,922 260,006 0
24 Durham University 294,632,270 13,587,542 24,165,216 113,701,786 22,244,500 3,727,709 6,980,263 254,223 24,229,756 85,741,275 0
25 University of York 290,574,101 16,243,001 66,313,449 116,634,155 25,029,245 0 23,326,413 730,869 31,710,301 10,586,668 0
26 Queen Mary, University of London 286,772,587 14,703,638 21,537,621 86,408,667 5,283,573 1,104,625 109,319,479 2,327,454 11,063,542 35,023,988 0
27 Euratom/CCFE 282,411,505 0 0 282,221,438 0 190,067 0 0 0 0 0
28 University of Exeter 246,420,366 20,173,756 44,722,138 67,646,414 34,664,105 2,884,065 18,974,745 75,006 48,069,720 9,210,417 0
29 University of Strathclyde 224,924,028 2,945,497 10,522,125 188,371,762 7,060,615 854,349 7,687,887 162,442 3,662,446 3,656,905 0
30 University of Bath 222,484,595 3,331,028 19,358,864 163,719,222 7,431,315 3,055,392 17,704,604 660,302 5,656,409 1,567,459 0
31 John Innes Centre 217,779,873 0 216,235,648 711,021 0 0 490,718 0 342,486 0 0
32 University of St Andrews 215,723,565 9,974,712 29,998,421 106,663,429 12,059,730 819,163 6,254,918 0 31,522,640 18,430,552 0
33 Rothamsted Research 210,213,953 0 201,667,880 1,440,121 896,003 355,527 0 0 3,832,059 2,022,363 0
34 Loughborough University 203,186,176 1,376,125 1,967,609 181,397,654 8,902,517 703,296 1,756,417 355,421 5,450,311 1,276,826 0
35 University of Dundee 197,152,459 6,789,302 46,586,567 35,353,593 3,281,605 3,061,230 96,021,719 593,152 2,951,535 2,513,756 0
36 University of Leicester 196,742,264 6,046,499 33,029,987 19,645,206 8,601,798 1,183,100 55,386,905 790,143 17,637,613 54,421,013 0
37 Queen's University of Belfast 192,006,058 10,019,245 14,715,405 101,020,157 25,486,319 0 23,934,134 513,626 3,140,658 13,176,514 0
38 The Pirbright Institute 187,830,482 0 181,105,695 0 0 0 6,375,716 349,071 0 0 0
39 University of Reading 176,064,408 14,142,487 33,490,636 39,173,952 9,078,463 4,147,952 19,217,348 0 56,059,872 753,698 0
40 Lancaster University 173,161,637 11,554,345 10,623,535 75,870,605 23,309,388 1,180,209 5,997,732 0 23,955,451 20,670,372 745,676
41 University of Surrey 171,489,183 4,698,712 18,345,260 111,315,607 13,414,225 2,048,805 4,300,351 1,052,620 1,613,653 14,699,950 0
42 Cell Therapy Catapult Limited 165,109,563 0 0 0 0 165,109,563 0 0 0 0 0
43 University of Sussex 164,466,510 6,030,359 26,016,080 26,277,470 24,176,354 691,165 53,273,489 486,686 5,670,927 21,843,980 0
44 University of East Anglia 163,517,465 8,602,680 51,259,033 22,964,319 18,501,133 960,747 12,458,365 90,000 48,681,188 0 0
45 University of Aberdeen 162,085,723 6,928,395 44,091,848 34,160,615 13,939,421 1,356,212 30,385,272 697,473 30,526,487 0 0
46 MRC Unit, The Gambia 160,159,939 0 0 0 0 0 160,159,939 0 0 0 0
47 MRC Laboratory of Molecular Biology 156,880,693 0 611,928 0 0 0 156,268,765 0 0 0 0
48 University of Essex 153,391,048 4,098,992 8,244,866 13,469,205 119,078,118 0 1,309,255 0 7,190,612 0 0
49 Swansea University 152,022,800 2,286,734 6,817,793 104,093,979 11,069,556 3,569,392 8,068,327 504,142 7,999,212 7,613,665 0
50 MRC London Institute of Medical Sciences 148,569,555 0 356,434 0 0 0 148,213,121 0 0 0 0
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表 22: 研究分野と助成機関
⼤区分 中区分 中区分ラベル AHRC BBSRC EPSRC ESRC Innovate

UK MRC NC3Rs NERC STFC UKRI
A 01 思想、芸術およびその関連分野 3,442 97 261 433 0 0 0 678 64 0
A 02 ⽂学、⾔語学およびその関連分野 1,730 2 40 397 0 0 0 14 0 0
A 03 歴史学、考古学、博物館学およびその関連分野 1,175 51 4 81 0 0 0 805 7 0
A 04 地理学、⽂化⼈類学、⺠俗学およびその関連分野 1,284 11 13 1,828 0 0 0 571 3 0
A 05 法学およびその関連分野 559 0 15 615 0 0 0 7 0 0
A 06 政治学およびその関連分野 779 2 4 1,339 0 0 0 20 1 0
A 07 経済学、経営学およびその関連分野 606 134 358 3,407 0 0 0 253 178 0
A 08 社会学およびその関連分野 211 81 55 1,723 0 0 0 859 1 0
A 09 教育学およびその関連分野 148 4 106 832 0 0 0 3 7 0
A 10 ⼼理学およびその関連分野 254 106 118 1,472 0 1,208 0 13 0 0
B 11 代数学、幾何学およびその関連分野 0 0 519 0 0 0 0 1 0 0
B 12 解析学、応⽤数学およびその関連分野 41 9 333 11 0 0 0 2 4 0
B 13 物性物理学およびその関連分野 0 0 886 0 0 0 0 3 314 0
B 14 プラズマ学およびその関連分野 1 2 272 1 0 0 0 142 561 0
B 15 素粒⼦、原⼦核、宇宙物理学およびその関連分野 0 0 0 1 0 0 0 1 1,065 0
B 16 天⽂学およびその関連分野 1 0 0 2 0 0 0 28 693 0
B 17 地球惑星科学およびその関連分野 45 21 24 84 0 0 0 6,542 388 0
C 18 材料⼒学、⽣産⼯学、設計⼯学およびその関連分野 244 90 4,189 22 0 0 0 133 130 0
C 19 流体⼯学、熱⼯学およびその関連分野 0 12 325 1 0 0 0 5 1 0
C 20 機械⼒学、ロボティクスおよびその関連分野 2 2 509 0 0 0 0 11 8 0
C 21 電気電⼦⼯学およびその関連分野 49 39 1,737 18 0 0 0 53 188 0
C 22 ⼟⽊⼯学およびその関連分野 20 19 477 189 0 0 0 876 15 0
C 23 建築学およびその関連分野 252 1 370 148 0 0 0 112 0 0
C 24 航空宇宙⼯学、船舶海洋⼯学およびその関連分野 1 3 493 1 0 0 0 557 0 0
C 25 社会システム⼯学、安全⼯学、防災⼯学およびその関連分野 1 0 1 3 0 0 0 0 0 0
D 26 材料⼯学およびその関連分野 0 3 404 1 0 0 0 0 8 0
D 27 化学⼯学およびその関連分野 3 345 669 13 0 0 0 387 21 0
D 28 ナノマイクロ科学およびその関連分野 2 198 210 8 0 0 0 9 1 0
D 29 応⽤物理物性およびその関連分野 105 0 1 3 0 0 0 1 54 0
D 30 応⽤物理⼯学およびその関連分野 6 17 630 0 0 0 0 6 44 0
D 31 原⼦⼒⼯学、地球資源⼯学、エネルギー学およびその関連分野 4 0 267 10 0 0 0 302 26 0
D 90 ⼈間医⼯学およびその関連分野 9 143 1,093 8 0 0 0 4 52 0
E 32 物理化学、機能物性化学およびその関連分野 1 10 550 0 0 0 0 25 65 0
E 34 無機・錯体化学、分析化学およびその関連分野 3 63 852 3 0 0 0 304 30 0
E 35 ⾼分⼦、有機材料およびその関連分野 0 2 53 0 0 0 0 0 1 0
E 36 無機材料化学、エネルギー関連化学およびその関連分野 0 9 476 0 0 0 0 0 0 0
E 37 ⽣体分⼦化学およびその関連分野 1 847 237 0 0 0 0 55 3 0
F 38 農芸化学およびその関連分野 3 1,050 24 9 0 0 0 270 7 0
F 39 ⽣産環境農学およびその関連分野 16 615 21 10 0 0 0 774 7 0
F 41 社会経済農学、農業⼯学およびその関連分野 13 323 5 58 0 0 0 287 12 0
F 42 獣医学、畜産学およびその関連分野 4 574 0 12 0 0 0 46 0 0
G 43 分⼦レベルから細胞レベルの⽣物学およびその関連分野 7 1,640 319 30 0 0 0 103 9 0
G 44 細胞レベルから個体レベルの⽣物学およびその関連分野 3 1,307 113 4 0 0 0 134 5 0
G 45 個体レベルから集団レベルの⽣物学と⼈類学およびその関連分野 131 54 3 104 0 0 0 1,214 4 0
G 46 神経科学およびその関連分野 9 326 93 27 0 0 0 12 0 0
H 47 薬学およびその関連分野 31 477 869 1 0 0 0 25 4 0
H 48 ⽣体の構造と機能およびその関連分野 2 66 0 1 0 0 0 499 2 0
H 49 病理病態学、感染・免疫学およびその関連分野 0 168 0 0 0 544 0 13 0 0
I 50 腫瘍学およびその関連分野 0 194 30 1 0 0 0 37 1 0
I 51 ブレインサイエンスおよびその関連分野 0 0 0 0 0 1,177 0 0 0 0
I 52 内科学⼀般およびその関連分野 8 3 0 15 0 0 0 0 0 0
I 53 器官システム内科学およびその関連分野 0 0 0 0 0 924 0 0 0 0
I 54 ⽣体情報内科学およびその関連分野 0 210 112 3 0 1,845 0 26 1 0
I 55 恒常性維持器官の外科学およびその関連分野 0 0 0 0 0 130 0 0 0 0
I 56 ⽣体機能および感覚に関する外科学およびその関連分野 0 0 0 0 0 691 0 0 0 0
I 57 ⼝腔科学およびその関連分野 0 0 0 0 0 349 0 0 0 0
I 58 社会医学、看護学およびその関連分野 11 0 0 59 0 280 0 0 0 0
I 59 スポーツ科学、体育、健康科学およびその関連分野 10 283 106 50 0 1,533 0 19 1 0
J 60 情報科学、情報⼯学およびその関連分野 129 121 3,164 110 0 0 0 110 1,197 0
J 61 ⼈間情報学およびその関連分野 222 353 1,870 98 0 0 0 63 17 0
J 62 応⽤情報学およびその関連分野 193 39 193 52 0 0 0 7 12 0
K 63 環境解析評価およびその関連分野 17 214 3 42 0 0 0 1,639 2 0
K 64 環境保全対策およびその関連分野 22 61 369 40 0 0 0 706 25 0
Z 99 その他 1,146 8,295 2,652 545 17,178 48 257 1,525 1,395 2
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表 23: 科研費における研究分野別採択件数及び金額
⼤区分 件数 ⾦額
A 18,196.2 (24.3%) 24,173,197 (16.3%)
B 4,603.0 (6.1%) 13,490,397 (9.1%)
C 5,607.6 (7.5%) 13,598,400 (9.2%)
D 3,625.5 (4.8%) 11,950,279 (8.1%)
E 2,890.0 (3.9%) 9,782,100 (6.6%)
F 4,344.0 (5.8%) 9,751,788 (6.6%)
G 3,639.0 (4.9%) 12,334,000 (8.3%)
H 3,598.0 (4.8%) 7,112,400 (4.8%)
I 24,011.5 (32.1%) 35,108,400 (23.7%)
J 3,088.6 (4.1%) 7,202,710 (4.9%)
K 1,272.0 (1.7%) 3,484,645 (2.4%)
Total 74,875.4 (100.0%) 147,988,316 (100.0%)

※ ⼤区分・中区分別 配分状況（令和２年度 新規採択＋継続分）を基に筆者作成

表 24: 研究分野（大区分）と助成機関（一部）

⼤区分 Total AHRC BBSRC EPSRC ESRC MRC NERC STFC
A 28,469 (30.9%) 10,188 488 974 12,127 1,208 3,223 261
B 11,997 (13.0%) 88 32 2,034 99 0 6,719 3,025
C 11,307 (12.3%) 569 166 8,101 382 0 1,747 342
D 5,067 (5.5%) 129 706 3,274 43 0 709 206
E 3,590 (3.9%) 5 931 2,168 3 0 384 99
F 4,140 (4.5%) 36 2,562 50 89 0 1,377 26
G 5,651 (6.1%) 150 3,327 528 165 0 1,463 18
H 2,702 (2.9%) 33 711 869 2 544 537 6
I 8,109 (8.8%) 29 690 248 128 6,929 82 3
J 7,950 (8.6%) 544 513 5,227 260 0 180 1,226
K 3,140 (3.4%) 39 275 372 82 0 2,345 27

Total 92,122 (100.0%) 11,810 10,401 23,845 13,380 8,681 18,766 5,239
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表 25: 研究分野と研究代表機関

A B C D E F G H I J K Z
1 University of Oxford 2,902 1,314 735 414 278 170 127 285 192 563 453 113 671
2 University College London 2,798 1,033 530 505 337 162 73 255 125 752 428 60 638
3 University of Cambridge 2,531 903 665 572 214 194 149 295 100 517 375 83 634
4 University of Manchester 2,371 991 479 545 244 229 102 222 133 292 376 105 694
5 University of Edinburgh 2,310 1,189 476 275 166 119 223 283 152 395 389 103 664
6 Imperial College London 2,298 323 470 669 358 160 108 189 99 499 426 126 596
7 University of Bristol 1,688 823 466 329 150 140 98 216 61 276 245 75 414
8 University of Leeds 1,626 885 551 395 189 102 113 157 44 171 154 112 438
9 University of Nottingham 1,606 593 146 294 175 147 139 165 102 198 208 54 579
10 University of Sheffield 1,559 670 206 475 191 116 108 172 85 178 212 64 452
11 University of Birmingham 1,421 695 233 269 114 91 73 111 80 210 190 83 395
12 University of Southampton 1,350 578 474 406 157 104 41 87 65 100 225 108 320
13 University of Glasgow 1,279 557 177 191 143 109 103 150 94 193 204 32 360
14 University of Warwick 1,221 598 232 286 109 123 77 132 68 73 236 42 341
15 King's College London 1,190 597 96 92 77 38 41 134 68 342 132 25 292
16 University of Liverpool 1,158 414 269 244 100 105 75 137 56 163 200 69 349
17 Newcastle University 1,137 456 145 249 118 65 76 85 59 186 128 78 399
18 University of Exeter 968 741 215 195 70 31 133 144 22 57 93 113 264
19 University of York 956 506 217 169 57 97 107 109 64 76 94 46 317
20 Cardiff University 950 513 247 157 91 88 23 84 47 126 73 62 274
21 Durham University 924 523 443 185 106 82 22 49 42 29 147 41 234
22 Queen Mary, University of London 753 337 118 121 53 27 25 64 32 131 171 19 209
23 University of East Anglia 728 438 248 80 44 79 108 121 53 46 52 118 261
24 University of Reading 715 305 272 190 40 39 75 49 12 49 85 140 251
25 Lancaster University 712 496 243 178 42 28 73 41 13 24 163 39 173
26 University of Leicester 706 268 273 94 30 33 49 95 26 92 85 28 239
27 Queen's University of Belfast 659 371 117 151 63 50 29 38 26 45 99 17 177
28 John Innes Centre 652 9 0 4 8 30 100 106 22 9 6 24 559
29 University of Bath 609 167 65 249 69 84 16 40 53 57 90 24 176
30 University of St Andrews 564 307 150 126 66 48 32 115 39 29 69 38 141
31 University of Aberdeen 556 313 115 60 29 18 83 105 46 99 57 36 180
32 University of Strathclyde 556 183 62 211 107 73 23 39 34 20 81 33 145
33 University of Sussex 545 412 106 48 24 17 30 52 12 66 104 12 136
34 University of Dundee 460 112 20 48 30 29 45 70 20 131 84 19 162
35 University of Surrey 453 175 53 175 59 25 16 17 11 27 106 10 149
36 Rothamsted Research 441 16 18 7 5 14 124 52 11 15 1 20 353
37 Loughborough University 437 182 72 254 93 9 13 16 11 13 55 24 92
38 University of Kent 415 305 34 51 25 29 26 44 24 15 78 4 140
39 The Pirbright Institute 405 8 1 0 2 4 48 20 9 8 0 0 366
40 Royal Holloway, University of London 397 303 98 42 21 6 21 20 7 2 97 12 122
41 Swansea University 382 131 99 100 35 33 16 18 17 21 93 22 116
42 Open University 372 390 158 55 27 17 9 20 4 6 52 12 87
43 Heriot-Watt University 371 55 86 191 74 48 17 22 24 9 101 12 87
44 Babraham Institute 350 0 0 1 2 3 1 15 24 29 5 0 301
45 Institute of Food Research 306 6 0 3 0 2 28 13 5 12 2 1 284
46 Aberystwyth University 279 126 56 30 13 8 43 37 5 22 16 13 141
47 Brunel University 275 154 23 96 26 4 5 13 2 17 87 8 61
48 Cranfield University 270 41 24 135 32 9 58 15 6 7 25 24 96
49 University of Essex 261 305 32 30 24 6 20 24 29 12 31 17 58
50 National Oceanography Centre 254 73 251 67 20 43 17 29 24 0 5 162 49

leadOrganisation Project
Count

科研費 ⼤区分＃
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3.3 研究成果の分析
ここからは，Publications及び Outcomesに収録されているデータを基に，分野間の違いや各種成果

物間の共起性，さらに研究過程でどのようなステークホルダーと協働しているかなど，研究成果の特
徴について明らかにするための分析を行う．2.3節でみたように，Publicationsに収録されているデー
タは主に出版物等の具体的成果物（アウトプット）に相当し，Outcomesに収録されているものはアウ
トプットの結果としてもたらされる短中期的な効果やそのプロセスにおけるアクティビティ（アウト
カム），さらにより長期的な時間軸で見えてくる社会経済のあらゆる面における幅広い影響（インパク
ト）と思われるものが記載されている．そのため，ここにおける「研究成果」はいわゆるアウトプッ
トだけではなく，アウトカムやインパクトも一部含むような広義のものを指している．
まず終了プロジェクトにおける Publications, Outcomes情報を表 28から表 27に示す．

表 26: 助成機関及び助成種別のプロジェクト数（Publicationsの記載があるもの）
grantCategory All AHRC BBSRC EPSRC ESRC MRC NERC STFC UKRI
Research Grant 59,148 6,511 8,056 19,739 9,171 5,590 6,749 3,332 0
Fellowship 7,089 1,348 194 1,487 1,490 1,623 629 317 1
Intramural 3,172 0 1,172 0 0 1,676 290 34 0
Studentship 828 42 341 174 5 11 36 219 0
Training Grant 315 0 0 0 0 0 0 315 0
Other Grant 234 0 0 44 0 0 190 0 0

Projecs Total 70,786 7,901 9,763 21,444 10,666 8,900 7,894 4,217 1

表 27: 助成機関別 Publications（詳細）報告数
Category All AHRC BBSRC EPSRC ESRC MRC NERC STFC UKRI
Journal Article/Review 666,768 11,029 68,816 148,687 36,113 184,617 60,511 156,985 10
Conference/Paper/Proceeding/Abstract 59,467 3,365 3,613 31,357 13,212 2,463 2,934 2,523 0
Book Chapter 23,825 6,045 1,332 7,243 6,073 1,278 1,475 379 0
Other 10,037 1,279 267 2,352 4,696 172 930 341 0
Working Paper 9,250 573 38 844 5,282 55 290 2,168 0
# 5,350 12 167 298 28 303 74 4,468 0
Book 5,274 2,235 80 756 1,800 173 185 45 0
Policy briefing/Report 2,789 207 19 278 1,933 135 202 15 0
Preprint 2,738 3 933 178 67 595 934 28 0
Technical Report 2,643 173 171 1,266 519 96 304 114 0
Thesis 1,934 102 143 861 203 171 379 75 0
Book edited 959 599 9 69 247 15 19 1 0
Consultancy Report 903 153 26 152 388 35 146 3 0
Manual/Guide 391 52 118 38 130 7 43 3 0
Monograph 222 71 3 32 97 12 6 1 0
Technical Standard 203 46 2 54 58 8 18 17 0
Scholarly edition 105 82 0 1 21 1 0 0 0
Systematic review 24 9 2 2 7 1 2 1 0
patent 16 0 0 0 0 16 0 0 0
Data Set 8 0 1 2 0 0 5 0 0
Publications Total 792,906 26,035 75,740 194,470 70,874 190,153 68,457 167,167 10
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表 28: 助成機関及び助成種別のプロジェクト数（Outcomesの記載があるもの）
grantCategory All AHRC BBSRC EPSRC ESRC MRC NERC STFC UKRI
Research Grant 120,022 11,977 24,293 34,328 13,315 15,393 14,962 5,754 0
Fellowship 12,994 2,249 587 2,756 1,563 3,637 1,569 627 6
Intramural 7,775 0 2,987 0 0 4,456 232 100 0
Studentship 1,905 172 996 356 13 25 111 232 0
Other Grant 462 0 0 194 0 0 268 0 0
Training Grant 294 0 0 0 0 0 0 294 0

Projecs Total 143,452 14,398 28,863 37,634 14,891 23,511 17,142 7,007 6

表 29: 助成機関別 Outcomes（詳細）報告数
Category All AHRC BBSRC EPSRC ESRC MRC NERC STFC UKRI
artisticAndCreativeProduct 7,350 4,358 330 957 1,008 311 246 140 0
collaboration 78,293 6,402 10,716 19,516 6,121 22,832 5,556 7,150 0
dissemination 229,942 27,312 30,409 43,426 61,888 39,315 17,027 10,565 0
futherfunding 57,725 2,833 8,144 17,496 4,642 18,593 3,870 2,147 0
impactSummary 18,768 2,405 3,795 6,317 2,566 101 2,684 900 0
intellectualProperty 3,715 42 646 1,704 45 1,050 99 129 0
keyFinding 26,999 2,619 6,266 9,512 2,888 185 4,191 1,338 0
policyInfluence 20,276 1,389 1,839 3,151 6,017 6,023 1,605 252 0
product 1,524 6 68 234 41 1,152 7 16 0
researchDatabaseAndModel 11,597 908 2,076 3,198 1,703 1,176 2,182 354 0
researchMaterial 10,816 323 2,790 1,566 552 4,821 607 157 0
softwareAndTechnicalProduct 6,083 347 1,406 2,746 308 453 473 350 0
spinOut 1,039 42 170 513 35 203 25 51 0

Outcomes Total 474,127 48,986 68,655 110,336 87,814 96,215 38,572 23,549 0

表 26，28の助成種類（grantCategory）は表 5に比べて大幅に項目数が少ないが，特に絞り込むな
どの操作は行っておらず対象範囲の Projects に紐付くものをすべて列挙している．また，表 28,26
のうち Studentship は大きく性質が異なると考えられる他，様々な性質のものが混ざっている．そ
こでハイライトで示した Research Grant のみを分析対象とした．表 29,27 はこの Research Grant に
絞って算出した．さらに，表 27 に示した出版物も表中ハイライトで示した Journal Article/Review,
Conference/Paper/Proceeding/Abstract, Book Chapter, Working Paper, Book, の 5 種類のみを採用する
ことにした．

3.3.1 研究分野ごとの成果物の多様性
研究分野ごとの研究成果（Outcomesと Publicationsの上位 5種）の多様性を図 7に示す．
どの分野においても，成果のうち Journal Articles の割合が大きいというのが共通しているが，研

究分野ごとに違いがあることも見て取れる．たとえば人社系の多い大区分 A に相当する Research
Topics のプロジェクトでは Dissemination の割合が最も大きい．医学系の大区分 I 相当においても，
Disseminationの割合が相対的に大きくなっている．生物学系の大区分 G相当では Journal Articlesに
対して Collaboration, Disseminationを合算したものの割合が同程度となっている．
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図 7: 研究分野と成果の関係性

3.3.2 成果種別間の共起関係
続いて，各種成果物の組み合わせについてプロジェクト間にどのような特徴があるのかを観察する

ため，成果物種別の共起関係についての分析を試みる．つまり，研究成果の区分に x,y,zがあるとして
x，y両方の成果が多い，xは多いが zが少ない，などのグループがあるか分析する．
ここでは，分析する成果を以下の通り定義し直す．まず，基本的には Outcomes の 13 項目と

Publications の 5 項目を採用する．ただし，Outcomes のうち Policy Influence について，“臨床ガ
イドラインでの引用（Citation in clinical guidelines）”, “クリニカルレビューでの引用（Citation in
clinical reviews）” は clinical とあるとおり臨床医療系で毛色が異なると考えられるため，これを
PolicyInfluence_Clinical として別に扱う．これにより，Outcomes が 14 項目，Publications が 5 項目
で，全体として 19項目の研究成果を対象にする．
共起関係は以下の手順で分析する．まず，プロジェクト単位で研究成果を算出し，割合に直す．こ
の成果割合を 19次元のベクトルと見なしてクラスタリングを行うことで共起パタンを見つけ出す．こ
の際，クラスタリングの手法には K-means++[Arthur 07] を用いる．K-means++ は分類数を任意で指
定する必要があるため，UMAP[McInnes 18]を用いて 19次元を 2次元に次元圧縮し，これを参考に
しながらクラスタ数を調整する．
上記の手続きにより，今回はクラスタ数として 8を設定して分析した．1000件程度ランダム抽出し

て UMAPの位置関係とクラスタを簡易に示したものを図 8に，また，クラスタごとの成分の平均値を
表 30に示す．

3.3.1で見た通り，表 30においても，Journal Article/Reviewは多くのクラスタにおいて一定程度以
上の割合を占めていることが分かる．その中でも，2番のクラスタは Journal Article/Review以外の成
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図 8: 8分類時の UMAPによる可視化

表 30: 8分類ごとの特徴
Cls 1 2 3 4 5 6 7 8

Count 6,274 8,020 2,544 2,215 5,465 9,678 1,356 1,723
artisticAndCreativeProduct 1.7% 0.0% 0.3% 1.0% 1.4% 0.2% 0.5% 0.9%
collaboration 7.8% 1.0% 3.9% 42.5% 5.5% 5.5% 3.8% 0.9%
dissemination 17.3% 0.9% 6.8% 10.0% 55.7% 5.8% 6.5% 1.9%
futherfunding 13.0% 1.0% 3.7% 6.0% 3.8% 5.3% 3.3% 2.6%
impactSummary 4.7% 1.3% 4.5% 4.8% 3.3% 4.4% 5.8% 30.6%
intellectualProperty 0.8% 0.1% 0.4% 0.6% 0.2% 0.5% 0.3% 0.5%
keyFinding 6.5% 3.2% 7.1% 8.6% 4.9% 9.2% 10.6% 48.9%
policyInfluence_clinical 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%
policyInfluence 3.4% 0.4% 1.7% 2.9% 3.3% 2.5% 48.7% 1.5%
product 0.3% 0.0% 0.0% 0.3% 0.1% 0.1% 0.1% 0.0%
publication_Book 2.9% 0.1% 0.6% 0.3% 0.6% 0.6% 0.5% 2.0%
publication_Book Chapter 5.1% 0.5% 3.8% 1.1% 1.7% 1.9% 1.1% 1.4%
publication_Conference/Paper/Proceeding/Abstract 2.7% 0.5% 40.1% 2.7% 2.4% 2.3% 1.6% 0.6%
publication_Journal Article/Review 26.7% 90.2% 24.1% 14.2% 13.5% 58.6% 14.5% 5.7%
publication_Working Paper 0.7% 0.1% 0.6% 0.3% 0.6% 0.2% 0.2% 0.2%
researchDatabaseAndModel 2.7% 0.2% 1.0% 1.8% 1.4% 1.1% 0.9% 0.7%
researchMaterial 2.0% 0.2% 0.4% 1.6% 0.8% 0.9% 0.7% 0.3%
softwareAndTechnicalProduct 1.4% 0.1% 0.9% 1.0% 0.7% 0.6% 0.6% 1.0%
spinOut 0.2% 0.0% 0.1% 0.2% 0.1% 0.1% 0.1% 0.3%

果がほとんどない（共起していない）と言う特徴があり 8千件程度のプロジェクトがこのクラスタに
分類されている．Journal Article/Reviewの比率が多いプロジェクト群のクラスタとしては他に 6番目
のクラスタ（9千 6百件程度），1番目のクラスタ（6千 2百件程度）がある．6番目のクラスタにつ
いては，それ以外の成果物の割合も広く薄く共起している．1 番目のクラスタは，Dissemination や
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Futher Fundingとの一定程度強い共起関係が確認できる．
次に属しているプロジェクト数が多いのが 5番目のクラスタ（5千 5百件程度）であるが，Dissem-

inationの割合が大きいところに特徴がある．この他，3番目のクラスタ（2千 5百件程度）において
は publication conference/paper/proceedingsと publication/journal/articleが強く共起している（合わせ
て 64%）．4番目のクラスタ（2千 2百件程度）については Collaborationが主体のプロジェクト群で
あるが，Journal Article/Review及び Disseminationとも一定程度の共起関係にある．数は多くはない
が，8番目のクラスタ (千 7百件程度)は Key Findingsや Impact Summaryの記載は多いがその他の成
果が報告されていない．また，7番目のクラスタ（千 3百件程度）については，Policy Influenceが主
要な成果物になっているところに特徴がある．
ただし，図 8のとおり，2次元に圧縮した状態では必ずしも綺麗に分かれておらず，かつ，外れ値の

ようなポイントも多数観察できる．従って分散は比較的大きい可能性に留意が必要である．

3.3.3 連携先と成果物の特性
研究過程において，どのような国・地域及び組織との連携を行っているのか．Outcomes のうち，

Collaborationについては，連携先の国・地域，組織種別，組織名，具体内容なども記載されている．そ
こで，この国・地域の数を調べ可視化した結果を図 9に示す．図 9の色の濃度は件数について 2を底
とする対数を取ったものに比例する．英国内での連携が最も件数が多いため濃い色で示されているほ
か，米国をはじめ，欧米以外の国・地域も含めた幅広い連携の様子が見て取れる．

0

5

10

15

図 9: 研究成果と連携先地域

連携先組織の種別については表 31 の通り，基本的には大学等研究機関 (Academic/University) が 6
割程度と多いが，企業等 Private も 1 割 5 分程度ある．また，Public や Charity/Non Profit, Learned
Societyなど，いわゆる社会のアクターが合算すると 2割程度を占めていることも興味深い．その他お
そらくは医学系を中心として，Hospitalsが少数ではあるが一定程度ある．連携の内容については精査
が必要であるが，研究過程での多様な主体の参画（マルチステークホルダーエンゲージメント）の進
展を示唆しうるデータである．

Collaboration の詳細 (Description) とインパクト (impact) に記載された内容の頻出語についてま
とめたものを図 10 および図 11 に示す．連携先として大学等機関が多いことが反映されているが，
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表 31: 研究成果と報告された連携件数（セクター別）

Sector Counts
Academic/University 63,833
Private 16,721
Public 12,255
Charity/Non Profit 9,851
Hospitals 4,026
Learned Society 363
Multiple 61
# 4

Collaborationの内容としては論文等の執筆が多いことが分かる．
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図 10: 詳細欄のワードクラウド
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図 11: インパクト欄のワードクラウド

なお，Collaborationのデータについては留意点も存在する．たとえば，ある 1本の論文について日
本の 1機関および米国の 2機関と連携して作成した場合，英国と日本が 1件，英国と米国が 2件，そ
れぞれ登録されて 3 件の Collaboration になる．また論文出版とは別に意見交換などの Collaboration
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も含まれており，こうした複数の性格のものが混在している．
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3.4 政策への影響
複雑化する社会課題の解決や先端科学技術のリスクの問題など，政策形成における科学的根拠や科

学助言の重要性がますます高まっているが，政策への影響に関連して，どのような研究領域で，どの
ような種類の活動がなされているのか，さらには，政策への影響と関連が深い活動を行っているプロ
ジェクトはどのような属性・特徴を持つかなどについて，理解が進んでいるとは言えない．すでに紹
介したように，GtRでは Outcomesの Policy Influence において，10種の活動内容など，詳細な情報
が入手できる．本節では，この Policy Influence における報告内容を基にして，研究会議間の差異や
Publicationsや Outcomesの他の成果物種別との共起性等に着目した分析を行う．
尚，我が国においても，2010年代中旬以降，EBPMへの取組みは政府全体の方針となっており，ま

た，科学技術イノベーション政策の領域においては 2011 年度から文部科学省の補助事業として「科
学技術イノベーション政策における「政策のための科学」推進事業 (Science for RE-designing Science
Technology and Innovation Policy; SciREX)」が進められている．GtR の Policy Influence の分析を行
うことで，例えば SciREX事業のような，政策形成への影響を念頭におき純粋な科学研究とは異なる
タイプの研究活動における評価軸としてどのようなものがありうるかについて，示唆が得られること
を期待する．

3.4.1 分析対象
ここでは，前章で設定した母集団から更に，Policy Influence について 1 件以上報告しているプロ

ジェクトに絞り込み，かつ，臨床医療面への影響を把握する PolicyInfluence_clinicalについて報告し
ているプロジェクトは除外した．件数等の概要を表 32に示す．ここで，項目名について文字数が多く
可読性が低いため表 33の通り置き換える．
また，Outcomesにおける他の成果物種類との共起性について観察するため，Policy Influenceの項目

に加えて，パプリック・エンゲージメント等の活動を含む Disseminationの下位項目や，Publications
の 5項目のデータについても用いる．さらに，プロジェクト経費総額 (valuePounds)，プロジェクト期
間日数 (term)との関係性についても考慮するため，分析に使用した．

3.4.2 分析結果
3.3.2節と同様にプロジェクトごとの Outcomes項目の割合でクラスタリング，可視化した結果につ

いて図 12，表 34に示す．
図 12を見ると，2次元に圧縮した状況ではいくつかグループが見えるものの，K-means++でクラス

タリングしたところでは上手く切り取れていない37)．
表 34をみると，ここでは下位項目を分析に用いているためより詳細な結果となっているが，全般的な

傾向としては，3.3.2節における傾向と同様のものが観察されている．Policy Influenceや Publications
と比べて Publications がより多く報告されていることもあり，Publications の詳細項目を中心とした
クラスタが複数形成されている．たとえば，Cls_2 は 3,122 件と最も多くのプロジェクトが所属して
いるが，成果のほとんどが Journal Articles でその他の成果がほとんどないプロジェクト群である．

37) 4分類や 6分類などで試行してた場合でも UMAPでの 2次元表現上で上手く分類できていなかった．
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表 32: 分析対象プロジェクトにおける Outcomes項目の概要
Category All AHRC BBSRC EPSRC ESRC MRC NERC STFC
pub_Book 1,775 547 18 321 772 60 50 7
pub_BookChapter 8,761 2,105 307 2,324 3,174 333 454 64
pub_Proc 24,007 1,373 1,178 12,912 6,566 629 976 373
pub_Journal 173,026 3,651 14,162 43,136 17,210 51,890 12,893 30,084
pub_WorkingPaper 5,722 350 13 480 3,896 22 97 864
dsm_# 8 0 0 4 3 0 1 0
dsm_broadcast 2,664 400 281 443 800 374 239 127
dsm_expertPanel 13,108 1,199 1,264 3,291 4,379 1,737 1,109 129
dsm_magazine 9,213 609 579 1,295 4,324 1,510 737 159
dsm_pressRelease 10,945 682 844 1,489 4,919 1,898 720 393
dsm_presentation 54,471 5,762 5,650 10,585 17,253 10,157 3,428 1,636
dsm_SNS 5,041 873 328 591 2,464 387 298 100
dsm_workshop 32,892 4,399 3,656 7,472 10,342 3,976 2,236 811
dsm_openHouse 3,227 87 772 762 235 927 204 240
dsm_conf 456 45 58 165 73 93 12 10
pi_# 104 2 0 15 10 1 76 0
pi_cite_policyDocuments 1,627 103 89 185 824 193 232 1
pi_cite_systematicReviews 229 11 7 24 94 56 36 1
pi_evidence4Government 1,692 98 103 367 706 232 178 8
pi_implementation 802 55 86 134 233 146 136 12
pi_training 4,448 631 401 520 1,547 1,001 280 68
pi_guidelineCommittee 2,310 106 297 587 374 755 163 28
pi_nationalConsultation 1,727 96 159 443 549 359 113 8
pi_advisoryCommittee 4,743 246 679 867 1,006 1,437 382 126

Total 362,998 23,430 30,931 88,412 81,753 78,173 25,050 35,249
PJ_Count 9,291 868 1,611 2,289 1,365 1,571 1,241 346

Publications が多い他のクラスタとしては Cls_4 があり，これも件数としては第 2 位のクラスタであ
る．Cls_4の内訳としては Journal Articleが 50%を越えている一方，Disseminationsを中心として他
の成果も相対的に多く，成果の多様性が大きいプロジェクト群である．Cls_1も Publicationsの比率が
高いが，Journal Articlesよりも Conference Proceedingsが多いパターンである．
この他，Disseminations が多いクラスタとして，Cls_3 と Cls_5 があり，それぞれ 1,500 件程度の

プロジェクトが属している．クラスタ規模の大きさの順に紹介すると，Cls_5は特に講演やプレゼン
テーション（Presentation）の比率が高いプロジェクト群であり，Cls_3はワークショップ等への参加
（Workshop）や Presentation，正式なワーキンググループ・専門家パネル等への参加（expert panel）等，
Dissemination下位項目における多様性が高いプロジェクト群として性格づけることができる．
続いて本節の目的とする，政策への影響に関してであるが，表 34の結果から見ると，Policy Influence

の成果が比較的多いものは Cls_3，次点で Cls_4 となっている．Publications や Disseminations に比
べて報告数が少ないことにより，各クラスタにおいて Policy Influence が占める比率は低い．Cls_3
は Journal Articleがクラスタ間で最も少なく，主要な成果はWorkshop，Policy Influenceは実務家や
研究者のトレーニング（Traning）が最も多い．政策に関する研修や諮問委員会への参加（advisory
committe）eへの参加などに関して比較的活発であり，Disseminations項目としても workshopの開催
や presentationが多い．平均プロジェクト期間も最も短く，プロジェクト経費も最も少ないことから，
実務的・実践的な研究プロジェクト群のクラスターであることが想定される．これとも関連して期間
内での Journal Articleとしての成果物の数は他のクラスタよりも少ないが，一方で Book Chapterの比
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表 33: Outcomes項目と略称名の対応

Actual Label Abbreviation Label
publication_Book -> pub_Book
publication_Book Chapter -> pub_BookChapter
publication_Conference/Paper/Proceeding/Abstract -> pub_Proc
publication_Journal Article/Review -> pub_Journal
publication_Working Paper -> pub_WorkingPaper
dissemination -> dsm_#
dissemination_A broadcast e.g. TV/radio/film/podcast
(other than news/press) -> dsm_broadcast
dissemination_A formal working group, expert panel
or dialogue -> dsm_expertPanel
dissemination_A magazine, newsletter or online
publication -> dsm_magazine
dissemination_A press release, press conference or
response to a media enquiry/interview -> dsm_pressRelease
dissemination_A talk or presentation -> dsm_presentation
dissemination_Engagement focused website, blog or
social media channel -> dsm_SNS
dissemination_Participation in an activity, workshop
or similar -> dsm_workshop
dissemination_Participation in an open day or visit
at my research institution -> dsm_openHouse
dissemination_Scientific meeting
(conference/symposium etc.) -> dsm_conf
policyInfluence -> pi_#
policyInfluence_Citation in other policy documents -> pi_cite_policyDocuments
policyInfluence_Citation in systematic reviews -> pi_cite_systematicReviews
policyInfluence_Gave evidence to a government review -> pi_evidence4Government
policyInfluence_Implementation circular/rapid
advice/letter to e.g. Ministry of Health -> pi_implementation
policyInfluence_Influenced training of practitioners
or researchers -> pi_training
policyInfluence_Membership of a guideline committee -> pi_guidelineCommittee
policyInfluence_Participation in a national
consultation -> pi_nationalConsultation
policyInfluence_Participation in advisory committee -> pi_advisoryCommittee

率は一番高いことから，人文・社会科学系のプロジェクトが多いことが想定される．政策への影響を
考えた際にはプロジェクト期間内に論文等の成果を産出することは難しく，ワークショップなどを通
じたコミュニケーション自体を評価していくことの重要性も示唆している．次点の Cls_4に関しては，
同時に Journal Articleの比率が大きく，研究の具体的成果物について出しつつ，他のクラスタと比べ
ると Trainingや advisoryCommitteeなどの Policy Influenceの比率の高いプロジェクト群である．
また，各クラスタに属するプロジェクトに付与されている Research Topicsについて，上位 10件を

算出し表 35にまとめている．なお Research Topicsは 1つのプロジェクトに複数付与できるため，合
計値はプロジェクト数を上回る．
上で，Policy Influence の比率が比較的高いクラスタとして，Cls_3 及び Cls_4 を取り上げたが，

2 つのクラスタについての特徴は明確である．Cls_3 は，Agricultural systems や Climate & Climate
Change以外はすべて，Social Policy，Sociology, Economic & Social Historyなど，人文・社会科学系
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図 12: 5分類時の UMAPによる可視化

の Research Topics を持つプロジェクトであり，Publications として Book Chapter が多いことと符合
する．一方，Cls_4に関しては，一部 Sociologyなどの人文・社会科学系プロジェクトも含まれるが，
多くは自然科学・工学系のプロジェクト群であり，Journal Articlesの比率が多いことと符合する．こ
のように，Policy Influenceが比較的高いクラスタ 2つは，より比率が高い人文・社会科学系クラスタ
Cls_3と自然科学・工学系クラスタ Cls_4に 2分している．
また比較対象として，Policy Influence に関する報告がほとんどないプロジェクト群である Cls_2
については，Climate & Climate Changeが上位となっており，それ以外は材料系，医学系のプロジェ
クト群となっている．Climate & Climate Change については，比較的プロジェクト数が多く，Policy
Influence の比率が高い Cls_3 も含めて他のクラスタにも広く分布しているため，Journal Article が
成果物の主体となる理論的な研究から より実践が主体のものまで，幅広い研究にファンディングさ
れていることが窺われる．同様に，Generic Health Relevanceや Neurological, Biogeochemical Cycles,
Infectionなどの医学系のプロジェクトは Cls_2及び Cls_4に分布しており，同様のことが言える．な
お，本分析においては Policy Influenceのうち臨床医学的なものを省いているため，医学系プロジェク
トに関しては排除分まで含めるとまた違った分類となる可能性もある．

Cls_1については，Publicationsの比率が高いが，Journal Articlesよりも Conference Proceedingsが
多いパターンであり，Sociology等の人文・社会科学系も含まれるが，それ以外は情報工学系が主体と
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表 34: 5分類ごとの特徴

Class Cls_1 Cls_2 Cls_3 Cls_4 Cls_5
PJ Count 738 3122 1492 2362 1577
All Outcome Total 56.4 45.5 51.9 48.5 63.5
Outcome Total 42.8 35.5 39.0 35.6 49.7
term 1010.9 1149.7 821.5 1105.4 972.7
valuePounds 564320.2 627302.0 453880.1 645043.8 515613.8
pub_Book 0.9% 0.1% 2.3% 1.0% 0.8%
pub_BookChapter 5.3% 0.8% 5.2% 3.6% 2.7%
pub_Proc 47.6% 1.2% 3.2% 3.7% 2.9%
pub_Journal 26.3% 91.4% 11.3% 53.5% 18.0%
pub_WorkingPaper 0.7% 0.1% 1.6% 0.7% 0.7%
dsm_# 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%
dsm_broadcast 0.3% 0.1% 1.4% 0.7% 1.0%
dsm_expertPanel 1.8% 0.5% 7.5% 3.3% 5.4%
dsm_magazine 1.3% 0.3% 3.4% 1.8% 2.5%
dsm_pressRelease 0.9% 0.4% 3.4% 2.1% 2.8%
dsm_presentation 4.9% 1.5% 10.3% 10.5% 42.3%
dsm_SNS 0.4% 0.1% 3.0% 0.7% 1.7%
dsm_workshop 4.6% 1.2% 29.5% 7.3% 9.8%
dsm_openHouse 0.4% 0.4% 1.6% 1.7% 1.3%
dsm_conf 0.2% 0.0% 0.4% 0.4% 0.4%
pi_# 0.1% 0.0% 0.1% 0.0% 0.0%
pi_cite_policyDocuments 0.4% 0.2% 1.4% 0.6% 0.7%
pi_cite_systematicReviews 0.1% 0.1% 0.1% 0.2% 0.1%
pi_evidence4Government 0.5% 0.1% 1.3% 0.7% 0.8%
pi_implementation 0.2% 0.1% 0.9% 0.6% 0.4%
pi_training 1.5% 0.4% 5.5% 2.3% 2.2%
pi_guidelineCommittee 0.5% 0.4% 1.5% 1.2% 1.0%
pi_nationalConsultation 0.4% 0.2% 1.6% 0.9% 0.7%
pi_advisoryCommittee 0.9% 0.5% 3.7% 2.4% 1.8%

なっている点で分野特性とも符合している．
Cls_5については，presentationの割合が 4割と大きく，また Journal Articlesの割合は Cls_3よりも
大きく，Book Chapterの比率も比較的低いプロジェクト群である．Research Topicsを見ると，人文・
社会科学系が主体であり，Policy Influenceの比率がより大きい Cls_3に比べると，より理論的な研究
を行うプロジェクト群であることが示唆される．

3.4.3 インパクトの概要
政策への影響に関しては，Outcomesの Impact Summaryの概要及び詳細項目の impactTypeにおい

ても関連する情報を入手することができる．その詳細は付録 F.2に掲載しているが，Impact Summary
の記述にトピックモデルを用いて分析を行ったところ，抽出された 16 のトピックのうち，政策への
影響と関連が高いトピックが一つ抽出された．エビデンス，政策，委員会等の用語が用いられており，
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表 35: クラスタごとの研究トピック（上位 10トピック）
# Topic Cls_1 Topic Cls_2 Topic Cls_3
1 Sociology 48 Climate & Climate Change 223 Social Policy 100
2 Information & Knowledge Mgmt 44 Materials Characterisation 169 Sociology 71
3 Networks & Distributed Systems 40 Generic Health Relevance 142 Agricultural systems 52
4 Human-Computer Interactions 37 Infection 132 Climate & Climate Change 45
5 Artificial Intelligence 36 Neurological 127 Economic & Social History 43
6 Fundamentals of Computing 32 Biogeochemical Cycles 100 Cultural History 40
7 Social Policy 31 Materials Synthesis & Growth 96 Education 40
8 Psychology 26 Mental Health 71 Political Science 40
9 RF & Microwave Technology 23 Cancer and neoplasms 63 Socio Legal Studies 40
10 Climate & Climate Change 22 Extra-Galactic Astron.&Cosmol. 63 Information & Knowledge Mgmt 37
ー Unclassified 69 Unclassified 492 Unclassified 162
# Topic Cls_4 Topic Cls_5
1 Climate & Climate Change 132 Sociology 117
2 Generic Health Relevance 115 Social Policy 115
3 Neurological 113 Psychology 67
4 Infection 88 Economics 59
5 Biogeochemical Cycles 73 Climate & Climate Change 54
6 Cancer and neoplasms 69 Agricultural systems 52
7 Ecosystem Scale Processes 69 Generic Health Relevance 49
8 Sociology 58 Education 47
9 Cardiovascular 57 Infection 41
10 Community Ecology 55 Animal Diseases 38
ー Unclassified 303 Unclassified 158

政策との関連が深いプロジェクトが一定程度の規模存在することが分かった．
また，研究プロジェクトがもたらしたインパクトのタイプ (impactType)を，文化面 (Cultural),経済

面 (Economic), 社会面 (Societal), 政策面 (Policy & public services)の 4種類から複数個選択すること
ができる．個別の種類としては，経済面のインパクトが最も多く報告され，その後社会面，文化面，政
策面と続くが，プロジェクト毎に複数の impactType が登録されているため，他のものと合わせて政
策面を選択したプロジェクトも含めると，impactTypeを記入したプロジェクトのうち 3割程度である
（表 109）．
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3.5 人文・社会科学系プロジェクトにおける研究成果の詳細
科学技術・イノベーション基本法改正により「人文科学のみに係る科学技術」が法の振興の対象に

加えられ，また第 6期科学技術・イノベーション基本計画において，様々な社会的課題を解決するた
めには “自然科学のみならず人文・社会科学も含めた多様な「知」の創造と、「総合知」による現存の
社会全体の再設計”が必要であると記載されるなど，我が国の STI政策において人文・社会科学への
期待が高まっている．このため人文・社会科学系の評価指標のあり方についても検討が徐々に進めら
れているが，人文・社会科学分野の成果については論文以外にも多様な成果が含まれることが広く知
られており，研究成果の測定について，国際的にも様々な検討がなされている [林 21]．
こうした背景から本節では，今後の人文・社会科学系の評価指標の検討に資することを期待して，人

文・社会科学系プロジェクトの成果物の多様性について，人文・社会科学の中での差異に注目した分
析を行う．

3.5.1 概要
まず，大区分 Aに相当する Research Topicsの数と，それに紐付くプロジェクト数を表 36に示す．

ここでは 3.4節に併せて単純なプロジェクト数と Research Grantに絞ったプロジェクト数をそれぞれ
記した．中区分では経済・経営系が最も多いが，その他の中区分にも広く分布している．
次に，Research Grantに絞った成果について表 38および表 37に示す．ここでは大区分 Aの下の中

区分単位でまとめた．表中はスペースの関係上，中区分コードで示しているためコードとラベルの対
応については表 39を参照されたい．
一口に人文・社会科学系と言ってもその幅は広く，表 38，表 37をみると成果物における分野間の

差異が観察できる．

3.5.2 Publicationsの構成
Publicationsにおいてはどの中区分においても，Journal Article/Reviewが最も報告されているが，そ

の集中度については分野間の差がある．Journal Article/Review への集中度が高い中区分としては，8
割以上の心理学系（中区分 10）や，6割強の歴史学系（中区分 03），思想芸術系（中区分 01）がある．
最も比率が低いのは 4割強の法学系（中区分 05）と文学・言語系（中区分 02）である．法学系及び文
学・言語学系では，Conference paper/Proceedingsや Book Chapterの割合が高くなっている．自然科
学・工学系など全分野のプロジェクトにおける Journalの割合は 84%（表 7）であることから，心理学
系を除いて，人文・社会科学系ではその他の分野に比べて相対的に低いことが確認された．政治学系
（中区分 06）において Otherが多いという点も同じく興味深いが，データ報告時点におけるバイアス
の可能性もあり注意が必要である38)．

38) この中区分 06の Otherに記載の 5,568件を確認すると，うち 2,968件のタイトルには “Blog”の記載が見られる．また，
Newsweek Europeや Huffington Postなど，新聞メディアとみられるものも散見される．名寄せなどを行わない著者名の
単純ユニーク数は 1,600件程度．上位 10名の登録を合算しても 700件超で特定の人物のみが Blogなどを成果として登
録している様子も見られない．ここでさらに他の項目にも目を向けて研究代表機関まで調べると，Otherに記載の 5,568
件中 4,209件が King’s College Londonに紐付いている．この結果を鑑みるに，King’s College Londonが特異な成果登録
方針を採っており，Otherの特徴は一種のバイアスによるものと解釈できる．このようにデータの報告時点におけるバイ
アスについては留意が必要である
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3.5.3 Outcomesの構成
Outcomes においては，図 7 でも観察した通り，人文・社会科学系全般において，それ以外の分野

においてよりも，Dissemination関連が多く報告されている．その集中度は特に法学関係（中区分 05）
で，教育学関係（中区分 09），経済学関係（中区分 07）で大きく，それぞれ 7割程度である．最も割合
が低いのは思想・芸術系（中区分 01）の 5割 5分，歴史学系（中区分 03）や心理学系（中区分 10）の
6割程度である．これら中区分においては，Collaborationの割合が 1割 4部程度と相対的に高くなっ
ている．また，思想・芸術系（中区分 01）や文学・言語学系（中区分 02）では，Artistic and Creative
Productがやや多い傾向も見られ，分野特性を表している．

Outcomes における Policy Influence についてはどの分野においてもそれほど大きな比率ではない．
しかしながら，社会科学の法学系（中区分 05）,政治学系（06），経済学系 (07)，社会学系（08），教育
学系（09），心理学系（10）では 6-7%と相対的に大きな割合で報告されているのに対して，人文科学
系の思想・芸術系 (01)，文学・言語学系（02）,歴史学・考古学系（03）においては 3%程度と低く報
告されている．
続いて，Outcomesの下位項目である Disseminationおよび Policy Influenceについて，さらにその

内訳についても表 40，表 41にまとめた．Disseminationにおいては，presentationの比率が一番大き
く（3割 7分～4割 5分で分布），続いて workshopが大きい（2割 2分～3割程度で分布）という全体
の傾向については分野間でも大きな差は観察されない．中区分レベルで分野間の差異が観察されるも
のとして，expertPanelへの参加報告（心理学系（10）や文学・言語系（02）における 6%から法学系
（05）や政治学系（06）における 12%）や，プレスリリース・記者会見・メディア対応・インタビュー
対応（pressRelease）の利用（思想・芸術系（01）や歴史学・考古学系（02）における 5%から法学系
（05）や経済学系（07）の 10%），一般雑誌・ニュースレター・オンライン出版（magazine）への掲載
（思想・芸術系 (01)における 4%から教育学系（09）の 12%）がある．

Policy Influenceにおける分野横断的な大まかな傾向は，trainingが一番大きく（2割～4割程度で分
布），advisoryCommitteeへの参加が続いて大きい（2割前後で分布）．それ以外は，政策文書における
引用（policyDocuments）,政府へのエビデンス提供（evidence for Government）,ガイドライン委員会
のメンバー（guideline committee）,国家的協議への参加（national consultation）が同程度の割合であ
り（それぞれ 1-2割程度ずつ），その次は省庁への緊急助言・通達（implementation）である．

3.5.4 インパクトの概要
最後に，Outcomesの下位項目に記載されている impactの内容（頻出語上位 500件）について，中
区分レベルでの差異を図 13 から図 22 にまとめた．基本的には project や research の語が大きいが，
中区分ごとに多少の違いを読み取ることができ，成果物の種類は似ていてものその内容・性格には差
異があることが確認できる．
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表 36: 大区分 A相当の Research Topics数とプロジェクト数
中区分ラベル ⼩区分ラベル Topics Projects RG Projects
思想、芸術およびその関連分野 〔哲学および倫理学関連〕 7 426 340

(RG PJ Total: 4,422) 〔中国哲学、印度哲学および仏教学関連〕 1 7 6
〔宗教学関連〕 19 593 493
〔思想史関連〕 1 96 81
〔美学および芸術論関連〕 6 456 391
〔美術史関連〕 5 280 223
〔芸術実践論関連〕 21 1,500 1,333
〔科学社会学および科学技術史関連〕 7 1,112 981
〔デザイン学関連〕 2 634 574

⽂学、⾔語学およびその関連分野 〔⽇本⽂学関連〕 2 117 97
(RG PJ Total: 1,848) 〔英⽂学および英語圏⽂学関連〕 1 439 349

〔⽂学⼀般関連〕 5 327 274
〔⾔語学関連〕 12 780 661
〔⽇本語教育関連〕 2 37 34
〔図書館情報学および⼈⽂社会情報学関連〕 7 435 390
# 2 48 43

歴史学、考古学、博物館学およびその関連分野 〔史学⼀般関連〕 1 31 29
(RG PJ Total: 1,848) 〔⽇本史関連〕 3 916 829

〔ヨーロッパ史およびアメリカ史関連〕 1 159 125
〔考古学関連〕 5 251 230
〔⽂化財科学関連〕 1 16 10
# 3 750 625

地理学、⽂化⼈類学、⺠俗学およびその関連分野 〔地理学関連〕 4 651 610
(RG PJ Total: 3,989) 〔⼈⽂地理学関連〕 11 1,855 1,633

〔⽂化⼈類学および⺠俗学関連〕 4 970 729
〔地域研究関連〕 19 1,142 868
〔観光学関連〕 1 6 6
〔ジェンダー関連〕 3 97 77
# 1 74 66

法学およびその関連分野 〔基礎法学関連〕 7 266 236
(RG PJ Total: 1,063) 〔国際法学関連〕 3 163 150

〔刑事法学関連〕 2 180 163
〔⺠事法学関連〕 3 492 432
〔新領域法学関連〕 1 65 57
# 1 30 25

政治学およびその関連分野 〔政治学関連〕 9 1,571 1,226
(RG PJ Total: 2,481) 〔国際関係論関連〕 13 453 386

# 1 1,059 869
経済学、経営学およびその関連分野 〔理論経済学関連〕 4 299 269

(RG PJ Total: 6,834) 〔経済統計関連〕 2 517 449
〔経済政策関連〕 6 2,078 1,808
〔公共経済および労働経済関連〕 3 188 168
〔経済史関連〕 1 688 545
〔経営学関連〕 13 2,052 1,786
〔商学関連〕 3 238 228
〔会計学関連〕 1 15 15
# 2 1,871 1,566

社会学およびその関連分野 〔社会学関連〕 14 4,790 4,029
(RG PJ Total: 4,301) 〔社会福祉学関連〕 2 311 272

教育学およびその関連分野 〔教育学関連〕 2 67 62
(RG PJ Total: 1,651) 〔教育社会学関連〕 5 157 143

〔教科教育学および初等中等教育学関連〕 2 1,417 1,231
〔教育⼯学関連〕 2 182 175
# 1 42 40

⼼理学およびその関連分野 〔社会⼼理学関連〕 1 95 83
(RG PJ Total: 3,223) 〔教育⼼理学関連〕 2 59 56

〔臨床⼼理学関連〕 4 791 574
〔実験⼼理学関連〕 4 221 189
〔認知科学関連〕 2 180 170
# 3 2,507 2,151

RG Projects : Research Grant の Projects数
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表 37: 大区分 A相当のプロジェクト（Research Grantのみ）における Publications（詳細）の報告数

01 思想，芸術 61.6% 13.9% 12.5% 2.9% 1.5% 3.8% 1.0% 0.5% 1.0% 0.3%
02 ⽂学，⾔語学 41.8% 22.0% 18.7% 4.3% 2.2% 6.0% 0.7% 0.4% 1.9% 0.2%
03 歴史学，考古学など 62.9% 11.0% 13.1% 2.4% 1.5% 4.0% 0.8% 0.9% 1.3% 0.4%
04 法学 49.1% 17.9% 10.6% 8.5% 4.5% 3.2% 2.6% 0.9% 0.9% 0.5%
05 ⽂化⼈類学など 43.9% 14.3% 17.0% 7.5% 4.8% 4.5% 4.4% 0.9% 0.6% 1.2%
06 政治学 42.1% 10.2% 10.1% 19.9% 6.8% 3.2% 4.5% 1.0% 0.6% 0.7%
07 経済学，経営学 58.7% 16.3% 6.4% 3.6% 9.2% 1.6% 1.9% 0.8% 0.2% 0.5%
08 社会学 56.0% 19.5% 8.6% 3.8% 4.9% 2.4% 2.1% 0.9% 0.4% 0.5%
09 教育学 45.5% 22.3% 11.7% 4.6% 7.6% 2.4% 2.6% 0.9% 0.5% 0.7%
10 ⼼理学 80.7% 9.7% 4.6% 1.2% 1.3% 0.8% 0.5% 0.2% 0.1% 0.1%
01 思想，芸術 19,521 4,418 3,972 907 463 1,211 318 172 330 83
02 ⽂学，⾔語学 5,066 2,658 2,261 520 268 724 89 45 230 27
03 歴史学，考古学など 8,185 1,436 1,705 306 192 515 104 116 175 50
04 法学 18,808 6,844 4,064 3,272 1,725 1,210 997 344 327 208
05 ⽂化⼈類学など 4,300 1,399 1,667 733 469 445 430 92 63 119
06 政治学 11,790 2,860 2,826 5,568 1,895 904 1,269 269 176 207
07 経済学，経営学 53,958 15,008 5,840 3,312 8,446 1,500 1,717 757 229 426
08 社会学 21,107 7,328 3,254 1,417 1,846 886 782 324 139 207
09 教育学 6,983 3,430 1,793 708 1,166 369 396 135 71 111
10 ⼼理学 31,176 3,748 1,792 451 498 323 180 83 54 47
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表 38: 大区分 A相当のプロジェクト（Research Grantのみ）における Outcomes（詳細）の報告数

01 思想，芸術 7.4% 13.6% 54.5% 6.7% 4.6% 0.2% 5.4% 3.0% 0.0% 2.4% 0.9% 1.1% 0.1%
02 ⽂学，⾔語学 6.5% 11.4% 61.9% 5.4% 4.1% 0.0% 4.5% 2.6% 0.0% 2.1% 0.7% 0.8% 0.0%
03 歴史学，考古学など 4.8% 14.1% 58.8% 6.6% 4.0% 0.1% 5.2% 2.7% 0.0% 2.4% 0.7% 0.6% 0.0%
04 法学 3.8% 10.3% 63.1% 6.2% 3.6% 0.0% 4.0% 5.2% 0.0% 2.3% 0.8% 0.6% 0.1%
05 ⽂化⼈類学など 2.3% 8.2% 69.7% 3.8% 3.2% 0.0% 3.5% 7.2% 0.0% 1.3% 0.5% 0.2% 0.0%
06 政治学 2.7% 9.4% 66.1% 5.3% 3.3% 0.0% 3.6% 6.5% 0.0% 2.1% 0.7% 0.2% 0.0%
07 経済学，経営学 1.5% 8.7% 67.4% 5.9% 2.7% 0.1% 3.1% 6.7% 0.0% 2.5% 0.7% 0.7% 0.1%
08 社会学 2.2% 8.7% 65.5% 6.3% 3.2% 0.1% 3.9% 6.7% 0.0% 2.2% 0.7% 0.5% 0.0%
09 教育学 1.9% 8.8% 68.3% 5.1% 2.6% 0.1% 2.9% 6.4% 0.0% 2.1% 1.1% 0.6% 0.1%
10 ⼼理学 1.2% 12.8% 60.4% 9.9% 2.4% 0.2% 3.0% 5.9% 0.3% 1.7% 1.5% 0.6% 0.1%
01 思想，芸術 3,597 6,560 26,400 3,261 2,238 120 2,604 1,459 10 1,177 417 518 36
02 ⽂学，⾔語学 1,572 2,736 14,883 1,306 975 12 1,078 628 1 506 167 189 10
03 歴史学，考古学など 1,224 3,612 15,092 1,686 1,028 15 1,341 685 1 606 192 163 6
04 法学 2,207 5,972 36,739 3,602 2,100 23 2,351 3,030 0 1,342 481 355 30
05 ⽂化⼈類学など 496 1,741 14,821 808 684 3 745 1,521 1 284 96 45 5
06 政治学 1,141 4,007 28,159 2,270 1,395 15 1,537 2,757 3 900 285 94 16
07 経済学，経営学 1,546 9,009 69,785 6,070 2,787 122 3,222 6,922 31 2,595 741 685 60
08 社会学 1,118 4,429 33,280 3,202 1,622 58 1,973 3,417 12 1,106 372 237 17
09 教育学 505 2,366 18,336 1,358 687 36 773 1,730 11 574 298 170 17
10 ⼼理学 566 5,889 27,821 4,556 1,106 72 1,369 2,717 143 775 708 286 35
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表 39: 科研費審査区分：中区分の IDとラベル

中区分 ラベル
01 思想、芸術およびその関連分野
02 ⽂学、⾔語学およびその関連分野
03 歴史学、考古学、博物館学およびその関連分野
04 地理学、⽂化⼈類学、⺠俗学およびその関連分野
05 法学およびその関連分野
06 政治学およびその関連分野
07 経済学、経営学およびその関連分野
08 社会学およびその関連分野
09 教育学およびその関連分野
10 ⼼理学およびその関連分野

表 40: Dissemination: 大区分 A相当，Research Grant

Dissemination 01 02 03 04 05 06 07 08 09 10
dsm_# 0 1 1 0 0 2 9 2 1 3
dsm_broadcast 753 381 436 785 390 539 1,267 626 282 623
dsm_expertPanel 1,997 954 1,308 3,667 1,709 3,407 5,850 3,030 1,809 1,792
dsm_magazine 1,153 897 914 2,934 1,085 1,905 6,934 3,034 2,244 3,013
dsm_pressRelease 1,287 1,156 815 2,741 1,504 2,548 6,717 2,692 1,133 2,280
dsm_presentation 11,717 6,191 6,558 14,021 5,873 10,289 27,712 13,288 7,410 12,645
dsm_SNS 1,085 692 573 1,851 837 1,687 2,667 1,472 853 680
dsm_workshop 7,865 4,310 4,240 10,283 3,322 7,587 17,788 8,684 4,387 6,186
dsm_openHouse 329 113 190 188 69 137 690 286 157 366
dsm_conf 214 188 57 269 32 58 151 166 60 233

表 41: PolicyInfluence: 大区分 A相当，Research Grant

PolicyInfluence 01 02 03 04 05 06 07 08 09 10
pi_# 6 0 1 11 0 5 13 8 0 0
pi_cite_policyDocuments 162 66 68 324 234 313 1,250 463 292 314
pi_cite_systematicReviews 15 10 4 29 8 61 122 75 48 76
pi_evidence4Government 125 53 55 367 259 423 894 451 238 246
pi_implementation 113 22 54 197 85 123 222 157 59 107
pi_training 510 256 227 1,002 407 895 1,837 1,127 366 1,017
pi_guidelineCommittee 118 56 63 224 100 176 536 246 152 251
pi_nationalConsultation 111 35 72 260 161 296 784 302 193 173
pi_advisoryCommittee 294 127 141 614 265 461 1,244 562 374 455
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4 まとめ・考察
本稿では，我が国の今後の研究評価の在り方についての検討に資することを期待して，英国の公的

ファンディングによる研究プロジェクトレベルの研究成果情報，特に論文等のアウトプットのみなら
ずアウトカムやインパクトなどより広い意味での研究成果情報に関するデータ公開サイトである GtR
と，それを用いた分析について紹介した．

GtR は，UKRI 傘下の 7 研究会議 (7RCs; 芸術・人文学研究会議 (AHRC), バイオテクノロジー・生
物科学研究会議 (BBSRC), 経済・社会研究会議 (ESRC), 工学・物理化学研究会議 (EPSRC), 医学研究会議
(MRC), 自然環境研究会議 (NERC), 科学技術施設会議 (STFC) ) 及び機関 ( Innovate UK, NC3Rs ) が助成
を行った各種ファンディングの成果に関するデータが収録された網羅的かつ大規模なデータベースと
なっている．
科学技術と社会の関係性が一層強まるとともに，我が国においても第 6期基本計画において人文・
社会科学への期待が強調されるなど，研究成果を考える際に，従来焦点が当てられてきた論文等に代
表されるアウトプットのみならず，より多様なアウトカムやインパクトなどにも目を向ける必要性が
高まってきている．こうした背景から，アウトカムも含めて一定期間・量のデータを蓄積・公開して
いる GtRの有用性は高いと考えられるが，我々が知る限り我が国においては紹介されていないことか
ら，本稿ではまず，英国における研究支援及び研究評価の文脈を振り返るとともに，GtRで入手でき
るデータの詳細について 2章で紹介した．GtRに掲載されているデータは，Innovate UKの課題を除
き，支援対象研究者が Researchfish に登録したデータがソースとなっている．UKRIでは，助成期間
中および助成終了後原則 5年間は基本的に毎年 Researchfishに各種成果情報を入力することを義務づ
けており，報告が行われない場合には助成停止などの措置が行われるため，ほぼすべてのプロジェク
トのデータが一定のフォーマットに従って記録されていると想定できる．GtRで入手できるデータの
種別としては，プロジェクトそのものの基礎情報 (Projects)に加えて，主には論文や書籍など出版物が
収録されているアウトプット情報 (Publications)，出版物以外の多様なアウトカム情報 (Outcomes)，受
託研究者情報 (People)および受託機関情報 (Organization)，研究分野 (Classifications)という 6種類で
構成されている．
本稿では GtRに掲載された研究成果の概要として研究会議別，助成種別，研究分野別，研究代表機
関別等の観点からプロジェクト数の分布を紹介するとともに，我が国の科研費における分野別研究支
援額との比較も行った．続いて，Publications 及び Outcomes のデータを用いて，研究のアウトプッ
ト，アウトカム，インパクトとしてどのようなものが報告されているか，それらにおいて分野間の差
異はあるのか，さらには，アウトプット，アウトカム，インパクトの出し方にどのような傾向がある
のかという観点から，研究成果の分析を行った．加えて，政策への影響や人文・社会科学系プロジェ
クトについては深堀した分析を行った．

研究成果の多様性
どの研究分野においても，成果のうち Journal Articles/Review の割合が大きいという点が共通し

ているが，その程度については分野間の違いは大きく，また成果物の種類の多様性があることも観
察された．たとえば人文・社会科学系プロジェクトでは普及活動（Dissemination）の割合が最も大
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きい．医学系においても，Disseminationの割合が相対的に大きくなっている．生物学系では Journal
Articles/Reviewに対して，協働活動（Collaboration）と Disseminationを合算したものの割合が同程度
となっている．
また，各種成果物の組み合わせについてプロジェクト間にどのような特徴があるのかを観察する

ため，成果物種別の共起関係についての分析を行った．成果種別数をベースとして K-means++ を用
いたクラスタリングにより全プロジェクトを 8 つのクラスタを抽出した．どのクラスタにおいても，
Journal Article/Reviewは一定程度以上の主要な成果物であったが，特徴的なクラスタとして，Journal
Article/Review以外の成果がほとんどない（共起していない）クラスタや，Disseminationの割合が大
きいクラスタ，出版物として conference/paper/proceedings の割合が大きいクラスタ，政策への影響
（Policy Influence）に関する活動を主要な成果としているクラスタなどが観察された．
また，社会的課題解決やイノベーション創出に向けて，研究過程での多様な主体の参画（マルチ

ステークホルダーエンゲージメント）の必要性が高まっている．GtR では Outcomes の一項目とし
て Collaboration のデータがあり，協働先のデータも入手できる．協働先として，大学等研究機関
(Academic/University) が 6 割程度と多いが，企業等 (Private) も 1 割 5 分程度ある．また，Public や
Charity/Non Profit, Learned Societyなど，いわゆる社会のアクターが合算すると 2割程度を占めてい
る．その他，おそらくは医学系を中心として，Hospitalsを協働先とした事例も少数ではあるが報告さ
れている．このように，マルチステークホルダーエンゲージメントの進展も一定程度観察された．

政策への影響
政策形成における科学的根拠や科学助言の重要性は高まっているが，研究プロジェクトのレベルに

おいて政策に関連したどのような種類の活動がなされているか，また，政策への影響と関連が深い活
動を行っているプロジェクトはどのような属性・特徴を持つのか，等について，理解が進んでいると
は言えない．そのため本稿では，研究活動の政策への影響に関しての詳細分析も行った．

Outcomes において Policy Influence について１件以上報告しているプロジェクトを対象としてク
ラスタリング分析を行ったところ，5 つのクラスタに分類され，その中でも Policy Influence の比率
が比較的高いクラスタとして 3 つのクラスタが抽出された．一つ目（Cls_3）は，研究分野としては
Social Policyや Sociologyなどの主には人文・社会科学系のプロジェクト群であり，Policy Influence
の中でも実務家や研究者のトレーニング（training）や諮問委員会への参加（advisoryCommittee）の
比率が高く，また，Dissemination におけるワークショップ等への参加（workshop）や講演やプレゼ
ンテーション（presentation）の比率が高い一方で，Publicationsにおける Journal/Reviewの比率が相
対的に非常に低いプロジェクト群である．このプロジェクト群は，プロジェクト期間が短く予算額
も小さいため，実務的・実践的なプロジェクトが多いことが示唆される．2 つ目のクラスタ（Cls_4）
は，Climate Changeや Generic Health Relevance，Neurologicalなどの主には自然科学・工学・医学系
のプロジェクト群であり，training や advisoryCommittee の比率が相対的に高いが，一つ目のクラス
タと比較すると Journal/Review の割合が高い．3 つ目のクラスタ（Cls_5）は，一つ目のクラスタ同
様に Sociology や Social Policy などの主には人文・社会科学系のプロジェクト群であるが，training
や advisoryCommittee の比率が相対的に高いが，Dissemination における presentation の比率が高く，
Journalの比率も一つ目のクラスタに比べると高くなっている．
このように，政策への影響という観点で切り取った分析においても，人文・社会科学系のプロジェ
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クトのみならず，自然科学・工学・医学系における貢献も観察されると同時に，分野特性に起因するも
のだけではない，研究プロジェクトの指向性の違いなどにより，多様な研究成果パターンがあること
を窺うことができる．例えば，Policy Influenceの比率が相対的に高い人文・社会科学系を主体とした
プロジェクト群であっても，より実務的・実践的なプロジェクト群と，より理論的な性格を持つプロ
ジェクト群に区分される可能性が示唆された．また，Policy Influence の比率が高いクラスタのうち，
人文・社会科学系プロジェクトが主体となるクラスタでは，相対的に Journal の比率が低くなってい
る．これは，政策への影響を考えた際には，プロジェクト期間内に論文等の成果を産出することは難
しく，ワークショップなどを通じたコミュニケーション自体や，Policy Influenceにかかる活動の評価
をしていくことの重要性も示唆している．
我が国においても 2011 年度から文部科学省の補助事業として科学技術イノベーション政策におけ

る「政策のための科学」推進事業 (Science for RE-designing Science Technology and Innovation Policy;
SciREX)が進められている．SciREXは，経済・社会等の状況を多面的な視点から把握・分析した上
で，課題対応に向けた有効な政策の立案を行う「エビデンス・ベースド・ポリシー」の実現を目指すも
ので，第 6期基本計画等でも言及のある EBPMなどにも関連する事業といえる．こうした動向にも現
れているように，研究成果の政策への活用には我が国でも関心が高まっている．他方，研究は必ずし
も政策をはじめとした直近の実務に寄与するために行われるものではないし，仮に，実務に寄与する
ことを目的として研究するにせよ，どのような支援があれば・どのような方向性で研究を行えば，よ
り効果的に成果を挙げられる可能性が増すのか，さらには，そのような研究活動をどのような評価軸
でみていくべきか，と言ったことは明らかではない．こうした課題についても GtRのデータを用いた
分析は一定程度参考になると期待できる．

人文・社会科学系プロジェクトの成果の多様性
科学技術・イノベーション基本法改正や第 6期科学技術・イノベーション基本計画における「総合

知」の言及など，我が国の STI政策において人文・社会科学への期待が現在高まっており，人文・社
会科学の多様な研究成果を可視化するとともに，評価指標の検討へのニーズも高まっている．そこで
本稿では，人文・社会科学系プロジェクト間におけるアウトプットやアウトカムの多様性を比較する
ための深堀分析を行った．

Publicationsにおいてはどの中区分においても，Journal Article/Reviewが最も報告されているが，そ
の集中度については，人文・社会科学系の中でも差がある．Journal Article/Reviewへの集中度が高い
中区分としては，8割以上の心理学系や，6割強の歴史学系や思想芸術系がある．一番比率が低いのは
4割強の法学系と文学・言語系である．法学系及び文学・言語学系では，Conference paper/Proceedings
や Book Chapterの割合が高くなっている．

Outcomesにおいては，どの中区分においても Dissemination関連が最も多く報告されているが，そ
の集中度は特に法学関係，教育学関係，経済学関係で大きく，それぞれ 7割程度である．最も割合が
低いのは思想・芸術系の 5割 5分，歴史学系や心理学系の 6割程度である．これら区分においては，
Collaborationの割合が 1割 4分程度と相対的に高くなっている．また，思想・芸術系や文学・言語学
系では，芸術的・創造的成果（Artistic and Creative Product）がやや多い傾向も見られ，分野特性を表
している．

Outcomes における Policy Influence についてはどの分野においてもそれほど大きな比率ではない．
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しかしながら，社会科学の法学系，政治学系，経済学系，社会学系，教育学系，心理学系では 6-7%と
相対的に大きな割合で報告されているのに対して，人文科学系の思想・芸術系，文学・言語学系,歴史
学・考古学系においては 3%程度と低く報告されている．

Disseminationにおいては，presentationの比率が一番大きく（3割 7分～4割 5分で分布），続いて
workshop が大きい（2 割 2 分～3 割程度で分布）という全体の傾向については分野間に大きな差は
観察されない．中区分レベルで分野間の差異が観察されるものとして，正式なワーキンググループ，
専門家パネル・対話等（expertPanel）への参加報告（心理学系や文学・言語系における 6%から法学
系や政治学系における 12%）や，プレスリリース・記者会見・メディア対応・インタビューへの対応
（pressRelease）の利用（思想・芸術系や歴史学・考古学系における 5%から法学系や経済学系の 10%），
一般雑誌への掲載（思想・芸術系における 4%から教育学系の 12%）がある．

Policy Influenceにおける分野横断的な大まかな傾向は，trainingが一番大きく（2割～4割程度で分
布），advisoryCommitteeへの参加が続いて大きい（2割前後で分布）．それ以外は，政策文書における
引用（policy Documents），政府へのエビデンスの提供 （evidence for Government），ガイドライン策
定委員会への参加（guideline committee），国家的協議への参加（national consultation）が同程度の割
合であり（それぞれ 1-2割程度ずつ），その次は省庁への緊急助言・通達（implementation）である．
このように，人文・社会科学系の中でも，様々な分野特性と多様な成果物のパターンを観察するこ

とができる．我が国においても今後，第 6期基本計画に対応して人文・社会科学系の評価指標等に関
する検討が本格化するが，REFより更に指標数が豊富で人社系のデータも多い GtRのデータを参照す
ることで，こうした議論にも役立つ可能性が高い．

GtRの留意点
GtRを分析に用いることにおいては幾つかの注意点もある．
まず，研究成果の報告システム（Researchfish 等）を通じた一元的なデータ収集に基づいてはいる

が，研究会議毎に報告要件が異なるなどの可能性もあり，データの精査は必要である．また，研究プ
ロジェクト関係者の自己申告に基づくデータであり，特に，Outcomesの各項目におけるインパクトの
情報については，それらが実現されていたとしても，何をどのように選択して記入するかについて，記
入者の主観性に大きく左右されるデータも含まれている．また，そもそも短中期的な効果であるアウ
トカムや，アウトカムよりもさらに長期的な時間軸で見えてくる社会経済のあらゆる面における幅広
い影響（インパクト）については，プロジェクト終了時点で実現されていないものも多く，すべてを
把握することは不可能に近い．このようなデータは遡及して捕捉されアップデートされるものである
ため，より最近のデータには反映されておらず，時系列の比較をすることは難しい．加えて，比較的
確度が高いと思われる Publicationsのデータであっても，別の記入者により，重複して報告されるこ
とがある39) ．

分析の拡張性
留意点はあるものの，研究活動のプロセスやアウトプット，アウトカムの多様性について，現時点

では GtRよりも広範なプロジェクトを対象として観察することは難しい．本稿では，付録において，

39) DOI(Digital Object Identifier)を用いて重複するデータを削除する試みもされているということだが，すべての出版物が
DOIを持つわけではないため，注意が必要である．
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今後の分析可能性を探索するため，研究代表機関の特性を明らかにするためのクラスタリング分析や，
アウトプットやアウトカムの種別間の因果関係分析等の試行的分析を実施し，今後の展開・応用可能
性を示した．
また本稿の分析外ではあるが，GtRにはいわゆる研究助成である Research Grant以外にも，全部で

34種類の助成情報が収録されており，研究助成以外の多様な政策ツールの分析にも活用できる可能性
がある．さらに，高等教育機関向けブロックグラント（運営費交付金）を対象とする評価フレームワー
クである REF と，競争的資金に関するデータベースである GtRの分析を併用することで，より包括
的な STI政策の方向性の検討にも示唆を得られる可能性が高い．

狭義の研究評価から個々の強みを活かす評価へ
GtRで公開されているデータは，量，カバーする範囲等非常に広範であり，さらに分析を進めること

で，英国と我が国の文脈の違いを十分考慮する必要はあるものの，我が国においてアウトカム・インパ
クト評価の具体的検討，特に分野別の研究評価指標，多様な側面からの研究活動やそのインパクトの捕
捉の検討に資すると考えられる．特に，論文のみを指標とする狭義の研究評価にとどまらない多様な
視点からの研究評価のあり方の提言や，たとえば地域性やそれぞれの独自の強みの可視化につながる
ことが期待される．一方で，英国などでは，すでにインパクト評価への批判的検討も進む [Smith 20]．
このような議論を十分踏まえた上で，我が国においても，アウトカムやインパクト評価の具体的検討
を進めていくことが重要である．

研究提案から研究成果まで一元的に把握できる政府横断的システムの構築
2.1節において紹介したように，本稿で紹介した GtR等の研究成果把握のためのデータベースの設

計思想の背景には，研究の戦略化とアウトプット，ひいてはアウトカム・実装（及びそのための分野・
セクター横断的連携）の強化，知識・ベストプラクティスの共有，事務負担の簡素化・アジャイル化，
研究イノベーションファンディングに対する予算投資の強化に寄与するデータの蓄積等を狙いとした
英国の研究ファンディング改革がある．このような課題は我が国の STI行政においても共通の課題で
あるが，我が国においては，研究プロジェクトのアウトプットのデータの整備は進みつつあるものの，
アウトカムやインパクトのデータ収集・整備は十分には進んでおらず，インパクト評価についてその
重要性のみが徐々に浸透している段階といえる．研究現場や助成機関における負担軽減について十分
に考慮しながらも，多種多様な研究成果を一元的に収集・管理し，研究成果を公知化していくことが
喫緊の課題である．この観点から，7RCsを横断的かつ一元的に研究成果を収集・管理する英国の取組
については学ぶべきことが多いと考えられる．
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付録 A 研究分野
GtRにおける Research Topicsと，科研費の審査区分を対応付けした結果について示す．

表 42: Research Topicsと，科研費の審査区分 (1/8)
63,*�3FTFBSDI�5PQJDT ⓫ᇆ⏪╕ぢ౨ᘻ॰ᬟ���ሯᨣೠ௻
*% %FTD�&/�	0SJHJOBM
 %FTD�+1㮢ᮿ᪜⢨⼃㮣 ႙ೠ௻ सೠ௻ ቍೠ௻ सೠ௻ՑՁՓ ቍೠ௻ՑՁՓ
� �3T �3 , �� ����� ↯ဩ੢஁ሽ◬ҴӲӝӇӘ㕉㉒௻㍭ ѿ↯ဩᦨᡭҴӲӝՒԝԌԗՓᚊⷜ㕉㉒Ҁ
� "DDFMFSBUPS�3�% ԊԗԣՑՔդԧ�3�% " �� ����� ✻᷻ᇆѬ✻๾ᇆҴӲӝӇӘ㕉㉒௻㍭ ѿ✻๾ᇆ㕉㉒Ҁ
� "DPVTUJDT 㚺㛂౵᧠ $ �� ����� ᮿ᪜౟ᇆѬՕՄԮԋԗԡҴӲӝӇӘ㕉㉒௻㍭ ѿᮿ᪜౟ᇆҴӲӝՉԓ԰ՕԳԗԡ㕉㉒Ҁ
� "FSPEZOBNJDT ԐԊՕԨԌԲՇԗԡ $ �� ����� ⨓╘ᇞᇯፖᇆѬ⨞⨛ᶝᵠፖᇆҴӲӝӇӘ㕉㉒௻㍭ ѿ⨓╘ᇞᇯፖᇆ㕉㉒Ҁ
� "FTUIFUJDT ⡫ᇆ " �� ����� ᓤᕵѬ⩵ⷜҴӲӝӇӘ㕉㉒௻㍭ ѿ⡫ᇆҴӲӝ⩵ⷜ⽿㕉㉒Ҁ
� "GSJDBO�4UVEJFT ԊԽՒԓ⏪╕ " �� ����� ཨⅈᇆѬᡡೂ঑㜇ᇆѬ᳄੝ᇆҴӲӝӇӘ㕉㉒௻㍭ ѿཨ࿋⏪╕㕉㉒Ҁ
� "HFJOH��DIFNJTUSZ�CJPDIFNJTUSZ ԐԌԠ՛Ԙ㮴ೂᇆ�⇰⁗ೂᇆ * �� ����� ԡՅդԬ⓫ᇆѬ৺⤟Ѭ૆Ꮧ⓫ᇆҴӲӝӇӘ㕉㉒௻㍭ ѿᨪ㝐ᇆҴӲӝ૆Ꮧ⓫ᇆ㕉㉒Ҁ
� "HSJDVMUVSBM�TZTUFNT ㇽᬟԟԡԮՈ ' �� ����� ⒌ৗ✻᷻ㇽᇆѬㇽᬟፖᇆҴӲӝӇӘ㕉㉒௻㍭ ѿㇽᬟ↯ဩፖᇆҴӲӝㇽᬟᕕ࿼ፖᇆ㕉㉒Ҁ
� "MHFCSB���(FPNFUSZ রᡔᇆգᎷৼᇆ # �� ̭ রᡔᇆѬᎷৼᇆҴӲӝӇӘ㕉㉒௻㍭ �
�� "MUFSOBUJWF�4QJSJUVBMJUJFT ԒՓԧԲԮԋԾգԡԼՒԩՍԊՒԮԋ " �� ����� ᓤᕵѬ⩵ⷜҴӲӝӇӘ㕉㉒௻㍭ ѿᇭᡉᇆ㕉㉒Ҁ
�� "NFSJDBO�4UVEJFT ԊՉՒԓ⏪╕ " �� ����� ཨⅈᇆѬᡡೂ঑㜇ᇆѬ᳄੝ᇆҴӲӝӇӘ㕉㉒௻㍭ ѿཨ࿋⏪╕㕉㉒Ҁ
�� "OBMZUJDBM�4DJFODF ௻᧕⓫ᇆ & �� ����� ᾩᮿգ㑣৺ೂᇆѬ௻᧕ೂᇆҴӲӝӇӘ㕉㉒௻㍭ ѿ௻᧕ೂᇆ㕉㉒Ҁ
�� "OJNBM���IVNBO�QIZTJPMPHZ ಌ⁗Ӓ঑㔿Ә⇰ⅈᇆ ( �� ����� ✦⤸ՔՁՓҵӳં৺ՔՁՓӘ⇰⁗ᇆҴӲӝӇӘ㕉㉒௻㍭ ѿಌ⁗⇰ⅈೂᇆѬ⇰ⅈᇆҴӲӝ⷗ಌᇆ㕉㉒Ҁ
�� "OJNBM�CFIBWJPVS ಌ⁗⷗ಌᇆ ( �� ����� ✦⤸ՔՁՓҵӳં৺ՔՁՓӘ⇰⁗ᇆҴӲӝӇӘ㕉㉒௻㍭ ѿಌ⁗⇰ⅈೂᇆѬ⇰ⅈᇆҴӲӝ⷗ಌᇆ㕉㉒Ҁ
�� "OJNBM�EFWFMPQNFOUBM�CJPMPHZ ಌ⁗Ә⋬⇰⇰⁗ᇆ ( �� ����� ✦⤸ՔՁՓҵӳં৺ՔՁՓӘ⇰⁗ᇆҴӲӝӇӘ㕉㉒௻㍭ ѿ⋬⇰⇰⁗ᇆ㕉㉒Ҁ
�� "OJNBM�%JTFBTFT ಌ⁗Ә≰᳈ ' �� ����� ⃞ೡᇆѬ∢⇴ᇆҴӲӝӇӘ㕉㉒௻㍭ ѿ⃞ೡᇆ㕉㉒Ҁ
�� "OJNBM�PSHBOJTNT ಌ⁗Ә⇰⁗ ( �� ����� ௻ᆵՔՁՓҵӳ✦⤸ՔՁՓӘ⇰⁗ᇆҴӲӝӇӘ㕉㉒௻㍭ ѿ⇰⁗⁗ⅈᇆ㕉㉒Ҁ
�� "OJNBM�SFQSPEVDUJPO ಌ⁗Ә⇰ᱶ ' �� ����� ⃞ೡᇆѬ∢⇴ᇆҴӲӝӇӘ㕉㉒௻㍭ ѿಌ⁗⇰ළ⓫ᇆ㕉㉒Ҁ
�� "OJNBM�8FMGBSF ಌ⁗Ⓛ⒖ ' �� ����� ⃞ೡᇆѬ∢⇴ᇆҴӲӝӇӘ㕉㉒௻㍭ ѿ⃞ೡᇆ㕉㉒Ҁ
�� "OUISPQPMPHJDBM�.FUIPEPMPHZ ঑㜇ᇆ⋵ᢅᴿ⽿ " �� ����� ᱠ൪ᇆѬ⢰൜ᇆѬ೺⁗㝧ᇆҴӲӝӇӘ㕉㉒௻㍭ ѿ൪ᇆक⨕㕉㉒Ҁ
�� "OUISPQPMPHZ�BOE�%FWFMPQNFOU ঑㜇ᇆӒ㔸⋬ ( �� ����� ં৺ՔՁՓҵӳ㗶༮ՔՁՓӘ⇰⁗ᇆӒ঑㜇ᇆҴӲӝӇӘ㕉㉒௻㍭ ѿᒸ⇹঑㜇ᇆ㕉㉒Ҁ
�� "QQMJFE�"SUT�)51 ᒸ⇹⩵ⷜ�)51 % �� ����� ᒸ⇹⁗ⅈ⁗ᓬҴӲӝӇӘ㕉㉒௻㍭ ѿᒸ⇹⁗ᓬ㕉㉒Ҁ
�� "QQMJFE�-JOHVJTUJDT ᒸ⇹⻝⽓ᇆ " �� ����� ᡡᇆѬ⻝⽓ᇆҴӲӝӇӘ㕉㉒௻㍭ ѿ⻝⽓ᇆ㕉㉒Ҁ
�� "SDIBFPMPHJDBM�5IFPSZ ⢰൜ᇆⅈ⽿ " �� ����� ᱠ൪ᇆѬ⢰൜ᇆѬ೺⁗㝧ᇆҴӲӝӇӘ㕉㉒௻㍭ ѿ⢰൜ᇆ㕉㉒Ҁ
�� "SDIBFPMPHZ�0G�)VNBO�0SJHJOT ঑㜇Әゼṋӕ㕉Ӄӵ⢰൜ᇆ " �� ����� ᱠ൪ᇆѬ⢰൜ᇆѬ೺⁗㝧ᇆҴӲӝӇӘ㕉㉒௻㍭ ѿ⢰൜ᇆ㕉㉒Ҁ
�� "SDIBFPMPHZ�PG�-JUFSBUF�4PD� ᡡ⩵⒌ৗӘ⢰൜ᇆ " �� ̭ ᱠ൪ᇆѬ⢰൜ᇆѬ೺⁗㝧ᇆҴӲӝӇӘ㕉㉒௻㍭ �
�� "SDIJUFDUVSF�)51 ᐇ☴ᇆ�)51 $ �� ̭ ᐇ☴ᇆҴӲӝӇӘ㕉㉒௻㍭ �
�� "SDIJWFT ԊդԓԌԾԡ " �� ����� ᡡᇆѬ⻝⽓ᇆҴӲӝӇӘ㕉㉒௻㍭ ѿ༺ᥨ㝧ᕕ࿼ᇆҴӲӝ঑ᡡ⒌ৗᕕ࿼ᇆ㕉㉒Ҁ
�� "SFB���%FWFMPQNFOU�4UVEJFT ཨ࿋⏪╕գ㔸⋬⏪╕ " �� ����� ཨⅈᇆѬᡡೂ঑㜇ᇆѬ᳄੝ᇆҴӲӝӇӘ㕉㉒௻㍭ ѿཨ࿋⏪╕㕉㉒Ҁ
�� "SU�)JTUPSZ ⡫ⷜ൪ " �� ����� ᓤᕵѬ⩵ⷜҴӲӝӇӘ㕉㉒௻㍭ ѿ⡫ⷜ൪㕉㉒Ҁ
�� "SU�5IFPSZ���"FTUIFUJDT ⩵ⷜⅈ⽿Ӓ⡫ᇆ " �� ����� ᓤᕵѬ⩵ⷜҴӲӝӇӘ㕉㉒௻㍭ ѿ⡫ᇆҴӲӝ⩵ⷜ⽿㕉㉒Ҁ
�� "SUJGJDJBM�*OUFMMJHFODF ঑ፖ⏑⥎ + �� ����� ঑㔿ᕕ࿼ᇆҴӲӝӇӘ㕉㉒௻㍭ ѿ⏑⥎ՕՄԮԋԗԡ㕉㉒Ҁ
�� "TJBO���.JEEMF�&BTUFSO�4UVEJFT ԊԠԊգसᧀཨ࿋⏪╕ " �� ����� ཨⅈᇆѬᡡೂ঑㜇ᇆѬ᳄੝ᇆҴӲӝӇӘ㕉㉒௻㍭ ѿཨ࿋⏪╕㕉㉒Ҁ
�� "TJBUJD���0SJFOUBM�4UVEJFT ԊԠԊգᧀᵠᇆ " �� ����� ཨⅈᇆѬᡡೂ঑㜇ᇆѬ᳄੝ᇆҴӲӝӇӘ㕉㉒௻㍭ ѿཨ࿋⏪╕㕉㉒Ҁ
�� "TTFTT�3FNFEJBUF�$POUBNJOBUJPO ᳫᨆӘ⼜਺Ӓ੫ᒕ , �� ����� ↯ဩ੢஁ሽ◬ҴӲӝӇӘ㕉㉒௻㍭ ѿ↯ဩが⫪ҴӲӝՒԡԗ⼜਺☛ⅈ㕉㉒Ҁ
�� "TUSPO����4QBDF�4DJ��5FDIOPM� ႛᡡգᇞᇯ⓫ᇆᚊⷜ # �� ̭ ႛᡡᇆҴӲӝӇӘ㕉㉒௻㍭ �
�� "TZNNFUSJD�$IFNJTUSZ 㙗ሽ│ೂᇆ ( �� ����� ௻ᆵՔՁՓҵӳ✦⤸ՔՁՓӘ⇰⁗ᇆҴӲӝӇӘ㕉㉒௻㍭ ѿ᭜㉏⇰⁗ೂᇆ㕉㉒Ҁ
�� "UIFJTN�4FDVMBSJTN ᾩ⒦⽿�ऩ੝ृ⡼ " �� ����� ᓤᕵѬ⩵ⷜҴӲӝӇӘ㕉㉒௻㍭ ѿᇭᡉᇆ㕉㉒Ҁ
�� "UNPTQIFSJD�,JOFUJDT ႙᳈सӘ㉎Ꮜ⽿ # �� ����� ཨⅅᕞᣋ⓫ᇆҴӲӝӇӘ㕉㉒௻㍭ ѿ႙᳈᳔ཌྷ⓫ᇆ㕉㉒Ҁ
�� "UPNT���*POT ദᆵգԌԒ՛ # �� ����� ⁗ᓬ⁗ⅈᇆҴӲӝӇӘ㕉㉒௻㍭ ѿ೯ቌ৺Ѭ୪⁗ᓬҴӲӝദᆵ⁗ⅈ㕉㉒Ҁ
�� #�1IZTJDT�'MBWPVS�1IZTJDT #⁗ⅈ�ԽՔդԸդ⁗ⅈ # �� ����� ⁗ᓬ⁗ⅈᇆҴӲӝӇӘ㕉㉒௻㍭ ѿ⇰⁗⁗ⅈѬೂᇆ⁗ⅈҴӲӝԥԽ԰ՆԧդӘ⁗ⅈ㕉㉒Ҁ
�� #FIBWJPVSBM���FYQFSJNFOUBM�FDP ⷗ಌ⋵գᇴ㟡⋵Ԑԛ ( �� ����� ં৺ՔՁՓҵӳ㗶༮ՔՁՓӘ⇰⁗ᇆӒ঑㜇ᇆҴӲӝӇӘ㕉㉒௻㍭ ѿ⇰ᖸᇆҴӲӝ↯ဩᇆ㕉㉒Ҁ
�� #FIBWJPVSBM�&DPMPHZ ⷗ಌᇆ⋵ԐԛՕԠդ ( �� ����� ં৺ՔՁՓҵӳ㗶༮ՔՁՓӘ⇰⁗ᇆӒ঑㜇ᇆҴӲӝӇӘ㕉㉒௻㍭ ѿ⇰ᖸᇆҴӲӝ↯ဩᇆ㕉㉒Ҁ
�� #FZPOE�UIF�4UBOEBSE�.PEFM ᮏṍՊԯՓӼチҲӐ + �� ����� ᕕ࿼⓫ᇆѬᕕ࿼ፖᇆҴӲӝӇӘ㕉㉒௻㍭ ѿ❕⻤⓫ᇆ㕉㉒Ҁ
�� #JPDIFNJDBM�FOHJOFFSJOH ⇰⁗ೂᇆፖᇆ ) �� ����� ⰼᇆҴӲӝӇӘ㕉㉒௻㍭ ѿⰼ⛽ೂᇆҴӲӝ౅ⰼ⓫ᇆ㕉㉒Ҁ
�� #JPDIFNJTUSZ���QIZTJPMPHZ ⇰ೂᇆգ⇰ⅈᇆ ) �� ����� ⰼᇆҴӲӝӇӘ㕉㉒௻㍭ ѿⰼ⛽ⷣ⇰ҴӲӝ⇰⁗ೂᇆ㕉㉒Ҁ
�� #JPFMFDUSPOJD�%FWJDFT ԸԌԒ㘘ᆵԯԸԌԡ % �� ����� ԲԶՆԌԗՕ⓫ᇆҴӲӝӇӘ㕉㉒௻㍭ ѿԲԶԸԌԒԝԌԐ՛ԡ㕉㉒Ҁ
�� #JPFOFSHFUJDT ⇰৺ԐԵՓԖդᇆ * �� ����� ⇰৺ᕕ࿼஗⓫ᇆҴӲӝӇӘ㕉㉒௻㍭ ѿর⾳ҴӲӝ஗௻ᴷᇆ㕉㉒Ҁ
�� #JPFOFSHZ ⇰৺ԐԵՓԖդ * �� ����� ⇰৺ᕕ࿼஗⓫ᇆҴӲӝӇӘ㕉㉒௻㍭ ѿর⾳ҴӲӝ஗௻ᴷᇆ㕉㉒Ҁ
�� #JPHFPDIFNJDBM�$ZDMFT ⇰⁗ཨⅅೂᇆԝԌԗՓ # �� ����� ཨⅅᕞᣋ⓫ᇆҴӲӝӇӘ㕉㉒௻㍭ ѿཨⅅ⇰ළ⓫ᇆ㕉㉒Ҁ
�� #JPJOGPSNBUJDT ԸԌԒԌ՛ԽԑՆԮԋԗԡ ( �� ����� ௻ᆵՔՁՓҵӳ✦⤸ՔՁՓӘ⇰⁗ᇆҴӲӝӇӘ㕉㉒௻㍭ ѿԟԡԮՈԚԶՈ⓫ᇆ㕉㉒Ҁ
�� #JPMPHJDBM���.FEJDJOBM�$IFN� ԸԌԒգՉԯԋԟԲՓգԙՇԓՓ % �� ����� ঑㔿ೡፖᇆҴӲӝӇӘ㕉㉒௻㍭ ѿ⇰৺ೡፖᇆ㕉㉒Ҁ
�� #JPMPHJDBM�NFNCSBOFT ⇰৺⦩ ( �� ����� ௻ᆵՔՁՓҵӳ✦⤸ՔՁՓӘ⇰⁗ᇆҴӲӝӇӘ㕉㉒௻㍭ ѿ᭜㉏⇰⁗ೂᇆ㕉㉒Ҁ
�� #JPMPHJDBM�1TZDIPMPHZ ԸԌԒᒦⅈᇆ " �� ̭ ᒦⅈᇆҴӲӝӇӘ㕉㉒௻㍭ �
�� #JPNBUFSJBMT ԸԌԒՆԮՒԊՓ % �� ����� ঑㔿ೡፖᇆҴӲӝӇӘ㕉㉒௻㍭ ѿ⇰৺ᦨᡭᇆ㕉㉒Ҁ
�� #JPNFDIBOJDT���3FIBCJMJUBUJPO ԸԌԒՉԓԳԗԡգՒԷԻՒԮդԟՏ՛ * �� ����� ԡՅդԬ⓫ᇆѬ৺⤟Ѭ૆Ꮧ⓫ᇆҴӲӝӇӘ㕉㉒௻㍭ ѿՒԷԻՒԮդԟՏ՛⓫ᇆ㕉㉒Ҁ
�� #JPNFEJDBM�OFVSPTDJFODF ⇰⁗ೡᇆ⋵⒦✻⓫ᇆ ( �� ����� ⒦✻⓫ᇆҴӲӝӇӘ㕉㉒௻㍭ ѿ⒦✻⓫ᇆक⨕㕉㉒Ҁ
�� #JPNFEJDBM�TDJFODFT ԸԌԒՉԯԋԓՓԝԌԐ՛ԡ % �� ����� ԲԶՆԌԗՕ⓫ᇆҴӲӝӇӘ㕉㉒௻㍭ ѿԲԶԸԌԒԝԌԐ՛ԡ㕉㉒Ҁ
�� #JPOBOPTDJFODF ԸԌԒԲԶԝԌԐ՛ԡ % �� ����� ԲԶՆԌԗՕ⓫ᇆҴӲӝӇӘ㕉㉒௻㍭ ѿԲԶԸԌԒԝԌԐ՛ԡ㕉㉒Ҁ
�� #JPOBOPUFDIOPMPHZ ԸԌԒԲԶԮԗԶՕԠդ % �� ����� ԲԶՆԌԗՕ⓫ᇆҴӲӝӇӘ㕉㉒௻㍭ ѿԲԶԸԌԒԝԌԐ՛ԡ㕉㉒Ҁ
�� #JPQIZTJDT ⇰⁗⁗ⅈᇆ ( �� ����� ௻ᆵՔՁՓҵӳ✦⤸ՔՁՓӘ⇰⁗ᇆҴӲӝӇӘ㕉㉒௻㍭ ѿ⇰⁗⁗ⅈᇆ㕉㉒Ҁ
�� #JPQSPDFTT�&OHJOFFSJOH ԸԌԒԿՕԣԡፖᇆ % �� ����� ೂᇆፖᇆҴӲӝӇӘ㕉㉒௻㍭ ѿԸԌԒᮿ⥎ᒸ⇹ҴӲӝԸԌԒԿՕԣԡፖᇆ㕉㉒Ҁ
�� #JPSFBDUPST ԸԌԒՒԊԗԧդ % �� ����� ೂᇆፖᇆҴӲӝӇӘ㕉㉒௻㍭ ѿԸԌԒᮿ⥎ᒸ⇹ҴӲӝԸԌԒԿՕԣԡፖᇆ㕉㉒Ҁ
�� #PVOEBSZ�-BZFS�.FUFPSPMPHZ ဩ∖኉᳈〣ᇆ $ �� ����� ⨓╘ᇞᇯፖᇆѬ⨞⨛ᶝᵠፖᇆҴӲӝӇӘ㕉㉒௻㍭ ѿ⨓╘ᇞᇯፖᇆ㕉㉒Ҁ
�� #VEEIJTN ঠᡉ " �� ����� ᓤᕵѬ⩵ⷜҴӲӝӇӘ㕉㉒௻㍭ ѿस༿ฑᇆѬഊᏌฑᇆҴӲӝঠᡉᇆ㕉㉒Ҁ
�� #VJMEJOH�0QT���.BOBHFNFOU ԻՓ㉯๾գ☛ⅈ $ �� ����� ᐇ☴ᇆҴӲӝӇӘ㕉㉒௻㍭ ѿᐇ☴↯ဩҴӲӝᐇ☴⼀૨㕉㉒Ҁ
�� $BSCPIZESBUF�$IFNJTUSZ ό᳔ೂ⁗ೂᇆ ' �� ����� ㇽ⩵ೂᇆҴӲӝӇӘ㕉㉒௻㍭ ѿ⇰⁗᥶ᮿೂᇆ㕉㉒Ҁ
�� $BSCPO�$BQUVSF���4UPSBHF ό✛༪ൊգじ∟ , �� ����� ↯ဩ੢஁ሽ◬ҴӲӝӇӘ㕉㉒௻㍭ ѿ↯ဩᦨᡭҴӲӝՒԝԌԗՓᚊⷜ㕉㉒Ҁ
�� $BSUPHSBQIZ�BOE�(*4 ཨ༺ਃᘻӒ(*4 # �� ����� ཨⅅᕞᣋ⓫ᇆҴӲӝӇӘ㕉㉒௻㍭ ѿཨⅅ঑㔿ཌྷ⓫ᇆ㕉㉒Ҁ
�� $BUBMZTJT���"QQMJFE�$BUBMZTJT ⻐ᅤਃ⇹գᒸ⇹⻐ᅤਃ⇹ & �� ����� ᾩᮿᦨᡭೂᇆѬԐԵՓԖդ㕉㉒ೂᇆҴӲӝӇӘ㕉㉒௻㍭ ѿԐԵՓԖդ㕉㉒ೂᇆҀ
�� $BUBMZTJT���FO[ZNPMPHZ ⻐ᅤਃ⇹Ӓ㌭✛ᇆ ( �� ����� ௻ᆵՔՁՓҵӳ✦⤸ՔՁՓӘ⇰⁗ᇆҴӲӝӇӘ㕉㉒௻㍭ ѿᮿ⥎⇰⁗ೂᇆ㕉㉒Ҁ
�� $FMM�DZDMF ✦⤸ඵᦆ ( �� ����� ✦⤸ՔՁՓҵӳં৺ՔՁՓӘ⇰⁗ᇆҴӲӝӇӘ㕉㉒௻㍭ ѿ✦⤸⇰⁗ᇆ㕉㉒Ҁ
�� $FMMT ✦⤸ ( �� ����� ✦⤸ՔՁՓҵӳં৺ՔՁՓӘ⇰⁗ᇆҴӲӝӇӘ㕉㉒௻㍭ ѿ✦⤸⇰⁗ᇆ㕉㉒Ҁ
�� $FMUJD�4UVEJFT ԙՓ԰⏪╕ " �� ����� ཨⅈᇆѬᡡೂ঑㜇ᇆѬ᳄੝ᇆҴӲӝӇӘ㕉㉒௻㍭ ѿཨ࿋⏪╕㕉㉒Ҁ
�� $FOUSBM�-BTFS�'BDJMJUZ सႠՔդԞդᢇ⼀ % �� ����� ᒸ⇹⁗ⅈፖᇆҴӲӝӇӘ㕉㉒௻㍭ ѿ୪ፖᇆҴӲӝ୪㍮ᆵ⓫ᇆ㕉㉒Ҁ
�� $IFNJDBM�#JPMPHZ ԙՇԓՓԸԌԒՕԠդ & �� ����� ⇰৺௻ᆵೂᇆҴӲӝӇӘ㕉㉒௻㍭ ѿԙՇԓՓԸԌԒՕԠդ㕉㉒Ҁ
�� $IFNJDBM�4USVDUVSF ೂᇆ᭜㉏ ) �� ����� ⰼᇆҴӲӝӇӘ㕉㉒௻㍭ ѿ↯ဩҴӲӝႛᾱೡⰼねṋᇆ㕉㉒Ҁ
�� $IFNJDBM�4ZOUIFUJD�.FUIPEPMPHZ ೂᇆ൶ᘻӘᢅᴿ⽿ ) �� ����� ⰼᇆҴӲӝӇӘ㕉㉒௻㍭ ѿⰼ⛽ೂᇆҴӲӝ౅ⰼ⓫ᇆ㕉㉒Ҁ
�� $IJME�1TZDIPMPHZ ୱ▞ᒦⅈᇆ " �� ����� ᒦⅈᇆҴӲӝӇӘ㕉㉒௻㍭ ѿ⧝Ꮎᒦⅈᇆ㕉㉒Ҁ
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表 43: Research Topicsと，科研費の審査区分 (2/8)
63,*�3FTFBSDI�5PQJDT ⓫ᇆ⏪╕ぢ౨ᘻ॰ᬟ���ሯᨣೠ௻
*% %FTD�&/�	0SJHJOBM
 %FTD�+1㮢ᮿ᪜⢨⼃㮣 ႙ೠ௻ सೠ௻ ቍೠ௻ सೠ௻ՑՁՓ ቍೠ௻ՑՁՓ
�� $IJMESFO�BOE�'BNJMJFT ᆵӓӬӒሆᢕ " �� ����� ⒌ৗᇆҴӲӝӇӘ㕉㉒௻㍭ ѿ⒌ৗᇆ㕉㉒Ҁ
�� $IPSFPHSBQIZ ᛶӴদһ " �� ����� ᓤᕵѬ⩵ⷜҴӲӝӇӘ㕉㉒௻㍭ ѿ⩵ⷜᇴヿ⽿㕉㉒Ҁ
�� $JWJM�&OHJOFFSJOH�.BUFSJBMT མᦌᦨᡭ $ �� ����� མᦌፖᇆҴӲӝӇӘ㕉㉒௻㍭ ѿམᦌᦨᡭѬᢇፖҴӲӝᐇ⼀ՆԵԠՉ՛԰㕉㉒Ҁ
�� $MBTTJDBM�-JUFSBUVSF ൜எᡡᇆ " �� ����� ᡡᇆѬ⻝⽓ᇆҴӲӝӇӘ㕉㉒௻㍭ ѿᢣᦏᡡᇆ㕉㉒Ҁ
�� $MBTTJDBM�.VTJD ԗՑԟԫԗ㚺ᬮ " �� ����� ᓤᕵѬ⩵ⷜҴӲӝӇӘ㕉㉒௻㍭ ѿ⡫ᇆҴӲӝ⩵ⷜ⽿㕉㉒Ҁ
�� $MBTTJDBM�3FDFQUJPO ԗՑԟԫԗգՔԣԿԟՏ՛ " �� ����� ᓤᕵѬ⩵ⷜҴӲӝӇӘ㕉㉒௻㍭ ѿ⡫ⷜ൪㕉㉒Ҁ
�� $MJNBUF���$MJNBUF�$IBOHF ᳈એӒ᳈એႁಌ # �� ����� ཨⅅᕞᣋ⓫ᇆҴӲӝӇӘ㕉㉒௻㍭ ѿ႙᳈᳔ཌྷ⓫ᇆ㕉㉒Ҁ
�� $P�PSEJOBUJPO�$IFNJTUSZ 㑣৺ೂᇆ & �� ����� ᾩᮿգ㑣৺ೂᇆѬ௻᧕ೂᇆҴӲӝӇӘ㕉㉒௻㍭ ѿᾩᮿգ㑣৺ೂᇆ㕉㉒Ҁ
�� $PBM�5FDIOPMPHZ ⏜όፖᇆ % �� ̭ ദᆵ౟ፖᇆѬཨⅅねṋፖᇆѬԐԵՓԖդᇆҴӲӝӇӘ㕉㉒௻㍭ �
�� $PBTUBM���8BUFSXBZ�&OHJOFFSJOH ᴯኻգ᳔ヹፖᇆ $ �� ����� ⨓╘ᇞᇯፖᇆѬ⨞⨛ᶝᵠፖᇆҴӲӝӇӘ㕉㉒௻㍭ ѿ⨞⨛ᶝᵠፖᇆ㕉㉒Ҁ
�� $PHOJUJWF�1TZDIPMPHZ ⽇⏑ᒦⅈᇆ " �� ����� ᒦⅈᇆҴӲӝӇӘ㕉㉒௻㍭ ѿ⽇⏑⓫ᇆ㕉㉒Ҁ
�� $PHOJUJWF�4DJFODF�"QQM��JO�*$5 *$5ӕҴһӵ⽇⏑⓫ᇆӘᒸ⇹ " �� ����� ᒦⅈᇆҴӲӝӇӘ㕉㉒௻㍭ ѿ⽇⏑⓫ᇆ㕉㉒Ҁ
�� $PME�"UPNJD�4QFDJFT ாӉҮദᆵ┣ # �� ����� ⁗ᓬ⁗ⅈᇆҴӲӝӇӘ㕉㉒௻㍭ ѿ೯ቌ৺Ѭ୪⁗ᓬҴӲӝദᆵ⁗ⅈ㕉㉒Ҁ
�� $PNCJOBUPSJBM�$IFNJTUSZ ԛ՛ԻԲ԰ՒԊՓգԙՇԡ԰Ւդ & �� ����� ⁗ⅈೂᇆѬᮿ⥎⁗ᓬೂᇆҴӲӝӇӘ㕉㉒௻㍭ ѿ࿛⑯⁗ⅈೂᇆ㕉㉒Ҁ
�� $PNCVTUJPO ῴᾳ $ �� ����� ᶄ৺ፖᇆѬΎፖᇆҴӲӝӇӘ㕉㉒௻㍭ ѿΎፖᇆ㕉㉒Ҁ
�� $PNNPO�-BX�JOD��$PNNFSDJBM�-BX ԛՊ՛Օդ�JOD��฽॰ᴿ " �� ����� ᴿᇆҴӲӝӇӘ㕉㉒௻㍭ ѿ༿㗖ᴿᇆ㕉㉒Ҁ
�� $PNNVOJDBUJPO���TJHOBMMJOH ԛՇՍԳԙդԟՏ՛ӒԟԘԲՒ՛Ԙ + �� ����� ঑㔿ᕕ࿼ᇆҴӲӝӇӘ㕉㉒௻㍭ ѿԺՍդՆ՛Ԍ՛ԧԽԏդԡҴӲӝԌ՛ԧՑԗԟՏ՛㕉㉒Ҁ
�� $PNNVOJUZ�"SU�JOD�"���) ԛՇՍԳԮԋԊդ԰㮢"���) " �� ����� ᓤᕵѬ⩵ⷜҴӲӝӇӘ㕉㉒௻㍭ ѿ⩵ⷜᇴヿ⽿㕉㉒Ҁ
�� $PNNVOJUZ�&DPMPHZ ԛՇՍԳԮԋգԐԛՕԠդ " �� ����� ᓤᕵѬ⩵ⷜҴӲӝӇӘ㕉㉒௻㍭ ѿԯԞԌ՛ᇆ㕉㉒Ҁ
�� $PNQBSBUJWF�-BX Ღ㆜ᴿ " �� ����� ᴿᇆҴӲӝӇӘ㕉㉒௻㍭ ѿ࿛⑯ᴿᇆ㕉㉒Ҁ
��� $PNQBSBUJWF�-JUFSBUVSF Ღ㆜ᡡᇆ " �� ����� ᡡᇆѬ⻝⽓ᇆҴӲӝӇӘ㕉㉒௻㍭ ѿᡡᇆक⨕㕉㉒Ҁ
��� $PNQBSBUJWF�4UVEJFT Ღ㆜⏪╕ " �� ����� ᡡᇆѬ⻝⽓ᇆҴӲӝӇӘ㕉㉒௻㍭ ѿ⻝⽓ᇆ㕉㉒Ҁ
��� $PNQMFY�GMVJET���TPGU�TPMJET ⹋㗾Ӕᶄ৺ӒԥԽ԰Ӕ༾৺ $ �� ̭ ᶄ৺ፖᇆѬΎፖᇆҴӲӝӇӘ㕉㉒௻㍭ �
��� $PNQMFYJUZ�4DJFODF ⹋㗾⛽⓫ᇆ + �� ����� ঑㔿ᕕ࿼ᇆҴӲӝӇӘ㕉㉒௻㍭ ѿԥԽ԰ԛ՛ԼՍդԮԋ՛Ԙ㕉㉒Ҁ
��� $PNQPTJUJPO ᭜ᘻᇆ $ �� ̭ ᐇ☴ᇆҴӲӝӇӘ㕉㉒௻㍭ �
��� $PNQVU��$PSQVT�-JOHVJTUJDT ⻤☑գԛդԹԡ⻝⽓ᇆ + �� ����� ᕕ࿼⓫ᇆѬᕕ࿼ፖᇆҴӲӝӇӘ㕉㉒௻㍭ ѿᕕ࿼ᇆ࿛⑯⽿㕉㉒Ҁ
��� $PNQVUBUJPOBM�-JOHVJTUJDT ⻤☑⽿⋵⻝⽓ᇆ + �� ����� ᕕ࿼⓫ᇆѬᕕ࿼ፖᇆҴӲӝӇӘ㕉㉒௻㍭ ѿԥԽ԰ԎԏԊ㕉㉒Ҁ
��� $PNQVUBUJPOBM�.FUIPET���5PPMT ⻤☑ᮿञӘՉԥԫԱӒԬդՓ + �� ����� ᕕ࿼⓫ᇆѬᕕ࿼ፖᇆҴӲӝӇӘ㕉㉒௻㍭ ѿԥԽ԰ԎԏԊ㕉㉒Ҁ
��� $PNQVUBUJPOBM�4UVEJFT ⻤☑⽿⋵⏪╕ + �� ����� ᕕ࿼⓫ᇆѬᕕ࿼ፖᇆҴӲӝӇӘ㕉㉒௻㍭ ѿᕕ࿼ᇆ࿛⑯⽿㕉㉒Ҁ
��� $PNQVUFS�(SBQIJDT���7JTVBM� ԛ՛ԼՍդԧգԘՑԽԋԫԗԡ㮠ԻԠՍԊՓ + �� ����� ᕕ࿼⓫ᇆѬᕕ࿼ፖᇆҴӲӝӇӘ㕉㉒௻㍭ ѿ㠹ᓬ⥎⻤☑㕉㉒Ҁ
��� $PNQVUFS�4ZT����"SDIJUFDUVSF ԛ՛ԼՍդԧգԟԡԮՈգԊդԕԮԗԩՋ + �� ����� ᕕ࿼⓫ᇆѬᕕ࿼ፖᇆҴӲӝӇӘ㕉㉒௻㍭ ѿ⻤☑ᮿԟԡԮՈ㕉㉒Ҁ
��� $POEFOTFE�.BUUFS�1IZTJDT ௚⟛⛽⁗ⅈᇆ # �� ̭ ⁗ᓬ⁗ⅈᇆҴӲӝӇӘ㕉㉒௻㍭ �
��� $POGMJDU�8BS�4UVEJFT ✗८�ᙌ८⏪╕ " �� ����� ᠷᴫᇆҴӲӝӇӘ㕉㉒௻㍭ ѿ༿㗖㕉ੋ⽿㕉㉒Ҁ
��� $POTFSWBUJPO�&DPMPHZ ੢஁⇰ᖸᇆ ' �� ����� ⇰⇴↯ဩㇽᇆҴӲӝӇӘ㕉㉒௻㍭ ѿᢹⲰ⓫ᇆ㕉㉒Ҁ
��� $POTFSWBUJPO�0G�"SU���5FYUJMFT ⡫ⷜ෸գ⟰❾⹅෸Ә੢ᆼ " �� ����� ᓤᕵѬ⩵ⷜҴӲӝӇӘ㕉㉒௻㍭ ѿ⡫ⷜ൪㕉㉒Ҁ
��� $POTFSWBUJPO�4DJFODF ੢஁⓫ᇆ " �� ����� ᱠ൪ᇆѬ⢰൜ᇆѬ೺⁗㝧ᇆҴӲӝӇӘ㕉㉒௻㍭ ѿᡡೂき⓫ᇆ㕉㉒Ҁ
��� $POTUSVDUJPO�0QT���.BOBHFNFOU ᐇ⼀ਃᬟӒ☛ⅈ $ �� ����� ᐇ☴ᇆҴӲӝӇӘ㕉㉒௻㍭ ѿᐇ☴᭜㉏ҴӲӝᦨᡭ㕉㉒Ҁ
��� $POUFNQPSBSZ�3FMJHJPO ⅁রᇭᡉ " �� ����� ᓤᕵѬ⩵ⷜҴӲӝӇӘ㕉㉒௻㍭ ѿᇭᡉᇆ㕉㉒Ҁ
��� $POUJOVVN�.FDIBOJDT ㉒❰৺౟ᇆ $ �� ����� ᦨᡭ౟ᇆѬ⇰⇴ፖᇆѬ⼀⻤ፖᇆҴӲӝӇӘ㕉㉒௻㍭ ѿᦨᡭ౟ᇆҴӲӝᮿ᪜ᦨᡭ㕉㉒Ҁ
��� $POUSPM�&OHJOFFSJOH ఙᒐፖᇆ $ �� ����� 㘘᳈㘘ᆵፖᇆҴӲӝӇӘ㕉㉒௻㍭ ѿఙᒐҴӲӝԟԡԮՈፖᇆ㕉㉒Ҁ
��� $PSQVT�-JOHVJTUJDT ԛդԹԡ⻝⽓ᇆ " �� ����� ᡡᇆѬ⻝⽓ᇆҴӲӝӇӘ㕉㉒௻㍭ ѿ⻝⽓ᇆ㕉㉒Ҁ
��� $PTNJD�.JDSPXBWF�#BDLHSPVOE ᇞᇯӘՆԌԗՕᵉ⤪ᤐ # �� ����� ԿՑԢՆᇆҴӲӝӇӘ㕉㉒௻㍭ ѿԿՑԢՆ⓫ᇆ㕉㉒Ҁ
��� $PTNPMPHZ ԛԡՊՕԠդ # �� ����� ཨⅅᕞᣋ⓫ᇆҴӲӝӇӘ㕉㉒௻㍭ ѿᇞᇯᕞᣋ⓫ᇆ㕉㉒Ҁ
��� $SFBUJWF�8SJUJOH ԗՒԐԌԮԋԾգՑԌԮԋ՛Ԙ " �� ����� ᓤᕵѬ⩵ⷜҴӲӝӇӘ㕉㉒௻㍭ ѿ⩵ⷜᇴヿ⽿㕉㉒Ҁ
��� $SJNJOBM�-BX���$SJNJOPMPHZ ఁᴿգ⁹⡒ᇆ " �� ����� ᴿᇆҴӲӝӇӘ㕉㉒௻㍭ ѿఁ॰ᴿᇆ㕉㉒Ҁ
��� $SJNJOPMPHZ ⁹⡒ᇆ " �� ����� ᴿᇆҴӲӝӇӘ㕉㉒௻㍭ ѿఁ॰ᴿᇆ㕉㉒Ҁ
��� $SPQ�QSPUFDUJPO ਃ⁗੢⿧ ' �� ����� ⇰⇴↯ဩㇽᇆҴӲӝӇӘ㕉㉒௻㍭ ѿ᫤⁗੢⿧⓫ᇆ㕉㉒Ҁ
��� $SPQ�TDJFODF ਃ⁗⓫ᇆ ' �� ����� ⇰⇴↯ဩㇽᇆҴӲӝӇӘ㕉㉒௻㍭ ѿਃ⁗⇰⇴⓫ᇆ㕉㉒Ҁ
��� $VMUVSBM�BOE�"OUISPQ�(FPHSBQIZ ᡡೂգ঑㜇ᇆ⋵ཨⅈᇆ " �� ̭ ཨⅈᇆѬᡡೂ঑㜇ᇆѬ᳄੝ᇆҴӲӝӇӘ㕉㉒௻㍭ �
��� $VMUVSBM�(FPHSBQIZ ᡡೂཨⅈᇆ " �� ����� ཨⅈᇆѬᡡೂ঑㜇ᇆѬ᳄੝ᇆҴӲӝӇӘ㕉㉒௻㍭ ѿ঑ᡡཨⅈᇆ㕉㉒Ҁ
��� $VMUVSBM�)JTUPSZ ᡡೂᱠ൪ᇆ " �� ̭ ᱠ൪ᇆѬ⢰൜ᇆѬ೺⁗㝧ᇆҴӲӝӇӘ㕉㉒௻㍭ �
��� $VMUVSBM�4UVEJFT ԓՓԩՍՑՓգԡԧԯԋդԢ " �� ����� ཨⅈᇆѬᡡೂ঑㜇ᇆѬ᳄੝ᇆҴӲӝӇӘ㕉㉒௻㍭ ѿ঑ᡡཨⅈᇆ㕉㉒Ҁ
��� $VMUVSBM�4UVEJFT���1PQ�$VMUVSF ԓՓԩՍՑՓԡԧԯԋդԢ㮠ՅԫԿԓՓԩՋդ " �� ����� ཨⅈᇆѬᡡೂ঑㜇ᇆѬ᳄੝ᇆҴӲӝӇӘ㕉㉒௻㍭ ѿ঑ᡡཨⅈᇆ㕉㉒Ҁ
��� $VSSJDVMVN�BSFBT ԓՒԕՍՑՈ௻㍭ " �� ̭ ᡉ⤟ᇆҴӲӝӇӘ㕉㉒௻㍭ �
��� %BODF�/PUBUJPO Ԩ՛ԡգԶդԮդԟՏ՛ " �� ����� ᓤᕵѬ⩵ⷜҴӲӝӇӘ㕉㉒௻㍭ ѿ⩵ⷜᇴヿ⽿㕉㉒Ҁ
��� %BODF�1FSGPSNBODF Ԩ՛ԡգԹԽԑդՆ՛ԡ " �� ����� ᓤᕵѬ⩵ⷜҴӲӝӇӘ㕉㉒௻㍭ ѿ⩵ⷜᇴヿ⽿㕉㉒Ҁ
��� %BSL�&OFSHZ ԨդԗԐԵՓԖդ # �� ̭ ✛⚷ᆵѬദᆵᩅѬᇞᇯ⁗ⅈᇆҴӲӝӇӘ㕉㉒௻㍭ �
��� %BUB�)BOEMJOH���4UPSBHF ԯդԧӘ൐Ӵ ҮӒ੢ᆼ + �� ����� ᕕ࿼⓫ᇆѬᕕ࿼ፖᇆҴӲӝӇӘ㕉㉒௻㍭ ѿԯդԧՁդԡ㕉㉒Ҁ
��� %FNPHSBQIZ ԯՊԘՑԽԋդ " �� ����� ⒌ৗᇆҴӲӝӇӘ㕉㉒௻㍭ ѿ⒌ৗᇆ㕉㉒Ҁ
��� %FNPHSBQIZ�	(FOFSBM
 ঑൛❕⻤ᇆ㮢क⨕ " �� ����� ⒌ৗᇆҴӲӝӇӘ㕉㉒௻㍭ ѿ⒌ৗᇆ㕉㉒Ҁ
��� %FNPHSBQIZ�BOE�%FWFMPQNFOU ঑൛❕⻤ᇆӒ㔸⋬ " �� ����� ཨⅈᇆѬᡡೂ঑㜇ᇆѬ᳄੝ᇆҴӲӝӇӘ㕉㉒௻㍭ ѿཨ࿋⏪╕㕉㉒Ҁ
��� %FNPHSBQIZ�1PQ�(FPHSBQIZ ঑൛❕⻤ᇆ㮩঑൛ཨⅈᇆ " �� ����� ཨⅈᇆѬᡡೂ঑㜇ᇆѬ᳄੝ᇆҴӲӝӇӘ㕉㉒௻㍭ ѿ঑ᡡཨⅈᇆ㕉㉒Ҁ
��� %FTJHO���5FTUJOH�5FDIOPMPHZ ⼀⻤գ⼩㟡ᚊⷜ $ �� ����� ᦨᡭ౟ᇆѬ⇰⇴ፖᇆѬ⼀⻤ፖᇆҴӲӝӇӘ㕉㉒௻㍭ ѿ⼀⻤ፖᇆ㕉㉒Ҁ
��� %FTJHO�&OHJOFFSJOH ԯԞԌ՛ፖᇆ $ �� ����� ᦨᡭ౟ᇆѬ⇰⇴ፖᇆѬ⼀⻤ፖᇆҴӲӝӇӘ㕉㉒௻㍭ ѿ⼀⻤ፖᇆ㕉㉒Ҁ
��� %FTJHO�)51 ԯԞԌ՛)51 $ �� ����� ᦨᡭ౟ᇆѬ⇰⇴ፖᇆѬ⼀⻤ፖᇆҴӲӝӇӘ㕉㉒௻㍭ ѿ⼀⻤ፖᇆ㕉㉒Ҁ
��� %FTJHO�PG�1SPDFTT�TZTUFNT ԿՕԣԡԟԡԮՈӘ⼀⻤ $ �� ����� ᮿ᪜౟ᇆѬՕՄԮԋԗԡҴӲӝӇӘ㕉㉒௻㍭ ѿՕՄԮԋԗԡҴӲӝ⏑⥎ᮿ᪜ԟԡԮՈ㕉㉒Ҁ
��� %FTJHO�1SPDFTTFT ԿՕԣԡ⼀⻤ $ �� ����� ᦨᡭ౟ᇆѬ⇰⇴ፖᇆѬ⼀⻤ፖᇆҴӲӝӇӘ㕉㉒௻㍭ ѿ⼀⻤ፖᇆ㕉㉒Ҁ
��� %FW�*OGPSNBUJDT���5FDIOPMPHZ 㔸⋬ᕕ࿼ᇆգᚊⷜ + �� ����� ᕕ࿼⓫ᇆѬᕕ࿼ፖᇆҴӲӝӇӘ㕉㉒௻㍭ ѿԥԽ԰ԎԏԊ㕉㉒Ҁ
��� %FWFMPQNFOU�	#JPTDJFODFT
 㔸⋬	ԸԌԒԝԌԐ՛ԡ
 % �� ����� ೂᇆፖᇆҴӲӝӇӘ㕉㉒௻㍭ ѿԸԌԒᮿ⥎ᒸ⇹ҴӲӝԸԌԒԿՕԣԡፖᇆ㕉㉒Ҁ
��� %FWFMPQNFOU�FDPOPNJDT 㔸⋬✻᷻ᇆ " �� ����� ✻᷻ᇆѬ✻๾ᇆҴӲӝӇӘ㕉㉒௻㍭ ѿ✻᷻ᠷ◬㕉㉒Ҁ
��� %FWFMPQNFOU�(FPHSBQIZ 㔸⋬ཨⅈᇆ " �� ����� ཨⅈᇆѬᡡೂ঑㜇ᇆѬ᳄੝ᇆҴӲӝӇӘ㕉㉒௻㍭ ѿཨⅈᇆ㕉㉒Ҁ
��� %FWFMPQNFOU�TUVEJFT 㔸⋬ᇆ " �� ̭ ᠷᴫᇆҴӲӝӇӘ㕉㉒௻㍭ �
��� %FWFMPQNFOUBM�QTZDIPMPHZ 㔸⋬ᒦⅈᇆ " �� ����� ᡉ⤟ᇆҴӲӝӇӘ㕉㉒௻㍭ ѿᡉ⤟ፖᇆ㕉㉒Ҁ
��� %JBNPOE�-JHIU�4PVSDF ԨԌՌՊ՛Ա୪ṋ # �� ����� ԿՑԢՆᇆҴӲӝӇӘ㕉㉒௻㍭ ѿԿՑԢՆ⓫ᇆ㕉㉒Ҁ
��� %JFU���IFBMUI ԨԌԐԫ԰գ૆Ꮧ * �� ����� ԡՅդԬ⓫ᇆѬ৺⤟Ѭ૆Ꮧ⓫ᇆҴӲӝӇӘ㕉㉒௻㍭ ѿᨪ㝐ᇆҴӲӝ૆Ꮧ⓫ᇆ㕉㉒Ҁ
��� %JHJUBM�"SU���%FTJHO ԯԠԧՓԊդ԰㮠ԯԞԌ՛ " �� ����� ᓤᕵѬ⩵ⷜҴӲӝӇӘ㕉㉒௻㍭ ѿ⩵ⷜᇴヿ⽿㕉㉒Ҁ
��� %JHJUBM�"SUT�)51 ԯԠԧՓԊդ԰)51 + �� ����� ᒸ⇹ᕕ࿼ᇆҴӲӝӇӘ㕉㉒௻㍭ ѿԐ՛ԧԮԌ՛Չ՛԰ҴӲӝԚդՈᕕ࿼ᇆ㕉㉒Ҁ
��� %JHJUBM�4JHOBM�1SPDFTTJOH ԯԠԧՓ੥൯௡ⅈ $ �� ����� 㘘᳈㘘ᆵፖᇆҴӲӝӇӘ㕉㉒௻㍭ ѿ㉊੥ፖᇆ㕉㉒Ҁ
��� %JQMPNBDZ���*OUFSOBU�3FMBUJPOT ႌ঄գ༿㗖㕉ੋ " �� ����� ᠷᴫᇆҴӲӝӇӘ㕉㉒௻㍭ ѿ༿㗖㕉ੋ⽿㕉㉒Ҁ
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表 44: Research Topicsと，科研費の審査区分 (3/8)
63,*�3FTFBSDI�5PQJDT ⓫ᇆ⏪╕ぢ౨ᘻ॰ᬟ���ሯᨣೠ௻
*% %FTD�&/�	0SJHJOBM
 %FTD�+1㮢ᮿ᪜⢨⼃㮣 ႙ೠ௻ सೠ௻ ቍೠ௻ सೠ௻ՑՁՓ ቍೠ௻ՑՁՓ
��� %JSFDU�%BSL�.BUUFS�%FUFDUJPO ԨդԗՆԧդӘ⍃ᝇ᫰௲ % �� ����� ᒸ⇹⁗ⅈ⁗ᓬҴӲӝӇӘ㕉㉒௻㍭ ѿᒸ⇹⁗ⅈक⨕㕉㉒Ҁ
��� %JTQMBZT ԯԋԡԿՔԌ % �� ����� ᒸ⇹⁗ⅈፖᇆҴӲӝӇӘ㕉㉒௻㍭ ѿ୪ፖᇆҴӲӝ୪㍮ᆵ⓫ᇆ㕉㉒Ҁ
��� %SBNB���5IFBUSF���0UIFS ԱՑՆӒẛ౐���ӇӘত " �� ����� ᓤᕵѬ⩵ⷜҴӲӝӇӘ㕉㉒௻㍭ ѿ⡫ᇆҴӲӝ⩵ⷜ⽿㕉㉒Ҁ
��� %SBNBUVSHZ ԱՑՆ԰ԍՓԖդ " �� ����� ᓤᕵѬ⩵ⷜҴӲӝӇӘ㕉㉒௻㍭ ѿ⩵ⷜᇴヿ⽿㕉㉒Ҁ
��� %SVH�'PSNVMBUJPO���%FMJWFSZ ԱՑԫԘԽԑդՇՍՔդԟՏ՛ӒԯՒԸՒդ % �� ����� ঑㔿ೡፖᇆҴӲӝӇӘ㕉㉒௻㍭ ѿ⇰৺ᦨᡭᇆ㕉㉒Ҁ
��� &BSUI���FOWJSPONFOUBM ཨⅅգ↯ဩ " �� ����� ᱠ൪ᇆѬ⢰൜ᇆѬ೺⁗㝧ᇆҴӲӝӇӘ㕉㉒௻㍭ ѿᢣᦏ൪㕉㉒Ҁ
��� &BSUI�&OHJOFFSJOH ཨⅅፖᇆ % �� ����� ೂᇆፖᇆҴӲӝӇӘ㕉㉒௻㍭ ѿ൉ᒸፖᇆҴӲӝԿՕԣԡԟԡԮՈፖᇆ㕉㉒Ҁ
��� &BSUI�3FTPVSDFT ཨⅅねṋ % �� ����� ദᆵ౟ፖᇆѬཨⅅねṋፖᇆѬԐԵՓԖդᇆҴӲӝӇӘ㕉㉒௻㍭ ѿཨⅅねṋፖᇆҴӲӝԐԵՓԖդᇆ㕉㉒Ҁ
��� &BSUI�4VSGBDF�1SPDFTTFT ཨⅅⷭ㙚ԿՕԣԡ % �� ����� ೂᇆፖᇆҴӲӝӇӘ㕉㉒௻㍭ ѿ⻐ᅤԿՕԣԡҴӲӝねṋೂᇆԿՕԣԡ㕉㉒Ҁ
��� &BTU�"TJBO�3FMJHJPOT ᧀԊԠԊӘᇭᡉ " �� ����� ᓤᕵѬ⩵ⷜҴӲӝӇӘ㕉㉒௻㍭ ѿᇭᡉᇆ㕉㉒Ҁ
��� &DPO
�1PM���&OW�"OUISPQPMPHZ ✻᷻ᇆգᠷᴫᇆգ↯ဩ঑㜇ᇆ " �� ̭ ✻᷻ᇆѬ✻๾ᇆҴӲӝӇӘ㕉㉒௻㍭ �
��� &DPOPNFUSJDT ⻤㍮✻᷻ᇆ " �� ����� ✻᷻ᇆѬ✻๾ᇆҴӲӝӇӘ㕉㉒௻㍭ ѿ✻᷻❕⻤㕉㉒Ҁ
��� &DPOPNJD���4PDJBM�)JTUPSZ ✻᷻൪գ⒌ৗ൪ " �� ����� ✻᷻ᇆѬ✻๾ᇆҴӲӝӇӘ㕉㉒௻㍭ ѿ✻᷻൪㕉㉒Ҁ
��� &DPOPNJD�%FWFMPQNFOU ✻᷻⋬ቾ⽿ " �� ����� ✻᷻ᇆѬ✻๾ᇆҴӲӝӇӘ㕉㉒௻㍭ ѿ✻᷻ᠷ◬㕉㉒Ҁ
��� &DPOPNJD�(FPHSBQIZ ✻᷻ཨⅈᇆ " �� ����� ཨⅈᇆѬᡡೂ঑㜇ᇆѬ᳄੝ᇆҴӲӝӇӘ㕉㉒௻㍭ ѿ঑ᡡཨⅈᇆ㕉㉒Ҁ
��� &DPOPNJD�4PDJPMPHZ ✻᷻⒌ৗᇆ " �� ����� ⒌ৗᇆҴӲӝӇӘ㕉㉒௻㍭ ѿ⒌ৗᇆ㕉㉒Ҁ
��� &DPOPNJDT ✻᷻ᇆ " �� ̭ ✻᷻ᇆѬ✻๾ᇆҴӲӝӇӘ㕉㉒௻㍭ �
��� &DPTZTUFN�4DBMF�1SPDFTTFT ⇰ᖸ⛽ԡԙդՓӘԿՕԣԡ ( �� ����� ં৺ՔՁՓҵӳ㗶༮ՔՁՓӘ⇰⁗ᇆӒ঑㜇ᇆҴӲӝӇӘ㕉㉒௻㍭ ѿ⇰ᖸᇆҴӲӝ↯ဩᇆ㕉㉒Ҁ
��� &DPUPYJDPMPHZ Ԑԛ԰ԕԟԛՕԠդ , �� ����� ↯ဩ⻎᧕⼜਺ҴӲӝӇӘ㕉㉒௻㍭ ѿೂᇆ⁗ょᑩ㛂㕉㉒Ҁ
��� &EV�4PDJPDMPZ�4PDJPMPHZ�PG�&EV ᡉ⤟⒌ৗᇆգᡉ⤟⒌ৗᇆ " �� ����� ᡉ⤟ᇆҴӲӝӇӘ㕉㉒௻㍭ ѿᡉ⤟⒌ৗᇆ㕉㉒Ҁ
��� &EVDBUJPO ᡉ⤟ " �� ����� ᡉ⤟ᇆҴӲӝӇӘ㕉㉒௻㍭ ѿᡉ⓫ᡉ⤟ᇆҴӲӝఉ◠स◠ᡉ⤟ᇆ㕉㉒Ҁ
��� &EVDBUJPO�BOE�4DIPPM ᡉ⤟Ӓᇆᨶ " �� ����� ᒦⅈᇆҴӲӝӇӘ㕉㉒௻㍭ ѿᡉ⤟ᒦⅈᇆ㕉㉒Ҁ
��� &EVDBUJPO�1PMJDZ ᡉ⤟ᠷ◬ " �� ����� ᡉ⤟ᇆҴӲӝӇӘ㕉㉒௻㍭ ѿᡉ⤟⒌ৗᇆ㕉㉒Ҁ
��� &MFDUJPOT�&MFDUPSBM�TUVEJFT ㊔᛭�㊔᛭⏪╕ " �� ����� ᠷᴫᇆҴӲӝӇӘ㕉㉒௻㍭ ѿᠷᴫᇆ㕉㉒Ҁ
��� &MFDUSJD�.PUPS���%SJWF�4ZTUFNT 㘘᳈Պդԧդգ㞮ಌԟԡԮՈ $ �� ����� ᮿ᪜౟ᇆѬՕՄԮԋԗԡҴӲӝӇӘ㕉㉒௻㍭ ѿᮿ᪜౟ᇆҴӲӝՉԓ԰ՕԳԗԡ㕉㉒Ҁ
��� &MFDUSPDIFNJDBM�4DJFODF���&OH� 㘘᳈㘘ᆵፖᇆ $ �� ̭ 㘘᳈㘘ᆵፖᇆҴӲӝӇӘ㕉㉒௻㍭ �
��� &MFDUSPNBHOFUJDT 㘘⑂᳈ᇆ $ �� ̭ 㘘᳈㘘ᆵፖᇆҴӲӝӇӘ㕉㉒௻㍭ �
��� &MFDUSPOJD�%FWJDFT���4VCTZT� 㘘ᆵԯԸԌԡգԝԾԟԡ & �� ����� ⁗ⅈೂᇆѬᮿ⥎⁗ᓬೂᇆҴӲӝӇӘ㕉㉒௻㍭ ѿᮿ⥎⁗ᓬೂᇆ㕉㉒Ҁ
��� &MFNFOUT�PG�&EVDBUJPO ᡉ⤟Ә⺙✛ " �� ����� ᡉ⤟ᇆҴӲӝӇӘ㕉㉒௻㍭ ѿᡉ⤟⒌ৗᇆ㕉㉒Ҁ
��� &NQMPZNFOU�4UVEJFT ᝃ⇹ᕕ࿼ " �� ����� ᡉ⤟ᇆҴӲӝӇӘ㕉㉒௻㍭ ѿᡉ⤟⒌ৗᇆ㕉㉒Ҁ
��� &OEPDSJOPMPHZ ஗௻ᴷᇆ * �� ����� ⇰৺ᕕ࿼஗⓫ᇆҴӲӝӇӘ㕉㉒௻㍭ ѿর⾳ҴӲӝ஗௻ᴷᇆ㕉㉒Ҁ
��� &OFSHZ���$POWFOUJPOBM ԐԵՓԖդ���ᒇᦸྞ % �� ����� ദᆵ౟ፖᇆѬཨⅅねṋፖᇆѬԐԵՓԖդᇆҴӲӝӇӘ㕉㉒௻㍭ ѿཨⅅねṋፖᇆҴӲӝԐԵՓԖդᇆ㕉㉒Ҁ
��� &OFSHZ���.BSJOF���)ZESPQPXFS ԐԵՓԖդ���ᶝᵠգ᳔౟⋬㘘 $ �� ����� ⨓╘ᇞᇯፖᇆѬ⨞⨛ᶝᵠፖᇆҴӲӝӇӘ㕉㉒௻㍭ ѿ⨞⨛ᶝᵠፖᇆ㕉㉒Ҁ
��� &OFSHZ���/VDMFBS ԐԵՓԖդ���ദᆵ౟ % �� ����� ദᆵ౟ፖᇆѬཨⅅねṋፖᇆѬԐԵՓԖդᇆҴӲӝӇӘ㕉㉒௻㍭ ѿദᆵ౟ፖᇆ㕉㉒Ҁ
��� &OFSHZ�&GGJDJFODZ ԐԵՓԖդ౵⃸ % �� ����� ೂᇆፖᇆҴӲӝӇӘ㕉㉒௻㍭ ѿ⻐ᅤԿՕԣԡҴӲӝねṋೂᇆԿՕԣԡ㕉㉒Ҁ
��� &OFSHZ�4UPSBHF ԐԵՓԖդじ⯬ % �� ����� ᦨᡭፖᇆҴӲӝӇӘ㕉㉒௻㍭ ѿ᭜㉏ᦨᡭҴӲӝᮿ⥎ᦨᡭ㕉㉒Ҁ
��� &OH��%ZOBNJDT���5SJCPMPHZ ԨԌԲՇԗԡ㮠԰ՑԌՄՕԠդፖᇆ $ �� ����� ᦨᡭ౟ᇆѬ⇰⇴ፖᇆѬ⼀⻤ፖᇆҴӲӝӇӘ㕉㉒௻㍭ ѿᦨᡭ౟ᇆҴӲӝᮿ᪜ᦨᡭ㕉㉒Ҁ
��� &OHMJTI�-BOHVBHF���-JUFSBUVSF ⪙⽓գ⪙⚦ᡡᇆ " �� ����� ᡡᇆѬ⻝⽓ᇆҴӲӝӇӘ㕉㉒௻㍭ ѿ⪙ᡡᇆҴӲӝ⪙⽓ཌྷᡡᇆ㕉㉒Ҁ
��� &OUSFQSFOFVSTIJQ ゼᬟሆ⛕⒦ " �� ����� ✻᷻ᇆѬ✻๾ᇆҴӲӝӇӘ㕉㉒௻㍭ ѿ✻๾ᇆ㕉㉒Ҁ
��� &OWJSPONFOU ↯ဩ ( �� ����� ં৺ՔՁՓҵӳ㗶༮ՔՁՓӘ⇰⁗ᇆӒ঑㜇ᇆҴӲӝӇӘ㕉㉒௻㍭ ѿ⇰ᖸᇆҴӲӝ↯ဩᇆ㕉㉒Ҁ
��� &OWJSPONFOU���)FBMUI ↯ဩӒ૆Ꮧ , �� ����� ↯ဩ⻎᧕⼜਺ҴӲӝӇӘ㕉㉒௻㍭ ѿ↯ဩᑩ㛂⼜਺㕉㉒Ҁ
��� &OWJSPONFOUBM�CJPUFDIOPMPHZ ↯ဩԸԌԒԮԗԶՕԠդ , �� ����� ↯ဩ⻎᧕⼜਺ҴӲӝӇӘ㕉㉒௻㍭ ѿ↯ဩᑩ㛂⼜਺㕉㉒Ҁ
��� &OWJSPONFOUBM�FDPOPNJDT ↯ဩ✻᷻ᇆ " �� ����� ✻᷻ᇆѬ✻๾ᇆҴӲӝӇӘ㕉㉒௻㍭ ѿஅஈ✻᷻ҴӲӝ౰ଋ✻᷻㕉㉒Ҁ
��� &OWJSPONFOUBM�(FOPNJDT ↯ဩԚԶՇԗԡ , �� ����� ↯ဩ⻎᧕⼜਺ҴӲӝӇӘ㕉㉒௻㍭ ѿೂᇆ⁗ょᑩ㛂㕉㉒Ҁ
��� &OWJSPONFOUBM�(FPHSBQIZ ↯ဩཨⅈᇆ " �� ����� ᱠ൪ᇆѬ⢰൜ᇆѬ೺⁗㝧ᇆҴӲӝӇӘ㕉㉒௻㍭ ѿᢣᦏ൪㕉㉒Ҁ
��� &OWJSPONFOUBM�*OGPSNBUJDT ↯ဩᕕ࿼ᇆ , �� ����� ↯ဩ⻎᧕⼜਺ҴӲӝӇӘ㕉㉒௻㍭ ѿ↯ဩᑩ㛂⼜਺㕉㉒Ҁ
��� &OWJSPONFOUBM�.JDSPCJPMPHZ ↯ဩᒚ⇰⁗ᇆ ) �� ����� ⇰৺Ә᭜㉏Ӓᮿ⥎ҴӲӝӇӘ㕉㉒௻㍭ ѿ⇰ⅈᇆ㕉㉒Ҁ
��� &OWJSPONFOUBM�1IZTJPMPHZ ↯ဩ⇰ⅈᇆ ) �� ����� ⇰৺Ә᭜㉏Ӓᮿ⥎ҴӲӝӇӘ㕉㉒௻㍭ ѿ⇰ⅈᇆ㕉㉒Ҁ
��� &OWJSPONFOUBM�QMBOOJOH ↯ဩ⻤∈ᇆ $ �� ����� མᦌፖᇆҴӲӝӇӘ㕉㉒௻㍭ ѿམᦌ↯ဩԟԡԮՈ㕉㉒Ҁ
��� &QJHFOFUJDT ԐԼԠԏԵԮԋԗԡ ( �� ����� ௻ᆵՔՁՓҵӳ✦⤸ՔՁՓӘ⇰⁗ᇆҴӲӝӇӘ㕉㉒௻㍭ ѿԚԶՈ⇰⁗ᇆ㕉㉒Ҁ
��� &QJHSBQIZ���1BQZSPMPHZ ԐԼԘՑԽԋդӒԹԼՕՕԠդ " �� ����� ᓤᕵѬ⩵ⷜҴӲӝӇӘ㕉㉒௻㍭ ѿᇭᡉᇆ㕉㉒Ҁ
��� &QJTUFNPMPHZ ԐԼԡԮՊՕԠդ " �� ����� ᓤᕵѬ⩵ⷜҴӲӝӇӘ㕉㉒௻㍭ ѿฑᇆҴӲӝઠⅈᇆ㕉㉒Ҁ
��� F4DJFODF FԝԌԐ՛ԡ + �� ����� ᕕ࿼⓫ᇆѬᕕ࿼ፖᇆҴӲӝӇӘ㕉㉒௻㍭ ѿ㠹ᓬ⥎⻤☑㕉㉒Ҁ
��� &43' &43' # �� ����� ԿՑԢՆᇆҴӲӝӇӘ㕉㉒௻㍭ ѿ㍮ᆵԻդՈ⓫ᇆ㕉㉒Ҁ
��� &UIJDT ઠⅈᇆ " �� ����� ᓤᕵѬ⩵ⷜҴӲӝӇӘ㕉㉒௻㍭ ѿฑᇆҴӲӝઠⅈᇆ㕉㉒Ҁ
��� &UIOJDJUZ ԐԡԳԟԮԋ " �� ����� ⒌ৗᇆҴӲӝӇӘ㕉㉒௻㍭ ѿ⒌ৗᇆ㕉㉒Ҁ
��� &UIOPHSBQIZ���"OUISPQPMPHZ ᳄ᢕᇆգ঑㜇ᇆ ( �� ����� ં৺ՔՁՓҵӳ㗶༮ՔՁՓӘ⇰⁗ᇆӒ঑㜇ᇆҴӲӝӇӘ㕉㉒௻㍭ ѿᒸ⇹঑㜇ᇆ㕉㉒Ҁ
��� &6�-BX &6ᴿ " �� ����� ᴿᇆҴӲӝӇӘ㕉㉒௻㍭ ѿ༿㗖ᴿᇆ㕉㉒Ҁ
��� &VSPQFBO�4UVEJFT ՐդՕԫԹ⏪╕ " �� ����� ཨⅈᇆѬᡡೂ঑㜇ᇆѬ᳄੝ᇆҴӲӝӇӘ㕉㉒௻㍭ ѿཨ࿋⏪╕㕉㉒Ҁ
��� &VSPQFBO�&6�4UVEJFT ᰭፐ�&6⏪╕ " �� ����� ཨⅈᇆѬᡡೂ঑㜇ᇆѬ᳄੝ᇆҴӲӝӇӘ㕉㉒௻㍭ ѿཨ࿋⏪╕㕉㉒Ҁ
��� &WPMVUJPO���QPQVMBUJPOT ㉜ೂ⽿գ঑൛⽿ " �� ����� ✻᷻ᇆѬ✻๾ᇆҴӲӝӇӘ㕉㉒௻㍭ ѿⅈ⽿✻᷻ᇆ㕉㉒Ҁ
��� &YQFSJNFOUBM�1TZDIPMPHZ ᇴ㟡ᒦⅈᇆ " �� ����� ᒦⅈᇆҴӲӝӇӘ㕉㉒௻㍭ ѿᇴ㟡ᒦⅈᇆ㕉㉒Ҁ
��� &YQMPSBUJPO�5FDIOPMPHZ ᝄᨣᚊⷜ % �� ����� ദᆵ౟ፖᇆѬཨⅅねṋፖᇆѬԐԵՓԖդᇆҴӲӝӇӘ㕉㉒௻㍭ ѿཨⅅねṋፖᇆҴӲӝԐԵՓԖդᇆ㕉㉒Ҁ
��� &YUSB�4PMBS�1MBOFUT ႜ㖾⛽ႌᕞᣋ # �� ����� ཨⅅᕞᣋ⓫ᇆҴӲӝӇӘ㕉㉒௻㍭ ѿᇞᇯᕞᣋ⓫ᇆ㕉㉒Ҁ
��� &YUSB�(BMBDUJD�"TUSPO��$PTNPM� ႛᡡᇆգᇞᇯ⁗ⅈᇆ # �� ̭ ✛⚷ᆵѬദᆵᩅѬᇞᇯ⁗ⅈᇆҴӲӝӇӘ㕉㉒௻㍭ �
��� &YUSFNPQIJMFT ᬧ㖟↯ဩ⇰⁗ $ �� ����� མᦌፖᇆҴӲӝӇӘ㕉㉒௻㍭ ѿམᦌ↯ဩԟԡԮՈ㕉㉒Ҁ
��� 'JMN�)JTUPSZ
�5���$ ᣌ∈൪Ѭ5���$ " �� ����� ᓤᕵѬ⩵ⷜҴӲӝӇӘ㕉㉒௻㍭ ѿ⩵ⷜᇴヿ⽿㕉㉒Ҁ
��� 'JMN�CBTFE�NFEJB�	)
�5���1
 ᣌ∈ՁդԡӘՉԯԋԊ㮢)Ѭ5Ѭ1 " �� ����� ᓤᕵѬ⩵ⷜҴӲӝӇӘ㕉㉒௻㍭ ѿ⩵ⷜᇴヿ⽿㕉㉒Ҁ
��� 'JOBODF�BOE�"DDPVOUJOH きಐգৗ⻤ " �� ����� ✻᷻ᇆѬ✻๾ᇆҴӲӝӇӘ㕉㉒௻㍭ ѿৗ⻤ᇆ㕉㉒Ҁ
��� 'JOBODJBM�FDPOPNJDT ㍰ⵟ✻᷻ᇆ " �� ����� ✻᷻ᇆѬ✻๾ᇆҴӲӝӇӘ㕉㉒௻㍭ ѿⅈ⽿✻᷻ᇆ㕉㉒Ҁ
��� 'JOF�"SU�)51 ԽԉԌ՛Ԋդ԰㮢)51 " �� ����� ᓤᕵѬ⩵ⷜҴӲӝӇӘ㕉㉒௻㍭ ѿ⩵ⷜᇴヿ⽿㕉㉒Ҁ
��� 'MVJE�%ZOBNJDT ᶄ৺౟ᇆ $ �� ����� ⨓╘ᇞᇯፖᇆѬ⨞⨛ᶝᵠፖᇆҴӲӝӇӘ㕉㉒௻㍭ ѿ⨓╘ᇞᇯፖᇆ㕉㉒Ҁ
��� 'PPE�NJDSPCJPMPHZ 㜳෸ᒚ⇰⁗ᇆ ' �� ����� ㇽ⩵ೂᇆҴӲӝӇӘ㕉㉒௻㍭ ѿ㜳෸⓫ᇆ㕉㉒Ҁ
��� 'PPE�QSPDFTTJOH 㜳෸ౢፖ ' �� ����� ⒌ৗ✻᷻ㇽᇆѬㇽᬟፖᇆҴӲӝӇӘ㕉㉒௻㍭ ѿㇽᬟ↯ဩፖᇆҴӲӝㇽᬟᕕ࿼ፖᇆ㕉㉒Ҁ
��� 'PPE�TUSVDUVSF�DPNQPTJUJPO 㜳෸Ә᭜㉏գᘻ௻ ' �� ����� ㇽ⩵ೂᇆҴӲӝӇӘ㕉㉒௻㍭ ѿ㜳෸⓫ᇆ㕉㉒Ҁ
��� 'PSFJHO�1PMJDZ�4UVEJFT ႌ঄ᠷ◬⏪╕ " �� ����� ᠷᴫᇆҴӲӝӇӘ㕉㉒௻㍭ ѿ༿㗖㕉ੋ⽿㕉㉒Ҁ
��� 'PSFOTJD�1TZDIPMPHZ ᴿೡᇆᒦⅈᇆ " �� ̭ ᒦⅈᇆҴӲӝӇӘ㕉㉒௻㍭ �
��� 'SFODI�4UVEJFT ԽՑ՛ԡ⏪╕ " �� ����� ཨⅈᇆѬᡡೂ঑㜇ᇆѬ᳄੝ᇆҴӲӝӇӘ㕉㉒௻㍭ ѿཨ࿋⏪╕㕉㉒Ҁ
��� 'VFM�$FMM�5FDIOPMPHJFT ῴᡭ㘘ᳱᚊⷜ % �� ����� ೂᇆፖᇆҴӲӝӇӘ㕉㉒௻㍭ ѿ⻐ᅤԿՕԣԡҴӲӝねṋೂᇆԿՕԣԡ㕉㉒Ҁ
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表 45: Research Topicsと，科研費の審査区分 (4/8)
63,*�3FTFBSDI�5PQJDT ⓫ᇆ⏪╕ぢ౨ᘻ॰ᬟ���ሯᨣೠ௻
*% %FTD�&/�	0SJHJOBM
 %FTD�+1㮢ᮿ᪜⢨⼃㮣 ႙ೠ௻ सೠ௻ ቍೠ௻ सೠ௻ՑՁՓ ቍೠ௻ՑՁՓ
��� 'VODUJPOBM�HFOPNJDT ᮿ⥎⋵ԚԶՇԗԡ ( �� ����� ௻ᆵՔՁՓҵӳ✦⤸ՔՁՓӘ⇰⁗ᇆҴӲӝӇӘ㕉㉒௻㍭ ѿԚԶՈ⇰⁗ᇆ㕉㉒Ҁ
��� 'VOEBNFOUBMT�PG�$PNQVUJOH ԛ՛ԼՍդԧӘ࿛⑯ + �� ����� ᕕ࿼⓫ᇆѬᕕ࿼ፖᇆҴӲӝӇӘ㕉㉒௻㍭ ѿᕕ࿼ᇆ࿛⑯⽿㕉㉒Ҁ
��� 'VTJPO ᩅⵟ൶ # �� ����� ԿՑԢՆᇆҴӲӝӇӘ㕉㉒௻㍭ ѿᩅⵟ൶ᇆ㕉㉒Ҁ
��� (BMBDUJD���*OUFSTUFMMBS�"TUSPO ㏯ᴦգᣋ㔿ႛᡡ # �� ����� ԿՑԢՆᇆҴӲӝӇӘ㕉㉒௻㍭ ѿԿՑԢՆ⓫ᇆ㕉㉒Ҁ
��� (BNNB�3BZ�"TUSPOPNZ Ԕ՛Ն➥ႛᡡᇆ # �� ����� ႛᡡᇆҴӲӝӇӘ㕉㉒௻㍭ ѿႛᡡᇆ㕉㉒Ҁ
��� (BT���4PMVUJPO�1IBTF�3FBDUJPOT ᳈⍅գᶼ⍅൉ᒸ & �� ����� ⁗ⅈೂᇆѬᮿ⥎⁗ᓬೂᇆҴӲӝӇӘ㕉㉒௻㍭ ѿ࿛⑯⁗ⅈೂᇆ㕉㉒Ҁ
��� (FOEFS���4FYVBMJUZ Ԡԏ՛Ԩդ㮠ԣԗԟՍԊՒԮԋ " �� ����� ཨⅈᇆѬᡡೂ঑㜇ᇆѬ᳄੝ᇆҴӲӝӇӘ㕉㉒௻㍭ ѿԠԏ՛Ԩդ㕉㉒Ҁ
��� (FOEFS���4FYVBMJUZ�4UVEJFT Ԡԏ՛Ԩդ㮠ԣԗԟՍԊՒԮԋ⏪╕ " �� ����� ཨⅈᇆѬᡡೂ঑㜇ᇆѬ᳄੝ᇆҴӲӝӇӘ㕉㉒௻㍭ ѿԠԏ՛Ԩդ㕉㉒Ҁ
��� (FOF�BDUJPO���SFHVMBUJPO ㊖৙ᆵӘଋҷӒఙᒐ ' �� ����� ㇽ⩵ೂᇆҴӲӝӇӘ㕉㉒௻㍭ ѿᒸ⇹௻ᆵ✦⤸⇰⁗ᇆ㕉㉒Ҁ
��� (FOF�UIFSBQZ ㊖৙ᆵᴫ⋇ * �� ����� ⦉⊣ᇆҴӲӝӇӘ㕉㉒௻㍭ ѿ⦉⊣⼈᡻ҴӲӝᴫ⋇ᇆ㕉㉒Ҁ
��� (FOPNF�PSHBOJTBUJPO ԚԶՈ✵⟶ ( �� ����� ⒦✻⓫ᇆҴӲӝӇӘ㕉㉒௻㍭ ѿ⒦✻⓫ᇆक⨕㕉㉒Ҁ
��� (FOPNJDT ԚԶՇԗԡ * �� ����� ⦉⊣ᇆҴӲӝӇӘ㕉㉒௻㍭ ѿ⦉⊣⼈᡻ҴӲӝᴫ⋇ᇆ㕉㉒Ҁ
��� (FPHSBQIZ�BOE�%FWFMPQNFOU ཨⅈᇆգ㔸⋬ᇆ " �� ����� ཨⅈᇆѬᡡೂ঑㜇ᇆѬ᳄੝ᇆҴӲӝӇӘ㕉㉒௻㍭ ѿཨⅈᇆ㕉㉒Ҁ
��� (FPIB[BSET ԠԒԷԞդԱ " �� ����� ཨⅈᇆѬᡡೂ঑㜇ᇆѬ᳄੝ᇆҴӲӝӇӘ㕉㉒௻㍭ ѿཨⅈᇆ㕉㉒Ҁ
��� (FSNBO
�JOD��%VUDI���:JEEJTI ԱԌԬ⽓Ѭ*OD��ԒՑ՛Ԩ⽓ѬԌԯԋԫԟՍ⽓ " �� ����� ᡡᇆѬ⻝⽓ᇆҴӲӝӇӘ㕉㉒௻㍭ ѿ⻝⽓ᇆ㕉㉒Ҁ
��� (FSPOUPMPHZ ԠԏՕ՛԰ՕԠդ * �� ����� ஗⓫ᇆक⨕ҴӲӝӇӘ㕉㉒௻㍭ ѿ஗⓫ᇆक⨕㕉㉒Ҁ
��� (MBDJBM���$SZPTQIFSJD�4ZTUFNT ᳗ᴦգማாཌྷԟԡԮՈ $ �� ����� ⨓╘ᇞᇯፖᇆѬ⨞⨛ᶝᵠፖᇆҴӲӝӇӘ㕉㉒௻㍭ ѿ⨞⨛ᶝᵠፖᇆ㕉㉒Ҁ
��� (MPCBM�)FBMUI�BOE�.FEJDJOF ԘՕդԸՓՀՓԡӒೡᇆ * �� ����� ԡՅդԬ⓫ᇆѬ৺⤟Ѭ૆Ꮧ⓫ᇆҴӲӝӇӘ㕉㉒௻㍭ ѿᨪ㝐ᇆҴӲӝ૆Ꮧ⓫ᇆ㕉㉒Ҁ
��� (MPCBMJTN�BOE�%FWFMPQNFOU ԘՕդԸՒԢՈӒ㔸⋬ " �� ����� ᠷᴫᇆҴӲӝӇӘ㕉㉒௻㍭ ѿ༿㗖㕉ੋ⽿㕉㉒Ҁ
��� (MZDPNJDT ԘՒԛՇԗԡ & �� ����� ⇰৺௻ᆵೂᇆҴӲӝӇӘ㕉㉒௻㍭ ѿԙՇԓՓԸԌԒՕԠդ㕉㉒Ҁ
��� (PWFSOBODF ԔԸԲ՛ԡ " �� ����� ᠷᴫᇆҴӲӝӇӘ㕉㉒௻㍭ ѿ༿㗖㕉ੋ⽿㕉㉒Ҁ
��� (SBWJUBUJPOBM�8BWFT ㍬౟ᵉ # �� ����� ԿՑԢՆᇆҴӲӝӇӘ㕉㉒௻㍭ ѿԿՑԢՆ⓫ᇆ㕉㉒Ҁ
��� (SPVOE�&OHJOFFSJOH ཨञፖᇆ $ �� ����� མᦌፖᇆҴӲӝӇӘ㕉㉒௻㍭ ѿ᭜㉏ፖᇆҴӲӝཨ㘟ፖᇆ㕉㉒Ҁ
��� )BESPO�1IZTJDT ԷԱՕ՛⁗ⅈᇆ # �� ����� ⁗ᓬ⁗ⅈᇆҴӲӝӇӘ㕉㉒௻㍭ ѿ೯ቌ৺Ѭ୪⁗ᓬҴӲӝദᆵ⁗ⅈ㕉㉒Ҁ
��� )FBMUI�1TZDIPMPHZ ૆Ꮧᒦⅈᇆ " �� ����� ᒦⅈᇆҴӲӝӇӘ㕉㉒௻㍭ ѿ⧝Ꮎᒦⅈᇆ㕉㉒Ҁ
��� )FBU���.BTT�5SBOTGFS Ύգ⁗ょ┅ಌ % �� ����� ᒸ⇹⁗ⅈፖᇆҴӲӝӇӘ㕉㉒௻㍭ ѿ✿ᤕፖᇆ㕉㉒Ҁ
��� )FSJUBHF�.BOBHFNFOU ㊖⇴☛ⅈ " �� ����� ᴿᇆҴӲӝӇӘ㕉㉒௻㍭ ѿ᳄॰ᴿᇆ㕉㉒Ҁ
��� )JHI�&OFSHZ�$PTNJD�3BZT 㠹ԐԵՓԖդᇞᇯ➥ # �� ̭ ✛⚷ᆵѬദᆵᩅѬᇞᇯ⁗ⅈᇆҴӲӝӇӘ㕉㉒௻㍭ �
��� )JHI�1FSGPSNBODF�$PNQVUJOH ԷԌԹԽԑդՆ՛ԡԛ՛ԼՍդԮԋ՛Ԙ + �� ����� ᕕ࿼⓫ᇆѬᕕ࿼ፖᇆҴӲӝӇӘ㕉㉒௻㍭ ѿ⻤☑⓫ᇆ㕉㉒Ҁ
��� )JOEVJTN Ժ՛Ԣդᡉ " �� ����� ཨⅈᇆѬᡡೂ঑㜇ᇆѬ᳄੝ᇆҴӲӝӇӘ㕉㉒௻㍭ ѿᡡೂ঑㜇ᇆҴӲӝ᳄੝ᇆ㕉㉒Ҁ
��� )JTQBOJD���-BUJO�"NFSJDBO�4UVE ԺԡԹԳԫԗգՑԮ՛ԊՉՒԓ⏪╕ " �� ����� ཨⅈᇆѬᡡೂ঑㜇ᇆѬ᳄੝ᇆҴӲӝӇӘ㕉㉒௻㍭ ѿཨ࿋⏪╕㕉㉒Ҁ
��� )JTQBOJD
�1PSUHVFTF���-BUJO ԺԡԹԳԫԗѬՅՓ԰ԔՓ⽓ѬՑԮ՛⽓ " �� ����� ᡡᇆѬ⻝⽓ᇆҴӲӝӇӘ㕉㉒௻㍭ ѿ⻝⽓ᇆ㕉㉒Ҁ
��� )JTUPSJDBM�(FPHSBQIZ ᱠ൪ཨⅈᇆ " �� ����� ཨⅈᇆѬᡡೂ঑㜇ᇆѬ᳄੝ᇆҴӲӝӇӘ㕉㉒௻㍭ ѿ঑ᡡཨⅈᇆ㕉㉒Ҁ
��� )JTUPSZ���%FW��PG�&OHMJTI�-BOH ⪙⽓ᇆӘᱠ൪Ӓ⋬ቾ " �� ̭ ᡡᇆѬ⻝⽓ᇆҴӲӝӇӘ㕉㉒௻㍭ �
��� )JTUPSZ�PG�$IVSDI���5IFPMPHZ ᡉৗӒ⒦ᇆӘᱠ൪ " �� ����� ᓤᕵѬ⩵ⷜҴӲӝӇӘ㕉㉒௻㍭ ѿᇭᡉᇆ㕉㉒Ҁ
��� )JTUPSZ�PG�%BODF Ԩ՛ԡӘᱠ൪ " �� ����� ᓤᕵѬ⩵ⷜҴӲӝӇӘ㕉㉒௻㍭ ѿ⡫ⷜ൪㕉㉒Ҁ
��� )JTUPSZ�0G�*EFBT ᓤᕵ൪ " �� ����� ᓤᕵѬ⩵ⷜҴӲӝӇӘ㕉㉒௻㍭ ѿᓤᕵ൪㕉㉒Ҁ
��� )JTUPSZ�0G�.VTJD 㚺ᬮ൪ " �� ����� ᓤᕵѬ⩵ⷜҴӲӝӇӘ㕉㉒௻㍭ ѿ⡫ⷜ൪㕉㉒Ҁ
��� )JTUPSZ�0G�1IJMPTPQIZ ฑᇆ൪ " �� ����� ᓤᕵѬ⩵ⷜҴӲӝӇӘ㕉㉒௻㍭ ѿฑᇆҴӲӝઠⅈᇆ㕉㉒Ҁ
��� )JTUPSZ�PG�4DJ��.FE��5FDIOPM� ⓫ᇆ�ೡᇆ�ᚊⷜӘᱠ൪ " �� ����� ᓤᕵѬ⩵ⷜҴӲӝӇӘ㕉㉒௻㍭ ѿ⓫ᇆ⒌ৗᇆҴӲӝ⓫ᇆᚊⷜ൪㕉㉒Ҁ
��� )PTQ
�-FJTVSF���UPVSJTN�NBOBHF ՃԡԼԧՒԮԋѬՔԠՋդѬ⺹୪☛ⅈ " �� ����� ཨⅈᇆѬᡡೂ঑㜇ᇆѬ᳄੝ᇆҴӲӝӇӘ㕉㉒௻㍭ ѿ⺹୪ᇆ㕉㉒Ҁ
��� )VNBO�$PNNVOJDBUJPO�JO�*$5 *$5ӕҴһӵԺՍդՆ՛ԛՇՍԳԙդԟՏ՛ " �� ����� ᡉ⤟ᇆҴӲӝӇӘ㕉㉒௻㍭ ѿᡉ⤟ፖᇆ㕉㉒Ҁ
��� )VNBO�(FPHSBQIZ ঑ᡡཨⅈᇆ " �� ����� ཨⅈᇆѬᡡೂ঑㜇ᇆѬ᳄੝ᇆҴӲӝӇӘ㕉㉒௻㍭ ѿ঑ᡡཨⅈᇆ㕉㉒Ҁ
��� )VNBO�(FPHSBQIZ�	(FOFSBM
 ঑ᡡཨⅈᇆ㮢क⨕ " �� ����� ཨⅈᇆѬᡡೂ঑㜇ᇆѬ᳄੝ᇆҴӲӝӇӘ㕉㉒௻㍭ ѿ঑ᡡཨⅈᇆ㕉㉒Ҁ
��� )VNBO�3FTPVSDF�.BOBHFNFOU ঑⋵ねṋ☛ⅈ " �� ����� ✻᷻ᇆѬ✻๾ᇆҴӲӝӇӘ㕉㉒௻㍭ ѿ✻๾ᇆ㕉㉒Ҁ
��� )VNBO�3JHIUT ঑㔿Әᮛఐ " �� ����� ᴿᇆҴӲӝӇӘ㕉㉒௻㍭ ѿ࿛⑯ᴿᇆ㕉㉒Ҁ
��� )VNBO�$PNQVUFS�*OUFSBDUJPOT ԺՍդՆ՛գԛ՛ԼՍդԧգԌ՛ԧՑԗԟՏ՛ + �� ����� ঑㔿ᕕ࿼ᇆҴӲӝӇӘ㕉㉒௻㍭ ѿԺՍդՆ՛Ԍ՛ԧԽԏդԡҴӲӝԌ՛ԧՑԗԟՏ՛㕉㉒Ҁ
��� )ZESPHFPMPHZ ᳔ᡡཨょᇆ # �� ����� ཨⅅᕞᣋ⓫ᇆҴӲӝӇӘ㕉㉒௻㍭ ѿ༾৺ཨⅅ⓫ᇆ㕉㉒Ҁ
��� )ZESPMPHJDBM�1SPDFTTFT ᳔ᡡᇆ⋵ԿՕԣԡ # �� ����� ཨⅅᕞᣋ⓫ᇆҴӲӝӇӘ㕉㉒௻㍭ ѿ༾৺ཨⅅ⓫ᇆ㕉㉒Ҁ
��� *$5�BOE�FEVDBUJPO *$5Ӓᡉ⤟ " �� ����� ᡉ⤟ᇆҴӲӝӇӘ㕉㉒௻㍭ ѿᡉ⓫ᡉ⤟ᇆҴӲӝఉ◠स◠ᡉ⤟ᇆ㕉㉒Ҁ
��� *-- *-- # �� ����� ⻎᧕ᇆѬᒸ⇹ᡔᇆҴӲӝӇӘ㕉㉒௻㍭ ѿᡔⅈ⻎᧕ᇆ㕉㉒Ҁ
��� *NBHF���7JTJPO�$PNQVUJOH ԌՉդԠ㮠ԻԠՏ՛գԛ՛ԼՍդԮԋ՛Ԙ + �� ����� ঑㔿ᕕ࿼ᇆҴӲӝӇӘ㕉㉒௻㍭ ѿ⏑⺪ᕕ࿼௡ⅈ㕉㉒Ҁ
��� *NNVOPMPHZ ୮≜ᇆ ) �� ����� ≰ⅈ≰ᖸᇆѬᖚᨆգ୮≜ᇆҴӲӝӇӘ㕉㉒௻㍭ ѿ୮≜ᇆ㕉㉒Ҁ
��� *NQFSJBM�$PMPOJBM�)JTUPSZ ፺༿�᫤᳄ཨ൪ " �� ����� ᱠ൪ᇆѬ⢰൜ᇆѬ೺⁗㝧ᇆҴӲӝӇӘ㕉㉒௻㍭ ѿՐդՕԫԹ൪ҴӲӝԊՉՒԓ൪㕉㉒Ҁ
��� *OEVTUSJBM�"SDIBFPMPHZ ⇴ᬟ⢰൜ᇆ " �� ����� ᓤᕵѬ⩵ⷜҴӲӝӇӘ㕉㉒௻㍭ ѿ⓫ᇆ⒌ৗᇆҴӲӝ⓫ᇆᚊⷜ൪㕉㉒Ҁ
��� *OEVTUSJBM�0SHBOJTBUJPO�	3�%
 ⇴ᬟ✵⟶⽿	3�%
 " �� ����� ✻᷻ᇆѬ✻๾ᇆҴӲӝӇӘ㕉㉒௻㍭ ѿ✻᷻ᠷ◬㕉㉒Ҁ
��� *OEVTUSJBM�0SH�0DDVQBUJPOBM ⇴ᬟ✵⟶⽿�⣸ᬟ⽿ " �� ����� ✻᷻ᇆѬ✻๾ᇆҴӲӝӇӘ㕉㉒௻㍭ ѿ✻᷻ᠷ◬㕉㉒Ҁ
��� *OGPSNBUJPO���,OPXMFEHF�.HNU ᕕ࿼գ⏑⿔☛ⅈ + �� ����� ঑㔿ᕕ࿼ᇆҴӲӝӇӘ㕉㉒௻㍭ ѿ⏑⥎ᕕ࿼ᇆ㕉㉒Ҁ
��� *OGPSNBUJPO�4DJ����3FUSJFWBM ᕕ࿼⓫ᇆӒ᫰✝ ) �� ����� ⰼᇆҴӲӝӇӘ㕉㉒௻㍭ ѿⰼ⛽௻᧕ҴӲӝ⁗ⅈೂᇆ㕉㉒Ҁ
��� *OOPWBUJPO ԌԶՁդԟՏ՛ " �� ����� ✻᷻ᇆѬ✻๾ᇆҴӲӝӇӘ㕉㉒௻㍭ ѿ✻๾ᇆ㕉㉒Ҁ
��� *OTUBMMBUJPO���4PVOE�"SU�)51 Ԍ՛ԡԧՔդԟՏ՛㮠ԝԎ՛ԱԊդ԰�)51 " �� ����� ᓤᕵѬ⩵ⷜҴӲӝӇӘ㕉㉒௻㍭ ѿ⩵ⷜᇴヿ⽿㕉㉒Ҁ
��� *OTUSVNFOUBUJPO�&OH����%FW� ⻤Ḓᚊⷜգ㔸⋬ $ �� ����� ᦨᡭ౟ᇆѬ⇰⇴ፖᇆѬ⼀⻤ፖᇆҴӲӝӇӘ㕉㉒௻㍭ ѿౢፖᇆҴӲӝ⇰⇴ፖᇆ㕉㉒Ҁ
��� *OUFMMJHFOU���&YQFSU�4ZTUFNT Ԍ՛ԮՒԠԏ՛԰㮠ԐԕԡԹդ԰ԟԡԮՈ $ �� ����� ᮿ᪜౟ᇆѬՕՄԮԋԗԡҴӲӝӇӘ㕉㉒௻㍭ ѿՕՄԮԋԗԡҴӲӝ⏑⥎ᮿ᪜ԟԡԮՈ㕉㉒Ҁ
��� *OUFMMJHFOU�.FBTVSFNFOU�4ZT� ⏑⋵⻤ḒԟԡԮՈ + �� ����� ঑㔿ᕕ࿼ᇆҴӲӝӇӘ㕉㉒௻㍭ ѿ⏑⥎ᕕ࿼ᇆ㕉㉒Ҁ
��� *OUFS�GBJUI�3FMBUJPOT ᇭᡉӒӘ㕉ӹӴ " �� ����� ཨⅈᇆѬᡡೂ঑㜇ᇆѬ᳄੝ᇆҴӲӝӇӘ㕉㉒௻㍭ ѿᡡೂ঑㜇ᇆҴӲӝ᳄੝ᇆ㕉㉒Ҁ
��� *OUFSBDUJPO�XJUI�PSHBOJTNT ⇰⁗ӒӘ㕉ӹӴ , �� ����� ↯ဩ⻎᧕⼜਺ҴӲӝӇӘ㕉㉒௻㍭ ѿᠶቂ➥ᑩ㛂㕉㉒Ҁ
��� *OUFSOBU�&EVDBUJPO�BOE�%FW ༿㗖ᡉ⤟գ㔸⋬ " �� ����� ᡉ⤟ᇆҴӲӝӇӘ㕉㉒௻㍭ ѿᡉ⤟ᇆ㕉㉒Ҁ
��� *OUFSOBU�1PMJUJDBM�&DPOPNZ ༿㗖ᠷᴫ✻᷻ " �� ����� ᠷᴫᇆҴӲӝӇӘ㕉㉒௻㍭ ѿ༿㗖㕉ੋ⽿㕉㉒Ҁ
��� *OUFSOBU��4UVEJFT���3FMBUJPOT ༿㗖㕉ੋ�⏪╕Ӓ㕉ੋ " �� ����� ᠷᴫᇆҴӲӝӇӘ㕉㉒௻㍭ ѿ༿㗖㕉ੋ⽿㕉㉒Ҁ
��� *OUFSOBUJPOBM�#VTJOFTT ༿㗖ԻԠԵԡ " �� ����� ✻᷻ᇆѬ✻๾ᇆҴӲӝӇӘ㕉㉒௻㍭ ѿ✻๾ᇆ㕉㉒Ҁ
��� *OUFSOBUJPOBM�FDPOPNJDT ༿㗖✻᷻ᇆ " �� ����� ✻᷻ᇆѬ✻๾ᇆҴӲӝӇӘ㕉㉒௻㍭ ѿ✻᷻ᠷ◬㕉㉒Ҁ
��� *OUFSOBUJPOBM�-BX ༿㗖ᴿ " �� ����� ᴿᇆҴӲӝӇӘ㕉㉒௻㍭ ѿ༿㗖ᴿᇆ㕉㉒Ҁ
��� *OUFSOBUJPOBM�0SHBOJTBUJPOT ༿㗖✵⟶⽿ " �� ����� ᠷᴫᇆҴӲӝӇӘ㕉㉒௻㍭ ѿ༿㗖㕉ੋ⽿㕉㉒Ҁ
��� *OUFSOBUJPOBM�3FMBUJPOT�5IFPSZ ༿㗖㕉ੋ⽿ " �� ����� ᠷᴫᇆҴӲӝӇӘ㕉㉒௻㍭ ѿ༿㗖㕉ੋ⽿㕉㉒Ҁ
��� *OUFSOBUJPOBM�4PDJBM�8PSL ༿㗖ԥդԟՋՓ՗դԗ " �� ����� ᠷᴫᇆҴӲӝӇӘ㕉㉒௻㍭ ѿ༿㗖㕉ੋ⽿㕉㉒Ҁ
��� *OUFSQSFUJOH���5SBOTMBUJPO ㉊⼃գ⢨⼃ " �� ����� ᡡᇆѬ⻝⽓ᇆҴӲӝӇӘ㕉㉒௻㍭ ѿᡡᇆक⨕㕉㉒Ҁ
��� *4*4�5� *4*4�5� ; �� ����� ӇӘত ӇӘত
��� *4*4�5� *4*4�5� ; �� ����� ӇӘত ӇӘত
��� *TMBN ԌԡՑՈᡉ " �� ����� ᓤᕵѬ⩵ⷜҴӲӝӇӘ㕉㉒௻㍭ ѿᇭᡉᇆ㕉㉒Ҁ
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表 46: Research Topicsと，科研費の審査区分 (5/8)
63,*�3FTFBSDI�5PQJDT ⓫ᇆ⏪╕ぢ౨ᘻ॰ᬟ���ሯᨣೠ௻
*% %FTD�&/�	0SJHJOBM
 %FTD�+1㮢ᮿ᪜⢨⼃㮣 ႙ೠ௻ सೠ௻ ቍೠ௻ सೠ௻ՑՁՓ ቍೠ௻ՑՁՓ
��� *UBMJBO�TUVEJFT ԌԧՒԊ⏪╕ " �� ����� ཨⅈᇆѬᡡೂ঑㜇ᇆѬ᳄੝ᇆҴӲӝӇӘ㕉㉒௻㍭ ѿཨ࿋⏪╕㕉㉒Ҁ
��� +BJOJTN ԠՋԌԲᡉ " �� ����� ᓤᕵѬ⩵ⷜҴӲӝӇӘ㕉㉒௻㍭ ѿᇭᡉᇆ㕉㉒Ҁ
��� +PVSOBMJTN ԠՋդԲՒԢՈ " �� ����� ⒌ৗᇆҴӲӝӇӘ㕉㉒௻㍭ ѿ⒌ৗᇆ㕉㉒Ҁ
��� +VEBJTN ՎԨՌᡉ " �� ����� ᓤᕵѬ⩵ⷜҴӲӝӇӘ㕉㉒௻㍭ ѿᇭᡉᇆ㕉㉒Ҁ
��� +VSJTQSVEFODF�-FHBM�1IJMPTPQIZ ᴿᒀᇆ�ᴿฑᇆ " �� ����� ᴿᇆҴӲӝӇӘ㕉㉒௻㍭ ѿ࿛⑯ᴿᇆ㕉㉒Ҁ
��� ,JOTIJQ�)FBMUI���SFMBUFEOFTT ԕ՛ԟԫԿ�૆ᏗӒ㕉㉒ᓬ " �� ����� ᒦⅈᇆҴӲӝӇӘ㕉㉒௻㍭ ѿ⧝Ꮎᒦⅈᇆ㕉㉒Ҁ
��� ,OPXMFEHF�.BOBHFNFOU ԲՔԫԠՆԵԠՉ՛԰ " �� ����� ✻᷻ᇆѬ✻๾ᇆҴӲӝӇӘ㕉㉒௻㍭ ѿ✻๾ᇆ㕉㉒Ҁ
��� -BCPVS�FDPOPNJDT ౰ଋ✻᷻ᇆ " �� ����� ✻᷻ᇆѬ✻๾ᇆҴӲӝӇӘ㕉㉒௻㍭ ѿஅஈ✻᷻ҴӲӝ౰ଋ✻᷻㕉㉒Ҁ
��� -BOE���"UNPTQIFSF�*OUFSBDUJPOT མཨ�႙᳈Ә⍅ॵਃ⇹ # �� ����� ཨⅅᕞᣋ⓫ᇆҴӲӝӇӘ㕉㉒௻㍭ ѿ႙᳈᳔ཌྷ⓫ᇆ㕉㉒Ҁ
��� -BOE���0DFBO�*OUFSBDUJPOT མཨ�ᶝᵠӘ⍅ॵਃ⇹ # �� ����� ཨⅅᕞᣋ⓫ᇆҴӲӝӇӘ㕉㉒௻㍭ ѿ႙᳈᳔ཌྷ⓫ᇆ㕉㉒Ҁ
��� -BOETDBQF�"SDIJUFDUVSF ᤐ⺹ᐇ☴ " �� ����� ᓤᕵѬ⩵ⷜҴӲӝӇӘ㕉㉒௻㍭ ѿ⡫ⷜ൪㕉㉒Ҁ
��� -BOETDBQF���&OWJSPO��"SDIBFPM� Ց՛ԱԡԙդԿ㮠Ԑ՛ԸԌՕՉ՛԰�⢰൜ᇆ " �� ����� ᱠ൪ᇆѬ⢰൜ᇆѬ೺⁗㝧ᇆҴӲӝӇӘ㕉㉒௻㍭ ѿ⢰൜ᇆ㕉㉒Ҁ
��� -BOHVBHF���1IJMPTPQIJDBM�-PHJD ⻝⽓Ӓฑᇆ⋵⽿ⅈ " �� ����� ᒦⅈᇆҴӲӝӇӘ㕉㉒௻㍭ ѿᇴ㟡ᒦⅈᇆ㕉㉒Ҁ
��� -BOHVBHF�"DRVJTJUJPO ⻝⽓⢓ᒉ " �� ����� ᡡᇆѬ⻝⽓ᇆҴӲӝӇӘ㕉㉒௻㍭ ѿᢣᦏ⽓ᡉ⤟㕉㉒Ҁ
��� -BOHVBHF�5SBJOJOH�&EVDBUJPOBM ⻝⽓԰ՔդԳ՛Ԙգᡉ⤟ " �� ����� ᡡᇆѬ⻝⽓ᇆҴӲӝӇӘ㕉㉒௻㍭ ѿᢣᦏ⽓ᡉ⤟㕉㉒Ҁ
��� -BOHVBHF�7BSJBUJPO���$IBOHF ⻝⽓ႁ∳Ӓႁೂ " �� ����� ᒦⅈᇆҴӲӝӇӘ㕉㉒௻㍭ ѿᇴ㟡ᒦⅈᇆ㕉㉒Ҁ
��� -BOHVBHFT���-JOHVJTUJDT ⻝⽓գ⻝⽓ᇆ " �� ����� ᒦⅈᇆҴӲӝӇӘ㕉㉒௻㍭ ѿᇴ㟡ᒦⅈᇆ㕉㉒Ҁ
��� -BSHF�4DBMF�%ZOBNJDT�5SBOTQPSU ႙⺢ᮖԨԌԲՇԗԡ�԰Ց՛ԡՅդ԰ $ �� ����� མᦌፖᇆҴӲӝӇӘ㕉㉒௻㍭ ѿམᦌ⻤∈ᇆҴӲӝ঄㉊ፖᇆ㕉㉒Ҁ
��� -BTFST���0QUJDT ՔդԞդӒ୪ᇆ % �� ����� ᒸ⇹⁗ⅈፖᇆҴӲӝӇӘ㕉㉒௻㍭ ѿ୪ፖᇆҴӲӝ୪㍮ᆵ⓫ᇆ㕉㉒Ҁ
��� -BUUJDF�2$% ᩈᆵ2$% & �� ����� ⁗ⅈೂᇆѬᮿ⥎⁗ᓬೂᇆҴӲӝӇӘ㕉㉒௻㍭ ѿ࿛⑯⁗ⅈೂᇆ㕉㉒Ҁ
��� -BX�BOE�FDPOPNJDT ᴿӒ✻᷻ " �� ����� ᴿᇆҴӲӝӇӘ㕉㉒௻㍭ ѿ࿛⑯ᴿᇆ㕉㉒Ҁ
��� -BX�3FHVMBUFE�#Z�4UBUVUF ᴿ঱ӑᇰӫӳӶӉᴿᒀ " �� ����� ᴿᇆҴӲӝӇӘ㕉㉒௻㍭ ѿ࿛⑯ᴿᇆ㕉㉒Ҁ
��� -BX�3FMBUJOH�5P�1SPQFSUZ ᙟ᥶ᮛӕ㕉㉒Ӄӵᴿᒀ " �� ����� ᴿᇆҴӲӝӇӘ㕉㉒௻㍭ ѿ᳄॰ᴿᇆ㕉㉒Ҁ
��� -BX
�%FNPDSBDZ�BOE�%FWFMPQNFOU ᴿӒ᳄ृृ⡼Ӓ㔸⋬ " �� ����� ᴿᇆҴӲӝӇӘ㕉㉒௻㍭ ѿ࿛⑯ᴿᇆ㕉㉒Ҁ
��� -FBEFSTIJQ ՒդԨդԟԫԿ " �� ����� ᠷᴫᇆҴӲӝӇӘ㕉㉒௻㍭ ѿ༿㗖㕉ੋ⽿㕉㉒Ҁ
��� -FHBM�)JTUPSZ ᴿఙ൪ " �� ����� ᴿᇆҴӲӝӇӘ㕉㉒௻㍭ ѿ࿛⑯ᴿᇆ㕉㉒Ҁ
��� -FYJDPO Քԕԟԛ՛ " �� ̭ ᡡᇆѬ⻝⽓ᇆҴӲӝӇӘ㕉㉒௻㍭ �
��� -JCSBSZ�4UVEJFT ༺ᥨ㝧ᇆ " �� ����� ᡡᇆѬ⻝⽓ᇆҴӲӝӇӘ㕉㉒௻㍭ ѿ༺ᥨ㝧ᕕ࿼ᇆҴӲӝ঑ᡡ⒌ৗᕕ࿼ᇆ㕉㉒Ҁ
��� -JGFXSJUJOH ՑԌԽՑԌԮԋ՛Ԙ " �� ����� ᓤᕵѬ⩵ⷜҴӲӝӇӘ㕉㉒௻㍭ ѿ⩵ⷜᇴヿ⽿㕉㉒Ҁ
��� -JHIU�.BUUFS�*OUFSBDUJPOT ୪Ӓ⁗ょӘ⍅ॵਃ⇹ % �� ����� ᒸ⇹⁗ⅈፖᇆҴӲӝӇӘ㕉㉒௻㍭ ѿ୪ፖᇆҴӲӝ୪㍮ᆵ⓫ᇆ㕉㉒Ҁ
��� -JOHVJTUJD�5IFPSZ ⻝⽓ⅈ⽿ + �� ����� ᕕ࿼⓫ᇆѬᕕ࿼ፖᇆҴӲӝӇӘ㕉㉒௻㍭ ѿᕕ࿼ᇆ࿛⑯⽿㕉㉒Ҁ
��� -JOHVJTUJDT�	(FOFSBM
 ⻝⽓ᇆ㮢क⨕ " �� ����� ᡡᇆѬ⻝⽓ᇆҴӲӝӇӘ㕉㉒௻㍭ ѿ⻝⽓ᇆ㕉㉒Ҁ
��� -JUFSBSZ���$VMUVSBM�5IFPSZ ᡡ⩵գᡡೂ⽿ " �� ����� ⒌ৗᇆҴӲӝӇӘ㕉㉒௻㍭ ѿ⒌ৗᇆ㕉㉒Ҁ
��� -JUVSHZ எ⒊ " �� ����� ᓤᕵѬ⩵ⷜҴӲӝӇӘ㕉㉒௻㍭ ѿᇭᡉᇆ㕉㉒Ҁ
��� -JWFTUPDL�QSPEVDUJPO ሆ∢⇰⇴ ' �� ����� ⃞ೡᇆѬ∢⇴ᇆҴӲӝӇӘ㕉㉒௻㍭ ѿಌ⁗⇰⇴⓫ᇆ㕉㉒Ҁ
��� -PHJD���$PNCJOBUPSJDT ⽿ⅈᇆգ✵൶Ӆ⽿ + �� ����� ᕕ࿼⓫ᇆѬᕕ࿼ፖᇆҴӲӝӇӘ㕉㉒௻㍭ ѿᕕ࿼ᇆ࿛⑯⽿㕉㉒Ҁ
��� .BDSP�NPMFDVMBS�EFMJWFSZ ՆԗՕգ௻ᆵ৙㈵ % �� ����� ԲԶՆԌԗՕ⓫ᇆҴӲӝӇӘ㕉㉒௻㍭ ѿԲԶ᭜㉏ೂᇆ㕉㉒Ҁ
��� .BDSPFDPOPNJDT ՆԗՕ✻᷻ᇆ " �� ����� ✻᷻ᇆѬ✻๾ᇆҴӲӝӇӘ㕉㉒௻㍭ ѿⅈ⽿✻᷻ᇆ㕉㉒Ҁ
��� .BHOFUJTN�.BHOFUJD�1IFOPNFOB ⑂᳈ᇆգ⑂᳈⅁〣 % �� ����� ᦨᡭፖᇆҴӲӝӇӘ㕉㉒௻㍭ ѿ㍰ኃᦨᡭ⁗ᓬ㕉㉒Ҁ
��� .BOBHFNFOU���#VT�4UVEJFT���%FW ✻๾ᇆգԸԡᇆգ㔸⋬ᇆ " �� ����� ✻᷻ᇆѬ✻๾ᇆҴӲӝӇӘ㕉㉒௻㍭ ѿ✻๾ᇆ㕉㉒Ҁ
��� .BOBHFNFOU���#VTJOFTT�4UVEJFT ✻๾ᇆգԻԠԵԡᇆ " �� ����� ✻᷻ᇆѬ✻๾ᇆҴӲӝӇӘ㕉㉒௻㍭ ѿ✻๾ᇆ㕉㉒Ҁ
��� .BOUMF���$PSF�1SPDFTTFT Ն՛԰Փ㮠ԛԊԿՕԣԡ # �� ̭ ཨⅅᕞᣋ⓫ᇆҴӲӝӇӘ㕉㉒௻㍭ �
��� .BOVGBDU��#VTJOFTT�4USBUFHZ ՆԳՍԽԉԗԩՋՒ՛Ԙ�ԻԠԵԡᙌ∪ " �� ����� ✻᷻ᇆѬ✻๾ᇆҴӲӝӇӘ㕉㉒௻㍭ ѿ✻๾ᇆ㕉㉒Ҁ
��� .BOVGBDU��&OUFSQSJTF�0QT��.HNU ✻๾ᙌ∪�৅ᬟ㉯๾Ӓ☛ⅈ " �� ����� ✻᷻ᇆѬ✻๾ᇆҴӲӝӇӘ㕉㉒௻㍭ ѿ✻๾ᇆ㕉㉒Ҁ
��� .BOVGBDUVSJOH�.BDIJOF���1MBOU ⹅㉏ᮿ᪜ӒԿՑ՛԰ $ �� ����� ᦨᡭ౟ᇆѬ⇰⇴ፖᇆѬ⼀⻤ፖᇆҴӲӝӇӘ㕉㉒௻㍭ ѿౢፖᇆҴӲӝ⇰⇴ፖᇆ㕉㉒Ҁ
��� .BSJUJNF�"SDIBFPMPHZ ᶝ॰⢰൜ᇆ " �� ����� ᱠ൪ᇆѬ⢰൜ᇆѬ೺⁗㝧ᇆҴӲӝӇӘ㕉㉒௻㍭ ѿ⢰൜ᇆ㕉㉒Ҁ
��� .BSJUJNF�)JTUPSZ ᶝ॰ᱠ൪ᇆ " �� ̭ ᱠ൪ᇆѬ⢰൜ᇆѬ೺⁗㝧ᇆҴӲӝӇӘ㕉㉒௻㍭ �
��� .BSLFUJOH ՆդԙԮԋ՛Ԙ " �� ����� ✻᷻ᇆѬ✻๾ᇆҴӲӝӇӘ㕉㉒௻㍭ ѿ฽ᇆ㕉㉒Ҁ
��� .BUFSJBMT�$IBSBDUFSJTBUJPO ᦨᡭ⁠ᓬ⼜਺ $ �� ����� ᦨᡭ౟ᇆѬ⇰⇴ፖᇆѬ⼀⻤ፖᇆҴӲӝӇӘ㕉㉒௻㍭ ѿᦨᡭ౟ᇆҴӲӝᮿ᪜ᦨᡭ㕉㉒Ҁ
��� .BUFSJBMT�1SPDFTTJOH ᦨᡭӘౢፖ $ �� ����� ᦨᡭ౟ᇆѬ⇰⇴ፖᇆѬ⼀⻤ፖᇆҴӲӝӇӘ㕉㉒௻㍭ ѿౢፖᇆҴӲӝ⇰⇴ፖᇆ㕉㉒Ҁ
��� .BUFSJBMT�4ZOUIFTJT���(SPXUI ᦨᡭӘ൶ᘻӒᘻ㔪 $ �� ����� ᦨᡭ౟ᇆѬ⇰⇴ፖᇆѬ⼀⻤ፖᇆҴӲӝӇӘ㕉㉒௻㍭ ѿౢፖᇆҴӲӝ⇰⇴ፖᇆ㕉㉒Ҁ
��� .BUFSJBMT�UFTUJOH���FOH� ᦨᡭ⼩㟡ӒԐ՛ԠԳԊՒ՛Ԙ $ �� ����� ᦨᡭ౟ᇆѬ⇰⇴ፖᇆѬ⼀⻤ፖᇆҴӲӝӇӘ㕉㉒௻㍭ ѿᦨᡭ౟ᇆҴӲӝᮿ᪜ᦨᡭ㕉㉒Ҁ
��� .BUIFNBUJDBM���4UBUJTUJD�1TZDI ᡔᇆգ❕⻤ᒦⅈᇆ # �� ����� ⻎᧕ᇆѬᒸ⇹ᡔᇆҴӲӝӇӘ㕉㉒௻㍭ ѿᒸ⇹ᡔᇆҴӲӝ❕⻤ᡔᇆ㕉㉒Ҁ
��� .BUIFNBUJDBM�"OBMZTJT ᡔᇆ⋵௻᧕ # �� ����� ⻎᧕ᇆѬᒸ⇹ᡔᇆҴӲӝӇӘ㕉㉒௻㍭ ѿᒸ⇹ᡔᇆҴӲӝ❕⻤ᡔᇆ㕉㉒Ҁ
��� .BUIFNBUJDBM�"TQFDUT�PG�03 03Әᡔⅈ⋵૏㙚 + �� ����� ᕕ࿼⓫ᇆѬᕕ࿼ፖᇆҴӲӝӇӘ㕉㉒௻㍭ ѿᡔⅈᕕ࿼ᇆ㕉㉒Ҁ
��� .BUIFNBUJDBM�1IZTJDT ᡔᇆ⋵⁗ⅈᇆ # �� ����� ⁗ᓬ⁗ⅈᇆҴӲӝӇӘ㕉㉒௻㍭ ѿᡔⅈ⁗ⅈҴӲӝ⁗ᓬ࿛⑯㕉㉒Ҁ
��� .FDI����'MVJE�1PXFS�5SBOTNJTT� Չԓ㮠ԽՓդԱԹ՗դ�԰Ց՛ԡՇԫԟՏ՛ $ �� ����� ᮿ᪜౟ᇆѬՕՄԮԋԗԡҴӲӝӇӘ㕉㉒௻㍭ ѿᮿ᪜౟ᇆҴӲӝՉԓ԰ՕԳԗԡ㕉㉒Ҁ
��� .FE�4PD�4PD�)FBMUI���*MMOFTT ೡᇆգ⒌ৗգᒦⅈᇆ�૆ᏗӒ≰᳈ * �� ����� ⒌ৗೡᇆѬ⍒⿧ᇆҴӲӝӇӘ㕉㉒௻㍭ ѿೡ⋇☛ⅈᇆҴӲӝೡ⋇⛽⒌ৗᇆ㕉㉒Ҁ
��� .FE�*OTUSVNFOU�%FWJDF��&RVJQ� ೡ⋇ᮿ໡գԯԸԌԡգ⸢⡕ % �� ����� ঑㔿ೡፖᇆҴӲӝӇӘ㕉㉒௻㍭ ѿೡ⋇ᚊⷜ⼜਺ᇆ㕉㉒Ҁ
��� .FEJB���$PNNVOJDBUJPO�4UVEJFT ՉԯԋԊգԛՇՍԳԙդԟՏ՛⏪╕ " �� ����� ᡡᇆѬ⻝⽓ᇆҴӲӝӇӘ㕉㉒௻㍭ ѿ༺ᥨ㝧ᕕ࿼ᇆҴӲӝ঑ᡡ⒌ৗᕕ࿼ᇆ㕉㉒Ҁ
��� .FEJB�4UVEJFT ՉԯԋԊ⏪╕ " �� ����� ᡡᇆѬ⻝⽓ᇆҴӲӝӇӘ㕉㉒௻㍭ ѿ༺ᥨ㝧ᕕ࿼ᇆҴӲӝ঑ᡡ⒌ৗᕕ࿼ᇆ㕉㉒Ҁ
��� .FEJDBM�*NBHJOH ՉԯԋԓՓԌՉդԠ՛Ԙ % �� ����� ঑㔿ೡፖᇆҴӲӝӇӘ㕉㉒௻㍭ ѿೡ⇹ԟԡԮՈ㕉㉒Ҁ
��� .FEJDBM�TDJFODF���EJTFBTF ೡ⓫ᇆգ≩≰ᇆ + �� ����� ᒸ⇹ᕕ࿼ᇆҴӲӝӇӘ㕉㉒௻㍭ ѿ⇰ළѬ૆ᏗҴӲӝೡ⋇ᕕ࿼ᇆ㕉㉒Ҁ
��� .FEJFWBM�-JUFSBUVSF सऩᡡᇆ " �� ����� ᡡᇆѬ⻝⽓ᇆҴӲӝӇӘ㕉㉒௻㍭ ѿᢣᦏᡡᇆ㕉㉒Ҁ
��� .FOUBM�)FBMUI Չ՛ԧՓՀՓԡ " �� ����� ᒦⅈᇆҴӲӝӇӘ㕉㉒௻㍭ ѿ⧝Ꮎᒦⅈᇆ㕉㉒Ҁ
��� .FUBCPMJD�FOHJOFFSJOH ՉԧՄՕդՈ⻎᧕ & �� ����� ⇰৺௻ᆵೂᇆҴӲӝӇӘ㕉㉒௻㍭ ѿ⇰⁗௻ᆵೂᇆ㕉㉒Ҁ
��� .FUBCPMPNJDT���.FUBCPOPNJDT ՉԧՄՕդՈ㮩ՉԧՄԶՇԗԡ & �� ����� ⇰৺௻ᆵೂᇆҴӲӝӇӘ㕉㉒௻㍭ ѿ⇰⁗௻ᆵೂᇆ㕉㉒Ҁ
��� .FUBQIZTJDT ᑜ⢸ञᇆ " �� ����� ᓤᕵѬ⩵ⷜҴӲӝӇӘ㕉㉒௻㍭ ѿฑᇆҴӲӝઠⅈᇆ㕉㉒Ҁ
��� .JDSPCJBM ᒚ⇰⁗ ' �� ����� ㇽ⩵ೂᇆҴӲӝӇӘ㕉㉒௻㍭ ѿᒸ⇹ᒚ⇰⁗ᇆ㕉㉒Ҁ
��� .JDSPCJPMPHZ ՇԗՕ⇰⁗ᇆ ( �� ̭ ௻ᆵՔՁՓҵӳ✦⤸ՔՁՓӘ⇰⁗ᇆҴӲӝӇӘ㕉㉒௻㍭ �
��� .JDSPFDPOPNJD�UIFPSZ ՇԗՕ✻᷻ᇆ " �� ����� ✻᷻ᇆѬ✻๾ᇆҴӲӝӇӘ㕉㉒௻㍭ ѿⅈ⽿✻᷻ᇆ㕉㉒Ҁ
��� .JDSPPSHBOJTNT ՆԌԗՕԒդԔԳԢՈ ' �� ����� ㇽ⩵ೂᇆҴӲӝӇӘ㕉㉒௻㍭ ѿᒸ⇹ᒚ⇰⁗ᇆ㕉㉒Ҁ
��� .JDSPTZTUFNT ՆԌԗՕԟԡԮՈ % �� ̭ ԲԶՆԌԗՕ⓫ᇆҴӲӝӇӘ㕉㉒௻㍭ �
��� .JEEMF�&BTU���"GSJDBO�4UVEJFT स㈕ᧀգԊԽՒԓ⏪╕ " �� ����� ཨⅈᇆѬᡡೂ঑㜇ᇆѬ᳄੝ᇆҴӲӝӇӘ㕉㉒௻㍭ ѿཨ࿋⏪╕㕉㉒Ҁ
��� .JEEMF�&BTU�4UVEJFT स㈕ᧀ⏪╕ " �� ����� ཨⅈᇆѬᡡೂ঑㜇ᇆѬ᳄੝ᇆҴӲӝӇӘ㕉㉒௻㍭ ѿཨ࿋⏪╕㕉㉒Ҁ
��� .JOJOH���.JOFSBMT�&YUSBDUJPO ㏤ᬟգ㏤⁗ᚮ௲ # �� ����� ཨⅅᕞᣋ⓫ᇆҴӲӝӇӘ㕉㉒௻㍭ ѿཨⅅ঑㔿ཌྷ⓫ᇆ㕉㉒Ҁ
��� .PCJMF�$PNQVUJOH ՊԸԌՓԛ՛ԼՍդԮԋ՛Ԙ + �� ����� ᕕ࿼⓫ᇆѬᕕ࿼ፖᇆҴӲӝӇӘ㕉㉒௻㍭ ѿᕕ࿼Եԫ԰՗դԗ㕉㉒Ҁ
��� .PEFMMJOH���TJNVM��PG�*5�TZT� *5ԟԡԮՈӘՊԯՒ՛ԘӒԟՇՍՔդԟՏ՛ + �� ����� ᕕ࿼⓫ᇆѬᕕ࿼ፖᇆҴӲӝӇӘ㕉㉒௻㍭ ѿᡔⅈᕕ࿼ᇆ㕉㉒Ҁ
��� .PEFSO�5IFPMPHZ ⅁র⒦ᇆ " �� ����� ᓤᕵѬ⩵ⷜҴӲӝӇӘ㕉㉒௻㍭ ѿᇭᡉᇆ㕉㉒Ҁ
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表 47: Research Topicsと，科研費の審査区分 (6/8)
63,*�3FTFBSDI�5PQJDT ⓫ᇆ⏪╕ぢ౨ᘻ॰ᬟ���ሯᨣೠ௻
*% %FTD�&/�	0SJHJOBM
 %FTD�+1㮢ᮿ᪜⢨⼃㮣 ႙ೠ௻ सೠ௻ ቍೠ௻ सೠ௻ՑՁՓ ቍೠ௻ՑՁՓ
��� .PSQIPMPHZ���1IPOPMPHZ ᑜᖸᇆգ㚺㛁⽿ " �� ����� ᡡᇆѬ⻝⽓ᇆҴӲӝӇӘ㕉㉒௻㍭ ѿ⻝⽓ᇆ㕉㉒Ҁ
��� .VMUJNFEJB ՆՓԩՉԯԋԊ $ �� ����� 㘘᳈㘘ᆵፖᇆҴӲӝӇӘ㕉㉒௻㍭ ѿ㉊੥ፖᇆ㕉㉒Ҁ
��� .VMUJQIBTF�'MPX ႏ⍅ᶄ " �� ����� ᓤᕵѬ⩵ⷜҴӲӝӇӘ㕉㉒௻㍭ ѿᇭᡉᇆ㕉㉒Ҁ
��� .VMUJQSPUFJO�DPNQMFYFT ႏ⳧⋯ょ⹋൶৺ ( �� ����� ௻ᆵՔՁՓҵӳ✦⤸ՔՁՓӘ⇰⁗ᇆҴӲӝӇӘ㕉㉒௻㍭ ѿ᭜㉏⇰⁗ೂᇆ㕉㉒Ҁ
��� .VTDVMPTLFMFUBM�TZTUFN ◡㠕ᩈ⛽ ( �� ����� ௻ᆵՔՁՓҵӳ✦⤸ՔՁՓӘ⇰⁗ᇆҴӲӝӇӘ㕉㉒௻㍭ ѿ᭜㉏⇰⁗ೂᇆ㕉㉒Ҁ
��� .VTFVN���(BMMFSZ�4UVEJFT ՇՍդԠԊՈ㮠ԖՋՑՒդ⏪╕ " �� ����� ᓤᕵѬ⩵ⷜҴӲӝӇӘ㕉㉒௻㍭ ѿ⡫ᇆҴӲӝ⩵ⷜ⽿㕉㉒Ҁ
��� .VTJD���"DPVTUJD�5FDIOPMPHZ 㚺ᬮգ㚺㛂ᚊⷜ " �� ����� ᓤᕵѬ⩵ⷜҴӲӝӇӘ㕉㉒௻㍭ ѿ⩵ⷜᇴヿ⽿㕉㉒Ҁ
��� .VTJD���4PDJFUZ 㚺ᬮӒ⒌ৗ " �� ����� ᓤᕵѬ⩵ⷜҴӲӝӇӘ㕉㉒௻㍭ ѿ⩵ⷜᇴヿ⽿㕉㉒Ҁ
��� .VTJDBM�1FSGPSNBODF 㚺ᬮԹԽԑդՆ՛ԡ " �� ����� ᓤᕵѬ⩵ⷜҴӲӝӇӘ㕉㉒௻㍭ ѿ⩵ⷜᇴヿ⽿㕉㉒Ҁ
��� .VTJDPMPHZ 㚺ᬮᇆ " �� ����� ᓤᕵѬ⩵ⷜҴӲӝӇӘ㕉㉒௻㍭ ѿ⡫ᇆҴӲӝ⩵ⷜ⽿㕉㉒Ҁ
��� /BU�3FTPVSDFT
�&OW���3VSBM�%FW ⧞ᾱねṋգ↯ဩգㇽᦩ㔸⋬ ' �� ����� ⒌ৗ✻᷻ㇽᇆѬㇽᬟፖᇆҴӲӝӇӘ㕉㉒௻㍭ ѿ㜳ᡭㇽᬟ✻᷻㕉㉒Ҁ
��� /FUXPSLT���%JTUSJCVUFE�4ZTUFNT Եԫ԰՗դԗգ௻ᡏԟԡԮՈ $ �� ����� 㘘᳈㘘ᆵፖᇆҴӲӝӇӘ㕉㉒௻㍭ ѿ㉊੥ፖᇆ㕉㉒Ҁ
��� /FVUSJOP�1IZTJDT ԳՍդ԰ՒԶ⁗ⅈᇆ # �� ̭ ✛⚷ᆵѬദᆵᩅѬᇞᇯ⁗ⅈᇆҴӲӝӇӘ㕉㉒௻㍭ �
��� /FX���&NFSHJOH�$PNQ��1BSBEJHNT ᡾ӁҮѬ᡾⧹Әԛ՛ԼՍդԮԋ՛ԘգԹՑԨԌՈ�ԹՑԨԌՈ + �� ����� ᕕ࿼⓫ᇆѬᕕ࿼ፖᇆҴӲӝӇӘ㕉㉒௻㍭ ѿԥԽ԰ԎԏԊ㕉㉒Ҁ
��� /FX�.FEJB�8FC�#BTFE�4UVEJFT ԳՍդՉԯԋԊ�ԎԏԾՁդԡӘ⏪╕ + �� ����� ঑㔿ᕕ࿼ᇆҴӲӝӇӘ㕉㉒௻㍭ ѿ⏑⺪ᕕ࿼௡ⅈ㕉㉒Ҁ
��� /FX�5FTUBNFOU ᡾✂⣤ᥨ " �� ����� ᓤᕵѬ⩵ⷜҴӲӝӇӘ㕉㉒௻㍭ ѿᇭᡉᇆ㕉㉒Ҁ
��� /PO�MJOFBS�4ZTUFNT�.BUIFNBUJDT 㙗➥ᑜԟԡԮՈᡔᇆ + �� ����� ᕕ࿼⓫ᇆѬᕕ࿼ፖᇆҴӲӝӇӘ㕉㉒௻㍭ ѿᡔⅈᕕ࿼ᇆ㕉㉒Ҁ
��� /PO�5FSSFTUSJBM�1MBOFUBSZ�4DJ� 㙗ཨⅅ⛽ᕞᣋ⓫ᇆ # �� ̭ ႛᡡᇆҴӲӝӇӘ㕉㉒௻㍭ �
��� /PWFM�JOEVTUSJBM�QSPEVDUT ᡾ӁҮፖᬟ⹅෸ $ �� ����� ᦨᡭ౟ᇆѬ⇰⇴ፖᇆѬ⼀⻤ፖᇆҴӲӝӇӘ㕉㉒௻㍭ ѿౢፖᇆҴӲӝ⇰⇴ፖᇆ㕉㉒Ҁ
��� /VDMFBS�"TUSPQIZTJDT ദᆵᩅᇞᇯ⁗ⅈᇆ # �� ̭ ✛⚷ᆵѬദᆵᩅѬᇞᇯ⁗ⅈᇆҴӲӝӇӘ㕉㉒௻㍭ �
��� /VDMFBS�TUSVDUVSF ദᆵᩅ᭜㉏ $ �� ����� 㘘᳈㘘ᆵፖᇆҴӲӝӇӘ㕉㉒௻㍭ ѿ㘘᳈㘘ᆵᦨᡭፖᇆ㕉㉒Ҁ
��� /VNFSJDBM�"OBMZTJT ᡔઙ⻎᧕ + �� ����� ᕕ࿼⓫ᇆѬᕕ࿼ፖᇆҴӲӝӇӘ㕉㉒௻㍭ ѿ⻤☑⓫ᇆ㕉㉒Ҁ
��� 0DFBO���"UNPTQIFSF�*OUFSBDU� ᶝᵠ�႙᳈⍅ॵਃ⇹ , �� ����� ↯ဩ⻎᧕⼜਺ҴӲӝӇӘ㕉㉒௻㍭ ѿ↯ဩಌᖸ⻎᧕㕉㉒Ҁ
��� 0DFBO�$JSDVMBUJPO ᶝᵠᒖ↯ , �� ����� ↯ဩ⻎᧕⼜਺ҴӲӝӇӘ㕉㉒௻㍭ ѿ↯ဩಌᖸ⻎᧕㕉㉒Ҁ
��� 0DFBOJD�4UVEJFT ᶝᵠᇆ # �� ����� ཨⅅᕞᣋ⓫ᇆҴӲӝӇӘ㕉㉒௻㍭ ѿ႙᳈᳔ཌྷ⓫ᇆ㕉㉒Ҁ
��� 0JM���(BT�&YUSBDUJPO ⏜ᴩգԔԡӘᚮ௲ & �� ����� ⁗ⅈೂᇆѬᮿ⥎⁗ᓬೂᇆҴӲӝӇӘ㕉㉒௻㍭ ѿ࿛⑯⁗ⅈೂᇆ㕉㉒Ҁ
��� 0ME�5FTUBNFOU ᢥ✂⣤ᥨ " �� ����� ᓤᕵѬ⩵ⷜҴӲӝӇӘ㕉㉒௻㍭ ѿᇭᡉᇆ㕉㉒Ҁ
��� 0QFSBUJPOT�.BOBHFNFOU ԒՂՔդԟՏ՛ԢՆԵԠՉ՛԰ $ �� ����� ⒌ৗԟԡԮՈፖᇆѬᇠ஁ፖᇆѬ㖌ὥፖᇆҴӲӝӇӘ㕉㉒௻㍭ ѿ⒌ৗԟԡԮՈፖᇆ㕉㉒Ҁ
��� 0QUJDBM�$PNNVOJDBUJPOT ୪㉊੥ $ �� ����� 㘘᳈㘘ᆵፖᇆҴӲӝӇӘ㕉㉒௻㍭ ѿ㘘ᆵԯԸԌԡҴӲӝ㘘ᆵᮿ໡㕉㉒Ҁ
��� 0QUJDBM�%FWJDFT���4VCTZTUFNT ୪ԯԸԌԡգԝԾԟԡԮՈ $ �� ����� 㘘᳈㘘ᆵፖᇆҴӲӝӇӘ㕉㉒௻㍭ ѿ㘘ᆵԯԸԌԡҴӲӝ㘘ᆵᮿ໡㕉㉒Ҁ
��� 0QUJDBM�1IFOPNFOB ୪⅁〣 % �� ����� ᒸ⇹⁗ⅈፖᇆҴӲӝӇӘ㕉㉒௻㍭ ѿ୪ፖᇆҴӲӝ୪㍮ᆵ⓫ᇆ㕉㉒Ҁ
��� 0QUPFMFDU��%FWJDFT���$JSDVJUT ୪㘘ᆵፖᇆ�ԯԸԌԡգ༪ヹ % �� ����� ᒸ⇹⁗ⅈፖᇆҴӲӝӇӘ㕉㉒௻㍭ ѿ୪ፖᇆҴӲӝ୪㍮ᆵ⓫ᇆ㕉㉒Ҁ
��� 0SHBOFMMFT���DPNQPOFOUT ԒՓԔԵՑӒԛ՛ՅդԵ՛԰ ( �� ����� ✦⤸ՔՁՓҵӳં৺ՔՁՓӘ⇰⁗ᇆҴӲӝӇӘ㕉㉒௻㍭ ѿ᫤⁗௻ᆵҴӲӝ⇰ⅈ⓫ᇆ㕉㉒Ҁ
��� 0SHBOJTBUJPOBM�4UVEJFT ԒՓԔԲԌԞդ⏪╕ " �� ����� ✻᷻ᇆѬ✻๾ᇆҴӲӝӇӘ㕉㉒௻㍭ ѿ✻๾ᇆ㕉㉒Ҁ
��� 1BDJGJD�4UVEJFT ႜᎬᵠ⏪╕ " �� ����� ཨⅈᇆѬᡡೂ঑㜇ᇆѬ᳄੝ᇆҴӲӝӇӘ㕉㉒௻㍭ ѿཨ࿋⏪╕㕉㉒Ҁ
��� 1BMBFPCJPMPHZ ൜⇰⁗ᇆ ( �� ����� ં৺ՔՁՓҵӳ㗶༮ՔՁՓӘ⇰⁗ᇆӒ঑㜇ᇆҴӲӝӇӘ㕉㉒௻㍭ ѿ⧞ᾱ঑㜇ᇆ㕉㉒Ҁ
��� 1BMBFPFOWJSPONFOUT ൜↯ဩ " �� ����� ᱠ൪ᇆѬ⢰൜ᇆѬ೺⁗㝧ᇆҴӲӝӇӘ㕉㉒௻㍭ ѿᢣᦏ൪㕉㉒Ҁ
��� 1BSBMMFM�$PNQVUJOH ԹՑՔՓԛ՛ԼՍդԮԋ՛Ԙ + �� ����� ᕕ࿼⓫ᇆѬᕕ࿼ፖᇆҴӲӝӇӘ㕉㉒௻㍭ ѿ㠹ᓬ⥎⻤☑㕉㉒Ҁ
��� 1BSBTJUPMPHZ ሑ⇰Ⲱᇆ ) �� ����� ≰ⅈ≰ᖸᇆѬᖚᨆգ୮≜ᇆҴӲӝӇӘ㕉㉒௻㍭ ѿሑ⇰Ⲱᇆ㕉㉒Ҁ
��� 1BSU��1IZT�"TUSPO��*OTUSVNFOU� Թդ԰�⁗ⅈᇆ�ႛᡡᇆ�ᮿ໡ # �� ̭ ႛᡡᇆҴӲӝӇӘ㕉㉒௻㍭ �
��� 1BSUJDMF�5FDIOPMPHZ ⚷ᆵᚊⷜ " �� ����� ᓤᕵѬ⩵ⷜҴӲӝӇӘ㕉㉒௻㍭ ѿ⓫ᇆ⒌ৗᇆҴӲӝ⓫ᇆᚊⷜ൪㕉㉒Ҁ
��� 1BWFNFOU�&OHJOFFSJOH ⨆⸢ፖᇆ $ �� ����� མᦌፖᇆҴӲӝӇӘ㕉㉒௻㍭ ѿམᦌᦨᡭѬᢇፖҴӲӝᐇ⼀ՆԵԠՉ՛԰㕉㉒Ҁ
��� 1FBDF�4UVEJFT Ꭼෑ⏪╕ " �� ����� ᠷᴫᇆҴӲӝӇӘ㕉㉒௻㍭ ѿ༿㗖㕉ੋ⽿㕉㉒Ҁ
��� 1FSGPSNBODF���-JWF�"SU ԹԽԑդՆ՛ԡ㮠ՑԌԾԊդ԰ " �� ����� ᓤᕵѬ⩵ⷜҴӲӝӇӘ㕉㉒௻㍭ ѿ⩵ⷜᇴヿ⽿㕉㉒Ҁ
��� 1IBTFT�PG�FEVDBUJPO ᡉ⤟ӘԽԏդԢ " �� ����� ᡉ⤟ᇆҴӲӝӇӘ㕉㉒௻㍭ ѿᡉ⤟ᇆ㕉㉒Ҁ
��� 1IFOPNFOPMPHZ ⅁〣ᇆ " �� ����� ᓤᕵѬ⩵ⷜҴӲӝӇӘ㕉㉒௻㍭ ѿฑᇆҴӲӝઠⅈᇆ㕉㉒Ҁ
��� 1IJMPTPQIZ�0G�.JOE ᒦӘฑᇆ " �� ����� ᓤᕵѬ⩵ⷜҴӲӝӇӘ㕉㉒௻㍭ ѿฑᇆҴӲӝઠⅈᇆ㕉㉒Ҁ
��� 1IJMPTPQIZ�0G�3FMJHJPO ᇭᡉฑᇆ " �� ����� ᓤᕵѬ⩵ⷜҴӲӝӇӘ㕉㉒௻㍭ ѿᇭᡉᇆ㕉㉒Ҁ
��� 1IJMPTPQIZ
�5IPVHIU���3FMJHJPO ฑᇆգᓤᕵգᇭᡉ " �� ����� ᓤᕵѬ⩵ⷜҴӲӝӇӘ㕉㉒௻㍭ ѿฑᇆҴӲӝઠⅈᇆ㕉㉒Ҁ
��� 1IPOFUJDT 㚺ၳᇆ " �� ����� ᡡᇆѬ⻝⽓ᇆҴӲӝӇӘ㕉㉒௻㍭ ѿ⻝⽓ᇆ㕉㉒Ҁ
��� 1IPUPHSBQIZ�)51 ந⍞ⷜ㮢)51 " �� ����� ᓤᕵѬ⩵ⷜҴӲӝӇӘ㕉㉒௻㍭ ѿ⩵ⷜᇴヿ⽿㕉㉒Ҁ
��� 1IZTJDBM�0SHBOJD�$IFNJTUSZ ⁗ⅈ⋵᥶ᮿೂᇆ % �� ����� ᦨᡭፖᇆҴӲӝӇӘ㕉㉒௻㍭ ѿᾩᮿᦨᡭҴӲӝ⁗ᓬ㕉㉒Ҁ
��� 1MBOFUBSZ�"UNPTQIFSFT ᕞᣋӘ႙᳈ # �� ����� ཨⅅᕞᣋ⓫ᇆҴӲӝӇӘ㕉㉒௻㍭ ѿᇞᇯᕞᣋ⓫ᇆ㕉㉒Ҁ
��� 1MBOFUBSZ�4VSGBDFT���(FPMPHZ ᕞᣋӘⷭ㙚Ӓཨᇆ # �� ����� ཨⅅᕞᣋ⓫ᇆҴӲӝӇӘ㕉㉒௻㍭ ѿᇞᇯᕞᣋ⓫ᇆ㕉㉒Ҁ
��� 1MBOU�DFMM�CJPMPHZ ᫤⁗✦⤸⇰⁗ᇆ ( �� ����� ✦⤸ՔՁՓҵӳં৺ՔՁՓӘ⇰⁗ᇆҴӲӝӇӘ㕉㉒௻㍭ ѿ᫤⁗௻ᆵҴӲӝ⇰ⅈ⓫ᇆ㕉㉒Ҁ
��� 1MBOU�EFWFMPQNFOUBM�CJPMPHZ ᫤⁗⋬⇰⇰⁗ᇆ ( �� ����� ✦⤸ՔՁՓҵӳં৺ՔՁՓӘ⇰⁗ᇆҴӲӝӇӘ㕉㉒௻㍭ ѿ᫤⁗௻ᆵҴӲӝ⇰ⅈ⓫ᇆ㕉㉒Ҁ
��� 1MBOU�PSHBOJTNT ᫤⁗Ә⇰⁗ ( �� ����� ✦⤸ՔՁՓҵӳં৺ՔՁՓӘ⇰⁗ᇆҴӲӝӇӘ㕉㉒௻㍭ ѿ᫤⁗௻ᆵҴӲӝ⇰ⅈ⓫ᇆ㕉㉒Ҁ
��� 1MBOU�QIZTJPMPHZ ᫤⁗⇰ⅈᇆ ' �� ����� ⇰⇴↯ဩㇽᇆҴӲӝӇӘ㕉㉒௻㍭ ѿ᫤⁗੢⿧⓫ᇆ㕉㉒Ҁ
��� 1MBOU�SFQSPEVDUJWF�CJPMPHZ ᫤⁗Ә⇰ᱶ⇰⁗ᇆ ' �� ����� ㇽ⩵ೂᇆҴӲӝӇӘ㕉㉒௻㍭ ѿ᫤⁗ᨪ㝐ᇆҴӲӝམၗᇆ㕉㉒Ҁ
��� 1MBOU�SFTQPOTFT�UP�FOWJSPONFOU ᫤⁗Ә↯ဩᒸ◪ ( �� ����� ✦⤸ՔՁՓҵӳં৺ՔՁՓӘ⇰⁗ᇆҴӲӝӇӘ㕉㉒௻㍭ ѿ᫤⁗௻ᆵҴӲӝ⇰ⅈ⓫ᇆ㕉㉒Ҁ
��� 1MBTNBT���-BTFS���'VTJPO ԿՑԢՆ�ՔդԞդӒᩅⵟ൶ # �� ����� ԿՑԢՆᇆҴӲӝӇӘ㕉㉒௻㍭ ѿᩅⵟ൶ᇆ㕉㉒Ҁ
��� 1MBTNBT���5FDIOPMPHJDBM ԿՑԢՆ�ᚊⷜ⛽ # �� ����� ԿՑԢՆᇆҴӲӝӇӘ㕉㉒௻㍭ ѿԿՑԢՆ⓫ᇆ㕉㉒Ҁ
��� 1PM�
*OUFSOBUJPOBM�3FM��%FW� ᠷ◬Ѭ༿㗖㕉ੋգ㔸⋬ " �� ����� ᠷᴫᇆҴӲӝӇӘ㕉㉒௻㍭ ѿᠷᴫᇆ㕉㉒Ҁ
��� 1PMJDZ
�"SUT�.HNU���$SFBU�*OE ᠷ◬Ѭ⩵ⷜ☛ⅈӒ౅㉏⋵Ԍ՛Ԩԡ԰Ւդ " �� ����� ᠷᴫᇆҴӲӝӇӘ㕉㉒௻㍭ ѿᠷᴫᇆ㕉㉒Ҁ
��� 1PMJUJDBM�(FPHSBQIZ ᠷᴫཨⅈᇆ " �� ����� ཨⅈᇆѬᡡೂ঑㜇ᇆѬ᳄੝ᇆҴӲӝӇӘ㕉㉒௻㍭ ѿ঑ᡡཨⅈᇆ㕉㉒Ҁ
��� 1PMJUJDBM�)JTUPSZ ᠷᴫ൪ " �� ����� ᠷᴫᇆҴӲӝӇӘ㕉㉒௻㍭ ѿᠷᴫᇆ㕉㉒Ҁ
��� 1PMJUJDBM�1IJMPTPQIZ ᠷᴫฑᇆ " �� ����� ᠷᴫᇆҴӲӝӇӘ㕉㉒௻㍭ ѿᠷᴫᇆ㕉㉒Ҁ
��� 1PMJUJDBM�4DJFODF ᠷᴫᇆ " �� ����� ᠷᴫᇆҴӲӝӇӘ㕉㉒௻㍭ ѿᠷᴫᇆ㕉㉒Ҁ
��� 1PMJUJDBM�4PDJPMPHZ ᠷᴫ⒌ৗᇆ " �� ����� ᠷᴫᇆҴӲӝӇӘ㕉㉒௻㍭ ѿᠷᴫᇆ㕉㉒Ҁ
��� 1PMJUJDT ᠷᴫ " �� ����� ᠷᴫᇆҴӲӝӇӘ㕉㉒௻㍭ ѿᠷᴫᇆ㕉㉒Ҁ
��� 1PMMVUJPO அሃ $ �� ����� མᦌፖᇆҴӲӝӇӘ㕉㉒௻㍭ ѿམᦌ↯ဩԟԡԮՈ㕉㉒Ҁ
��� 1PQVMBS�.VTJD ՅԼՍՑդ㚺ᬮ " �� ����� ᓤᕵѬ⩵ⷜҴӲӝӇӘ㕉㉒௻㍭ ѿ⩵ⷜᇴヿ⽿㕉㉒Ҁ
��� 1PQVMBUJPO�&DPMPHZ ঑൛ԐԛՕԠդ " �� ����� ⒌ৗᇆҴӲӝӇӘ㕉㉒௻㍭ ѿ⒌ৗᇆ㕉㉒Ҁ
��� 1PQVMBUJPO�(FOFUJDT�&WPMVUJPO ঑൛㊖৙ᇆ�㉜ೂ⽿ " �� ����� ⒌ৗᇆҴӲӝӇӘ㕉㉒௻㍭ ѿ⒌ৗᇆ㕉㉒Ҁ
��� 1PTU�$PMPOJBM�4UVEJFT Յԡ԰ԛՕԳԊՓ⏪╕ " �� ����� ᡡᇆѬ⻝⽓ᇆҴӲӝӇӘ㕉㉒௻㍭ ѿ⻝⽓ᇆ㕉㉒Ҁ
��� 1PXFS�&MFDUSPOJDT Թ՗դԐՔԗ԰ՕԳԗԡ $ �� ����� 㘘᳈㘘ᆵፖᇆҴӲӝӇӘ㕉㉒௻㍭ ѿ㘘౟ፖᇆ㕉㉒Ҁ
��� 1PXFS�4ZT�.BO
�1SPU���$POUSPM Թ՗դԟԡԮՈգՆ՛գԿՕԫ԰գԛ՛԰ՕդՓ $ �� ����� 㘘᳈㘘ᆵፖᇆҴӲӝӇӘ㕉㉒௻㍭ ѿ㘘౟ፖᇆ㕉㉒Ҁ
��� 1PXFS�4ZTUFNT�1MBOU Թ՗դԟԡԮՈգԿՑ՛԰ $ �� ����� 㘘᳈㘘ᆵፖᇆҴӲӝӇӘ㕉㉒௻㍭ ѿ㘘౟ፖᇆ㕉㉒Ҁ
��� 1SFIJTUPSJD�"SDIBFPMPHZ ୩൪ᣪরӘ⢰൜ᇆ " �� ����� ᱠ൪ᇆѬ⢰൜ᇆѬ೺⁗㝧ᇆҴӲӝӇӘ㕉㉒௻㍭ ѿ⢰൜ᇆ㕉㉒Ҁ
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表 48: Research Topicsと，科研費の審査区分 (7/8)
63,*�3FTFBSDI�5PQJDT ⓫ᇆ⏪╕ぢ౨ᘻ॰ᬟ���ሯᨣೠ௻
*% %FTD�&/�	0SJHJOBM
 %FTD�+1㮢ᮿ᪜⢨⼃㮣 ႙ೠ௻ सೠ௻ ቍೠ௻ सೠ௻ՑՁՓ ቍೠ௻ՑՁՓ
��� 1SPEVDU�%FTJHO ԿՕԨԗ԰ԯԞԌ՛ " �� ����� ᓤᕵѬ⩵ⷜҴӲӝӇӘ㕉㉒௻㍭ ѿԯԞԌ՛ᇆ㕉㉒Ҁ
��� 1SPKFDU�4UVEJFT ԿՕԠԏԗ԰⏪╕ " �� ����� ⒌ৗᇆҴӲӝӇӘ㕉㉒௻㍭ ѿ⒌ৗᇆ㕉㉒Ҁ
��� 1SPQFSUJFT�0G�&BSUI�.BUFSJBMT ཨⅅ⁗ょӘ⁠ᓬ # �� ����� ཨⅅᕞᣋ⓫ᇆҴӲӝӇӘ㕉㉒௻㍭ ѿᇞᇯᕞᣋ⓫ᇆ㕉㉒Ҁ
��� 1SPUFJO�DIFNJTUSZ ⳧⋯ょೂᇆ & �� ����� ⇰৺௻ᆵೂᇆҴӲӝӇӘ㕉㉒௻㍭ ѿ⇰⁗௻ᆵೂᇆ㕉㉒Ҁ
��� 1SPUFJO�FOHJOFFSJOH ԧ՛Թԗょፖᇆ & �� ����� ⇰৺௻ᆵೂᇆҴӲӝӇӘ㕉㉒௻㍭ ѿ⇰⁗௻ᆵೂᇆ㕉㉒Ҁ
��� 1SPUFJO�FYQSFTTJPO ԧ՛ԹԗょӘ⋬⅁ & �� ����� ⇰৺௻ᆵೂᇆҴӲӝӇӘ㕉㉒௻㍭ ѿ⇰⁗௻ᆵೂᇆ㕉㉒Ҁ
��� 1SPUFJO�GPMEJOH���NJTGPMEJOH ԧ՛ԹԗょӘԽԑդՓԯԋ՛ԘգՇԡԽԑդՓԱ & �� ����� ⇰৺௻ᆵೂᇆҴӲӝӇӘ㕉㉒௻㍭ ѿ⇰⁗௻ᆵೂᇆ㕉㉒Ҁ
��� 1SPUFPNJDT ԿՕԮԒՇԗԡ & �� ����� ⇰৺௻ᆵೂᇆҴӲӝӇӘ㕉㉒௻㍭ ѿԙՇԓՓԸԌԒՕԠդ㕉㉒Ҁ
��� 1TZDIPMJOHVJTUJDT ⻝⽓ᒦⅈᇆ " �� ����� ᡡᇆѬ⻝⽓ᇆҴӲӝӇӘ㕉㉒௻㍭ ѿ⻝⽓ᇆ㕉㉒Ҁ
��� 1TZDIPMPHZ ᒦⅈᇆ " �� ̭ ᒦⅈᇆҴӲӝӇӘ㕉㉒௻㍭ �
��� 1TZDIPMPHZ�PG�&EVDBUJPO ᡉ⤟ᒦⅈᇆ " �� ����� ᒦⅈᇆҴӲӝӇӘ㕉㉒௻㍭ ѿᡉ⤟ᒦⅈᇆ㕉㉒Ҁ
��� 1VCMJD�"ENJOJTUSBUJPO ⷗ᠷᇆ " �� ����� ᠷᴫᇆҴӲӝӇӘ㕉㉒௻㍭ ѿᠷᴫᇆ㕉㉒Ҁ
��� 1VCMJD�FDPOPNJDT அஈ✻᷻ᇆ " �� ����� ✻᷻ᇆѬ✻๾ᇆҴӲӝӇӘ㕉㉒௻㍭ ѿஅஈ✻᷻ҴӲӝ౰ଋ✻᷻㕉㉒Ҁ
��� 1VCMJD�-BX அஈᴿ " �� ̭ ᴿᇆҴӲӝӇӘ㕉㉒௻㍭ �
��� 1VCMJTIJOH ௲‾ " �� ����� ᡡᇆѬ⻝⽓ᇆҴӲӝӇӘ㕉㉒௻㍭ ѿ༺ᥨ㝧ᕕ࿼ᇆҴӲӝ঑ᡡ⒌ৗᕕ࿼ᇆ㕉㉒Ҁ
��� 2VBOUVN�'JFME�5IFPSZ ࿾Ә㍮ᆵ⽿ # �� ����� ⁗ᓬ⁗ⅈᇆҴӲӝӇӘ㕉㉒௻㍭ ѿᡔⅈ⁗ⅈҴӲӝ⁗ᓬ࿛⑯㕉㉒Ҁ
��� 2VBOUVN�'MVJET���4PMJET ㍮ᆵᶄ৺գ༾৺ # �� ����� ⁗ᓬ⁗ⅈᇆҴӲӝӇӘ㕉㉒௻㍭ ѿᡔⅈ⁗ⅈҴӲӝ⁗ᓬ࿛⑯㕉㉒Ҁ
��� 2VBOUVN�0QUJDT���*OGPSNBUJPO ㍮ᆵ୪ᇆգ㍮ᆵᕕ࿼ # �� ����� ⁗ᓬ⁗ⅈᇆҴӲӝӇӘ㕉㉒௻㍭ ѿᡔⅈ⁗ⅈҴӲӝ⁗ᓬ࿛⑯㕉㉒Ҁ
��� 2VBUFSOBSZ�4DJFODF ◌༧⛿Ә⓫ᇆ # �� ����� ཨⅅᕞᣋ⓫ᇆҴӲӝӇӘ㕉㉒௻㍭ ѿཨⅅ঑㔿ཌྷ⓫ᇆ㕉㉒Ҁ
��� 3BEJBUJWF�1SPDFTTFT���&GGFDUT ᠶቂᓬԿՕԣԡӒӇӘ౵᧠ # �� ����� ԿՑԢՆᇆҴӲӝӇӘ㕉㉒௻㍭ ѿ㍮ᆵԻդՈ⓫ᇆ㕉㉒Ҁ
��� 3FBDUPS�&OHJOFFSJOH ദᆵὪፖᇆ # �� ����� ԿՑԢՆᇆҴӲӝӇӘ㕉㉒௻㍭ ѿᩅⵟ൶ᇆ㕉㉒Ҁ
��� 3FDFQUPST ൑ሉ໡ ' �� ����� ㇽ⩵ೂᇆҴӲӝӇӘ㕉㉒௻㍭ ѿᒸ⇹⇰⁗ೂᇆ㕉㉒Ҁ
��� 3FDPNCJOBUJPO Ւԛ՛ԻԵդԟՏ՛ & �� ����� ⇰৺௻ᆵೂᇆҴӲӝӇӘ㕉㉒௻㍭ ѿԙՇԓՓԸԌԒՕԠդ㕉㉒Ҁ
��� 3FDPSET�.BOBHFNFOU ⻱㑤☛ⅈ " �� ����� ᡡᇆѬ⻝⽓ᇆҴӲӝӇӘ㕉㉒௻㍭ ѿ༺ᥨ㝧ᕕ࿼ᇆҴӲӝ঑ᡡ⒌ৗᕕ࿼ᇆ㕉㉒Ҁ
��� 3FDSFBUJPO�5PVSJTN�(FPHSBQIZ ՔԗՒԐդԟՏ՛㮩⺹୪�ཨⅈᇆ " �� ����� ཨⅈᇆѬᡡೂ঑㜇ᇆѬ᳄੝ᇆҴӲӝӇӘ㕉㉒௻㍭ ѿ঑ᡡཨⅈᇆ㕉㉒Ҁ
��� 3FHJPOBM���&YUSFNF�8FBUIFS ཨ࿋գ∳ᎉ᳈〣 , �� ����� ↯ဩ੢஁ሽ◬ҴӲӝӇӘ㕉㉒௻㍭ ѿ⧞ᾱஈ⇰ԟԡԮՈ㕉㉒Ҁ
��� 3FHJPOBM�%FWFMPQNFOU ཨ࿋㔸⋬ , �� ����� ↯ဩ੢஁ሽ◬ҴӲӝӇӘ㕉㉒௻㍭ ѿᒖ↯ྞ⒌ৗԟԡԮՈ㕉㉒Ҁ
��� 3FHJPOBM�(FPHSBQIZ ཨ࿋ཨⅈᇆ " �� ����� ཨⅈᇆѬᡡೂ঑㜇ᇆѬ᳄੝ᇆҴӲӝӇӘ㕉㉒௻㍭ ѿཨ࿋⏪╕㕉㉒Ҁ
��� 3FM
�.BUFSJBM���$PH�"OUISPQ ՒՔդգ⁗ょգԛԘӘ঑㜇ᇆ " �� ����� ཨⅈᇆѬᡡೂ঑㜇ᇆѬ᳄੝ᇆҴӲӝӇӘ㕉㉒௻㍭ ѿᡡೂ঑㜇ᇆҴӲӝ᳄੝ᇆ㕉㉒Ҁ
��� 3FMBUJWJTUJD�)FBWZ�*POT ⍅ሽ⽿⋵㍬ԌԒ՛ # �� ����� ԿՑԢՆᇆҴӲӝӇӘ㕉㉒௻㍭ ѿᩅⵟ൶ᇆ㕉㉒Ҁ
��� 3FMJHJPVT�)JTUPSZ ᇭᡉ൪ " �� ����� ᓤᕵѬ⩵ⷜҴӲӝӇӘ㕉㉒௻㍭ ѿᇭᡉᇆ㕉㉒Ҁ
��� 3FNPUF�4FOTJOH���&BSUI�0CT� ՒՊդ԰ԣ՛ԟ՛Ԙգཨⅅ⺹Ḓ # �� ̭ ཨⅅᕞᣋ⓫ᇆҴӲӝӇӘ㕉㉒௻㍭ �
��� 3FQSPEVDUJWF�BOE�TFYVBM�IFBMUI ՒԿՕԨԗԮԋԾ㮠ԣԗԟՋՓՀՓԡ " �� ����� ཨⅈᇆѬᡡೂ঑㜇ᇆѬ᳄੝ᇆҴӲӝӇӘ㕉㉒௻㍭ ѿԠԏ՛Ԩդ㕉㉒Ҁ
��� 3FTFBSDI�BQQSPBDIFT ⏪╕ԊԿՕդԩ " �� ����� ᓤᕵѬ⩵ⷜҴӲӝӇӘ㕉㉒௻㍭ ѿ⓫ᇆ⒌ৗᇆҴӲӝ⓫ᇆᚊⷜ൪㕉㉒Ҁ
��� 3FTQPOTFT�UP�FOWJSPONFOU ↯ဩӢӘሽᒸ , �� ����� ↯ဩ੢஁ሽ◬ҴӲӝӇӘ㕉㉒௻㍭ ѿᒖ↯ྞ⒌ৗԟԡԮՈ㕉㉒Ҁ
��� 3FUBJM�.BOBHFNFOU ቍၵᬟ✻๾ " �� ����� ✻᷻ᇆѬ✻๾ᇆҴӲӝӇӘ㕉㉒௻㍭ ѿ✻๾ᇆ㕉㉒Ҁ
��� 3'���.JDSPXBWF�5FDIOPMPHZ 3'�ՆԌԗՕᵉᚊⷜ $ �� ����� 㘘᳈㘘ᆵፖᇆҴӲӝӇӘ㕉㉒௻㍭ ѿ㉊੥ፖᇆ㕉㉒Ҁ
��� 3IFPMPHZ ՔԒՕԠդ & �� ����� 㠹௻ᆵѬ᥶ᮿᦨᡭҴӲӝӇӘ㕉㉒௻㍭ ѿ㠹௻ᆵೂᇆ㕉㉒Ҁ
��� 3PCPUJDT���"VUPOPNZ ՕՄԮԋԗԡ㮠Ԓդ԰ԶՇդ $ �� ����� ᮿ᪜౟ᇆѬՕՄԮԋԗԡҴӲӝӇӘ㕉㉒௻㍭ ѿՕՄԮԋԗԡҴӲӝ⏑⥎ᮿ᪜ԟԡԮՈ㕉㉒Ҁ
��� 3VSBM�(FPHSBQIZ ㇽᦩཨⅈᇆ " �� ����� ཨⅈᇆѬᡡೂ঑㜇ᇆѬ᳄੝ᇆҴӲӝӇӘ㕉㉒௻㍭ ѿ঑ᡡཨⅈᇆ㕉㉒Ҁ
��� 3VTTJBO
�4MBWPOJD���&�&VSPQFBO ՕԟԊѬԡՑԾѬᧀᰭ " �� ����� ཨⅈᇆѬᡡೂ঑㜇ᇆѬ᳄੝ᇆҴӲӝӇӘ㕉㉒௻㍭ ѿཨ࿋⏪╕㕉㉒Ҁ
��� 4BGFUZ���3FMJBCJMJUZ�PG�1MBOU ԿՑ՛԰Әᇠ஁ᓬӒ੥㛰ᓬ $ �� ����� ᦨᡭ౟ᇆѬ⇰⇴ፖᇆѬ⼀⻤ፖᇆҴӲӝӇӘ㕉㉒௻㍭ ѿ⼀⻤ፖᇆ㕉㉒Ҁ
��� 4DBOEJOBWJBO�TUVEJFT ԡԓ՛ԠԲԻԊ⏪╕ " �� ����� ཨⅈᇆѬᡡೂ঑㜇ᇆѬ᳄੝ᇆҴӲӝӇӘ㕉㉒௻㍭ ѿཨ࿋⏪╕㕉㉒Ҁ
��� 4DBUUFSJOH���4QFDUSPTDPQZ ᡏॢգ௻୪ᇆ & �� ����� ⁗ⅈೂᇆѬᮿ⥎⁗ᓬೂᇆҴӲӝӇӘ㕉㉒௻㍭ ѿ࿛⑯⁗ⅈೂᇆ㕉㉒Ҁ
��� 4DFOPHSBQIZ 㜖ᤐந⍞ " �� ����� ᓤᕵѬ⩵ⷜҴӲӝӇӘ㕉㉒௻㍭ ѿ⩵ⷜᇴヿ⽿㕉㉒Ҁ
��� 4DJFODF���.BUIT
���.BUI�-PHJD ⓫ᇆӒᡔᇆѬᡔᇆӘ⽿ⅈ # �� ����� ⻎᧕ᇆѬᒸ⇹ᡔᇆҴӲӝӇӘ㕉㉒௻㍭ ѿᡔᇆ࿛⑯㕉㉒Ҁ
��� 4DJFODF���5FDIOPMPHZ�4UVEJFT ⓫ᇆӒᚊⷜӘ⏪╕ " �� ����� ᓤᕵѬ⩵ⷜҴӲӝӇӘ㕉㉒௻㍭ ѿ⓫ᇆ⒌ৗᇆҴӲӝ⓫ᇆᚊⷜ൪㕉㉒Ҁ
��� 4DJFODF�BOE�5FDIOPMPHZ�4UVEJFT ԝԌԐ՛ԡ㮠ԮԗԶՕԠդգԡԧԯԋդԢ " �� ����� ᓤᕵѬ⩵ⷜҴӲӝӇӘ㕉㉒௻㍭ ѿ⓫ᇆ⒌ৗᇆҴӲӝ⓫ᇆᚊⷜ൪㕉㉒Ҁ
��� 4DJFODF�#BTFE�"SDIBFPMPHZ ⓫ᇆ࿛⑯⽿⋵⢰൜ᇆ " �� ����� ᓤᕵѬ⩵ⷜҴӲӝӇӘ㕉㉒௻㍭ ѿ⓫ᇆ⒌ৗᇆҴӲӝ⓫ᇆᚊⷜ൪㕉㉒Ҁ
��� 4FDVSJUZ�4UVEJFT ԣԕՍՒԮԋ⏪╕ + �� ����� ᕕ࿼⓫ᇆѬᕕ࿼ፖᇆҴӲӝӇӘ㕉㉒௻㍭ ѿᕕ࿼ԣԕՍՒԮԋ㕉㉒Ҁ
��� 4FEJNFOU�4FEJNFOUBSZ�1SPDFTTFT ࿦┽⁗գ࿦┽㉲┏ # �� ����� ཨⅅᕞᣋ⓫ᇆҴӲӝӇӘ㕉㉒௻㍭ ѿ༾৺ཨⅅ⓫ᇆ㕉㉒Ҁ
��� 4FNBOUJDT���1SBHNBUJDT ᖌ඾⽿գ⽓⇹⽿ " �� ����� ᡡᇆѬ⻝⽓ᇆҴӲӝӇӘ㕉㉒௻㍭ ѿ⻝⽓ᇆ㕉㉒Ҁ
��� 4FQBSBUJPO�QSPDFTTFT ௻㘊ԿՕԣԡ & �� ����� ᾩᮿգ㑣৺ೂᇆѬ௻᧕ೂᇆҴӲӝӇӘ㕉㉒௻㍭ ѿ௻᧕ೂᇆ㕉㉒Ҁ
��� 4JLIJTN ԟդԗᡉ " �� ����� ᓤᕵѬ⩵ⷜҴӲӝӇӘ㕉㉒௻㍭ ѿᇭᡉᇆ㕉㉒Ҁ
��� 4PDJBM�"OUISPQPMPHZ ⒌ৗ঑㜇ᇆ " �� ����� ཨⅈᇆѬᡡೂ঑㜇ᇆѬ᳄੝ᇆҴӲӝӇӘ㕉㉒௻㍭ ѿᡡೂ঑㜇ᇆҴӲӝ᳄੝ᇆ㕉㉒Ҁ
��� 4PDJBM�%BODF ԥդԟՋՓԨ՛ԡ " �� ����� ᓤᕵѬ⩵ⷜҴӲӝӇӘ㕉㉒௻㍭ ѿ⩵ⷜᇴヿ⽿㕉㉒Ҁ
��� 4PDJBM�(FPHSBQIZ ⒌ৗ⋵ཨⅈᇆ " �� ����� ཨⅈᇆѬᡡೂ঑㜇ᇆѬ᳄੝ᇆҴӲӝӇӘ㕉㉒௻㍭ ѿཨⅈᇆ㕉㉒Ҁ
��� 4PDJBM�1PMJDZ ⒌ৗᠷ◬ " �� ����� ✻᷻ᇆѬ✻๾ᇆҴӲӝӇӘ㕉㉒௻㍭ ѿ✻᷻ᠷ◬㕉㉒Ҁ
��� 4PDJBM�QPMJDZ�BOE�%FWFMPQNFOU ⒌ৗᠷ◬Ӓ㔸⋬ " �� ����� ཨⅈᇆѬᡡೂ঑㜇ᇆѬ᳄੝ᇆҴӲӝӇӘ㕉㉒௻㍭ ѿཨ࿋⏪╕㕉㉒Ҁ
��� 4PDJBM�1TZDIPMPHZ ⒌ৗᒦⅈᇆ " �� ����� ᒦⅈᇆҴӲӝӇӘ㕉㉒௻㍭ ѿ⒌ৗᒦⅈᇆ㕉㉒Ҁ
��� 4PDJBM�4UBUT�
�$PNQ����.FUIPET ⒌ৗ❕⻤գ⻤☑գᢅᴿ " �� ����� ✻᷻ᇆѬ✻๾ᇆҴӲӝӇӘ㕉㉒௻㍭ ѿ✻᷻❕⻤㕉㉒Ҁ
��� 4PDJBM�5IFPSZ ⒌ৗⅈ⽿ " �� ����� ⒌ৗᇆҴӲӝӇӘ㕉㉒௻㍭ ѿ⒌ৗᇆ㕉㉒Ҁ
��� 4PDJBM�8PSL ԥդԟՋՓ՗դԗ " �� ����� ⒌ৗᇆҴӲӝӇӘ㕉㉒௻㍭ ѿ⒌ৗⓁ⒖ᇆ㕉㉒Ҁ
��� 4PDJBM�8PSL�XJUI�"EVMUT ႙঑ӘӉӫӘԥդԟՋՓ՗դԗ " �� ����� ⒌ৗᇆҴӲӝӇӘ㕉㉒௻㍭ ѿ⒌ৗⓁ⒖ᇆ㕉㉒Ҁ
��� 4PDJP�-FHBM�4UVEJFT ⒌ৗᴿఙᇆ " �� ����� ᴿᇆҴӲӝӇӘ㕉㉒௻㍭ ѿ᳄॰ᴿᇆ㕉㉒Ҁ
��� 4PDJPMJOHVJTUJDT ⒌ৗ⻝⽓ᇆ " �� ����� ᡡᇆѬ⻝⽓ᇆҴӲӝӇӘ㕉㉒௻㍭ ѿ⻝⽓ᇆ㕉㉒Ҁ
��� 4PDJPMPHZ ⒌ৗᇆ " �� ����� ⒌ৗᇆҴӲӝӇӘ㕉㉒௻㍭ ѿ⒌ৗᇆ㕉㉒Ҁ
��� 4PDJPMPHZ�BOE�%FWFMPQNFOU ⒌ৗᇆӒ㔸⋬ " �� ����� ⒌ৗᇆҴӲӝӇӘ㕉㉒௻㍭ ѿ⒌ৗᇆ㕉㉒Ҁ
��� 4PDJPMPHZ�PG�&EVDBUJPO ᡉ⤟⒌ৗᇆ " �� ����� ᡉ⤟ᇆҴӲӝӇӘ㕉㉒௻㍭ ѿᡉ⤟⒌ৗᇆ㕉㉒Ҁ
��� 4PDJPMPHZ�PG�3FMJHJPO ᇭᡉ⒌ৗᇆ " �� ����� ᓤᕵѬ⩵ⷜҴӲӝӇӘ㕉㉒௻㍭ ѿᇭᡉᇆ㕉㉒Ҁ
��� 4PGUXBSF�&OHJOFFSJOH ԥԽ԰ԎԏԊፖᇆ + �� ����� ᕕ࿼⓫ᇆѬᕕ࿼ፖᇆҴӲӝӇӘ㕉㉒௻㍭ ѿԥԽ԰ԎԏԊ㕉㉒Ҁ
��� 4PJM�TDJFODF མၗᇆ ' �� ����� ㇽ⩵ೂᇆҴӲӝӇӘ㕉㉒௻㍭ ѿ᫤⁗ᨪ㝐ᇆҴӲӝམၗᇆ㕉㉒Ҁ
��� 4PMBS���4PMBS�5FSSFTUSJBM�1IZT ႜ㖾գႜ㖾ཨⅅ⛽⁗ⅈᇆ # �� ����� ႛᡡᇆҴӲӝӇӘ㕉㉒௻㍭ ѿႛᡡᇆ㕉㉒Ҁ
��� 4PMBS�#PEJFT ႜ㖾৺ # �� ����� ႛᡡᇆҴӲӝӇӘ㕉㉒௻㍭ ѿႛᡡᇆ㕉㉒Ҁ
��� 4PMBS�4UVEJFT ႜ㖾ᇆ # �� ����� ႛᡡᇆҴӲӝӇӘ㕉㉒௻㍭ ѿႛᡡᇆ㕉㉒Ҁ
��� 4PMBS�5FDIOPMPHZ ႜ㖾㘘ᳱᚊⷜ % �� ����� ೂᇆፖᇆҴӲӝӇӘ㕉㉒௻㍭ ѿ⻐ᅤԿՕԣԡҴӲӝねṋೂᇆԿՕԣԡ㕉㉒Ҁ
��� 4QBUJBM�1MBOOJOH ╘㔿⻤∈ $ �� ����� ᐇ☴ᇆҴӲӝӇӘ㕉㉒௻㍭ ѿᐇ☴↯ဩҴӲӝᐇ☴⼀૨㕉㉒Ҁ
��� 4QPSU�BOE�&YFSDJTF ԡՅդԬգ㉯ಌ * �� ����� ԡՅդԬ⓫ᇆѬ৺⤟Ѭ૆Ꮧ⓫ᇆҴӲӝӇӘ㕉㉒௻㍭ ѿԡՅդԬ⓫ᇆ㕉㉒Ҁ
��� 4UBUJTUJDT���"QQM��1SPCBCJMJUZ ❕⻤ᇆգ␼⃸⽿ + �� ����� ᕕ࿼⓫ᇆѬᕕ࿼ፖᇆҴӲӝӇӘ㕉㉒௻㍭ ѿ❕⻤⓫ᇆ㕉㉒Ҁ
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表 49: Research Topicsと，科研費の審査区分 (8/8)
63,*�3FTFBSDI�5PQJDT ⓫ᇆ⏪╕ぢ౨ᘻ॰ᬟ���ሯᨣೠ௻
*% %FTD�&/�	0SJHJOBM
 %FTD�+1㮢ᮿ᪜⢨⼃㮣 ႙ೠ௻ सೠ௻ ቍೠ௻ सೠ௻ՑՁՓ ቍೠ௻ՑՁՓ
��� 4UFMMBS�"TUSPOPNZ ᔅᣋႛᡡᇆ # �� ����� ႛᡡᇆҴӲӝӇӘ㕉㉒௻㍭ ѿႛᡡᇆ㕉㉒Ҁ
��� 4UFN�DFMM�CJPMPHZ Ꮂ✦⤸⇰⁗ᇆ ) �� ����� ⰼᇆҴӲӝӇӘ㕉㉒௻㍭ ѿⰼ⛽ⷣ⇰ҴӲӝ⇰⁗ೂᇆ㕉㉒Ҁ
��� 4USBUFHJD�.BOBHFNFOU ᙌ∪⋵ՆԵԠՉ՛԰ " �� ����� ✻᷻ᇆѬ✻๾ᇆҴӲӝӇӘ㕉㉒௻㍭ ѿ✻๾ᇆ㕉㉒Ҁ
��� 4USBUJGJDBUJPO ᘻ኉ཌྷ # �� ����� ཨⅅᕞᣋ⓫ᇆҴӲӝӇӘ㕉㉒௻㍭ ѿ႙᳈᳔ཌྷ⓫ᇆ㕉㉒Ҁ
��� 4USBUPTQIFSJD�1SPDFTTFT ᘻ኉ཌྷԿՕԣԡ # �� ����� ཨⅅᕞᣋ⓫ᇆҴӲӝӇӘ㕉㉒௻㍭ ѿ႙᳈᳔ཌྷ⓫ᇆ㕉㉒Ҁ
��� 4USJOH�5IFPSZ ԡ԰Ւ՛Ԙⅈ⽿ # �� ����� ⁗ᓬ⁗ⅈᇆҴӲӝӇӘ㕉㉒௻㍭ ѿᡔⅈ⁗ⅈҴӲӝ⁗ᓬ࿛⑯㕉㉒Ҁ
��� 4USVDUVSBM�#JPMPHZ ᭜㉏⇰⁗ᇆ ' �� ����� ㇽ⩵ೂᇆҴӲӝӇӘ㕉㉒௻㍭ ѿᒸ⇹௻ᆵ✦⤸⇰⁗ᇆ㕉㉒Ҁ
��� 4USVDUVSBM�&OHJOFFSJOH ᭜㉏ፖᇆ $ �� ����� མᦌፖᇆҴӲӝӇӘ㕉㉒௻㍭ ѿ᭜㉏ፖᇆҴӲӝཨ㘟ፖᇆ㕉㉒Ҁ
��� 4VSGBDFT���*OUFSGBDFT ԝդԽԏԡ㮠Ԍ՛ԧդԽԏԌԡ & �� ����� ᾩᮿգ㑣৺ೂᇆѬ௻᧕ೂᇆҴӲӝӇӘ㕉㉒௻㍭ ѿ௻᧕ೂᇆ㕉㉒Ҁ
��� 4VSWFZ���.POJUPSJOH ⽬ᨣգՊԳԧՒ՛Ԙ , �� ����� ↯ဩ੢஁ሽ◬ҴӲӝӇӘ㕉㉒௻㍭ ѿ↯ဩが⫪ҴӲӝՒԡԗ⼜਺☛ⅈ㕉㉒Ҁ
��� 4VTUBJOBCJMJUZ�.BOBHFNFOU ԝԡԮԲԻՒԮԋՆԵԠՉ՛԰ , �� ����� ↯ဩ੢஁ሽ◬ҴӲӝӇӘ㕉㉒௻㍭ ѿᒖ↯ྞ⒌ৗԟԡԮՈ㕉㉒Ҁ
��� 4VTUBJOBCMF�&OFSHZ�/FUXPSLT ԝԡԮԌԲԾՓգԐԵՓԖդգԵԫ԰՗դԗ , �� ����� ↯ဩ੢஁ሽ◬ҴӲӝӇӘ㕉㉒௻㍭ ѿᒖ↯ྞ⒌ৗԟԡԮՈ㕉㉒Ҁ
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また，本編でも対象とした Closedかつ種別が Research Grantのプロジェクトを科研費分類に紐付け
た場合の中区分，大区分レベルの分野共起関係について，図 23に示す．併せて，読み取りを補助する
ために科研費審査区分の大区分・中区分をまとめて表 50に示す．図中のアルファベット・数字はこれ
らのコードに対応する．
ここでは中区分単位での共起を見るため，同一中区分内で複数選んでいるようなものはカウントし

ていない．図 23をみると，大区分 Aに相当する分野は大区分内の共起が多そうなこと，その他は大
区分をまたいだ共起も多そうなことが分かる．
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図 23: 分野の共起関係

表 50: 科研費の審査区分（大区分・中区分）
⼤区分 中区分 中区分ラベル ⼤区分 中区分 中区分ラベル ⼤区分 中区分 中区分ラベル
A 01 思想、芸術およびその関連分野 C 23 建築学およびその関連分野 G 44 細胞レベルから個体レベルの⽣物学およびその関連分野
A 02 ⽂学、⾔語学およびその関連分野 C 24 航空宇宙⼯学、船舶海洋⼯学およびその関連分野 G 45 個体レベルから集団レベルの⽣物学と⼈類学およびその関連分野
A 03 歴史学、考古学、博物館学およびその関連分野 C 25 社会システム⼯学、安全⼯学、防災⼯学およびその関連分野 G 46 神経科学およびその関連分野
A 04 地理学、⽂化⼈類学、⺠俗学およびその関連分野 D 26 材料⼯学およびその関連分野 H 47 薬学およびその関連分野
A 05 法学およびその関連分野 D 27 化学⼯学およびその関連分野 H 48 ⽣体の構造と機能およびその関連分野
A 06 政治学およびその関連分野 D 28 ナノマイクロ科学およびその関連分野 H 49 病理病態学、感染・免疫学およびその関連分野
A 07 経済学、経営学およびその関連分野 D 29 応⽤物理物性およびその関連分野 I 50 腫瘍学およびその関連分野
A 08 社会学およびその関連分野 D 30 応⽤物理⼯学およびその関連分野 I 51 ブレインサイエンスおよびその関連分野
A 09 教育学およびその関連分野 D 31 原⼦⼒⼯学、地球資源⼯学、エネルギー学およびその関連分野 I 52 内科学⼀般およびその関連分野
A 10 ⼼理学およびその関連分野 D 90 ⼈間医⼯学およびその関連分野 I 53 器官システム内科学およびその関連分野
B 11 代数学、幾何学およびその関連分野 E 32 物理化学、機能物性化学およびその関連分野 I 54 ⽣体情報内科学およびその関連分野
B 12 解析学、応⽤数学およびその関連分野 E 33 有機化学およびその関連分野 I 55 恒常性維持器官の外科学およびその関連分野
B 13 物性物理学およびその関連分野 E 34 無機・錯体化学、分析化学およびその関連分野 I 56 ⽣体機能および感覚に関する外科学およびその関連分野
B 14 プラズマ学およびその関連分野 E 35 ⾼分⼦、有機材料およびその関連分野 I 57 ⼝腔科学およびその関連分野
B 15 素粒⼦、原⼦核、宇宙物理学およびその関連分野 E 36 無機材料化学、エネルギー関連化学およびその関連分野 I 58 社会医学、看護学およびその関連分野
B 16 天⽂学およびその関連分野 E 37 ⽣体分⼦化学およびその関連分野 I 59 スポーツ科学、体育、健康科学およびその関連分野
B 17 地球惑星科学およびその関連分野 F 38 農芸化学およびその関連分野 J 60 情報科学、情報⼯学およびその関連分野
C 18 材料⼒学、⽣産⼯学、設計⼯学およびその関連分野 F 39 ⽣産環境農学およびその関連分野 J 61 ⼈間情報学およびその関連分野
C 19 流体⼯学、熱⼯学およびその関連分野 F 40 森林圏科学、⽔圏応⽤科学およびその関連分野 J 62 応⽤情報学およびその関連分野
C 20 機械⼒学、ロボティクスおよびその関連分野 F 41 社会経済農学、農業⼯学およびその関連分野 K 63 環境解析評価およびその関連分野
C 21 電気電⼦⼯学およびその関連分野 F 42 獣医学、畜産学およびその関連分野 K 64 環境保全対策およびその関連分野
C 22 ⼟⽊⼯学およびその関連分野 G 43 分⼦レベルから細胞レベルの⽣物学およびその関連分野
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付録 B 予算，期間等の分布，年別の推移
以下では，予算，期間等の分布やその年別の推移などについて示す．なお，これらのデータと類似

のものを UKRIも提供しており40) ，本報のデータと併せて活用すると便利である．
まず，図 24から図 28に，Closedのプロジェクト全数について支援機関別に期間と金額を示す41)．

これらの図からは金額についてはばらつきが大きいことがわかる．特に Innovate UK は上振れが大
きい．
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図 24: Project,leadFunder別の期間分布
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図 25: Project,leadFunder別の支援額分布（全体）

同じく，種別が Research Grantのものに限って図 29から図 33に示す．
最後に，種別が Research Grantのものについて，Closed，Active両ステータスを含め 2006年から

2020年の範囲でプロジェクト件数の推移を図 34に示す42)．これをみると 2011年に不自然な落ち込

40) https://www.ukri.org/apply-for-funding/funded-projects/research-and-innovation-outputs-2020/
41) 支援期間の開始日が終了日より前のものや同日のもの（各 1件），支援金額がゼロのものはそれぞれ除外した．
42) 特にMRCについて古いものの登録事例が多く，最古で 1973年のものの登録があり，2000年以前開始のものが約 350件
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図 26: Project,leadFunder別の支援額分布（一部拡大）
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図 27: Project,leadFunder別の期間辺りの支援額分布（全体）
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図 28: Project,leadFunder別の期間辺りの支援額分布（一部拡大）

登録されている．
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図 29: Project,leadFunder別の期間分布（Research Grant）
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図 30: Project,leadFunder別の支援額分布（Research Grant;全体）
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図 31: Project,leadFunder別の支援額分布（Research Grant;一部拡大）

みがあるものの，基本的には安定して一定数が採択されているように見える．
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図 32: Project,leadFunder別の期間辺り支援額分布（Research Grant;全体）
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図 33: Project,leadFunder別の期間辺り支援額分布（Research Grant;一部拡大）
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71



付録 C 機関別概要
以下では本編同様，Research Grantで終了済みのものをベースに，一部機関 (Lead Organisation)に

ついて機関別に成果種別等の概要を示す．
機関についてはプロジェクト数を基準に上位 25機関を選定している．また，研究トピックは約 600

トピックのうち全体の上位 75トピックを選定している．
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C.1 University College London

表 51: Outcomesの分布:University College London

University College London
Outcome Category Count PCT AHRC BBSRC EPSRC ESRC MRC NERC STFC
artisticAndCreativeProduct 228 0.3% 54 15 86 28 27 6 12
collaboration 5,552 7.0% 221 403 1,292 550 2,796 132 158
dissemination 17,329 21.8% 860 796 3,821 5,478 5,751 327 296
futherfunding 4,512 5.7% 59 305 1,360 361 2,234 91 102
impactSummary 832 1.0% 54 134 380 124 5 75 60
intellectualProperty 261 0.3% 0 22 90 0 148 1 0
keyFinding 1,202 1.5% 64 251 522 146 10 122 87
policyInfluence 2,082 2.6% 52 52 309 884 705 62 18
policyInfluence_clinical 71 0.1% 0 0 0 7 64 0 0
product 241 0.3% 0 5 26 1 207 0 2
researchDatabaseAndModel 560 0.7% 34 45 182 117 106 65 11
researchMaterial 971 1.2% 4 127 136 35 611 22 36
softwareAndTechnicalProduct 454 0.6% 12 94 219 26 59 18 26
spinOut 69 0.1% 0 5 36 0 25 0 3
publication_Journal Article 39,254 49.4% 346 2,085 9,286 2,542 16,380 1,042 7,573
publication_Proceeding etc. 3,537 4.4% 35 91 2,049 796 352 131 83
publication_Book Chapter 1,411 1.8% 178 14 488 445 198 43 45
publication_Book 233 0.3% 45 2 61 84 32 5 4
publication_Working Paper 713 0.9% 17 0 102 304 4 0 286

Total 79,512 100.0% 2,035 4,446 20,445 11,928 29,714 2,142 8,802
2,040
1,880

Research Grant Project Counts: Value Pounds: 1,115,176,117
has some outcomes project counts: 

表 52: 研究トピックの分布:University College London

Topic Count Topic Count Topic Count
Climate & Climate Change 52 Human Geography 19 Area & Development Studies 7
Materials Characterisation 88 Analytical Science 17 Software Engineering 17
Sociology 25 Palaeoenvironments 25 Environment & Health 11
Biogeochemical Cycles 10 Human-Computer Interactions 23 Chemical Structure 13
Psychology 53 Land - Atmosphere Interactions 8 Tools for the biosciences 21
Materials Synthesis & Growth 39 Pollution 4 Earth Surface Processes 6
Social Policy 30 Social Stats., Comp. & Methods 25 Microbiology 3
Extra-Galactic Astron.&Cosmol. 60 Conservation Ecology 9 Animal Diseases 4
Beyond the Standard Model 34 Geohazards 19 Bioinformatics 18
Economics 22 Ocean - Atmosphere Interact. 3 Chemical Biology 12
Ecosystem Scale Processes 10 Algebra & Geometry 9 Mathematical Analysis 12
Economic & Social History 17 Tropospheric Processes 1 Communication & signalling 17
Education 18 Ocean Circulation 11 Gene action & regulation 13
Fundamentals of Computing 22 Galactic & Interstellar Astron 33 Medical science & disease 28
Information & Knowledge Mgmt 20 Sediment/Sedimentary Processes 11 Glacial & Cryospheric Systems 6
Cultural History 18 Population Genetics/Evolution 13 Social Anthropology 7
Political Science 22 Med.Instrument.Device& Equip. 50 Socio Legal Studies 12
Community Ecology 9 Management & Business Studies 6 Quaternary Science 11
Materials Processing 22 Environmental Microbiology 3 Electronic Devices & Subsys. 11
Chemical Synthetic Methodology 16 Statistics & Appl. Probability 27 Numerical Analysis 11
Instrumentation Eng. & Dev. 36 Networks & Distributed Systems 25 Biochemistry & physiology 6
Agricultural systems 3 Hydrological Processes 11 Surfaces & Interfaces 23
Artificial Intelligence 23 English Language & Literature 4 Behavioural Ecology 3
Population Ecology 4 Image & Vision Computing 24 Crop science 2
Catalysis & Applied Catalysis 22 Regional & Extreme Weather 8 Soil science 2
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C.2 University of Oxford

表 53: Outcomesの分布:University of Oxford

University of Oxford
Outcome Category Count PCT AHRC BBSRC EPSRC ESRC MRC NERC STFC
artisticAndCreativeProduct 215 0.4% 106 10 5 53 29 5 7
collaboration 3,869 7.1% 239 476 554 311 1,618 121 550
dissemination 8,643 15.8% 981 1,431 1,014 2,401 2,231 298 287
futherfunding 2,817 5.1% 132 376 605 186 1,251 89 178
impactSummary 770 1.4% 101 152 259 113 8 87 50
intellectualProperty 265 0.5% 3 33 87 2 117 1 22
keyFinding 1,210 2.2% 109 248 469 119 10 158 97
policyInfluence 884 1.6% 69 86 111 297 295 21 5
policyInfluence_clinical 32 0.1% 0 2 0 6 24 0 0
product 141 0.3% 0 3 6 1 131 0 0
researchDatabaseAndModel 391 0.7% 59 67 44 78 98 32 13
researchMaterial 740 1.3% 15 171 51 43 432 18 10
softwareAndTechnicalProduct 232 0.4% 9 76 103 5 6 13 20
spinOut 95 0.2% 3 15 38 5 30 2 2
publication_Journal Article 29,836 54.4% 482 2,905 8,141 1,596 7,775 1,855 7,082
publication_Proceeding etc. 2,507 4.6% 114 74 1,016 716 51 33 503
publication_Book Chapter 1,381 2.5% 382 52 497 325 51 40 34
publication_Book 243 0.4% 135 0 27 70 2 6 3
publication_Working Paper 547 1.0% 13 1 33 276 0 2 222

Total 54,818 100.0% 2,952 6,178 13,060 6,603 14,159 2,781 9,085
2,020
1,871

Research Grant Project Counts: Value Pounds: 1,068,043,506
has some outcomes project counts: 

表 54: 研究トピックの分布:University of Oxford

Topic Count Topic Count Topic Count
Climate & Climate Change 89 Human Geography 13 Area & Development Studies 25
Materials Characterisation 75 Analytical Science 26 Software Engineering 22
Sociology 32 Palaeoenvironments 28 Environment & Health 11
Biogeochemical Cycles 34 Human-Computer Interactions 15 Chemical Structure 22
Psychology 32 Land - Atmosphere Interactions 14 Tools for the biosciences 18
Materials Synthesis & Growth 32 Pollution 7 Earth Surface Processes 15
Social Policy 31 Social Stats., Comp. & Methods 16 Microbiology 12
Extra-Galactic Astron.&Cosmol. 51 Conservation Ecology 22 Animal Diseases 5
Beyond the Standard Model 43 Geohazards 21 Bioinformatics 9
Economics 33 Ocean - Atmosphere Interact. 12 Chemical Biology 21
Ecosystem Scale Processes 22 Algebra & Geometry 39 Mathematical Analysis 15
Economic & Social History 27 Tropospheric Processes 16 Communication & signalling 17
Education 17 Ocean Circulation 16 Gene action & regulation 13
Fundamentals of Computing 33 Galactic & Interstellar Astron 26 Medical science & disease 16
Information & Knowledge Mgmt 35 Sediment/Sedimentary Processes 8 Glacial & Cryospheric Systems 5
Cultural History 22 Population Genetics/Evolution 23 Social Anthropology 18
Political Science 26 Med.Instrument.Device& Equip. 18 Socio Legal Studies 14
Community Ecology 24 Management & Business Studies 12 Quaternary Science 21
Materials Processing 14 Environmental Microbiology 13 Electronic Devices & Subsys. 9
Chemical Synthetic Methodology 37 Statistics & Appl. Probability 22 Numerical Analysis 13
Instrumentation Eng. & Dev. 25 Networks & Distributed Systems 19 Biochemistry & physiology 18
Agricultural systems 13 Hydrological Processes 14 Surfaces & Interfaces 8
Artificial Intelligence 21 English Language & Literature 11 Behavioural Ecology 11
Population Ecology 31 Image & Vision Computing 23 Crop science 5
Catalysis & Applied Catalysis 20 Regional & Extreme Weather 22 Soil science 4
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C.3 University of Cambridge

表 55: Outcomesの分布:University of Cambridge

University of Cambridge
Outcome Category Count PCT AHRC BBSRC EPSRC ESRC MRC NERC STFC
artisticAndCreativeProduct 149 0.2% 52 14 23 26 10 11 13
collaboration 5,555 7.0% 177 445 2,271 143 2,085 91 343
dissemination 13,888 17.5% 739 1,795 2,730 2,096 4,434 413 1,681
futherfunding 3,275 4.1% 94 409 1,008 114 1,496 75 79
impactSummary 883 1.1% 65 203 377 74 7 94 63
intellectualProperty 304 0.4% 0 26 189 0 89 0 0
keyFinding 1,205 1.5% 73 337 482 83 10 130 90
policyInfluence 1,147 1.4% 15 65 254 227 550 32 4
policyInfluence_clinical 33 0.0% 0 0 0 6 27 0 0
product 84 0.1% 0 1 0 3 80 0 0
researchDatabaseAndModel 739 0.9% 26 97 379 74 123 31 9
researchMaterial 718 0.9% 3 172 108 23 395 8 9
softwareAndTechnicalProduct 281 0.4% 4 43 151 8 41 11 23
spinOut 121 0.2% 0 8 65 7 27 0 14
publication_Journal Article 46,560 58.8% 410 3,103 9,805 1,232 14,602 1,414 15,994
publication_Proceeding etc. 2,902 3.7% 191 89 1,916 324 72 107 203
publication_Book Chapter 939 1.2% 220 33 345 228 51 16 46
publication_Book 201 0.3% 77 2 45 59 4 8 6
publication_Working Paper 173 0.2% 6 0 20 79 2 21 45

Total 79,157 100.0% 2,152 6,842 20,168 4,806 24,105 2,462 18,622
1,910
1,772

Research Grant Project Counts: Value Pounds: 1,053,268,576
has some outcomes project counts: 

表 56: 研究トピックの分布:University of Cambridge

Topic Count Topic Count Topic Count
Climate & Climate Change 65 Human Geography 8 Area & Development Studies 11
Materials Characterisation 110 Analytical Science 16 Software Engineering 8
Sociology 16 Palaeoenvironments 24 Environment & Health 6
Biogeochemical Cycles 21 Human-Computer Interactions 7 Chemical Structure 9
Psychology 32 Land - Atmosphere Interactions 12 Tools for the biosciences 12
Materials Synthesis & Growth 60 Pollution 17 Earth Surface Processes 8
Social Policy 7 Social Stats., Comp. & Methods 10 Microbiology 13
Extra-Galactic Astron.&Cosmol. 75 Conservation Ecology 12 Animal Diseases 14
Beyond the Standard Model 40 Geohazards 21 Bioinformatics 14
Economics 16 Ocean - Atmosphere Interact. 17 Chemical Biology 19
Ecosystem Scale Processes 13 Algebra & Geometry 14 Mathematical Analysis 11
Economic & Social History 21 Tropospheric Processes 18 Communication & signalling 28
Education 18 Ocean Circulation 18 Gene action & regulation 19
Fundamentals of Computing 17 Galactic & Interstellar Astron 43 Medical science & disease 10
Information & Knowledge Mgmt 15 Sediment/Sedimentary Processes 15 Glacial & Cryospheric Systems 13
Cultural History 23 Population Genetics/Evolution 11 Social Anthropology 12
Political Science 9 Med.Instrument.Device& Equip. 10 Socio Legal Studies 16
Community Ecology 4 Management & Business Studies 7 Quaternary Science 25
Materials Processing 42 Environmental Microbiology 6 Electronic Devices & Subsys. 25
Chemical Synthetic Methodology 18 Statistics & Appl. Probability 19 Numerical Analysis 16
Instrumentation Eng. & Dev. 22 Networks & Distributed Systems 29 Biochemistry & physiology 20
Agricultural systems 9 Hydrological Processes 7 Surfaces & Interfaces 16
Artificial Intelligence 19 English Language & Literature 11 Behavioural Ecology 13
Population Ecology 13 Image & Vision Computing 9 Crop science 5
Catalysis & Applied Catalysis 17 Regional & Extreme Weather 3 Soil science 3
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C.4 University of Manchester

表 57: Outcomesの分布:University of Manchester

University of Manchester
Outcome Category Count PCT AHRC BBSRC EPSRC ESRC MRC NERC STFC
artisticAndCreativeProduct 141 0.3% 59 14 5 40 10 5 8
collaboration 2,709 6.6% 77 339 842 168 638 154 491
dissemination 7,887 19.3% 319 834 1,241 2,662 1,200 291 1,340
futherfunding 2,105 5.2% 43 365 662 180 622 150 83
impactSummary 799 2.0% 64 216 277 91 5 81 65
intellectualProperty 145 0.4% 1 28 71 0 35 0 10
keyFinding 1,157 2.8% 64 367 414 104 3 124 81
policyInfluence 648 1.6% 30 172 74 110 183 43 36
policyInfluence_clinical 9 0.0% 0 0 0 0 9 0 0
product 45 0.1% 0 3 5 1 34 0 2
researchDatabaseAndModel 307 0.8% 20 65 58 84 24 40 16
researchMaterial 426 1.0% 8 123 54 18 181 18 24
softwareAndTechnicalProduct 215 0.5% 4 71 85 13 16 21 5
spinOut 45 0.1% 0 14 15 1 10 0 5
publication_Journal Article 20,892 51.2% 217 2,748 6,913 1,245 3,514 1,266 4,989
publication_Proceeding etc. 2,176 5.3% 119 183 953 558 65 80 218
publication_Book Chapter 736 1.8% 91 75 252 258 28 17 15
publication_Book 172 0.4% 39 1 18 102 4 2 6
publication_Working Paper 201 0.5% 9 2 6 129 1 2 52

Total 40,815 100.0% 1,164 5,620 11,945 5,764 6,582 2,294 7,446
1,828
1,639

Research Grant Project Counts: Value Pounds: 807,536,640
has some outcomes project counts: 

表 58: 研究トピックの分布:University of Manchester

Topic Count Topic Count Topic Count
Climate & Climate Change 50 Human Geography 23 Area & Development Studies 21
Materials Characterisation 96 Analytical Science 34 Software Engineering 7
Sociology 57 Palaeoenvironments 5 Environment & Health 14
Biogeochemical Cycles 18 Human-Computer Interactions 12 Chemical Structure 20
Psychology 21 Land - Atmosphere Interactions 13 Tools for the biosciences 12
Materials Synthesis & Growth 47 Pollution 30 Earth Surface Processes 2
Social Policy 25 Social Stats., Comp. & Methods 36 Microbiology 4
Extra-Galactic Astron.&Cosmol. 38 Conservation Ecology 4 Animal Diseases 1
Beyond the Standard Model 53 Geohazards 6 Bioinformatics 22
Economics 24 Ocean - Atmosphere Interact. 9 Chemical Biology 18
Ecosystem Scale Processes 3 Algebra & Geometry 19 Mathematical Analysis 10
Economic & Social History 18 Tropospheric Processes 47 Communication & signalling 13
Education 18 Ocean Circulation 5 Gene action & regulation 20
Fundamentals of Computing 18 Galactic & Interstellar Astron 30 Medical science & disease 12
Information & Knowledge Mgmt 25 Sediment/Sedimentary Processes 12 Glacial & Cryospheric Systems 3
Cultural History 20 Population Genetics/Evolution 11 Social Anthropology 14
Political Science 26 Med.Instrument.Device& Equip. 17 Socio Legal Studies 11
Community Ecology 6 Management & Business Studies 25 Quaternary Science 2
Materials Processing 26 Environmental Microbiology 9 Electronic Devices & Subsys. 12
Chemical Synthetic Methodology 31 Statistics & Appl. Probability 13 Numerical Analysis 21
Instrumentation Eng. & Dev. 39 Networks & Distributed Systems 4 Biochemistry & physiology 14
Agricultural systems 9 Hydrological Processes 2 Surfaces & Interfaces 16
Artificial Intelligence 19 English Language & Literature 5 Behavioural Ecology 3
Population Ecology 5 Image & Vision Computing 12 Crop science 3
Catalysis & Applied Catalysis 25 Regional & Extreme Weather 9 Soil science 5
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C.5 Imperial College London

表 59: Outcomesの分布:Imperial College London

Imperial College London
Outcome Category Count PCT AHRC BBSRC EPSRC ESRC MRC NERC STFC
artisticAndCreativeProduct 76 0.1% 3 14 35 1 10 5 8
collaboration 3,567 6.5% 8 331 1,146 2 1,548 153 379
dissemination 8,816 16.0% 24 806 4,969 38 1,954 603 422
futherfunding 2,983 5.4% 2 281 1,235 3 1,247 142 73
impactSummary 723 1.3% 4 139 449 4 4 83 40
intellectualProperty 204 0.4% 0 17 137 0 36 2 12
keyFinding 1,083 2.0% 4 228 649 6 12 130 54
policyInfluence 1,052 1.9% 3 45 448 4 455 95 2
policyInfluence_clinical 29 0.1% 0 0 0 0 29 0 0
product 77 0.1% 0 3 14 0 59 1 0
researchDatabaseAndModel 342 0.6% 0 49 139 0 97 49 8
researchMaterial 542 1.0% 0 70 152 1 306 11 2
softwareAndTechnicalProduct 473 0.9% 0 65 280 0 72 47 9
spinOut 41 0.1% 0 4 22 0 14 1 0
publication_Journal Article 31,997 58.1% 15 2,324 12,379 107 7,564 1,695 7,913
publication_Proceeding etc. 2,202 4.0% 2 65 1,770 15 76 109 165
publication_Book Chapter 649 1.2% 1 21 477 11 27 75 37
publication_Book 82 0.1% 0 1 65 3 4 8 1
publication_Working Paper 140 0.3% 1 0 88 5 1 4 41

Total 55,078 100.0% 67 4,463 24,454 200 13,515 3,213 9,166
1,698
1,601

Research Grant Project Counts: Value Pounds: 989,654,694
has some outcomes project counts: 

表 60: 研究トピックの分布:Imperial College London

Topic Count Topic Count Topic Count
Climate & Climate Change 59 Human Geography 3 Area & Development Studies 2
Materials Characterisation 104 Analytical Science 17 Software Engineering 22
Sociology 2 Palaeoenvironments 12 Environment & Health 8
Biogeochemical Cycles 18 Human-Computer Interactions 7 Chemical Structure 6
Psychology 6 Land - Atmosphere Interactions 9 Tools for the biosciences 15
Materials Synthesis & Growth 59 Pollution 14 Earth Surface Processes 6
Social Policy 1 Social Stats., Comp. & Methods 8 Microbiology 14
Extra-Galactic Astron.&Cosmol. 22 Conservation Ecology 17 Animal Diseases 8
Beyond the Standard Model 43 Geohazards 11 Bioinformatics 10
Economics 16 Ocean - Atmosphere Interact. 7 Chemical Biology 9
Ecosystem Scale Processes 14 Algebra & Geometry 27 Mathematical Analysis 20
Economic & Social History 1 Tropospheric Processes 7 Communication & signalling 8
Education 1 Ocean Circulation 15 Gene action & regulation 6
Fundamentals of Computing 25 Galactic & Interstellar Astron 8 Medical science & disease 8
Information & Knowledge Mgmt 23 Sediment/Sedimentary Processes 7 Glacial & Cryospheric Systems 7
Cultural History 1 Population Genetics/Evolution 20 Social Anthropology 0
Political Science 1 Med.Instrument.Device& Equip. 35 Socio Legal Studies 0
Community Ecology 21 Management & Business Studies 10 Quaternary Science 2
Materials Processing 46 Environmental Microbiology 6 Electronic Devices & Subsys. 26
Chemical Synthetic Methodology 17 Statistics & Appl. Probability 27 Numerical Analysis 17
Instrumentation Eng. & Dev. 17 Networks & Distributed Systems 23 Biochemistry & physiology 7
Agricultural systems 9 Hydrological Processes 11 Surfaces & Interfaces 10
Artificial Intelligence 23 English Language & Literature 0 Behavioural Ecology 7
Population Ecology 21 Image & Vision Computing 20 Crop science 2
Catalysis & Applied Catalysis 21 Regional & Extreme Weather 11 Soil science 8
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C.6 University of Edinburgh

表 61: Outcomesの分布:University of Edinburgh

University of Edinburgh
Outcome Category Count PCT AHRC BBSRC EPSRC ESRC MRC NERC STFC
artisticAndCreativeProduct 205 0.4% 70 17 20 50 34 14 0
collaboration 2,907 6.4% 129 872 301 157 1,200 152 96
dissemination 8,307 18.1% 736 1,286 872 2,447 2,303 519 144
futherfunding 2,566 5.6% 43 459 355 141 1,340 194 34
impactSummary 704 1.5% 79 205 183 91 0 118 28
intellectualProperty 269 0.6% 1 29 27 5 192 4 11
keyFinding 1,058 2.3% 85 346 295 107 1 176 48
policyInfluence 754 1.6% 15 99 136 179 267 57 1
policyInfluence_clinical 7 0.0% 0 0 0 0 7 0 0
product 68 0.1% 0 1 8 0 57 0 2
researchDatabaseAndModel 532 1.2% 21 172 105 56 32 101 45
researchMaterial 552 1.2% 8 119 44 19 325 34 3
softwareAndTechnicalProduct 315 0.7% 5 161 85 19 18 22 5
spinOut 42 0.1% 0 12 8 1 18 3 0
publication_Journal Article 24,566 53.7% 414 2,983 3,616 1,267 8,590 1,782 5,914
publication_Proceeding etc. 1,803 3.9% 76 224 1,037 391 27 23 25
publication_Book Chapter 816 1.8% 233 58 197 225 52 49 2
publication_Book 155 0.3% 53 4 18 67 7 6 0
publication_Working Paper 144 0.3% 8 0 22 73 0 2 39

Total 45,770 100.0% 1,976 7,047 7,329 5,295 14,470 3,256 6,397
1,644
1,501

Research Grant Project Counts: Value Pounds: 742,742,601
has some outcomes project counts: 

表 62: 研究トピックの分布:University of Edinburgh

Topic Count Topic Count Topic Count
Climate & Climate Change 75 Human Geography 12 Area & Development Studies 17
Materials Characterisation 27 Analytical Science 12 Software Engineering 22
Sociology 48 Palaeoenvironments 15 Environment & Health 12
Biogeochemical Cycles 35 Human-Computer Interactions 9 Chemical Structure 19
Psychology 23 Land - Atmosphere Interactions 40 Tools for the biosciences 14
Materials Synthesis & Growth 17 Pollution 14 Earth Surface Processes 15
Social Policy 30 Social Stats., Comp. & Methods 12 Microbiology 17
Extra-Galactic Astron.&Cosmol. 24 Conservation Ecology 11 Animal Diseases 49
Beyond the Standard Model 34 Geohazards 22 Bioinformatics 24
Economics 11 Ocean - Atmosphere Interact. 10 Chemical Biology 7
Ecosystem Scale Processes 29 Algebra & Geometry 6 Mathematical Analysis 7
Economic & Social History 22 Tropospheric Processes 21 Communication & signalling 17
Education 23 Ocean Circulation 13 Gene action & regulation 17
Fundamentals of Computing 39 Galactic & Interstellar Astron 13 Medical science & disease 4
Information & Knowledge Mgmt 30 Sediment/Sedimentary Processes 9 Glacial & Cryospheric Systems 17
Cultural History 15 Population Genetics/Evolution 33 Social Anthropology 16
Political Science 21 Med.Instrument.Device& Equip. 10 Socio Legal Studies 13
Community Ecology 14 Management & Business Studies 14 Quaternary Science 10
Materials Processing 2 Environmental Microbiology 7 Electronic Devices & Subsys. 4
Chemical Synthetic Methodology 20 Statistics & Appl. Probability 8 Numerical Analysis 8
Instrumentation Eng. & Dev. 9 Networks & Distributed Systems 13 Biochemistry & physiology 8
Agricultural systems 19 Hydrological Processes 8 Surfaces & Interfaces 2
Artificial Intelligence 33 English Language & Literature 15 Behavioural Ecology 11
Population Ecology 22 Image & Vision Computing 9 Crop science 4
Catalysis & Applied Catalysis 9 Regional & Extreme Weather 9 Soil science 6
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C.7 University of Bristol

表 63: Outcomesの分布:University of Bristol

University of Bristol
Outcome Category Count PCT AHRC BBSRC EPSRC ESRC MRC NERC STFC
artisticAndCreativeProduct 253 0.7% 106 3 45 74 12 12 1
collaboration 3,456 9.3% 148 287 531 211 1,821 187 271
dissemination 5,693 15.4% 638 809 838 1,401 1,480 467 60
futherfunding 1,953 5.3% 78 249 389 98 962 154 23
impactSummary 547 1.5% 51 115 176 62 5 113 25
intellectualProperty 65 0.2% 0 6 45 1 11 1 1
keyFinding 852 2.3% 60 199 302 76 6 180 29
policyInfluence 626 1.7% 47 50 37 181 265 46 0
policyInfluence_clinical 8 0.0% 0 0 0 0 8 0 0
product 21 0.1% 0 1 3 0 17 0 0
researchDatabaseAndModel 311 0.8% 22 68 98 36 20 57 10
researchMaterial 294 0.8% 8 80 29 8 141 24 4
softwareAndTechnicalProduct 218 0.6% 16 42 97 11 22 10 20
spinOut 39 0.1% 1 7 21 1 4 4 1
publication_Journal Article 19,786 53.5% 319 1,853 4,593 853 5,962 2,024 4,182
publication_Proceeding etc. 1,721 4.7% 24 125 798 602 80 66 26
publication_Book Chapter 663 1.8% 167 38 254 118 31 30 25
publication_Book 125 0.3% 55 1 13 45 9 2 0
publication_Working Paper 339 0.9% 26 0 5 175 1 2 130

Total 36,970 100.0% 1,766 3,933 8,274 3,953 10,857 3,379 4,808
1,265
1,186

Research Grant Project Counts: Value Pounds: 480,881,113
has some outcomes project counts: 

表 64: 研究トピックの分布:University of Bristol

Topic Count Topic Count Topic Count
Climate & Climate Change 61 Human Geography 11 Area & Development Studies 8
Materials Characterisation 52 Analytical Science 10 Software Engineering 9
Sociology 18 Palaeoenvironments 36 Environment & Health 7
Biogeochemical Cycles 34 Human-Computer Interactions 12 Chemical Structure 11
Psychology 40 Land - Atmosphere Interactions 15 Tools for the biosciences 10
Materials Synthesis & Growth 21 Pollution 7 Earth Surface Processes 10
Social Policy 28 Social Stats., Comp. & Methods 23 Microbiology 3
Extra-Galactic Astron.&Cosmol. 16 Conservation Ecology 8 Animal Diseases 7
Beyond the Standard Model 29 Geohazards 38 Bioinformatics 15
Economics 20 Ocean - Atmosphere Interact. 5 Chemical Biology 20
Ecosystem Scale Processes 6 Algebra & Geometry 11 Mathematical Analysis 9
Economic & Social History 18 Tropospheric Processes 13 Communication & signalling 9
Education 18 Ocean Circulation 14 Gene action & regulation 6
Fundamentals of Computing 13 Galactic & Interstellar Astron 6 Medical science & disease 4
Information & Knowledge Mgmt 9 Sediment/Sedimentary Processes 12 Glacial & Cryospheric Systems 22
Cultural History 17 Population Genetics/Evolution 8 Social Anthropology 7
Political Science 9 Med.Instrument.Device& Equip. 5 Socio Legal Studies 10
Community Ecology 6 Management & Business Studies 5 Quaternary Science 16
Materials Processing 15 Environmental Microbiology 8 Electronic Devices & Subsys. 18
Chemical Synthetic Methodology 15 Statistics & Appl. Probability 20 Numerical Analysis 8
Instrumentation Eng. & Dev. 12 Networks & Distributed Systems 10 Biochemistry & physiology 6
Agricultural systems 10 Hydrological Processes 15 Surfaces & Interfaces 13
Artificial Intelligence 17 English Language & Literature 6 Behavioural Ecology 7
Population Ecology 7 Image & Vision Computing 12 Crop science 0
Catalysis & Applied Catalysis 13 Regional & Extreme Weather 7 Soil science 3
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C.8 University of Leeds

表 65: Outcomesの分布:University of Leeds

University of Leeds
Outcome Category Count PCT AHRC BBSRC EPSRC ESRC MRC NERC STFC
artisticAndCreativeProduct 301 1.2% 243 3 22 15 8 8 2
collaboration 2,169 8.6% 300 164 857 170 162 227 289
dissemination 5,220 20.8% 1,081 354 1,557 1,044 429 637 118
futherfunding 1,549 6.2% 139 158 824 76 156 149 47
impactSummary 602 2.4% 104 91 198 63 5 129 12
intellectualProperty 181 0.7% 1 3 150 1 14 12 0
keyFinding 841 3.3% 107 156 287 66 5 207 13
policyInfluence 403 1.6% 45 19 141 66 46 83 3
policyInfluence_clinical 1 0.0% 0 0 0 0 1 0 0
product 112 0.4% 0 1 93 4 11 3 0
researchDatabaseAndModel 332 1.3% 26 26 139 34 22 78 7
researchMaterial 256 1.0% 12 41 76 20 81 26 0
softwareAndTechnicalProduct 133 0.5% 10 3 86 16 4 13 1
spinOut 35 0.1% 0 0 29 2 4 0 0
publication_Journal Article 10,824 43.1% 284 1,172 4,532 526 1,159 2,215 936
publication_Proceeding etc. 1,441 5.7% 72 58 916 227 44 121 3
publication_Book Chapter 510 2.0% 133 17 145 144 7 58 6
publication_Book 139 0.6% 61 0 11 56 1 10 0
publication_Working Paper 63 0.3% 15 0 33 14 0 1 0

Total 25,112 100.0% 2,633 2,266 10,096 2,544 2,159 3,977 1,437
1,210
1,100

Research Grant Project Counts: Value Pounds: 408,332,586
has some outcomes project counts: 

表 66: 研究トピックの分布:University of Leeds

Topic Count Topic Count Topic Count
Climate & Climate Change 101 Human Geography 23 Area & Development Studies 9
Materials Characterisation 53 Analytical Science 17 Software Engineering 4
Sociology 29 Palaeoenvironments 11 Environment & Health 13
Biogeochemical Cycles 42 Human-Computer Interactions 6 Chemical Structure 7
Psychology 18 Land - Atmosphere Interactions 32 Tools for the biosciences 4
Materials Synthesis & Growth 35 Pollution 36 Earth Surface Processes 20
Social Policy 27 Social Stats., Comp. & Methods 8 Microbiology 7
Extra-Galactic Astron.&Cosmol. 18 Conservation Ecology 10 Animal Diseases 2
Beyond the Standard Model 1 Geohazards 21 Bioinformatics 2
Economics 10 Ocean - Atmosphere Interact. 30 Chemical Biology 13
Ecosystem Scale Processes 22 Algebra & Geometry 14 Mathematical Analysis 14
Economic & Social History 21 Tropospheric Processes 60 Communication & signalling 5
Education 8 Ocean Circulation 3 Gene action & regulation 4
Fundamentals of Computing 12 Galactic & Interstellar Astron 11 Medical science & disease 8
Information & Knowledge Mgmt 14 Sediment/Sedimentary Processes 16 Glacial & Cryospheric Systems 12
Cultural History 23 Population Genetics/Evolution 10 Social Anthropology 4
Political Science 11 Med.Instrument.Device& Equip. 13 Socio Legal Studies 13
Community Ecology 15 Management & Business Studies 13 Quaternary Science 10
Materials Processing 17 Environmental Microbiology 11 Electronic Devices & Subsys. 2
Chemical Synthetic Methodology 13 Statistics & Appl. Probability 6 Numerical Analysis 8
Instrumentation Eng. & Dev. 17 Networks & Distributed Systems 10 Biochemistry & physiology 2
Agricultural systems 12 Hydrological Processes 14 Surfaces & Interfaces 8
Artificial Intelligence 7 English Language & Literature 12 Behavioural Ecology 8
Population Ecology 12 Image & Vision Computing 8 Crop science 7
Catalysis & Applied Catalysis 6 Regional & Extreme Weather 26 Soil science 13
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C.9 University of Sheffield

表 67: Outcomesの分布:University of Sheffield

University of Sheffield
Outcome Category Count PCT AHRC BBSRC EPSRC ESRC MRC NERC STFC
artisticAndCreativeProduct 162 0.7% 76 4 20 50 5 4 3
collaboration 1,673 7.2% 182 129 591 195 361 91 124
dissemination 5,118 21.9% 819 340 1,485 1,525 435 422 92
futherfunding 1,343 5.7% 80 150 676 117 226 51 43
impactSummary 515 2.2% 51 92 239 54 0 61 18
intellectualProperty 61 0.3% 3 5 40 0 12 1 0
keyFinding 769 3.3% 60 140 360 55 2 99 53
policyInfluence 348 1.5% 18 13 118 114 62 23 0
policyInfluence_clinical 1 0.0% 0 0 0 0 1 0 0
product 9 0.0% 0 0 4 1 4 0 0
researchDatabaseAndModel 270 1.2% 23 36 126 42 4 34 5
researchMaterial 222 1.0% 3 53 56 11 80 6 13
softwareAndTechnicalProduct 149 0.6% 10 15 93 3 6 7 15
spinOut 25 0.1% 1 0 22 0 2 0 0
publication_Journal Article 10,691 45.8% 259 1,005 5,005 524 816 729 2,353
publication_Proceeding etc. 1,435 6.1% 48 53 1,056 215 17 22 24
publication_Book Chapter 406 1.7% 118 12 178 78 9 8 3
publication_Book 103 0.4% 31 5 25 37 1 3 1
publication_Working Paper 63 0.3% 8 0 10 29 4 1 11

Total 23,363 100.0% 1,790 2,052 10,104 3,050 2,047 1,562 2,758
1,143
1,032

Research Grant Project Counts: Value Pounds: 434,495,657
has some outcomes project counts: 

表 68: 研究トピックの分布:University of Sheffield

Topic Count Topic Count Topic Count
Climate & Climate Change 23 Human Geography 9 Area & Development Studies 5
Materials Characterisation 82 Analytical Science 13 Software Engineering 10
Sociology 22 Palaeoenvironments 7 Environment & Health 11
Biogeochemical Cycles 17 Human-Computer Interactions 6 Chemical Structure 8
Psychology 12 Land - Atmosphere Interactions 8 Tools for the biosciences 8
Materials Synthesis & Growth 46 Pollution 7 Earth Surface Processes 7
Social Policy 14 Social Stats., Comp. & Methods 4 Microbiology 5
Extra-Galactic Astron.&Cosmol. 15 Conservation Ecology 17 Animal Diseases 3
Beyond the Standard Model 32 Geohazards 6 Bioinformatics 2
Economics 8 Ocean - Atmosphere Interact. 2 Chemical Biology 14
Ecosystem Scale Processes 14 Algebra & Geometry 14 Mathematical Analysis 3
Economic & Social History 9 Tropospheric Processes 1 Communication & signalling 6
Education 8 Ocean Circulation 3 Gene action & regulation 8
Fundamentals of Computing 6 Galactic & Interstellar Astron 8 Medical science & disease 12
Information & Knowledge Mgmt 10 Sediment/Sedimentary Processes 4 Glacial & Cryospheric Systems 9
Cultural History 13 Population Genetics/Evolution 34 Social Anthropology 4
Political Science 17 Med.Instrument.Device& Equip. 10 Socio Legal Studies 7
Community Ecology 20 Management & Business Studies 9 Quaternary Science 4
Materials Processing 29 Environmental Microbiology 9 Electronic Devices & Subsys. 9
Chemical Synthetic Methodology 18 Statistics & Appl. Probability 10 Numerical Analysis 5
Instrumentation Eng. & Dev. 9 Networks & Distributed Systems 2 Biochemistry & physiology 17
Agricultural systems 4 Hydrological Processes 4 Surfaces & Interfaces 12
Artificial Intelligence 18 English Language & Literature 7 Behavioural Ecology 22
Population Ecology 29 Image & Vision Computing 7 Crop science 4
Catalysis & Applied Catalysis 15 Regional & Extreme Weather 1 Soil science 11
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C.10 University of Nottingham

表 69: Outcomesの分布:University of Nottingham

University of Nottingham
Outcome Category Count PCT AHRC BBSRC EPSRC ESRC MRC NERC STFC
artisticAndCreativeProduct 198 0.7% 99 18 67 11 0 3 0
collaboration 1,859 6.8% 142 334 757 153 347 33 93
dissemination 6,033 22.1% 1,069 1,010 1,972 1,074 779 70 59
futherfunding 1,964 7.2% 140 461 760 82 451 23 47
impactSummary 544 2.0% 72 168 238 42 2 14 8
intellectualProperty 104 0.4% 0 38 38 1 25 1 1
keyFinding 794 2.9% 80 282 340 50 5 27 10
policyInfluence 385 1.4% 71 42 93 78 98 3 0
policyInfluence_clinical 7 0.0% 1 0 0 1 5 0 0
product 20 0.1% 0 4 1 0 14 0 1
researchDatabaseAndModel 233 0.9% 18 80 38 60 27 6 4
researchMaterial 270 1.0% 7 110 29 5 116 3 0
softwareAndTechnicalProduct 140 0.5% 11 30 84 4 10 1 0
spinOut 18 0.1% 0 4 8 0 6 0 0
publication_Journal Article 12,586 46.1% 286 2,265 4,190 1,492 2,910 165 1,278
publication_Proceeding etc. 1,372 5.0% 34 120 980 124 69 39 6
publication_Book Chapter 520 1.9% 143 64 223 65 15 5 5
publication_Book 118 0.4% 62 3 18 31 3 0 1
publication_Working Paper 139 0.5% 4 1 4 83 1 1 45

Total 27,304 100.0% 2,239 5,034 9,840 3,356 4,883 394 1,558
1,121
1,047

Research Grant Project Counts: Value Pounds: 444,059,209
has some outcomes project counts: 

表 70: 研究トピックの分布:University of Nottingham

Topic Count Topic Count Topic Count
Climate & Climate Change 13 Human Geography 1 Area & Development Studies 1
Materials Characterisation 33 Analytical Science 13 Software Engineering 5
Sociology 21 Palaeoenvironments 6 Environment & Health 4
Biogeochemical Cycles 9 Human-Computer Interactions 27 Chemical Structure 24
Psychology 27 Land - Atmosphere Interactions 4 Tools for the biosciences 13
Materials Synthesis & Growth 30 Pollution 3 Earth Surface Processes 3
Social Policy 8 Social Stats., Comp. & Methods 6 Microbiology 16
Extra-Galactic Astron.&Cosmol. 16 Conservation Ecology 2 Animal Diseases 11
Beyond the Standard Model 1 Geohazards 1 Bioinformatics 9
Economics 8 Ocean - Atmosphere Interact. 0 Chemical Biology 10
Ecosystem Scale Processes 6 Algebra & Geometry 10 Mathematical Analysis 13
Economic & Social History 12 Tropospheric Processes 0 Communication & signalling 5
Education 17 Ocean Circulation 1 Gene action & regulation 7
Fundamentals of Computing 15 Galactic & Interstellar Astron 7 Medical science & disease 11
Information & Knowledge Mgmt 13 Sediment/Sedimentary Processes 1 Glacial & Cryospheric Systems 0
Cultural History 11 Population Genetics/Evolution 5 Social Anthropology 5
Political Science 6 Med.Instrument.Device& Equip. 9 Socio Legal Studies 2
Community Ecology 6 Management & Business Studies 7 Quaternary Science 0
Materials Processing 16 Environmental Microbiology 4 Electronic Devices & Subsys. 6
Chemical Synthetic Methodology 40 Statistics & Appl. Probability 14 Numerical Analysis 8
Instrumentation Eng. & Dev. 10 Networks & Distributed Systems 7 Biochemistry & physiology 9
Agricultural systems 12 Hydrological Processes 1 Surfaces & Interfaces 13
Artificial Intelligence 18 English Language & Literature 7 Behavioural Ecology 1
Population Ecology 3 Image & Vision Computing 10 Crop science 16
Catalysis & Applied Catalysis 17 Regional & Extreme Weather 4 Soil science 12
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C.11 University of Birmingham

表 71: Outcomesの分布:University of Birmingham

University of Birmingham
Outcome Category Count PCT AHRC BBSRC EPSRC ESRC MRC NERC STFC
artisticAndCreativeProduct 192 0.6% 130 5 21 23 6 5 2
collaboration 1,727 5.4% 165 191 456 119 518 99 179
dissemination 6,758 21.0% 1,162 280 2,527 1,171 687 264 667
futherfunding 1,698 5.3% 81 169 496 93 617 85 157
impactSummary 473 1.5% 81 67 175 64 0 55 31
intellectualProperty 105 0.3% 7 15 43 0 34 4 2
keyFinding 673 2.1% 85 125 258 74 3 84 44
policyInfluence 421 1.3% 44 30 109 89 110 33 6
policyInfluence_clinical 15 0.0% 0 0 1 3 10 1 0
product 59 0.2% 3 1 8 1 43 3 0
researchDatabaseAndModel 235 0.7% 42 34 65 31 21 23 19
researchMaterial 251 0.8% 12 80 30 14 108 6 1
softwareAndTechnicalProduct 152 0.5% 16 15 73 5 11 9 23
spinOut 21 0.1% 0 1 8 1 4 1 6
publication_Journal Article 17,284 53.8% 298 1,067 2,877 737 3,322 434 8,549
publication_Proceeding etc. 1,197 3.7% 85 36 801 157 51 52 15
publication_Book Chapter 599 1.9% 145 22 242 150 13 24 3
publication_Book 138 0.4% 60 0 44 34 0 0 0
publication_Working Paper 117 0.4% 47 1 16 31 0 3 19

Total 32,115 100.0% 2,463 2,139 8,250 2,797 5,558 1,185 9,723
1,065

978
Research Grant Project Counts: Value Pounds: 415,642,982
has some outcomes project counts: 

表 72: 研究トピックの分布:University of Birmingham

Topic Count Topic Count Topic Count
Climate & Climate Change 14 Human Geography 6 Area & Development Studies 12
Materials Characterisation 31 Analytical Science 13 Software Engineering 9
Sociology 8 Palaeoenvironments 11 Environment & Health 16
Biogeochemical Cycles 13 Human-Computer Interactions 5 Chemical Structure 6
Psychology 38 Land - Atmosphere Interactions 7 Tools for the biosciences 10
Materials Synthesis & Growth 15 Pollution 34 Earth Surface Processes 12
Social Policy 29 Social Stats., Comp. & Methods 6 Microbiology 15
Extra-Galactic Astron.&Cosmol. 13 Conservation Ecology 2 Animal Diseases 5
Beyond the Standard Model 38 Geohazards 1 Bioinformatics 7
Economics 13 Ocean - Atmosphere Interact. 3 Chemical Biology 2
Ecosystem Scale Processes 5 Algebra & Geometry 11 Mathematical Analysis 7
Economic & Social History 18 Tropospheric Processes 19 Communication & signalling 4
Education 11 Ocean Circulation 2 Gene action & regulation 11
Fundamentals of Computing 25 Galactic & Interstellar Astron 6 Medical science & disease 10
Information & Knowledge Mgmt 9 Sediment/Sedimentary Processes 8 Glacial & Cryospheric Systems 1
Cultural History 14 Population Genetics/Evolution 2 Social Anthropology 3
Political Science 25 Med.Instrument.Device& Equip. 9 Socio Legal Studies 11
Community Ecology 4 Management & Business Studies 14 Quaternary Science 3
Materials Processing 20 Environmental Microbiology 2 Electronic Devices & Subsys. 4
Chemical Synthetic Methodology 8 Statistics & Appl. Probability 3 Numerical Analysis 4
Instrumentation Eng. & Dev. 11 Networks & Distributed Systems 5 Biochemistry & physiology 11
Agricultural systems 0 Hydrological Processes 7 Surfaces & Interfaces 10
Artificial Intelligence 16 English Language & Literature 15 Behavioural Ecology 2
Population Ecology 2 Image & Vision Computing 6 Crop science 2
Catalysis & Applied Catalysis 13 Regional & Extreme Weather 8 Soil science 4
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C.12 University of Southampton

表 73: Outcomesの分布:University of Southampton

University of Southampton
Outcome Category Count PCT AHRC BBSRC EPSRC ESRC MRC NERC STFC
artisticAndCreativeProduct 182 0.7% 65 9 41 62 2 3 0
collaboration 1,641 5.9% 87 88 848 205 263 103 47
dissemination 6,213 22.3% 286 581 1,674 2,669 445 509 49
futherfunding 1,460 5.2% 31 76 839 239 142 98 35
impactSummary 533 1.9% 39 48 270 65 1 104 6
intellectualProperty 119 0.4% 0 5 97 3 10 4 0
keyFinding 752 2.7% 37 72 385 75 3 161 19
policyInfluence 348 1.2% 7 9 107 123 39 63 0
policyInfluence_clinical 6 0.0% 0 0 0 0 6 0 0
product 33 0.1% 0 1 5 18 9 0 0
researchDatabaseAndModel 243 0.9% 24 17 57 39 14 91 1
researchMaterial 134 0.5% 6 31 45 9 27 16 0
softwareAndTechnicalProduct 126 0.5% 7 9 89 11 0 9 1
spinOut 31 0.1% 1 3 23 0 4 0 0
publication_Journal Article 11,728 42.1% 173 691 5,503 1,200 966 1,594 1,601
publication_Proceeding etc. 3,427 12.3% 44 93 1,618 1,540 14 101 17
publication_Book Chapter 492 1.8% 75 28 118 183 16 67 5
publication_Book 99 0.4% 29 2 23 37 0 8 0
publication_Working Paper 302 1.1% 5 2 15 258 1 19 2

Total 27,869 100.0% 916 1,765 11,757 6,736 1,962 2,950 1,783
1,038

967
Research Grant Project Counts: Value Pounds: 452,575,590
has some outcomes project counts: 

表 74: 研究トピックの分布:University of Southampton

Topic Count Topic Count Topic Count
Climate & Climate Change 86 Human Geography 16 Area & Development Studies 6
Materials Characterisation 37 Analytical Science 29 Software Engineering 7
Sociology 21 Palaeoenvironments 39 Environment & Health 4
Biogeochemical Cycles 58 Human-Computer Interactions 14 Chemical Structure 12
Psychology 20 Land - Atmosphere Interactions 12 Tools for the biosciences 2
Materials Synthesis & Growth 31 Pollution 4 Earth Surface Processes 9
Social Policy 28 Social Stats., Comp. & Methods 39 Microbiology 3
Extra-Galactic Astron.&Cosmol. 18 Conservation Ecology 7 Animal Diseases 1
Beyond the Standard Model 7 Geohazards 23 Bioinformatics 2
Economics 23 Ocean - Atmosphere Interact. 25 Chemical Biology 6
Ecosystem Scale Processes 21 Algebra & Geometry 20 Mathematical Analysis 4
Economic & Social History 8 Tropospheric Processes 5 Communication & signalling 6
Education 8 Ocean Circulation 31 Gene action & regulation 2
Fundamentals of Computing 11 Galactic & Interstellar Astron 8 Medical science & disease 14
Information & Knowledge Mgmt 21 Sediment/Sedimentary Processes 39 Glacial & Cryospheric Systems 19
Cultural History 8 Population Genetics/Evolution 4 Social Anthropology 2
Political Science 8 Med.Instrument.Device& Equip. 21 Socio Legal Studies 3
Community Ecology 15 Management & Business Studies 3 Quaternary Science 12
Materials Processing 19 Environmental Microbiology 8 Electronic Devices & Subsys. 15
Chemical Synthetic Methodology 19 Statistics & Appl. Probability 13 Numerical Analysis 10
Instrumentation Eng. & Dev. 17 Networks & Distributed Systems 11 Biochemistry & physiology 5
Agricultural systems 5 Hydrological Processes 12 Surfaces & Interfaces 8
Artificial Intelligence 13 English Language & Literature 8 Behavioural Ecology 3
Population Ecology 8 Image & Vision Computing 7 Crop science 2
Catalysis & Applied Catalysis 6 Regional & Extreme Weather 5 Soil science 3
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C.13 University of Glasgow

表 75: Outcomesの分布:University of Glasgow

University of Glasgow
Outcome Category Count PCT AHRC BBSRC EPSRC ESRC MRC NERC STFC
artisticAndCreativeProduct 228 0.8% 138 9 36 31 5 5 4
collaboration 2,531 9.3% 204 434 323 285 469 32 784
dissemination 7,180 26.4% 1,233 1,099 905 866 1,198 63 1,816
futherfunding 1,627 6.0% 101 283 379 101 374 44 345
impactSummary 428 1.6% 69 102 132 54 1 24 46
intellectualProperty 70 0.3% 4 10 26 1 13 2 14
keyFinding 627 2.3% 74 194 200 60 5 38 56
policyInfluence 588 2.2% 81 97 68 130 118 18 76
policyInfluence_clinical 7 0.0% 1 2 0 0 4 0 0
product 29 0.1% 0 4 0 1 24 0 0
researchDatabaseAndModel 460 1.7% 58 119 160 44 29 20 30
researchMaterial 329 1.2% 8 171 37 11 95 5 2
softwareAndTechnicalProduct 157 0.6% 11 29 48 2 14 5 48
spinOut 23 0.1% 1 5 8 1 4 1 3
publication_Journal Article 11,220 41.2% 314 2,289 2,767 542 1,987 312 3,009
publication_Proceeding etc. 1,026 3.8% 176 11 454 150 45 16 174
publication_Book Chapter 456 1.7% 196 31 116 65 31 0 17
publication_Book 94 0.3% 51 1 7 34 0 0 1
publication_Working Paper 153 0.6% 80 0 2 64 0 1 6

Total 27,233 100.0% 2,800 4,890 5,668 2,442 4,416 586 6,431
960
881

Research Grant Project Counts: Value Pounds: 465,854,487
has some outcomes project counts: 

表 76: 研究トピックの分布:University of Glasgow

Topic Count Topic Count Topic Count
Climate & Climate Change 10 Human Geography 11 Area & Development Studies 12
Materials Characterisation 31 Analytical Science 13 Software Engineering 7
Sociology 14 Palaeoenvironments 3 Environment & Health 9
Biogeochemical Cycles 7 Human-Computer Interactions 15 Chemical Structure 17
Psychology 26 Land - Atmosphere Interactions 5 Tools for the biosciences 15
Materials Synthesis & Growth 19 Pollution 1 Earth Surface Processes 6
Social Policy 9 Social Stats., Comp. & Methods 6 Microbiology 12
Extra-Galactic Astron.&Cosmol. 7 Conservation Ecology 5 Animal Diseases 20
Beyond the Standard Model 36 Geohazards 1 Bioinformatics 6
Economics 9 Ocean - Atmosphere Interact. 0 Chemical Biology 10
Ecosystem Scale Processes 5 Algebra & Geometry 13 Mathematical Analysis 2
Economic & Social History 23 Tropospheric Processes 1 Communication & signalling 17
Education 7 Ocean Circulation 3 Gene action & regulation 7
Fundamentals of Computing 15 Galactic & Interstellar Astron 2 Medical science & disease 7
Information & Knowledge Mgmt 13 Sediment/Sedimentary Processes 3 Glacial & Cryospheric Systems 3
Cultural History 9 Population Genetics/Evolution 8 Social Anthropology 5
Political Science 14 Med.Instrument.Device& Equip. 9 Socio Legal Studies 7
Community Ecology 10 Management & Business Studies 4 Quaternary Science 4
Materials Processing 5 Environmental Microbiology 4 Electronic Devices & Subsys. 21
Chemical Synthetic Methodology 18 Statistics & Appl. Probability 7 Numerical Analysis 1
Instrumentation Eng. & Dev. 18 Networks & Distributed Systems 4 Biochemistry & physiology 4
Agricultural systems 4 Hydrological Processes 3 Surfaces & Interfaces 6
Artificial Intelligence 4 English Language & Literature 13 Behavioural Ecology 9
Population Ecology 13 Image & Vision Computing 6 Crop science 0
Catalysis & Applied Catalysis 11 Regional & Extreme Weather 0 Soil science 3
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C.14 University of Warwick

表 77: Outcomesの分布:University of Warwick

University of Warwick
Outcome Category Count PCT AHRC BBSRC EPSRC ESRC MRC NERC STFC
artisticAndCreativeProduct 61 0.3% 32 4 7 15 1 2 0
collaboration 1,034 4.6% 132 195 334 68 123 18 164
dissemination 3,317 14.7% 397 591 944 906 188 101 190
futherfunding 899 4.0% 59 223 434 67 78 9 29
impactSummary 369 1.6% 50 93 142 40 2 24 18
intellectualProperty 53 0.2% 0 17 27 0 7 0 2
keyFinding 642 2.8% 59 163 306 46 6 34 28
policyInfluence 271 1.2% 19 49 39 128 27 3 6
policyInfluence_clinical 4 0.0% 0 0 0 0 4 0 0
product 2 0.0% 0 1 0 0 1 0 0
researchDatabaseAndModel 136 0.6% 9 30 30 48 6 3 10
researchMaterial 109 0.5% 2 48 12 6 40 1 0
softwareAndTechnicalProduct 157 0.7% 1 57 87 2 1 0 9
spinOut 28 0.1% 0 8 13 1 5 0 1
publication_Journal Article 13,546 59.9% 264 1,087 5,002 924 465 242 5,562
publication_Proceeding etc. 1,012 4.5% 125 16 680 148 0 0 43
publication_Book Chapter 490 2.2% 176 27 181 92 1 8 5
publication_Book 85 0.4% 35 0 14 32 0 2 2
publication_Working Paper 417 1.8% 9 1 47 345 0 0 15

Total 22,632 100.0% 1,369 2,610 8,299 2,868 955 447 6,084
929
843

Research Grant Project Counts: Value Pounds: 343,258,795
has some outcomes project counts: 

表 78: 研究トピックの分布:University of Warwick

Topic Count Topic Count Topic Count
Climate & Climate Change 6 Human Geography 3 Area & Development Studies 6
Materials Characterisation 59 Analytical Science 24 Software Engineering 3
Sociology 31 Palaeoenvironments 0 Environment & Health 6
Biogeochemical Cycles 18 Human-Computer Interactions 9 Chemical Structure 10
Psychology 27 Land - Atmosphere Interactions 1 Tools for the biosciences 10
Materials Synthesis & Growth 42 Pollution 3 Earth Surface Processes 0
Social Policy 16 Social Stats., Comp. & Methods 12 Microbiology 12
Extra-Galactic Astron.&Cosmol. 12 Conservation Ecology 1 Animal Diseases 6
Beyond the Standard Model 19 Geohazards 0 Bioinformatics 4
Economics 26 Ocean - Atmosphere Interact. 2 Chemical Biology 16
Ecosystem Scale Processes 2 Algebra & Geometry 31 Mathematical Analysis 27
Economic & Social History 15 Tropospheric Processes 0 Communication & signalling 6
Education 7 Ocean Circulation 0 Gene action & regulation 6
Fundamentals of Computing 8 Galactic & Interstellar Astron 1 Medical science & disease 5
Information & Knowledge Mgmt 12 Sediment/Sedimentary Processes 1 Glacial & Cryospheric Systems 0
Cultural History 16 Population Genetics/Evolution 8 Social Anthropology 2
Political Science 13 Med.Instrument.Device& Equip. 6 Socio Legal Studies 5
Community Ecology 6 Management & Business Studies 16 Quaternary Science 0
Materials Processing 16 Environmental Microbiology 23 Electronic Devices & Subsys. 10
Chemical Synthetic Methodology 15 Statistics & Appl. Probability 40 Numerical Analysis 16
Instrumentation Eng. & Dev. 11 Networks & Distributed Systems 9 Biochemistry & physiology 7
Agricultural systems 8 Hydrological Processes 1 Surfaces & Interfaces 13
Artificial Intelligence 8 English Language & Literature 5 Behavioural Ecology 0
Population Ecology 6 Image & Vision Computing 4 Crop science 11
Catalysis & Applied Catalysis 18 Regional & Extreme Weather 1 Soil science 6
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C.15 University of Liverpool

表 79: Outcomesの分布:University of Liverpool

University of Liverpool
Outcome Category Count PCT AHRC BBSRC EPSRC ESRC MRC NERC STFC
artisticAndCreativeProduct 69 0.3% 44 5 9 3 4 3 1
collaboration 1,469 6.2% 55 242 231 65 404 108 364
dissemination 2,932 12.4% 248 459 435 247 839 251 453
futherfunding 1,286 5.5% 31 210 274 25 559 96 91
impactSummary 358 1.5% 34 95 98 36 3 50 42
intellectualProperty 122 0.5% 0 16 78 0 23 2 3
keyFinding 581 2.5% 37 154 176 39 7 106 62
policyInfluence 372 1.6% 7 177 30 29 99 20 10
policyInfluence_clinical 3 0.0% 0 0 0 1 2 0 0
product 25 0.1% 0 0 4 1 18 0 2
researchDatabaseAndModel 154 0.7% 12 49 18 18 17 38 2
researchMaterial 218 0.9% 3 66 14 5 109 16 5
softwareAndTechnicalProduct 124 0.5% 5 40 23 7 10 6 33
spinOut 15 0.1% 1 5 6 0 2 1 0
publication_Journal Article 14,739 62.6% 153 1,129 2,180 265 2,437 732 7,843
publication_Proceeding etc. 693 2.9% 113 74 369 35 13 44 45
publication_Book Chapter 323 1.4% 103 13 135 35 7 23 7
publication_Book 55 0.2% 30 0 10 11 0 4 0
publication_Working Paper 21 0.1% 4 0 1 0 2 14 0

Total 23,559 100.0% 880 2,734 4,091 822 4,555 1,514 8,963
862
783

Research Grant Project Counts: Value Pounds: 349,507,355
has some outcomes project counts: 

表 80: 研究トピックの分布:University of Liverpool

Topic Count Topic Count Topic Count
Climate & Climate Change 31 Human Geography 8 Area & Development Studies 2
Materials Characterisation 37 Analytical Science 11 Software Engineering 7
Sociology 9 Palaeoenvironments 5 Environment & Health 12
Biogeochemical Cycles 21 Human-Computer Interactions 3 Chemical Structure 6
Psychology 13 Land - Atmosphere Interactions 3 Tools for the biosciences 6
Materials Synthesis & Growth 26 Pollution 5 Earth Surface Processes 5
Social Policy 6 Social Stats., Comp. & Methods 8 Microbiology 13
Extra-Galactic Astron.&Cosmol. 2 Conservation Ecology 7 Animal Diseases 16
Beyond the Standard Model 44 Geohazards 16 Bioinformatics 20
Economics 4 Ocean - Atmosphere Interact. 10 Chemical Biology 4
Ecosystem Scale Processes 8 Algebra & Geometry 7 Mathematical Analysis 9
Economic & Social History 8 Tropospheric Processes 1 Communication & signalling 11
Education 4 Ocean Circulation 13 Gene action & regulation 7
Fundamentals of Computing 27 Galactic & Interstellar Astron 0 Medical science & disease 6
Information & Knowledge Mgmt 10 Sediment/Sedimentary Processes 6 Glacial & Cryospheric Systems 2
Cultural History 12 Population Genetics/Evolution 25 Social Anthropology 1
Political Science 6 Med.Instrument.Device& Equip. 10 Socio Legal Studies 6
Community Ecology 12 Management & Business Studies 5 Quaternary Science 5
Materials Processing 5 Environmental Microbiology 14 Electronic Devices & Subsys. 5
Chemical Synthetic Methodology 10 Statistics & Appl. Probability 12 Numerical Analysis 5
Instrumentation Eng. & Dev. 22 Networks & Distributed Systems 4 Biochemistry & physiology 7
Agricultural systems 6 Hydrological Processes 3 Surfaces & Interfaces 17
Artificial Intelligence 18 English Language & Literature 11 Behavioural Ecology 12
Population Ecology 20 Image & Vision Computing 5 Crop science 2
Catalysis & Applied Catalysis 11 Regional & Extreme Weather 5 Soil science 4
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C.16 King’s College London

表 81: Outcomesの分布:King’s College London

King's College London
Outcome Category Count PCT AHRC BBSRC EPSRC ESRC MRC NERC STFC
artisticAndCreativeProduct 190 0.7% 88 21 22 16 36 4 3
collaboration 2,428 9.2% 84 165 166 188 1,732 35 58
dissemination 5,553 21.0% 497 377 427 1,227 2,664 257 104
futherfunding 2,368 9.0% 46 234 191 96 1,737 51 13
impactSummary 285 1.1% 48 59 79 71 3 23 2
intellectualProperty 93 0.4% 0 22 14 0 57 0 0
keyFinding 408 1.5% 48 122 126 75 6 28 3
policyInfluence 554 2.1% 23 22 7 88 383 31 0
policyInfluence_clinical 34 0.1% 0 0 0 4 30 0 0
product 107 0.4% 0 1 3 3 100 0 0
researchDatabaseAndModel 206 0.8% 11 28 31 39 87 10 0
researchMaterial 435 1.6% 9 50 19 22 328 7 0
softwareAndTechnicalProduct 98 0.4% 6 12 37 7 26 9 1
spinOut 17 0.1% 0 0 1 0 16 0 0
publication_Journal Article 12,605 47.7% 134 908 1,217 708 8,310 263 1,065
publication_Proceeding etc. 545 2.1% 19 52 208 119 143 2 2
publication_Book Chapter 304 1.2% 88 9 56 87 48 8 8
publication_Book 103 0.4% 69 0 4 25 4 0 1
publication_Working Paper 76 0.3% 8 0 6 62 0 0 0

Total 26,409 100.0% 1,178 2,082 2,614 2,837 15,710 728 1,260
818
769

Research Grant Project Counts: Value Pounds: 379,466,370
has some outcomes project counts: 

表 82: 研究トピックの分布:King’s College London

Topic Count Topic Count Topic Count
Climate & Climate Change 11 Human Geography 8 Area & Development Studies 2
Materials Characterisation 10 Analytical Science 4 Software Engineering 14
Sociology 22 Palaeoenvironments 1 Environment & Health 8
Biogeochemical Cycles 2 Human-Computer Interactions 5 Chemical Structure 1
Psychology 13 Land - Atmosphere Interactions 11 Tools for the biosciences 2
Materials Synthesis & Growth 5 Pollution 5 Earth Surface Processes 8
Social Policy 16 Social Stats., Comp. & Methods 5 Microbiology 1
Extra-Galactic Astron.&Cosmol. 2 Conservation Ecology 1 Animal Diseases 2
Beyond the Standard Model 3 Geohazards 2 Bioinformatics 2
Economics 1 Ocean - Atmosphere Interact. 0 Chemical Biology 6
Ecosystem Scale Processes 2 Algebra & Geometry 6 Mathematical Analysis 9
Economic & Social History 9 Tropospheric Processes 5 Communication & signalling 18
Education 14 Ocean Circulation 0 Gene action & regulation 12
Fundamentals of Computing 12 Galactic & Interstellar Astron 0 Medical science & disease 8
Information & Knowledge Mgmt 10 Sediment/Sedimentary Processes 2 Glacial & Cryospheric Systems 0
Cultural History 4 Population Genetics/Evolution 0 Social Anthropology 1
Political Science 16 Med.Instrument.Device& Equip. 11 Socio Legal Studies 6
Community Ecology 1 Management & Business Studies 4 Quaternary Science 0
Materials Processing 0 Environmental Microbiology 0 Electronic Devices & Subsys. 1
Chemical Synthetic Methodology 1 Statistics & Appl. Probability 3 Numerical Analysis 2
Instrumentation Eng. & Dev. 2 Networks & Distributed Systems 10 Biochemistry & physiology 2
Agricultural systems 1 Hydrological Processes 5 Surfaces & Interfaces 4
Artificial Intelligence 15 English Language & Literature 6 Behavioural Ecology 0
Population Ecology 1 Image & Vision Computing 6 Crop science 0
Catalysis & Applied Catalysis 3 Regional & Extreme Weather 6 Soil science 0
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C.17 Newcastle University

表 83: Outcomesの分布:Newcastle University

Newcastle University
Outcome Category Count PCT AHRC BBSRC EPSRC ESRC MRC NERC STFC
artisticAndCreativeProduct 163 0.6% 117 11 17 2 16 0 0
collaboration 2,047 8.1% 125 188 605 66 973 81 9
dissemination 5,245 20.7% 439 596 1,396 366 2,012 373 63
futherfunding 2,025 8.0% 51 249 494 42 1,070 99 20
impactSummary 390 1.5% 63 87 146 48 1 42 3
intellectualProperty 64 0.3% 2 11 19 0 32 0 0
keyFinding 533 2.1% 67 140 203 48 2 70 3
policyInfluence 528 2.1% 15 21 121 32 290 43 6
policyInfluence_clinical 20 0.1% 0 0 0 0 20 0 0
product 55 0.2% 1 2 7 1 43 0 1
researchDatabaseAndModel 250 1.0% 24 69 78 16 32 26 5
researchMaterial 337 1.3% 5 51 104 8 165 4 0
softwareAndTechnicalProduct 98 0.4% 8 24 49 2 6 5 4
spinOut 21 0.1% 0 9 7 0 4 1 0
publication_Journal Article 11,467 45.3% 242 1,351 2,931 533 5,796 504 110
publication_Proceeding etc. 1,492 5.9% 67 20 1,097 212 45 48 3
publication_Book Chapter 406 1.6% 95 13 191 61 29 17 0
publication_Book 95 0.4% 42 1 17 21 13 1 0
publication_Working Paper 59 0.2% 11 0 43 2 0 3 0

Total 25,295 100.0% 1,374 2,843 7,525 1,460 10,549 1,317 227
805
735

Research Grant Project Counts: Value Pounds: 338,363,363
has some outcomes project counts: 

表 84: 研究トピックの分布:Newcastle University

Topic Count Topic Count Topic Count
Climate & Climate Change 34 Human Geography 16 Area & Development Studies 1
Materials Characterisation 19 Analytical Science 6 Software Engineering 7
Sociology 23 Palaeoenvironments 9 Environment & Health 2
Biogeochemical Cycles 20 Human-Computer Interactions 15 Chemical Structure 6
Psychology 8 Land - Atmosphere Interactions 2 Tools for the biosciences 8
Materials Synthesis & Growth 12 Pollution 7 Earth Surface Processes 9
Social Policy 6 Social Stats., Comp. & Methods 5 Microbiology 4
Extra-Galactic Astron.&Cosmol. 3 Conservation Ecology 3 Animal Diseases 5
Beyond the Standard Model 0 Geohazards 6 Bioinformatics 4
Economics 8 Ocean - Atmosphere Interact. 5 Chemical Biology 3
Ecosystem Scale Processes 7 Algebra & Geometry 4 Mathematical Analysis 1
Economic & Social History 9 Tropospheric Processes 0 Communication & signalling 6
Education 9 Ocean Circulation 8 Gene action & regulation 6
Fundamentals of Computing 6 Galactic & Interstellar Astron 5 Medical science & disease 5
Information & Knowledge Mgmt 13 Sediment/Sedimentary Processes 9 Glacial & Cryospheric Systems 13
Cultural History 9 Population Genetics/Evolution 1 Social Anthropology 4
Political Science 3 Med.Instrument.Device& Equip. 11 Socio Legal Studies 4
Community Ecology 4 Management & Business Studies 5 Quaternary Science 7
Materials Processing 6 Environmental Microbiology 12 Electronic Devices & Subsys. 11
Chemical Synthetic Methodology 8 Statistics & Appl. Probability 5 Numerical Analysis 0
Instrumentation Eng. & Dev. 12 Networks & Distributed Systems 10 Biochemistry & physiology 13
Agricultural systems 11 Hydrological Processes 12 Surfaces & Interfaces 3
Artificial Intelligence 1 English Language & Literature 10 Behavioural Ecology 1
Population Ecology 0 Image & Vision Computing 4 Crop science 2
Catalysis & Applied Catalysis 10 Regional & Extreme Weather 11 Soil science 4
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C.18 Durham University

表 85: Outcomesの分布:Durham University

Durham University
Outcome Category Count PCT AHRC BBSRC EPSRC ESRC MRC NERC STFC
artisticAndCreativeProduct 99 0.6% 74 0 2 16 0 6 1
collaboration 1,221 7.1% 80 108 185 106 22 93 627
dissemination 2,476 14.4% 533 211 264 477 106 221 664
futherfunding 626 3.6% 47 61 215 67 11 81 144
impactSummary 330 1.9% 46 41 117 51 0 47 28
intellectualProperty 33 0.2% 0 8 20 1 3 0 1
keyFinding 505 2.9% 55 60 186 61 0 95 48
policyInfluence 151 0.9% 14 10 40 59 14 14 0
policyInfluence_clinical 2 0.0% 0 0 0 2 0 0 0
product 6 0.0% 0 1 1 0 4 0 0
researchDatabaseAndModel 89 0.5% 20 7 4 25 1 20 12
researchMaterial 88 0.5% 6 34 15 11 9 13 0
softwareAndTechnicalProduct 54 0.3% 9 0 30 3 0 3 9
spinOut 10 0.1% 0 3 5 1 1 0 0
publication_Journal Article 10,504 60.9% 243 400 2,105 388 118 835 6,415
publication_Proceeding etc. 538 3.1% 34 0 248 154 2 29 71
publication_Book Chapter 384 2.2% 161 11 113 64 0 30 5
publication_Book 60 0.3% 23 1 6 26 0 3 1
publication_Working Paper 72 0.4% 31 0 1 21 0 13 6

Total 17,248 100.0% 1,376 956 3,557 1,533 291 1,503 8,032
718
636

Research Grant Project Counts: Value Pounds: 232,934,324
has some outcomes project counts: 

表 86: 研究トピックの分布:Durham University

Topic Count Topic Count Topic Count
Climate & Climate Change 27 Human Geography 17 Area & Development Studies 7
Materials Characterisation 31 Analytical Science 13 Software Engineering 4
Sociology 17 Palaeoenvironments 13 Environment & Health 6
Biogeochemical Cycles 10 Human-Computer Interactions 0 Chemical Structure 16
Psychology 27 Land - Atmosphere Interactions 5 Tools for the biosciences 4
Materials Synthesis & Growth 23 Pollution 3 Earth Surface Processes 21
Social Policy 14 Social Stats., Comp. & Methods 4 Microbiology 2
Extra-Galactic Astron.&Cosmol. 46 Conservation Ecology 5 Animal Diseases 1
Beyond the Standard Model 25 Geohazards 31 Bioinformatics 0
Economics 2 Ocean - Atmosphere Interact. 2 Chemical Biology 12
Ecosystem Scale Processes 3 Algebra & Geometry 23 Mathematical Analysis 8
Economic & Social History 8 Tropospheric Processes 0 Communication & signalling 2
Education 9 Ocean Circulation 7 Gene action & regulation 2
Fundamentals of Computing 21 Galactic & Interstellar Astron 31 Medical science & disease 2
Information & Knowledge Mgmt 1 Sediment/Sedimentary Processes 18 Glacial & Cryospheric Systems 18
Cultural History 12 Population Genetics/Evolution 6 Social Anthropology 14
Political Science 7 Med.Instrument.Device& Equip. 1 Socio Legal Studies 3
Community Ecology 3 Management & Business Studies 4 Quaternary Science 12
Materials Processing 7 Environmental Microbiology 1 Electronic Devices & Subsys. 5
Chemical Synthetic Methodology 14 Statistics & Appl. Probability 10 Numerical Analysis 5
Instrumentation Eng. & Dev. 11 Networks & Distributed Systems 1 Biochemistry & physiology 5
Agricultural systems 1 Hydrological Processes 13 Surfaces & Interfaces 11
Artificial Intelligence 3 English Language & Literature 4 Behavioural Ecology 0
Population Ecology 6 Image & Vision Computing 1 Crop science 1
Catalysis & Applied Catalysis 9 Regional & Extreme Weather 2 Soil science 2
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C.19 University of York

表 87: Outcomesの分布:University of York

University of York
Outcome Category Count PCT AHRC BBSRC EPSRC ESRC MRC NERC STFC
artisticAndCreativeProduct 124 0.9% 70 1 15 33 3 2 0
collaboration 811 6.2% 108 125 220 104 119 79 56
dissemination 3,464 26.4% 681 301 1,002 893 216 264 107
futherfunding 669 5.1% 67 116 212 61 112 80 21
impactSummary 373 2.8% 52 87 100 52 2 64 16
intellectualProperty 44 0.3% 2 10 25 0 6 1 0
keyFinding 529 4.0% 54 141 153 56 5 95 25
policyInfluence 279 2.1% 21 10 22 167 20 39 0
policyInfluence_clinical 5 0.0% 0 0 0 3 1 1 0
product 4 0.0% 0 0 0 0 4 0 0
researchDatabaseAndModel 138 1.0% 22 25 27 23 12 27 2
researchMaterial 80 0.6% 1 20 5 5 39 9 1
softwareAndTechnicalProduct 69 0.5% 3 24 29 1 6 6 0
spinOut 15 0.1% 0 4 10 0 1 0 0
publication_Journal Article 5,340 40.6% 159 876 2,297 358 392 688 570
publication_Proceeding etc. 756 5.8% 64 17 420 153 7 89 6
publication_Book Chapter 345 2.6% 78 6 177 65 2 14 3
publication_Book 47 0.4% 13 0 9 23 1 1 0
publication_Working Paper 53 0.4% 2 0 8 42 0 1 0

Total 13,145 100.0% 1,397 1,763 4,731 2,039 948 1,460 807
714
659

Research Grant Project Counts: Value Pounds: 236,689,707
has some outcomes project counts: 

表 88: 研究トピックの分布:University of York

Topic Count Topic Count Topic Count
Climate & Climate Change 34 Human Geography 8 Area & Development Studies 1
Materials Characterisation 18 Analytical Science 18 Software Engineering 12
Sociology 16 Palaeoenvironments 4 Environment & Health 11
Biogeochemical Cycles 18 Human-Computer Interactions 7 Chemical Structure 9
Psychology 21 Land - Atmosphere Interactions 17 Tools for the biosciences 3
Materials Synthesis & Growth 19 Pollution 19 Earth Surface Processes 2
Social Policy 23 Social Stats., Comp. & Methods 9 Microbiology 5
Extra-Galactic Astron.&Cosmol. 0 Conservation Ecology 18 Animal Diseases 3
Beyond the Standard Model 0 Geohazards 1 Bioinformatics 1
Economics 10 Ocean - Atmosphere Interact. 9 Chemical Biology 10
Ecosystem Scale Processes 18 Algebra & Geometry 14 Mathematical Analysis 4
Economic & Social History 15 Tropospheric Processes 36 Communication & signalling 3
Education 11 Ocean Circulation 0 Gene action & regulation 4
Fundamentals of Computing 8 Galactic & Interstellar Astron 1 Medical science & disease 3
Information & Knowledge Mgmt 3 Sediment/Sedimentary Processes 2 Glacial & Cryospheric Systems 2
Cultural History 14 Population Genetics/Evolution 9 Social Anthropology 4
Political Science 6 Med.Instrument.Device& Equip. 4 Socio Legal Studies 6
Community Ecology 16 Management & Business Studies 2 Quaternary Science 6
Materials Processing 1 Environmental Microbiology 6 Electronic Devices & Subsys. 5
Chemical Synthetic Methodology 22 Statistics & Appl. Probability 2 Numerical Analysis 2
Instrumentation Eng. & Dev. 8 Networks & Distributed Systems 6 Biochemistry & physiology 12
Agricultural systems 6 Hydrological Processes 2 Surfaces & Interfaces 4
Artificial Intelligence 7 English Language & Literature 3 Behavioural Ecology 5
Population Ecology 18 Image & Vision Computing 2 Crop science 9
Catalysis & Applied Catalysis 23 Regional & Extreme Weather 3 Soil science 9
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C.20 University of Exeter

表 89: Outcomesの分布:University of Exeter

University of Exeter
Outcome Category Count PCT AHRC BBSRC EPSRC ESRC MRC NERC STFC
artisticAndCreativeProduct 200 1.4% 108 1 69 16 0 6 0
collaboration 1,114 7.7% 159 71 312 224 115 225 8
dissemination 3,680 25.5% 644 333 537 1,393 224 543 6
futherfunding 873 6.0% 80 154 286 143 77 118 15
impactSummary 374 2.6% 74 57 62 75 0 97 9
intellectualProperty 36 0.2% 1 14 19 0 2 0 0
keyFinding 530 3.7% 78 97 110 89 0 144 12
policyInfluence 285 2.0% 19 26 30 118 37 55 0
policyInfluence_clinical 2 0.0% 0 0 0 0 2 0 0
product 7 0.0% 0 0 2 0 5 0 0
researchDatabaseAndModel 166 1.1% 17 21 26 44 13 43 2
researchMaterial 106 0.7% 3 37 18 4 16 28 0
softwareAndTechnicalProduct 76 0.5% 7 12 40 3 6 7 1
spinOut 14 0.1% 0 1 10 0 0 3 0
publication_Journal Article 5,593 38.7% 286 754 1,313 766 445 1,518 511
publication_Proceeding etc. 762 5.3% 122 9 279 298 39 13 2
publication_Book Chapter 429 3.0% 184 12 38 145 3 47 0
publication_Book 120 0.8% 65 0 9 43 0 3 0
publication_Working Paper 83 0.6% 5 1 25 40 0 3 9

Total 14,450 100.0% 1,852 1,600 3,185 3,401 984 2,853 575
704
658

Research Grant Project Counts: Value Pounds: 191,734,644
has some outcomes project counts: 

表 90: 研究トピックの分布:University of Exeter

Topic Count Topic Count Topic Count
Climate & Climate Change 59 Human Geography 10 Area & Development Studies 4
Materials Characterisation 25 Analytical Science 6 Software Engineering 1
Sociology 23 Palaeoenvironments 12 Environment & Health 14
Biogeochemical Cycles 19 Human-Computer Interactions 3 Chemical Structure 0
Psychology 30 Land - Atmosphere Interactions 12 Tools for the biosciences 10
Materials Synthesis & Growth 11 Pollution 14 Earth Surface Processes 10
Social Policy 10 Social Stats., Comp. & Methods 9 Microbiology 11
Extra-Galactic Astron.&Cosmol. 5 Conservation Ecology 30 Animal Diseases 8
Beyond the Standard Model 1 Geohazards 4 Bioinformatics 5
Economics 12 Ocean - Atmosphere Interact. 11 Chemical Biology 1
Ecosystem Scale Processes 15 Algebra & Geometry 2 Mathematical Analysis 0
Economic & Social History 15 Tropospheric Processes 4 Communication & signalling 5
Education 10 Ocean Circulation 8 Gene action & regulation 4
Fundamentals of Computing 1 Galactic & Interstellar Astron 8 Medical science & disease 6
Information & Knowledge Mgmt 4 Sediment/Sedimentary Processes 11 Glacial & Cryospheric Systems 4
Cultural History 19 Population Genetics/Evolution 23 Social Anthropology 6
Political Science 16 Med.Instrument.Device& Equip. 7 Socio Legal Studies 7
Community Ecology 18 Management & Business Studies 12 Quaternary Science 10
Materials Processing 11 Environmental Microbiology 7 Electronic Devices & Subsys. 4
Chemical Synthetic Methodology 0 Statistics & Appl. Probability 5 Numerical Analysis 4
Instrumentation Eng. & Dev. 4 Networks & Distributed Systems 2 Biochemistry & physiology 1
Agricultural systems 17 Hydrological Processes 10 Surfaces & Interfaces 3
Artificial Intelligence 6 English Language & Literature 18 Behavioural Ecology 28
Population Ecology 34 Image & Vision Computing 2 Crop science 4
Catalysis & Applied Catalysis 0 Regional & Extreme Weather 14 Soil science 4
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C.21 Cardiff University

表 91: Outcomesの分布:Cardiff University

Cardiff University
Outcome Category Count PCT AHRC BBSRC EPSRC ESRC MRC NERC STFC
artisticAndCreativeProduct 299 1.4% 255 3 4 25 0 9 3
collaboration 1,668 7.6% 211 87 169 114 783 240 64
dissemination 4,899 22.4% 189 143 433 1,930 1,834 288 82
futherfunding 1,587 7.2% 143 111 289 231 721 50 42
impactSummary 269 1.2% 29 34 104 58 1 35 8
intellectualProperty 37 0.2% 1 12 10 0 13 0 1
keyFinding 420 1.9% 29 72 156 66 1 75 21
policyInfluence 589 2.7% 49 15 31 212 242 11 29
policyInfluence_clinical 6 0.0% 0 0 0 1 5 0 0
product 17 0.1% 0 0 1 0 16 0 0
researchDatabaseAndModel 190 0.9% 12 7 52 52 44 20 3
researchMaterial 211 1.0% 8 17 28 10 137 5 6
softwareAndTechnicalProduct 78 0.4% 2 6 15 15 22 3 15
spinOut 5 0.0% 0 1 0 0 0 0 4
publication_Journal Article 9,783 44.7% 114 668 1,681 1,635 3,454 400 1,831
publication_Proceeding etc. 1,183 5.4% 102 22 367 610 37 35 10
publication_Book Chapter 372 1.7% 74 8 58 196 14 11 11
publication_Book 120 0.5% 31 1 9 73 5 1 0
publication_Working Paper 167 0.8% 1 0 29 46 0 6 85

Total 21,900 100.0% 1,250 1,207 3,436 5,274 7,329 1,189 2,215
687
612

Research Grant Project Counts: Value Pounds: 283,269,804
has some outcomes project counts: 

表 92: 研究トピックの分布:Cardiff University

Topic Count Topic Count Topic Count
Climate & Climate Change 34 Human Geography 13 Area & Development Studies 4
Materials Characterisation 17 Analytical Science 7 Software Engineering 2
Sociology 36 Palaeoenvironments 22 Environment & Health 2
Biogeochemical Cycles 16 Human-Computer Interactions 2 Chemical Structure 2
Psychology 33 Land - Atmosphere Interactions 1 Tools for the biosciences 7
Materials Synthesis & Growth 14 Pollution 2 Earth Surface Processes 6
Social Policy 11 Social Stats., Comp. & Methods 11 Microbiology 2
Extra-Galactic Astron.&Cosmol. 27 Conservation Ecology 0 Animal Diseases 1
Beyond the Standard Model 4 Geohazards 4 Bioinformatics 1
Economics 11 Ocean - Atmosphere Interact. 9 Chemical Biology 8
Ecosystem Scale Processes 3 Algebra & Geometry 4 Mathematical Analysis 16
Economic & Social History 8 Tropospheric Processes 0 Communication & signalling 3
Education 7 Ocean Circulation 17 Gene action & regulation 5
Fundamentals of Computing 0 Galactic & Interstellar Astron 19 Medical science & disease 3
Information & Knowledge Mgmt 6 Sediment/Sedimentary Processes 16 Glacial & Cryospheric Systems 6
Cultural History 7 Population Genetics/Evolution 1 Social Anthropology 2
Political Science 14 Med.Instrument.Device& Equip. 4 Socio Legal Studies 6
Community Ecology 8 Management & Business Studies 18 Quaternary Science 7
Materials Processing 5 Environmental Microbiology 13 Electronic Devices & Subsys. 9
Chemical Synthetic Methodology 13 Statistics & Appl. Probability 3 Numerical Analysis 7
Instrumentation Eng. & Dev. 6 Networks & Distributed Systems 6 Biochemistry & physiology 3
Agricultural systems 1 Hydrological Processes 1 Surfaces & Interfaces 8
Artificial Intelligence 1 English Language & Literature 6 Behavioural Ecology 0
Population Ecology 0 Image & Vision Computing 6 Crop science 1
Catalysis & Applied Catalysis 36 Regional & Extreme Weather 1 Soil science 2
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C.22 Queen Mary, University of London

表 93: Outcomesの分布:Queen Mary, University of London

Queen Mary, University of London
Outcome Category Count PCT AHRC BBSRC EPSRC ESRC MRC NERC STFC
artisticAndCreativeProduct 125 0.9% 51 0 57 9 5 0 3
collaboration 1,118 8.2% 299 75 282 41 319 33 69
dissemination 1,992 14.6% 364 142 455 311 502 84 134
futherfunding 795 5.8% 97 97 210 27 309 28 27
impactSummary 222 1.6% 42 26 90 22 1 20 21
intellectualProperty 55 0.4% 2 8 26 0 19 0 0
keyFinding 319 2.3% 43 54 131 25 3 32 31
policyInfluence 321 2.4% 20 13 35 75 158 9 11
policyInfluence_clinical 9 0.1% 0 0 0 0 9 0 0
product 24 0.2% 0 0 0 0 24 0 0
researchDatabaseAndModel 111 0.8% 10 26 28 13 17 16 1
researchMaterial 167 1.2% 8 34 13 6 100 3 3
softwareAndTechnicalProduct 97 0.7% 5 14 74 0 2 2 0
spinOut 16 0.1% 1 4 9 0 2 0 0
publication_Journal Article 7,127 52.3% 73 450 1,284 86 1,332 199 3,703
publication_Proceeding etc. 772 5.7% 105 9 560 57 20 1 20
publication_Book Chapter 242 1.8% 57 7 118 33 6 12 9
publication_Book 46 0.3% 25 0 6 10 3 0 2
publication_Working Paper 69 0.5% 26 0 1 14 0 3 25

Total 13,627 100.0% 1,228 959 3,379 729 2,831 442 4,059
544
482

Research Grant Project Counts: Value Pounds: 217,449,308
has some outcomes project counts: 

表 94: 研究トピックの分布:Queen Mary, University of London

Topic Count Topic Count Topic Count
Climate & Climate Change 11 Human Geography 3 Area & Development Studies 0
Materials Characterisation 19 Analytical Science 5 Software Engineering 10
Sociology 4 Palaeoenvironments 0 Environment & Health 2
Biogeochemical Cycles 15 Human-Computer Interactions 12 Chemical Structure 2
Psychology 4 Land - Atmosphere Interactions 1 Tools for the biosciences 5
Materials Synthesis & Growth 13 Pollution 0 Earth Surface Processes 5
Social Policy 3 Social Stats., Comp. & Methods 1 Microbiology 0
Extra-Galactic Astron.&Cosmol. 14 Conservation Ecology 4 Animal Diseases 2
Beyond the Standard Model 25 Geohazards 1 Bioinformatics 7
Economics 3 Ocean - Atmosphere Interact. 1 Chemical Biology 3
Ecosystem Scale Processes 7 Algebra & Geometry 5 Mathematical Analysis 4
Economic & Social History 10 Tropospheric Processes 0 Communication & signalling 4
Education 2 Ocean Circulation 0 Gene action & regulation 2
Fundamentals of Computing 19 Galactic & Interstellar Astron 5 Medical science & disease 1
Information & Knowledge Mgmt 9 Sediment/Sedimentary Processes 2 Glacial & Cryospheric Systems 0
Cultural History 14 Population Genetics/Evolution 2 Social Anthropology 2
Political Science 3 Med.Instrument.Device& Equip. 2 Socio Legal Studies 3
Community Ecology 18 Management & Business Studies 3 Quaternary Science 0
Materials Processing 6 Environmental Microbiology 3 Electronic Devices & Subsys. 2
Chemical Synthetic Methodology 10 Statistics & Appl. Probability 5 Numerical Analysis 2
Instrumentation Eng. & Dev. 4 Networks & Distributed Systems 7 Biochemistry & physiology 1
Agricultural systems 3 Hydrological Processes 5 Surfaces & Interfaces 2
Artificial Intelligence 8 English Language & Literature 8 Behavioural Ecology 5
Population Ecology 7 Image & Vision Computing 9 Crop science 1
Catalysis & Applied Catalysis 6 Regional & Extreme Weather 1 Soil science 0
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C.23 Lancaster University

表 95: Outcomesの分布:Lancaster University

Lancaster University
Outcome Category Count PCT AHRC BBSRC EPSRC ESRC MRC NERC STFC
artisticAndCreativeProduct 205 1.2% 172 0 20 8 0 5 0
collaboration 795 4.6% 212 56 269 44 34 85 95
dissemination 3,080 17.8% 702 118 602 1,150 112 283 113
futherfunding 369 2.1% 25 25 183 59 24 28 25
impactSummary 252 1.5% 27 15 101 45 0 41 23
intellectualProperty 29 0.2% 0 2 15 2 0 3 7
keyFinding 363 2.1% 30 30 142 51 0 79 31
policyInfluence 164 0.9% 56 4 28 39 12 22 3
policyInfluence_clinical 1 0.0% 0 0 0 0 1 0 0
product 3 0.0% 0 0 1 0 2 0 0
researchDatabaseAndModel 96 0.6% 12 1 33 25 2 22 1
researchMaterial 61 0.4% 1 8 22 11 10 8 1
softwareAndTechnicalProduct 120 0.7% 43 1 46 17 4 7 2
spinOut 7 0.0% 2 0 5 0 0 0 0
publication_Journal Article 10,238 59.1% 130 186 1,585 410 107 591 7,229
publication_Proceeding etc. 1,083 6.3% 143 9 401 473 1 43 13
publication_Book Chapter 311 1.8% 67 1 103 118 1 20 1
publication_Book 96 0.6% 39 0 15 40 1 1 0
publication_Working Paper 41 0.2% 6 3 11 14 0 6 1

Total 17,314 100.0% 1,667 459 3,582 2,506 311 1,244 7,545
542
486

Research Grant Project Counts: Value Pounds: 131,082,036
has some outcomes project counts: 

表 96: 研究トピックの分布:Lancaster University

Topic Count Topic Count Topic Count
Climate & Climate Change 25 Human Geography 14 Area & Development Studies 2
Materials Characterisation 15 Analytical Science 3 Software Engineering 10
Sociology 30 Palaeoenvironments 4 Environment & Health 7
Biogeochemical Cycles 33 Human-Computer Interactions 26 Chemical Structure 3
Psychology 24 Land - Atmosphere Interactions 19 Tools for the biosciences 1
Materials Synthesis & Growth 10 Pollution 20 Earth Surface Processes 8
Social Policy 14 Social Stats., Comp. & Methods 10 Microbiology 1
Extra-Galactic Astron.&Cosmol. 5 Conservation Ecology 7 Animal Diseases 1
Beyond the Standard Model 29 Geohazards 6 Bioinformatics 0
Economics 8 Ocean - Atmosphere Interact. 3 Chemical Biology 2
Ecosystem Scale Processes 21 Algebra & Geometry 6 Mathematical Analysis 7
Economic & Social History 4 Tropospheric Processes 11 Communication & signalling 2
Education 10 Ocean Circulation 0 Gene action & regulation 2
Fundamentals of Computing 7 Galactic & Interstellar Astron 3 Medical science & disease 3
Information & Knowledge Mgmt 9 Sediment/Sedimentary Processes 3 Glacial & Cryospheric Systems 1
Cultural History 4 Population Genetics/Evolution 3 Social Anthropology 5
Political Science 2 Med.Instrument.Device& Equip. 2 Socio Legal Studies 6
Community Ecology 16 Management & Business Studies 10 Quaternary Science 0
Materials Processing 3 Environmental Microbiology 4 Electronic Devices & Subsys. 6
Chemical Synthetic Methodology 1 Statistics & Appl. Probability 8 Numerical Analysis 1
Instrumentation Eng. & Dev. 6 Networks & Distributed Systems 26 Biochemistry & physiology 0
Agricultural systems 10 Hydrological Processes 13 Surfaces & Interfaces 5
Artificial Intelligence 9 English Language & Literature 9 Behavioural Ecology 3
Population Ecology 6 Image & Vision Computing 4 Crop science 4
Catalysis & Applied Catalysis 0 Regional & Extreme Weather 5 Soil science 16
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C.24 University of East Anglia

表 97: Outcomesの分布:University of East Anglia

University of East Anglia
Outcome Category Count PCT AHRC BBSRC EPSRC ESRC MRC NERC STFC
artisticAndCreativeProduct 98 1.0% 52 18 0 11 1 16 0
collaboration 571 5.6% 121 142 49 47 46 166 0
dissemination 3,461 34.2% 695 649 58 1,467 114 478 0
futherfunding 441 4.4% 35 141 45 46 45 129 0
impactSummary 266 2.6% 35 78 31 41 0 81 0
intellectualProperty 28 0.3% 0 12 7 5 3 1 0
keyFinding 430 4.2% 40 137 68 49 0 136 0
policyInfluence 318 3.1% 15 35 8 200 23 37 0
policyInfluence_clinical 1 0.0% 0 0 0 0 1 0 0
product 7 0.1% 0 0 0 1 6 0 0
researchDatabaseAndModel 96 0.9% 10 23 7 12 5 39 0
researchMaterial 77 0.8% 3 36 2 3 21 12 0
softwareAndTechnicalProduct 38 0.4% 1 12 6 3 0 16 0
spinOut 6 0.1% 0 1 4 0 0 1 0
publication_Journal Article 3,623 35.8% 112 994 524 613 197 1,183 0
publication_Proceeding etc. 309 3.1% 8 17 119 151 3 11 0
publication_Book Chapter 225 2.2% 87 13 22 63 0 40 0
publication_Book 51 0.5% 30 0 1 18 0 2 0
publication_Working Paper 79 0.8% 4 0 7 67 0 1 0

Total 10,125 100.0% 1,248 2,308 958 2,797 465 2,349 0
521
491

Research Grant Project Counts: Value Pounds: 131,469,320
has some outcomes project counts: 

表 98: 研究トピックの分布:University of East Anglia

Topic Count Topic Count Topic Count
Climate & Climate Change 67 Human Geography 4 Area & Development Studies 15
Materials Characterisation 4 Analytical Science 13 Software Engineering 0
Sociology 12 Palaeoenvironments 3 Environment & Health 6
Biogeochemical Cycles 55 Human-Computer Interactions 0 Chemical Structure 6
Psychology 4 Land - Atmosphere Interactions 17 Tools for the biosciences 3
Materials Synthesis & Growth 5 Pollution 13 Earth Surface Processes 3
Social Policy 14 Social Stats., Comp. & Methods 0 Microbiology 8
Extra-Galactic Astron.&Cosmol. 0 Conservation Ecology 29 Animal Diseases 1
Beyond the Standard Model 0 Geohazards 11 Bioinformatics 5
Economics 18 Ocean - Atmosphere Interact. 43 Chemical Biology 11
Ecosystem Scale Processes 15 Algebra & Geometry 9 Mathematical Analysis 1
Economic & Social History 8 Tropospheric Processes 23 Communication & signalling 8
Education 5 Ocean Circulation 19 Gene action & regulation 7
Fundamentals of Computing 0 Galactic & Interstellar Astron 0 Medical science & disease 6
Information & Knowledge Mgmt 3 Sediment/Sedimentary Processes 5 Glacial & Cryospheric Systems 4
Cultural History 13 Population Genetics/Evolution 21 Social Anthropology 11
Political Science 7 Med.Instrument.Device& Equip. 1 Socio Legal Studies 4
Community Ecology 8 Management & Business Studies 4 Quaternary Science 5
Materials Processing 0 Environmental Microbiology 16 Electronic Devices & Subsys. 0
Chemical Synthetic Methodology 12 Statistics & Appl. Probability 1 Numerical Analysis 2
Instrumentation Eng. & Dev. 2 Networks & Distributed Systems 0 Biochemistry & physiology 9
Agricultural systems 1 Hydrological Processes 8 Surfaces & Interfaces 2
Artificial Intelligence 2 English Language & Literature 5 Behavioural Ecology 21
Population Ecology 16 Image & Vision Computing 6 Crop science 5
Catalysis & Applied Catalysis 9 Regional & Extreme Weather 10 Soil science 2
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C.25 University of Leicester

表 99: Outcomesの分布:University of Leicester

University of Leicester
Outcome Category Count PCT AHRC BBSRC EPSRC ESRC MRC NERC STFC
artisticAndCreativeProduct 35 0.3% 19 7 0 5 3 0 1
collaboration 959 8.6% 41 143 52 42 160 191 330
dissemination 1,735 15.5% 158 324 68 462 340 226 157
futherfunding 501 4.5% 28 103 42 37 115 115 61
impactSummary 220 2.0% 26 51 36 30 2 46 29
intellectualProperty 58 0.5% 0 35 3 0 11 2 7
keyFinding 300 2.7% 31 75 52 35 3 67 37
policyInfluence 156 1.4% 6 14 6 74 35 20 1
policyInfluence_clinical 1 0.0% 0 0 0 0 1 0 0
product 24 0.2% 0 3 1 1 16 0 3
researchDatabaseAndModel 93 0.8% 4 18 8 16 11 34 2
researchMaterial 169 1.5% 2 97 7 3 48 9 3
softwareAndTechnicalProduct 81 0.7% 1 42 13 1 9 6 9
spinOut 5 0.0% 0 4 0 0 1 0 0
publication_Journal Article 6,290 56.2% 95 475 332 183 785 452 3,968
publication_Proceeding etc. 328 2.9% 20 60 67 95 23 22 41
publication_Book Chapter 152 1.4% 41 12 32 36 8 11 12
publication_Book 39 0.3% 18 0 2 14 0 3 2
publication_Working Paper 45 0.4% 10 1 0 18 0 0 16

Total 11,191 100.0% 500 1,464 721 1,052 1,571 1,204 4,679
505
450

Research Grant Project Counts: Value Pounds: 159,543,358
has some outcomes project counts: 

表 100: 研究トピックの分布:University of Leicester

Topic Count Topic Count Topic Count
Climate & Climate Change 24 Human Geography 4 Area & Development Studies 1
Materials Characterisation 12 Analytical Science 2 Software Engineering 3
Sociology 16 Palaeoenvironments 5 Environment & Health 7
Biogeochemical Cycles 10 Human-Computer Interactions 3 Chemical Structure 4
Psychology 7 Land - Atmosphere Interactions 16 Tools for the biosciences 2
Materials Synthesis & Growth 2 Pollution 5 Earth Surface Processes 4
Social Policy 3 Social Stats., Comp. & Methods 2 Microbiology 4
Extra-Galactic Astron.&Cosmol. 36 Conservation Ecology 1 Animal Diseases 2
Beyond the Standard Model 2 Geohazards 5 Bioinformatics 1
Economics 3 Ocean - Atmosphere Interact. 5 Chemical Biology 3
Ecosystem Scale Processes 8 Algebra & Geometry 7 Mathematical Analysis 4
Economic & Social History 6 Tropospheric Processes 16 Communication & signalling 6
Education 6 Ocean Circulation 1 Gene action & regulation 3
Fundamentals of Computing 11 Galactic & Interstellar Astron 23 Medical science & disease 6
Information & Knowledge Mgmt 2 Sediment/Sedimentary Processes 5 Glacial & Cryospheric Systems 1
Cultural History 4 Population Genetics/Evolution 8 Social Anthropology 2
Political Science 6 Med.Instrument.Device& Equip. 4 Socio Legal Studies 5
Community Ecology 0 Management & Business Studies 4 Quaternary Science 2
Materials Processing 7 Environmental Microbiology 1 Electronic Devices & Subsys. 1
Chemical Synthetic Methodology 5 Statistics & Appl. Probability 1 Numerical Analysis 6
Instrumentation Eng. & Dev. 11 Networks & Distributed Systems 1 Biochemistry & physiology 3
Agricultural systems 5 Hydrological Processes 1 Surfaces & Interfaces 1
Artificial Intelligence 4 English Language & Literature 3 Behavioural Ecology 6
Population Ecology 2 Image & Vision Computing 2 Crop science 2
Catalysis & Applied Catalysis 3 Regional & Extreme Weather 4 Soil science 2
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C.26 機関の特徴
本章で示した各機関の 19項目の Outcomesの分布について，その割合をベクトルとして K-means++

でクラスタリング及び UMAPで 2次元に圧縮したものを図 35に示す43)．
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図 35: Outcomesの構成から見た機関の類似性

図 35を見ると，2次元に圧縮した状態では概ね 2つのクラスタに分かれていると見られる．このク
ラスタごとに特徴及び所属する機関をまとめたものを表 101に示す．
表 101を見ると基本的には Disseminationや Collaborationに差があり，それらの要素に力を入れい

ているかどうかで分かれているように見受けられる．たとえば，Oxfordや Cambridgeはジャーナル算
出の比重が大きいということが示唆されており，ある程度納得がいく結果になっている．

43) 実際には本編同様に，まず UMAPで 2次元圧縮した状態を可視化し，それを参考に K-means++のクラスタ数を決めて
19次元空間上でクラスタリング，その結果を再度 UMAPの可視化結果に反映させる，という手順を踏んでいる．
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表 101: 2クラスタに分類した場合の特徴
Outcomes Cls_1 Cls_2 Cls_1 Org Cls_2 Org
artisticAndCreativeProduct 0.9% 0.5% University College London University of Oxford
collaboration 7.3% 6.6% University of Leeds University of Cambridge
dissemination 23.4% 16.1% University of Sheffield University of Manchester
futherfunding 6.2% 4.7% University of Nottingham Imperial College London
impactSummary 1.9% 1.5% University of Southampton University of Edinburgh
intellectualProperty 0.3% 0.4% University of Glasgow University of Bristol
keyFinding 2.7% 2.3% King's College London University of Birmingham
policyInfluence_clinical 0.0% 0.0% Newcastle University University of Warwick
policyInfluence 3.9% 3.1% University of York University of Liverpool
product 0.2% 0.1% University of Exeter Durham University
publication_Book 0.4% 0.3% Cardiff University Queen Mary, University of London
publication_Book Chapter 1.9% 1.7% University of East Anglia Lancaster University
publication_Conference/Paper/Proceeding/Abstract 5.3% 4.2% University of Leicester
publication_Journal Article/Review 42.7% 55.7%
publication_Working Paper 0.5% 0.5%
researchDatabaseAndModel 1.0% 0.7%
researchMaterial 0.7% 0.7%
softwareAndTechnicalProduct 0.5% 0.6%
spinOut 0.1% 0.1%
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付録 D PolicyInfluenceと機関
3.4節のデータについて PolicyInfluenceと機関の関係性について分析する．
機関別に PolicyInfluenceの件数をまとめ，累計で 200件以上の成果のある上位 26機関について表

102に示す．

表 102: PolicyInfluenceが 200件以上の 26機関
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1 University of Oxford 1,350 1 110 34 119 76 352 171 120 367
2 University of Exeter 830 56 48 3 104 24 87 126 122 260
3 University of Southampton 825 0 70 3 54 32 223 128 77 238
4 University of Bristol 753 3 48 3 71 30 160 95 71 272
5 University of Sheffield 741 0 32 3 47 30 170 117 45 297
6 University College London 611 1 46 6 31 17 120 100 67 223
7 Cardiff University 598 0 43 5 47 14 134 101 30 224
8 Staffordshire University 581 0 33 0 33 15 173 72 64 191
9 Imperial College London 562 0 44 12 66 20 150 76 43 151
10 University of Warwick 458 0 38 2 53 13 100 78 38 136
11 CONDESAN 439 8 75 7 58 11 103 49 39 89
12 University of Edinburgh 402 2 27 7 36 36 101 58 38 97
13 University of St Andrews 391 1 21 12 39 7 89 67 31 124
14 King's College London 365 0 27 1 8 11 45 70 13 190
15 University of Kent 356 0 29 8 25 8 135 41 19 91
16 University of Cambridge 348 1 28 0 48 14 91 46 35 85
17 University of Liverpool 335 0 30 5 67 12 59 70 41 51
18 Earlham Institute 318 10 48 3 20 2 82 30 63 60
19 University of Manchester 299 5 21 3 38 20 71 32 38 71
20 Loughborough University 280 1 32 5 37 18 68 24 37 58
21 University of Reading 279 0 15 6 31 8 75 46 9 89
22 University of Strathclyde 274 0 72 5 27 14 65 16 33 42
23 University of Aberdeen 270 0 30 1 23 10 90 36 31 49
24 London Sch of Hygiene and Trop Medicine 257 0 49 3 24 7 97 13 26 38
25 Queen Mary, University of London 227 0 26 2 70 5 49 18 17 40
26 Institute of Cancer Research 208 0 15 2 26 21 34 22 39 49

次にこれらの 26機関について K-means++でクラスタリングし，UMAPで 2次元に圧縮して可視化
した結果を図 36に示す．
またこれらの 4つのクラスタについて特徴をまとめたものを表 103に示す．
図 36を見る限り必ずしも綺麗に分かれているわけではないが，表 103についてはある程度特徴も得

られている．
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図 36: Outcomesの構成から見た機関の類似性

表 103: 4クラスタに分類した場合の特徴
Category ● Cls_1 ● Cls_2 ● Cls_3 ● Cls_4
pi_# 1.0% 0.1% 0.4% 1.2%
pi_cite_policyDocuments 17.7% 7.2% 9.2% 6.4%
pi_cite_systematicReviews 1.2% 1.5% 1.2% 0.5%
pi_evidence4Government 9.4% 9.5% 17.9% 7.2%
pi_implementation 2.9% 3.8% 5.8% 3.2%
pi_training 28.8% 27.0% 20.7% 18.2%
pi_guidelineCommittee 9.0% 14.4% 11.7% 16.0%
pi_nationalConsultation 12.5% 8.1% 12.9% 8.3%
pi_advisoryCommittee 17.5% 28.3% 20.2% 38.9%

Cls_1 は相対的に Training の割合と PolicyDocument の割合が大きい．Cls_2 は相対的に Training
の割合と advisoryCommitteeの割合が大きい．Cls_3 は相対的に evidence4Governmentの割合が大き
い．Cls_4は相対的に advisoryCommitteeに偏重している．
このように機関ごとの得意分野を見て取ることができた．どのような成果を得たいかによって，そ
れぞれ各クラスタの機関を参考にするとより効率的な改善につながる可能性がある．
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付録 E 要因間の関係分析
本章では Outcomes, Publications を対象に，研究成果の状況や関係性に関する今後の分析可能性に

ついて検討する．
考察のためには，今後，変数単位での正規化やノイズ除去，分野別に分けた分析など丁寧な作業を

要する．

E.1 種別間の因果関係
3.3.2 節において，ジャーナル論文以外の成果がほとんどないクラスタが 1 件あることが確認でき

た．一方で，他のクラスタは複数の成果の算出が確認できる．そこで，前述のジャーナル論文以外の
成果がほとんどないクラスタに属するプロジェクトを除き，成果種別間の関係性を分析する．この際，
期間 (term)，研究予算 (valuePounds)も用いる．
ここでは因果探索手法である DirectLiNGAM(Linear, Non-Gaussian, Acyclic causal Models)

[Shimizu 11, Hyvärinen 13] を用いて関係性を探索する．DirectLiNGAM は回帰分析と独立性評価を
ベースとする因果探索手法で，1. 外生変数の分布が非ガウス連続分布，2. 因果グラフが非巡回，3. 外
生変数が互いに独立，などの仮定を満たす場合に適用できる．因果探索であるので共分散構造分析の
ように因果パスを設定する必要がない．また連続変数を対象とするため今回の課題に対しては，同じ
く因果探索手法であるベイジアンネットワークよりも使いやすい特徴がある．
分析結果の因果パスを図 37及び表 104,105に示す．

表 104: 因果パスとウェイト（マイナス方向，一部）
# From To Weight
1 keyFinding -> valuePounds -122808.0
2 policyInfluence_clinical -> valuePounds -83072.8
3 publication_Book -> valuePounds -9055.3
4 keyFinding -> term -60.4
5 impactSummary -> term -33.3
6 artisticAndCreativeProduct -> term -9.3
7 spinOut -> dissemination -3.6
8 product -> dissemination -2.8
9 intellectualProperty -> publication_Journal Article/Review -1.4
10 artisticAndCreativeProduct -> publication_Journal Article/Review -0.8
11 softwareAndTechnicalProduct -> publication_Journal Article/Review -0.7
12 keyFinding -> publication_Journal Article/Review -0.6
13 intellectualProperty -> dissemination -0.4
14 product -> publication_Conference/Paper/Proceeding/Abstract -0.3
15 policyInfluence_clinical -> impactSummary -0.2

図 37において，青はマイナス，赤はプラスを示し，線の太さがウェイトに比例する．具体のウェイ
トの一部は表 104,105から確認できる．ウェイトは valuePoundsはポンド（金額），termは日数，その
他は件数に対応する．たとえば，Outcomesの項目 Aから Bにウェイト 3のリンクがあった場合，A
が 1件増えると Bは 3件増えることになる．
これらを見るとたとえば，spinOutが多い場合 disseminationは減る（少ない）一方，valuePoundsは
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表 105: 因果パスとウェイト（プラス方向，一部）
# From To Weight
1 spinOut -> valuePounds 224765.5
2 intellectualProperty -> valuePounds 53995.8
3 researchDatabaseAndModel -> valuePounds 42667.0
4 softwareAndTechnicalProduct -> valuePounds 22244.5
5 publication_Conference/Paper/Proceeding/Abstract -> valuePounds 10374.4
6 publication_Book Chapter -> valuePounds 7666.0
7 publication_Journal Article/Review -> valuePounds 5436.1
8 policyInfluence -> valuePounds 4243.5
9 dissemination -> valuePounds 3234.8
10 term -> valuePounds 452.8
11 policyInfluence_clinical -> term 172.7
12 researchDatabaseAndModel -> term 28.3
13 researchMaterial -> term 24.8
14 intellectualProperty -> term 18.6
15 product -> term 12.5
16 policyInfluence_clinical -> publication_Journal Article/Review 11.6
17 policyInfluence_clinical -> futherfunding 8.2
18 futherfunding -> term 7.3
19 spinOut -> publication_Conference/Paper/Proceeding/Abstract 5.6
20 publication_Conference/Paper/Proceeding/Abstract -> term 4.7

大きく，Proceedings 系の Publication や collaboration も増える（多い）こと，intellectualProperty や
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図 37: 因果パス
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keyFindingなどが多い場合にはそれぞれジャーナル論文が減ること，などが読み取れる．逆にジャー
ナル論文が増えたからと言ってそれに対応して増減する成果は見られていない．前節の表 30等を見て
もジャーナル論文は基本的にどのクラスタでも量が多いため妥当な結果といえる．制御可能な変数で
ある term，valuePoundsについてみると，これらの変数が因果の起点になっているものは見られない．
従って，この分析の結果からは期間や金額を増やしたからと言って何かの成果が出るとはいえないこ
とが分かる．一方で，spinOutをはじめ，複数の項目において成果を出しているものは大きな資金投入
がなされていたり，一定期間にわたる支援がなされていることも分かる．当然ながら資金や期間は必
要条件であって十分条件ではないため，この点についてもある程度妥当な結果が得られている．

104



E.2 Policy Influence関連の因果関係
次に Policy Influence関連の項目間で因果探索を行った結果の一部を表 106，表 107に示す．

表 106: 因果探索結果（PolicyInfluence関連，上位下位の一部）
From To WT From To WT
pi_cite_systematicReviews -> dsm_presentation 4.7 pi_evidence4Government -> dsm_presentation -2.4
pi_guidelineCommittee -> pub_Journal 3.5 pi_evidence4Government -> pub_Journal -1.8
pi_cite_systematicReviews -> pub_Journal 3.1 pi_cite_systematicReviews -> pub_Proc -1.4
pi_advisoryCommittee -> pub_Journal 2.5 pi_cite_policyDocuments -> pub_Journal -0.9
pi_evidence4Government -> dsm_expertPanel 2.5 pi_nationalConsultation -> pub_Proc -0.8
pi_evidence4Government -> dsm_pressRelease 2.1 pi_evidence4Government -> pub_Proc -0.8
pi_nationalConsultation -> dsm_expertPanel 2.0 pi_cite_policyDocuments -> dsm_workshop -0.7
pi_guidelineCommittee -> dsm_presentation 1.8 pi_cite_policyDocuments -> pub_Proc -0.6
pi_implementation -> dsm_expertPanel 1.7 pi_training -> pub_Journal -0.6
pi_cite_systematicReviews -> dsm_magazine 1.3 pi_cite_systematicReviews -> dsm_expertPanel -0.5
pi_cite_systematicReviews -> pi_training 1.1 pi_cite_policyDocuments -> dsm_expertPanel -0.2
pi_nationalConsultation -> dsm_presentation 1.1 pi_# -> dsm_workshop -0.2
pi_advisoryCommittee -> dsm_presentation 1.1 pi_cite_policyDocuments -> pi_training -0.1
pi_cite_policyDocuments -> pub_WorkingPaper 0.9 dsm_broadcast -> pi_training -0.1

表 107: 因果探索結果（valuePounds, term関連）
From To WT From To WT
pi_# -> valuePounds 255,315.2 pi_guidelineCommittee -> term 37.3
pi_guidelineCommittee -> valuePounds 142,213.0 dsm_openHouse -> term 11.4
dsm_openHouse -> valuePounds 136,408.1 pub_BookChapter -> term 4.2
pi_nationalConsultation -> valuePounds 31,290.4 pi_advisoryCommittee -> term 4.2
dsm_conf -> valuePounds 23,457.5 pub_Proc -> term 2.5
pi_evidence4Government -> valuePounds 20,385.8 dsm_presentation -> term 1.8
pub_Proc -> valuePounds 13,824.3 dsm_magazine -> term -0.7
pub_BookChapter -> valuePounds 9,361.4
pi_advisoryCommittee -> valuePounds 6,455.7
dsm_workshop -> valuePounds 6,259.3
dsm_presentation -> valuePounds 3,450.3
dsm_pressRelease -> valuePounds 1,072.4
term -> valuePounds 635.1
dsm_magazine -> valuePounds -5,842.6

表 106，表 107 をみると，たとえば Systematic Review に引用されるようなものは Journal の数や
Presentation の回数が多い傾向があることが分かる．他方，政府にエビデンスを提供するようなもの
は Press Release や Expert Panel への参加は多い一方で，Presentation や Journal が少ない．メディア
対応を通じた一般報道や Expert Panel を通じて政府関係者に認知されることでコミュニケーション
が生じて成果となっているのか，他の要因があるのかなど，理由については別途検討が求められる．
Guideline Committee に関しては資金と期間が両方大きい．基本的に資金総額と期間との間には関係
がありそうなので，Guideline Committeeへの参画については一定期間の活動が重要となる可能性が伺
える．
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付録 F Impactと Outcomes，研究トピック
F.1 各アウトプットの Impact

文献 [King’s College London 15] では REF2014 における Impact の記述に対してトピックモデル
(LDA; Latent Dirichlet Allocation)を適用して 60分類し，成果等との関係性を可視化している．
ここでも同様に LDA 44)を用いた分析を試みた．
ここでは，ステータスが Closed，種別が Research Grant のプロジェクトに関する Outcomes のう

ち，imapctとして少なくとも 128文字以上の記載があるものを取り上げ，さらにそこから URLなど
を削った 209,376件を用いた．トピック数について文献 [King’s College London 15]では 60分類して
いるが，認識が困難なため約半分かつ，2の倍数できりの良い 32を設定した．
この 32 トピックと科研費審査区分で言う大区分相当の研究トピックおよび，Outcomes のカテゴ

リーの対応関係を図 38に示す．文献 [King’s College London 15]同様に複雑な関係性が伺える．
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図 38: Impactと Outcomes，研究トピック

32トピックの具体内容については表 108に示す．文献 [King’s College London 15]の様に個別具体
の研究に関わるものから，impactの種別に関わるものまで，様々なものが見られる．

44) 実装には Gibbs Samplingベースの GibbsLDA++ (http://gibbslda.sourceforge.net/)を用いた．
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表 108: Impactに関する 32トピック
Words related to this topic

01 Note
成果物の詳細

02 Panelist
パネル参加など

03 Clinical Study
臨床研究

04 Policy Report
政策レポート

05 Group Work
グループワーク

06 Practice/Develop
トレーニングなど

07 Terms
実施期間

08 Public Relations
PR

09 Academic Networking
ネットワーキング

10 Presentation for Public
⼀般向け公開

11 Energy / Material
個別：資源・エネルギー系

12 Health
個別：健康医療

13 Genome
個別：遺伝⼦関連

14 Cell
個別：細胞関連

15 Event
⼀般向けイベント

16 Social issue
社会課題

17 Climate Change
個別：気候変動

18 National Development
個別：国際開発

19 STS
科学技術社会論

20 Event (Open House, etc.)
公開イベント

21 Seminar
セミナー

22 Exhibision
展⽰

23 Conference
学術会議

24 Publication
出版

25 Talk / Disscussion
討論イベントなど

26 Industry
産業関連

27 Education
教育関連

28 IT Tools
情報システム関連

29 Workshop
ワークショップ

30 Local Community
ローカルコミュニティ関連

31 Methods
⼿法関連

32 Desc. of Artiles
論⽂詳細

dr professor prof panel co director chair pi john david speaker present mark author paul
investigator speak jam session head

research project find present team fund result part disseminate presentation relate
dissemination impact lead also discuss inform pi undertake well

Topic Label

study patient disease clinical trial medical brain medicine treatment drug mrc new cancer
research test therapy neuroscience hiv clinician associate

event go people understand make us think many feedback would way one see know get could
interest result good say

policy report government uk maker scotland evidence national eu sector scottish house
commission brief wales impact european committee office include
group work meet member team discuss project partner plan also include progress present hold
number lead future board update advisory
develop use understand approach provide development key practice process support help need
make identify impact language improve decision aim design
time also need show may cost important survey term economic first measure market level
significant effect increase rate financial would
article interview website medium online bbc blog news press radio post time publish write
release feature video view live magazine
research researcher network academic future together opportunity work bring new share field
knowledge collaboration exchange across idea aim area provide
public audience study increase result include raise wide awareness general interest high
level impact medium available profile follow engagement report
energy material system process power use carbon high low chemical engineer waste technology
scale chemistry surface base application solar facility
health child age social study care people service life family intervention professional
mental dementia older live find work england evidence
plant genome animal disease biology sequence gene control resistance virus dna genetic
genetics wheat crop species population vaccine scientific infection
cell doi de protein stem human pmid la mouse van zhang brown wang li publication author nov
pubmed journal function

student school education visit train teacher course year staff learn pupil phd teach lab
career postgraduate deliver week primary summer

social issue role woman explore paper perspective human law right practice political debate
context draw focus challenge migration relationship address
change environment climate water food environmental management impact future risk soil
green marine monitor air city natural urban infrastructure ecosystem
development national south country africa international global india world policy regional
include stakeholder poverty african region institute program ngo state
science society physics scientific scientist award research lecture royal new phd staff
wave committee meet advance quantum technology engineer glasgow
event public science activity part festival day open take member visitor show engage people
interactive centre stand general demonstration game
university seminar london institute invite uk college series lecture centre oxford
cambridge department manchester research march edinburgh sheffield leeds nottingham
film exhibition history museum project art heritage performance artist digital cultural
music arts library book screen british archive war first
conference presentation international present poster paper annual symposium june society
september october july invite keynote uk oral european meet usa
collaboration fund publication paper grant output multi involve application disciplinary
submit result publish lead joint outcome proposal successful review currently
talk discussion question give interest presentation audience spark invite attend follow
afterwards request generate stimulate information ask session member debate
uk technology industry design business new innovation company china digital engineer
challenge future develop lead centre product economy security build

data use tool user provide resource available information access database allow analysis
base platform make software also source open collect
workshop event participant attend day organise hold include one two session academic
attendee around take discussion sessions delegate well focus
community local people project work city young engagement co organisation support engage
council resilience build share design place within activity
model use method analysis image system journal application technique base computer apply
software problem structure theory dynamics mj biology computational
al et title work study society pmid international may congress uk review meet analysis
annual cell july american publication transplant
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F.2 Impact Summary

すでに述べたとおり Outcomesのデータ項目としてインパクトが設定されており各アウトカムにつ
いてのインパクトが記載できるようになっているが，アウトカムの種別としても “Impact Summary”
が存在する．Impact Summaryに記入のあるプロジェクトは多くはないが，内容を見る限りアウトプッ
ト・アウトカムの内容を文章で要約して報告しているように見える．また，Impact Summaryには更に
impactTypeというタグも付与されている．impactType別の Impact Summaryの件数を表 109に示す．

表 109: Impact Summaryの種別

impactTypes Count

# 3,263
Cultural 2,057
Economic 4,308
Societal 2,660
Policy & public services 1,992
Cultural,Economic 376
Cultural,Policy & public services 201
Cultural,Societal 2,012
Economic,Policy & public services 660
Societal,Economic 2,178
Societal,Policy & public services 1,192
Cultural,Economic,Policy & public services 48
Cultural,Societal,Economic 660
Cultural,Societal,Economic,Policy & public services 537
Cultural,Societal,Policy & public services 630
Societal,Economic,Policy & public services 855
Total 23,629

この Impact Summaryの記述について F.1と同様にトピックモデルを用い 16のトピックを抽出した
ところ，表 110のようになった．

Impact Summaryは Summaryの名前の通り，Publicationや Outcomesの要約として記載していると
考えられることから，ある意味で当然の結果と考えられるが，たとえば，トピック 11は美術館や展示
会の語が並び，Artistic and Creative productsと関連が高そうに見える．他にも，トピック 13は Policy
Influence，トピック 5は Research Databases and Models，など，アウトカムの各項目とある程度対応
しているように見て取れる．

108



表 110: Impact Summaryに関する 16トピック
Words related to this topic

01 Outputs and Outcomes
成果⼀般

02 Industry
産業

03 International
国際開発

04 Academic Events
学会・ワークショップ等

05 Materials
材料

06 Biology
⽣物学

07 PR
アウトリーチ活動

08 Climate Change
気候変動

09 Socialcare
ソーシャルケア

10 Local Community
ローカルコミュニティ

11 Art
アート関連

12 Energy
エネルギー

13 Policy Influence
政策影響

14 Misc
⼀般語

15 Data Science
データサイエンス

16 Studentsip
学⽣⽀援

energy industry uk benefit business system cost food sector impact improve increase
market use economic provide reduce innovation future design
policy research report government uk find evidence work national inform social include
committee house debate commission maker office scottish scotland
make one work understand would time change us also important take different issue need
way many interest able first could
use data tool user method analysis information project develop available model provide
make new software base time work access researcher
research fund uk award grant collaboration lead university student work support
researcher centre train project phd programme science new development

use plant disease cell protein drug gene control animal crop novel biology target
identify resistance new understand production breed study
public science medium include activity also event general engagement research website
bbc audience article radio talk time interest outreach school
climate change water use model risk management environmental uk environment monitor
assessment provide soil natural result area marine nerc understand
health school work education child find people research use study teacher train social
care learn young teach professional language impact
community project work local group network practice develop engagement organisation
research impact design activity city knowledge engage plan co support
project museum exhibition film new cultural history heritage art arts public audience
artist creative collection also work festival library archive

Topic Label

project research impact find work result academic interest publication also paper non
publish grant output relate outcome one number already
technology develop company industry system application new industrial partner
commercial project product design use lead development manufacture process patent ltd
project research development international country policy national china team also
south impact find africa global workshop community government india local
university conference workshop meet international present invite academic presentation
event seminar series london paper publish dr hold attend pi march
use material high technique new model structure method application develop process
image field simulation property design base light measurement nuclear
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付録 G 研究成果に関するその他のデータベース
英国に関しては本報告で示したとおり，UKRI GtRが主要なものをカバーしている．
本章では我が国を始め，他国との比較可能性について論じるために類似するサービスについて簡易

調査した結果を紹介する．
結論としては UKRI GtR に比肩するような広範かつ十分な量の研究成果 (Research Outputs and

Outcomes)に関するデータベースは見当たらない．したがって，同じレベルでの比較は困難と考えら
れる．他方，GtRを参考にすることでデータベースやサービスのデザイン，データ利活用等について
知見を得られる可能性がある．

■日本 我が国においては，本文でも触れている国立情報学研究所 (NII)の科学研究費助成事業データ
ベース (KAKEN) 45) が挙げられる．ただし基本的には研究課題のデータベースといえる．
研究成果種別としては，

• 国際共同研究
• 雑誌論文
• 学会発表
• 図書
• プレス/新聞発表
• 備考
• 産業財産権
• 学会・シンポジウム開催
• 文献書誌

が，登録されている．

■米国 米国については国立衛生研究所 (NIH) および国立科学財団 (NSF) が米国科学技術政策局
(OSTP; Office of Science and Technology Policy)の元で運営している Federal RePORTER 46)において，
NIH, NSF,米国農務省,環境保護庁に関するプロジェクトとその成果の一部を公開している．
ただし，成果としては Publication (Journal Article) のみとなっている．csvや xml形式でのバルク

ダウンロードもできる．

■ドイツ ドイツについてはドイツ研究振興協会 (DFG; Deutsche Forschungsgemeinschaft) が運営し
ている GEPRIS (German Project Information System) 47)において，DFGが資金提供する研究プロジェ
クトに関する情報の一部を公開している．
ただし，成果は基本的に研究報告書を要約したテキストベースのものと，Journal Articleのリスト程

度である．

45) https://kaken.nii.ac.jp/
46) https://federalreporter.nih.gov/
47) https://gepris.dfg.de/gepris/

110

https://kaken.nii.ac.jp/
https://federalreporter.nih.gov/
https://gepris.dfg.de/gepris/


■フランス フランスでは，高等教育・研究・イノベーション省 (MESRI; Ministère de l’Enseignement
supérieur, de la Recherche et de l’Innovation)が運営する scanR48) において，ファンディングプロジェ
クトや成果などを公開している．
成果は，publications, thesis and patentsとされており，GtRに比べると成果の幅は狭い．データのバ
ルクダウンロードや APIを通じた取得も可能．

■オーストラリア オーストラリアでは，Australian Research Council (ARC) が ARC Data portal49)

において，Excellence in Research for Australia (ERA) の一環として研究成果 (Research Outputs /
Outcomes)の公開を行っている．ただし ERAの枠組みと言うこともあって，英国で言う REF相当の
データになっている．
たとえば現状では Outputは ERA Round: ERA 2018のみ．Outcomesは大学単位で世界標準と比較

した相対的・離散値（5段階評価）での格付けのみを提供している．また，Outputも大学等機関との
紐付けはあるがプロジェクトとの関係などは示されていない．

Outputの種別は以下の通り．

• Book
• Book Chapter
• Conference Publication
• Curated Exhibition Event
• Journal Article
• Live Performance
• Original Creative Work
• Portfolio
• Recorded Rendered Work
• Research Report for External Body

48) https://scanr.enseignementsup-recherche.gouv.fr/
49) https://dataportal.arc.gov.au/Landing
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